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序

静岡県森町の天竜浜名湖鉄道円田駅の北側には、太田川流域と一宮川流域に挟

まれたE陵地が広がっていた。太田川流域に面 した段E上には集落や茶畑が広が

り、その奥には、雑木林で占められた丘陵が展開していた。そこに、 第二東名高

速道路のパーキングエリアが計画され、広範囲にわたる発掘調査が実施される こ

とになった。

かつてより、この正陵上には古墳群の存在が知られ、鏡や金銅装馬具などが発

見されていた。ま た、 雑木林の中を分け入ると、所々に古墳を思わせる高まりや

盗掘の痕跡をみることができた。それらは、多大な調査成果を期待させるのに十

分なものであった。実際、文殊堂古墳群・ 宇藤蓮台古墳群・林古墳群では中期古

墳15基と後期古墳 5基を調査する ことになり、短甲などの注目される発見も含め

て、 有益な古墳群の調査資料を得るに至った。

さらに、古墳群が形成される前の弥生時代においても、この丘陵一帯が墓域と

して利用されていたことが判明した。やせた正陵上の数ヶ所に分かれて、多くの

土坑墓や土器棺墓による墓群が形成されていた。立地地形との関連も考慮される

が、方形周溝墓群が面的に展開する墓域とは様相を異にしている。その一方で、

一般的に副葬品が少ない弥生時代の墓にあって、玉類や銅釧・鉄剣・鉄鍛といっ

た副葬品の出土が認められており、遺構や土器のほかに、副葬品からの視点・分

析も重視される。以上のよう に、古墳群形成前についても、当時の集団構造や地

域的様相を探求する上で、重要な墓域の調査資料が得られたものと考える。

本書では、文殊堂遺跡・宇藤蓮台遺跡・フケ遺跡・林遺跡の調査報告書として、

この古墳群形成前についての調査成果を報告する。ここに報告する調査成果が、

様々な場面で大きな役割を果たすことを期待するものである。

現地調査および資料整理、本書の作成にあたり 、中日本高速道路株式会社(旧

日本道路公団) ・静岡県教育委員会をはじめとする多くの関係諸機関各位にご援

助、ご理解を得ている。この場をかりて深く感謝申しあげる次第である。また調

査にご理解をいただいた地元の皆様、現地での発掘作業、地道な整理作業にあた

られた方々に、この機会に厚くお礼申しあげたい。

平成18年 3月

財団法人 静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長斎藤忠



伊。

1.本書は、静岡県森町円田・一宮に所在する下記の遺跡の発掘調査報告書である。なお、古墳群が重

なる遺跡があるが、本書では古墳群形成前を対象として報告、古墳群形成以降は別書にて報告する。

文殊堂遺跡(第二東名No.113地点) :円田885他

宇藤蓮台遺跡(第二東名No.119地点) :円田953-2他

フケ遺跡(第二東名No.l20地点) :円田1094司50他

林遺跡(第二東名No.l21~123地点) :一宮4545-1他

2.第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、地区(市町村)単位にて実施してい

る。森地区では本書が 2冊目であり、よ って 「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

森町一 2Jとした。

3.調査は第二東名高速道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査と して、 中日本高速道路株式会社横浜支社

(平成17年途中までは日本道路公団静岡建設局)の委託を受けて、静岡県教育委員会文化謀の指導の

もと、森町教育委員会の協力を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

4.現地調査・資料整理の期間と担当者は以下のとお りである。なお、調査体制は第 2章に別記した。

文殊堂遺跡 確認調査:平成10年 7 月 ~8 月平野徹、竹原一人、富樫孝志

宇藤蓮台遺跡

フケ遺跡

林遺跡

本調査:平成11年4月~平成12年3月 篠原修二、西田光男、児玉卓、溝口彰啓

平成12年4、平成13年2・3月 中村正宏、田村隆太郎

確認調査:平成11年 1 月 ~2 月 平野徹、竹原一人

平成14年10月 ~11月 田村隆太郎

本調査:平成11年10月 ~12月 篠原修二、田村隆太郎

平成15年 4 月 ~6 月 白鳥直樹、小木充、河合 敦

確認調査:平成10年 5 月 ~6 月 平野徹、竹原一人

平成10年 8 月 ~9 月 平野徹、竹原一人、木崎道昭、梶葉良久

本調査:平成11年 4 月 ~ 6 月梶葉良久、佐藤淳、丸杉俊一郎

確認調査:平成10年 4 月 ~5 月 平野徹、竹原一人、長尾一男、木崎道昭

平成10年 9 月 ~12月平野徹、竹原一人

本調査 : 平成11年 6 月 ~ 8 月長尾一男、佐藤淳

平成12年 2 月 ~ 3 月篠原修二、児玉卓

平成12年7月~平成13年 2月児玉卓、柴田陸、田村隆太郎

資料整理・報告書作成 :平成13年4月~平成15年10月、平成16年 2月~平成18年3月

田村 隆太郎

5.本書の執筆は、調査にあたった職員の所見をもとに、田村隆太郎が行った。

6.調査における助言・協力者は文末に、各調査で実施した委託事項および委託先は文中に記した。

7.現地の写真撮影は各調査担当者が実施した。航空写真の撮影は委託したものである。遺物の写真撮

影は、当研究所写真室が実施した。

8.金属製造物のクリーニング・保存処理は、当研究所保存処理室が実施した。

9.各調査の概要は、当研究所や他の刊行になる出版物で一部公表されているが、内容において本書と

相違がある場合は本報告をもって訂正する。

10.本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

11.発掘調査の資料は、すべて静岡県教育委員会が保管している。



伊。凡

を使用している。日本測地系(改正前)1.座標は、平面直角座標四系を用いた国土座標、

lの座標を用いて 1辺10mの方眼を設定している。また、方位も 1の座標による方位Z"グリッドは、

1 5 遺跡内の遺構種類別とおし番号)

SX:その他・不明遺構

を基準としている。

3.遺構の表記は、次のとおりである。

例) SF15 (SF:遺構の種別

SF:土坑 Sp:小穴

(座標北)

SD:溝

4.遺構の分布によ って、各遺跡の中を複数の遺構群(墓群)に分割している (0群)。さらに、区画

溝を伴う墓群に対しては、0号周溝墓と している。いずれについても、番号は遺跡別のとおし番号を

付している(遺構群 :A群~、周溝墓: 1 号~) 。

5.遺物番号は、掲載遺物について種類・挿図の別に関わらず、 遺跡ごとのとおし番号を付している。

6.観察表にある土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 『新版標準土色帖J(2000年版)

に基づいている。

7，本書の図中に用いたスク リーントーンの使い分け等については、必要なものを各図の中で表記して

いる。

県岡
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40km 

森町の位置

(1 : 1，600，000) 。
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第 1章調査に至る経緯

東名高速道路は昭和44年の開通以来、日本の大動脈の一部として大きな役割を果たしてきている。し

かし、経済発展に伴って混雑が著しくなり、高速性・定時性を伴う交通需要に対応することが困難にな

ると予測されるようになってきた。この問題に対する抜本対策として第二東名高速道路が計画、静岡県

内においては、東西に貫く形で延長約170kmの路線が策定された。

この計画に伴い、静岡県教育委員会は日本道路公団から埋蔵文化財分布調査の手続きの依頼、埋蔵文

化財包蔵地の所在の有無についての照会を受けた。埋蔵文化財の所在についての回答は、関係市町村ー教

育委員会へ照会した結果を基に協議し、静岡県教育委員会が取りまとめて行った。調査対象となる地点

は、 周知の埋蔵文化財包蔵地を中心に県内130以上に及ぶこととなった。

その後、日本道路公団に第二東名建設の施行命令が出されたことに伴って、日本道路公団、静岡県土

木部、静岡県教育委員会が埋蔵文化財調査の進め方等について協議した。また、発掘調査の実施につい

ては、日本道路公団が財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所(以下、財団法人を除いて記す)へ委託す

ることが確認されている。平成8年度には埋蔵文化財調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局

と静岡県教育委員会は、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取扱いについての確認書を締結した。さ

らに、静岡県埋蔵文化財調査研究所を入れた三者は、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施

方法等を定めた協定書を締結した。この年度から、静岡県における第二東名建設に伴う埋蔵文化財の発

掘調査がはじまっている。なお、平成17年度の日本道路公団の民営化に伴って、日本道路公団静岡建設

局による埋蔵文化財発掘調査の委託は、中日本高速道路株式会社横浜支社に引き継がれている。

森町域においても、同様に調査がはじまっている。町域には延長約 7kmの路線およびパーキングエ

リア1ヶ所、インターチェンジ lヶ所が設定されており、 21の調査対象地の確認調査を実施、その結果、

と多岐にわたる。本書では、文殊堂

遺跡・宇藤蓮台遺跡・フケ遺跡・林

遺跡の古墳群が形成される以前、弥

生時代の墓域を中心とした調査成果

を報告する(第 2章第 3節参照)。
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第 2章 調査の方法と経過

第 1節調査の体制

本書で報告する遺跡(以下、円田正陵の遺跡群)の発掘調査は、第 1表にある体制で実施した。 実際

には、第二東名建設事業に伴う掛川工区(金谷町・掛川市・森町 ・豊岡村域)の森町内 (以下、森地区)

の埋蔵文化財発掘調査(以下、本事業)として体制を組んでおり 、第 1表の体制はその一部にあたる。

なお、森地区全体の体制については、既に記したものがある (静岡県埋蔵文化財調査研究所2004)。

第 1表調査体制と調査実施内容(平成17年度まで)

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

所 長 斎藤 忠 斎藤忠 斎藤忠 斎藤忠 斎藤忠 斎 藤 忠 斎藤忠 斎藤忠

副 所 長 山下 晃 山下晃 山下 晃 飯田英夫 飯田英夫 飯田英夫

一一寸 常務理事兼総務部長 伊藤友雄 伊藤友雄 伊藤友雄 粂回徳幸 粂回徳幸 粂図書E幸 平松公夫 平松公夫

次 長 鎌田英巳 鎌田英巳 鈴木大二郎

総務際長 杉木敏雄 杉木敏雄 杉木敏雄 本杉l昭一 本杉昭一 鎌田英巳 鎌田英巴 鈴木大二郎

務総部
| 経理専門員 稲葉保幸 稲業保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸

担 総務係長 田中雅代

当 ! 会計係長 杉田智|

調査
問j主任 鈴木秀幸 鈴木秀幸 中鉢京子 中鉢京子

主事 鈴木秀幸 鈴木秋博 鈴木秋博

体制 部 長 石垣英夫 佐藤達雄 佐藤逮雄 佐藤遼雄 山本昇平 山本昇平 山本昇平 石川素久

次長 佐野五十三 及)11 司
栗野克巳 栗野克己 栗野克巳 栗野克巳 粟野克巳

及川司 中嶋郁夫 中嶋郁夫 中嶋郁夫 中嶋有R失

次長，心得 佐野五十三

担当課長 遠藤喜和 及川 司 及jll司 及川 司 篠原修二 足立願司 中嶋郁夫 中嶋郁夫

ヱ区主任 平野徹 l篠原修二 加藤理文 加藤理文

主任調査研究員 長尾一男 松井文孝

竹原一人 竹原一人 長尾一男 田村隆太郎 田村隆太郎 白鳥直樹 田村隆太郎 田村隆太郎

書調喜
長尾一男 西田光男 中村正宏 河合 数

富樫孝志 長尾一男 児玉卓 小木充

木崎道昭 深田雅一 横山智之 田村隆太郎

梶業良久 佐原哲之 佐藤淳

調査硲|究員 児玉卓 田村隆太郎

梶業良久

溝口彰事事

佐藤淳

丸杉俊一郎

田村隆太郎

保存| 室長 西尾太加二 西尾太加二 西尾太加二 西尾太加二 西尾太加二

処理|主任捌査研究員 西尾太加二 西尾太加二

文殊堂古墳群・遺跡 確認、関査 本繍査 本調査

実施容内

宇藤蓮台古噴群・遺跡 磁認識査 本開査 確認関査 本調査

フケ遺跡 確認関査 | 本欄査

林古墳群・遺跡 確認調査 本側査 本調査

資料整理 ・報告膏作成 森地区全体を対象として実施

つ臼



第2i控鯛査の方法と経過

第 2節現地調査について

1.遺跡の範囲と調査区

遺跡の所在と範囲 第二東名高速道路においては、森町の円田丘陵にパーキングエリアが設定された。

そして、その工事範囲内には以下に述べるとおり、周知の埋蔵文化財をはじめとする多くの遺跡が所在

している(第 2図)。

南北にのびる西寄りのE陵上には、林古墳群(遺跡)が立地する。そのE陵から南東に派生する尾根

が3つあり、東から文殊堂古墳群(遺跡)、 宇藤蓮台古墳群(遺跡)、フケ遺跡が立地している。さらに、

文殊堂古墳群の立地する丘陵の斜面には、宇藤横穴群・天王ヶ谷横穴群が立地している。一方、文殊堂

古墳群の南東や林古墳群の北西には、尾根先端部に形成された段Eが広がっており、北垣遺跡・弥勅平

遺跡、といった集落遺跡が立地している。

調査区の設定 発掘調査は、工事範囲内を対象としており、確認調査によって把握した上記各遺跡の

有無と範囲に基づいて実施している。したがって、調査区(調査範囲)は工事範囲と遺跡範囲に規定さ

れる。文殊堂古墳群(遺跡) ・宇藤蓮台古墳群(遺跡) ・林古墳群(遺跡) ・宇藤横穴群・天王ヶ谷横

穴群・弥勅平遺跡、については、遺跡の全域が工事範囲内に含まれており、基本的には、設定された調査

区外に関連の遺構が存在することはない。一方、フケ遺跡は南東部、北垣遺跡は南半部が工事範囲外と

なり、調査区は遺跡範囲の一部に限定されている。

文殊堂遺跡・宇藤蓮台遺跡・フケ遺跡・林遺跡(以下、本遺跡群)では、尾根の幅が特に狭い部分が

あり、そこには遺構・辿物が認められない。さらに、フケ・宇藤蓮台追跡では茶畑による削平、林遺跡

では既存道路による削平・造成が認められる。各遺跡の広がりは、本来の地形、後世の丘陵崩落、人為

的削平などによって分断されている場合がある。 したがって、同一遺跡内においても、複数の互いに離

れた調査区が設けられている場合がある。なお、フケ遺跡については、既に森町教育委員会によって調

査・報告されている 1 ・ 2 区があり(森町教育委員会2004) 、本書で報告するフケ遺跡の調査区は 3~

5区とする。

表紙などに記した iNuOO地点」については、確認調査前に付けられた第二東名建設に伴う埋蔵文化

財発掘調査事業固有の番号である。詳細は別書にて既述しているが(静岡県埋蔵文化財調査研究所2004)、

実際の遺跡の名称・内容と関連するものではない。

2 .現地調査の方法と経過

現地調査の工程 現地調査は、基本的には遺跡・調査区ごとに行っているが、その順序などは諸条件

によって整然としていない(例言参照)。一方、本書で報告する文殊堂遺跡・宇藤蓮台遺跡・フケ遺

跡・林遺跡は、立地地形の特徴や検出遺構などが近似しているので、調査方法は概ね以下で述べる方法

で統ーされている。

準備~表土除去 伐採の終了など調査可能な状態であることを確認した上で、 重機進入路等を設置し、

作業員棟(テント)等の搬入・設置、器材などの準備を行った。その後、重機による表土除去、人力に

よる表土除去を行った。重機による表土除去に際しては、遺構に影響のないように注意して実施した。

とくに古墳の墳丘については、重機よりも人力による表土除去を中心とした。

遺構の確認 表土除去に引き続いて、堆積土・流土層などの掘削を人力で行い、遺構確認面の検出を

内
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現地調査について

行ったO ただし、本遺跡群は痩せ尾根に立地するため、大半においては表土を除去した段階で遺構確認

面が検出された。また、表土除去および遺構確認面の検出に際しては、多くの抜根作業が伴った。

古墳群形成前と形成以降 文殊堂遺跡・宇藤蓮台遺跡・林遺跡では、古墳時代中・後期の古墳群とそ

の他(古墳群形成前後)の遺構が重複している。現地調査においては、まず古墳群を含む古墳群形成以

降の遺構に限って調査を行い、その後に古墳群形成前の遺構の調査を行った。すなわち、古墳群形成以

降・古墳群形成前という 2段階に分けて調査を実施したことになる。

古墳の墳丘(盛土)が存在する範囲では、古墳群形成以降の遺構は墳丘上で確認され、古墳群形成前

の遺構は盛土を除去した下で確認される。しかし、墳丘外においては、両段階の遺構が同じ遺構検出面

で確認された。可能な限り遺構の特徴(形状・覆土・切り合い関係など)から段階の別を判断したが、

実際には異なる段階の遺構を同時に検出してしまうこともあったO したがって、各遺構がどの時期・段

階であるかの正確な判断については、資料整理にて再検討を行った。

なお、本書では古墳群形成前の文殊堂遺跡・宇藤蓮台遺跡・フケ遺跡・林遺跡に限定して報告するた

め(次節参照)、以後は古墳群形成以降の内容を割愛する。

遺構の調査 発見された各遺構の調査は、平面プランを把握することからはじめた。その後、平面プ

ランの主軸方向および主軸直行方向を基準とし、土層帯や部分的な掘り下げなどによって土層断面を観

察し、検討・記録しながら遺構検出を進めた。さらに、土器棺や供献土器・副葬品などの検出・検討・

記録も行いながら、各遺構の完掘状態の検出・記録まで、を行った。現地調査は、調査区全域の調査・記

録作業が終了した後に撤収・撤去を行って終えた。

遺構調査に際しては、座標に合わせた10m方眼のグリッド(第 3図)を全域に設定し、グリッド杭を

委託にて設置した。遺構番号は、遺跡別・調査区別で遺構種類に関わらずに発見順に付した。ただし、

本報告に際しては、遺跡別・遺構種類別に新たな遺構番号を付した。遺物については、遺構外出土遺物

は層位およびグリッドなどの一定範囲ごと、遺構内出土遺物は遺構ごとに取り上げた。さらに原位置が

復元でき、遺構の性格を反映していると判断できるような出土状態の遺物については、詳細に記録して

取り上げた。また、土器棺墓・土坑墓などは、覆土下層を対象に飾いにかけて、微小遺物を探したO

記録の方法 現地の記録図面は、地形測量1/100、遺構図1/20、詳細図1/10を基本とし、主にグリッ

ドに沿って作成した。遺構・ 景観等の現地記録写真の撮影は、 6x 7版(モノクロ)と35mn1判(カラ

ーリバーサル)を用い、作業工程掩影用に351um判(カラーネガ)を使用した。また、全景写真撮影お

よび測量において

は、空中写真撮影お

よび空中写真測量を

委託にて利用した。

なお、基準点測量お

よびグリッド杭打

設、空中写真撮影・

測量の委託先は、株

式会社フジヤマ、株

式会社イピソク、朝

日航洋株式会社、ア

ジア航測株式会社、

中日本航空株式会社

である(順不同)。 写真 1 現地調査(遺構の検出と記録)
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第 2章闘査の方法と経過

第 3節 資料整理について

基礎整理 本事業においては、現地調査を優先するという方針であったため、多くの現地調査が終了

した後に、各遺跡の資料整理を実施することになった。ただし、現地調査を実施しながらも行える、基

礎的な整理作業(各種台帳作成、写真の整理・収納、図面の整理・収納、出土遺物の洗浄・注記、遺跡

概要の整理など)もある(以下、基礎整理)。この基礎整理については、現地調査を実施している期間

の整理作業として行った。

資料整理・報告書作成 本書に関係する資料整理を開始したのは、平成13年4月である。 しばら くの

聞は出土土器の復元、とくに土器棺の復元に期間を要した。続いて、 遺物の図化作業、各図面の編集・

トレース作業、造物の写真撮影、報告の執筆を行った。さらに、これらを編集 して報告書を作成した。

なお、金属製品のクリーニング・保存処理は当研究所保存処理室にて実施した。遺物写真は当研究所写

真室が実施した。 6x 7判(白黒)を基本とし、必要に応じて 6x 7版(リバーサル)や 4x 5判も用

いた。また、石器については、実iRIJ.トレース・石材鑑定・観察表作成を株式会社アルカに委託した。

玉類の石材鑑定は、 当研究所技術員の森嶋寓士夫が行った。

本書で報告する遺跡、の資料控迎は、掛川工区内の他遺跡、の資料整理・報告皆作成作業、さらには他の

現地調査の実施と重なりながら実施していった。したがって、 資料整理の期間は平成17年度に至る長期

なものとなったが、その聞の作業進捗は極めて断続的であった。

報告の方法 円田丘陵の発掘調査は広範囲に及び、 丘陵上の弥生時代の墓域・古墳群、丘陵斜而の杭

穴群、段丘上の集落といった様々な遺跡の展開が認められるに至った。 遺跡、は地形によって区分される

が、特に丘陵上の弥生の墓域や古墳群においては、遺跡聞の関連性や類似性も認めることができる。協

告書の作成に際しては、その点も 重

視する必要があると考えた。

本書においては、やせた尾根上に

展附する文殊堂遺跡 ・宇藤蓮台j世

跡・フケ遺跡 ・林地跡について報告

する。ただし、文殊堂遺跡 ・宇藤蓮

台遺跡・林遺跡では、古墳時代中・

後期の古墳群が重なっており、中近

世に至る遺構 ・遺物も発見されてい

るが、これらについては本書で報告

しない。現地調査の方法と 同様、 I:S'

墳群形成前と古墳群形成以降に大別

し、本書では前者についてのみ報告

することとする。 古墳群 ・古墳群形

成以降の遺構 ・遺物については、別

書で報告する (第 2表)。
写真 2 資料整理 (土器の復元)
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資料整理について

第2表 第二東名関連調査にかかわる円田正陵の遺跡

6 
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第2章翻査の方法と経過

メ Fグ

F-l・2は森町教育望書員会の鯛査(森町

教育委員会2004)
北塩遺跡、弥勅平遺跡、字E華航穴群、天王

ヶ谷償穴群については、第二東名建般に伴

って悶査しているが.第2褒にあるとおり、

本管では報告しない.

1区 H-l 第1節(Pl元)
一 一一一笛155図(PI75) 第トー

林 ←主色』二与一一一一一一一 7 一一一一一一星主箪立~生1 一戸一一一一一一一一 O (1 ; 5，000) 2OOm 
豆L t:!二三 第156図(PI76) 童ー一一一一一一 第4節 (P187L_一一一一一一一ー し....L-L...!.....:!:十一一

_j_g: Hで4:一一一一一 一一___ 一 一 ー一一一五型旦盟5) 守 ー ー

第 3図 円田正陵全体図(調査区・グリッド配置)
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第 3章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

森町は、静岡県の西部に位置し、北の赤石山脈からのびる山地と南の磐田市・袋井市域へと広がる沖

積平野との双方にまたがる。(第 1図、第4図)

町の北東にある大日山から南東にかけて、太田川が流れている。太田川は比較的大き な河川であり、

南の袋井・磐田市域で多くの河川|と合流し、遠州、離へと流れていく。 森町域においては、この河川によ

って北部の山地が削り取られ、南部に広い沖積平野が形成されている。一方、太田川の西側には、平行

するように一宮川が流れている。太田川に比べて小さし下流(袋井市域)で太田川に合流する河川で

あるが、これも同様に沖積平野を形成している。丘陵地帯については、太田川左岸に睦実・飯田の丘陵、

太田川右岸 ・一宮川左岸に園田の丘陵、一宮川右岸に一宮の丘陵や磐田原台地があり、太田川流域・ 一

宮川流域の沖積平野を囲むよう に、 町の北側から南部へとのびている。

太田川と一宮川に挟まれた園田の正陵は、南西へとのびる幅約 lkmの丘陵地帯で、あり、大半はやせ

尾根の正陵と細長い小谷の連続で構成されている。 この丘陵地帯の中央部に、本書で報告する文殊堂遺

跡・宇藤蓮台遺跡・フケ遺跡・林遺跡(本遺跡群)が立地している。立地する丘陵地形は、園田の丘陵

の中心筋となる南北に伸びる尾根と、そこから北西および南東に派生する多くの尾根で構成されている。

北西に派生する尾根よりも、南東に派生する尾根の方が比較的長い。南北にのびる尾根に林遺跡、南東

にのびる各尾根に、東から文殊堂遺跡・宇藤蓮台遺跡・フケ遺跡が立地する。本遺跡群の標高は、 55~

88mである。周囲の水田の標高は35~40m、 文殊堂遺跡の丘陵南端に北垣遺跡が立地する段丘が広がる

が、その段正上面の標高は45m前後で、ある。

なお、本遺跡群の立地する丘陵一帯は、天竜浜名湖鉄道円田駅の北側に位置し、大部分の大字が円田

にあたる。本書では、園田のE陵の中でも、この一帯を「円田丘陵」と称することとする。

第 2節歴史的環境

今回の円田丘陵の発掘調査では、縄文時代の落し穴、弥生時代の墓域、古墳時代中・後期の古墳群、

中近世の墓や道が丘陵上で発見され、正陵斜面では横穴群、段丘上では各時代の集落や中近世墓も発見

されている。それらの中で、本書ではE陵上で調査された古墳群形成以前についての成果を報告する こ

とになっている(第 2章第 3節)。したがって、本節では弥生時代以前を中心として本遺跡群周辺の歴

史的環境について記述し、古墳時代以降についての記述は概要にとどめることとする。

( 1 )旧石器時代・縄文時代

森町では、明確な旧石器時代の遺跡は知られていなしミ。 しかし、石器の出土は少数ある。フケ遺跡で

は、森町教育委員会の調査によ って 1区(第 3図)からナイフ形石器が出土している(森町教育委員会

2004)。今後、 旧石器時代の遺跡の存在がより明確になる可能性もなくはない。

縄文時代についても、森町内で内容が明らかになっている遺跡は決して多くない。しかし、太田川上

流域の鍛冶遺跡では縄文時代中期の住居跡が発見され、 太田川左岸の谷部にある坂田北遺跡ではドング

-8-



第3表周辺の遺跡一監表

No 遺跡名

l 中芝原遺跡

2 青木 I遺跡

3 逆井忠塚古墳

4 鴨山遺跡

5 鴨ノ前遺跡

6 東平子遺跡

7 西平子遺跡

8 観音堂横穴群

9 坂田北遺跡

10 如仲庵遺跡

11 主義山台状墓

~ 」 苧寺古墳群

※本文中にある遺跡を中心に掲織している。
※Noは第4図に対応。

No. 

13 

14 

15 

16 I 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

第3章遺跡の位置と環境

遺跡名 No. 遺跡名 No. 遺跡名

西脇古窯 25 中屋敷遺跡 37 岩名栗古墳群

i隼屋峠古窯 26 弥助平遺跡 38 大城戸遺跡、

西脇l号境 27 林古墳群・遺跡 39 I 久保ノ谷横穴群

大門遺跡 28 字藤横穴群 40 I 堤回古境

円明寺古墳群 29 字藤蓮台古墳群・遺跡 石仏ノ坪古境

森山古書事 30 天王ヶ谷横穴群 42 東国古墳

金谷目リ古窯 31 文殊堂古墳群・遺跡 43 I 奥谷田I遺跡

菖蒲ヶ谷古墳群 32 I フケ遺跡 44 井谷ノ谷古墳群

菖蒲ヶ谷E遺跡 33 北垣遺跡 45 井谷ノ谷遺跡

普千鳥遺跡 34 円回大門遺跡 46 片瀬城跡・遺跡

普千鳥横穴群 35 名架遺跡

香勝寺遺跡 36 岩名栗遺跡

第 4図周辺の遺跡分布

-9-



歴史的環境

リなどの食物加工の作業場跡を想定させる遺構群が発見されている。本事業においても、太田川流域に

面した段丘上に立地する北垣遺跡で、縄文時代の遺物と住居跡の存在が明らかとなっている。さ らに、

やせた正陵上に立地する本遺跡群や片瀬遺跡では数基の落し穴が、綱掛山遺跡では住居跡などが発見さ

れている。

(2 )弥生時代

森町内の弥生時代の遺跡は、大半が南部に位置し、山地で占められる北部にはほとんどない。ま た、

その中でも低地の遺跡、水田・畑などの生産域の発見事例はなく 、大半は正陵上に立地する集落・墓の

跡である。出土遺物および遺跡、の時期は、中期中葉以降に集中する。

集落跡 太田川左岸の正陵上には、東平子遺跡・西平子遺跡・青木I遺跡・中芝原遺跡など、住居跡

が認められた遺跡が分布している。いずれも、弥生時代後期を中心とする集落跡である。西平子遺跡で

は、建て替えを含めて20軒以上の住居跡が調査され、古墳時代前期に至る営みが把握されている(森町

教育委員会1996)。太田川右岸では、奥谷田 I遺跡で住居跡が調査されているが、やせ尾根に立地する

小集落の様相を示している(森町教育委員会1998)。また、一宮川右岸では、本事業によって調査され

た片瀬遺跡・綱掛山遺跡で、正陵上の弥生集落跡が把握されている。片瀬遺跡では中期後半~後期前半

の住居跡が20軒以上発見され、有孔磨製石鍛の未成品30点程が束になって出土するなど、興味深い調査

結果が得られている。

本遺跡群の周辺 (円田正陵周辺)では、本事業で調査した北垣遺跡や弥勤平遺跡で、弥生時代後期~

古墳時代前期の可能性が高い住居跡が検出されている。しかし、遺跡の残存状況が悪く、詳細な様相は

把握し難い。その他、名栗遺跡・ 円田大門遺跡・大城戸遺跡などが、本遺跡群周辺域の集落遺跡ではな

いかと推定されている。しかし、これらは未調査の遺跡である。

墓 域 墓域・墓の調査事例は、本遺跡群を含めて比較的多く存在する。埋葬施設としては、木棺

墓・土坑墓(土壌)のほかに土器棺墓がある。埋葬施設が単独で、発見されることもあるが、群を成す場

合が多い。また、方形周溝墓や台状墓といった、 一定範囲(墓・墓群)を区画したものも認められる。

中期であることが明確な事例は少なしその大半は土器棺墓である (井谷ノ谷遺跡・善千鳥遺跡など)。

土器棺墓は、単独的に存在する場合(奥谷田 I遺跡、鴨ノ前遺跡、善千鳥遺跡など)や数基の群を形成

する場合 (片瀬遺跡など)のほか、方形周溝墓などの周縁部に 1基~数基が設けられる場合(峯山台状

墓、フケ遺跡など)がある。この種の埋葬施設は、後期末~古墳時代初頭まで存続する。土器棺の身は

壷の場合が多く、蓋には壷・聾・鉢などを用いる場合がある。副葬遺物はほとんどない。

土坑墓についても、単独的なもの(奥谷田 I遺跡など)と群を成すもの(フケ遺跡など)がある。方

形周溝墓や台状墓に伴う埋葬施設にもなる。方形周溝墓は、青木I遺跡・鴨山遺跡・奥谷田 I遺跡・綱

掛山遺跡・片瀬遺跡で認められており、台状墓は、峯山台状墓・善千鳥遺跡・畠蒲ヶ谷E遺跡で認めら

れている。いずれも、正陵上に立地する後期の墓であり、埋葬施設は未発見もしくは 1基程度の場合が

多い。ただし、峯山台状墓には土器棺墓 1基を含む 7基の埋葬施設が伴っている。なお、峯山台状墓の

埋葬施設から鉄留"1点が出土、同じ太田川左岸正陵上にある知伸庵遺跡では、土器棺墓3基と土坑墓1

基が発見され、土坑墓から銅留"6点が出土している。

円田正陵では、本遺跡群のほかに善千鳥遺跡・フケ遺跡 2区で弥生墓群が調査されている。

善千鳥遺跡では、台状墓(調査報告では低墳丘墓と呼称している) 3基が発見・調査されている(森

町教育委員会1988、森町史編さん委員会1998)。いずれの台状墓も、直径10m前後の不整円形で、周囲

に溝を伴う。ただし、台状部の高まりの度合には大きな差があり、周溝墓に近いものもある。 一方、古

墳時代後期前半の土器も出土しており、本遺跡群と同様、台状墓の形状が古墳築造によ って改変されて

nu 
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第 31控遺跡の位置と環境

いる可能性も考えられる。埋葬施設は、台状墓中央の土坑墓が1基、単独の土坑墓が 1基、土器棺墓が

2基検出されている。概ね弥生時代後期の遺構群であるが、土器棺墓の l基は中期中葉のものである。

台状墓などよりも土器棺墓が先行する可能性が指摘されている。

フケ遺跡は、本書で報告する範囲の東側 (1・2区)が森町教育委員会によって調査され、 2区で弥

生時代の墓群が発見されている(森町教育委員会2004)。土坑墓130基と土器棺墓11基が、重なり合いな

がら密集した状態で検出されている。多くの土器が出土したほか、銅釧 3点が土坑墓から出土している。

弥生時代中期後葉~後期後半に形成された墓群であるが、溝が10条ほど検出されており、ある段階で区

画を伴っていた可能性が指摘できる。 2区の範囲は、フケ遺跡の中でも太田川流域をのぞむ尾根先端に

位置し、地形の上でも特徴的な場所である。そこに形成された墓群は、他の遺跡で多く認められる方形

周溝墓群などとは異なり、多くの埋葬施設が密集するという特徴的な様相を示している。なお、土坑墓

が少ない調査区の西縁部分では、尾根を横断するような区画溝が検出されており、方形周溝墓の存在が

す旨t商できる。

/ 
。 ( 1 300) 15m 

第 5図 善千鳥遺跡の遺槍

- 土艶拍車面

。 ( 1 300) 15m 

第 6図 フケ遺跡 2区の遺構
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歴史的環境

( 3 )古墳時代

森町の遺跡、の中で、最も多いのが古墳時代の遺跡であり、その大半が古墳(群) ・横穴群である。

集落跡 園田地域にある集落跡の調査は、先述の北垣遺跡・弥勅平遺跡があげられる程度である。と

もに古墳時代前期の可能性がある住居跡が調査されているほか、北垣遺跡では鑑を伴う住居跡が検出さ

れている。また、弥生時代と同様、未調査の名栗遺跡などに集落跡があるのではと推定されている。

墓 域 園田地域における前期古墳の存在は明らかではない。本遺跡群のように、弥生時代の墓域が

古墳時代前期にまで至る場合は考慮されるが、そこに古墳の存在は認められない。また、本事業で調査

した中屋敷遺跡では、 一辺20m弱の方形周溝が検出され、古墳時代前期の土器が出土している。ただし、

大きな削平を受けており、古墳か周溝墓かについては検討を要する。

時期の明確な古墳の内、最も古いのは中期中葉の古墳である。本事業で調査した円田正陵の古墳群

(文殊堂古墳群・宇藤蓮台古墳群・林古墳群)のほか、井谷ノ谷古墳群・菖蒲ヶ谷古墳群の調査によっ

て、 中期中葉~後期前半の木棺直葬を埋葬施設とする古墳が多く認められている。奥谷田 I遺跡では、

墳丘を伴わない木棺墓が発見されており、中期後半の土器群と鉄斧・万子が出土している。

後期後半以降になる と、代表的な埋葬施設として横穴式石室が普及し、その後、横穴式石室墳の築

造・追葬が終末期まで続く。それらの中には、文殊堂古墳群や石仏ノ坪古墳のように金銅装馬具や装飾

付大万が出土したとされる古墳も含まれる。古墳の築造・追葬の終罵は、円明寺古墳群や蓮華寺古墳群

などの調査によって 8世紀前半であるとされている。

大半の古墳は中小規模の円墳であるが、前方後円墳が3基(堤田古墳・東国古墳・西脇 1号墳)確認

されている。いずれも墳長40m以下と小規模である。西脇 1号墳では、後円部の横穴式石室が確認され

ている(静岡県教育委員会2001)。しかし、ほかに築造時期を示す遺物の出土はない。周辺環境や墳丘

形態・規模などを考慮して、いずれも中期後半から後期の聞に築造されたものと想定されている。

後期後半以降、古墳群とは別に横穴群も展開する。園田地域では善千鳥横穴群などが知られている。

その構築・追葬の終罵時期は、概ね横穴式石室墳と同様であると考えられている。

生産地 古墳出土の須恵器には他地域から入手したものが多く含まれるが、森町にも須恵器を生産し

たであろう窯跡が知られている。森山古窯周辺では、終末期の須恵器や窯壁片が散布している。観音堂

横穴 6号横穴や円明寺 3号墳、菖蒲ヶ谷8号墳から出土した須恵器の中に似た製品があり、これらに供

給したことが指摘されている。

( 4 )古代以降

古代以降の遺物が出土・採集されている遺跡は多いが、性格を明示できる遺跡は少ない。

北垣遺跡や中屋敷遺跡では、本事業によ って掘立柱建物跡などが発見され、周囲から古代~中近世の

遺物が多く出土している。また、香勝寺遺跡、では15世紀頃の堀のほか、平安・鎌倉時代の遺構・遺物が

発見されており、集落跡の可能性が指摘されている。岩名栗遺跡では集石墓や中世石塔の存在が知られ、

北垣遺跡や文殊堂古墳群では中世墓が調査されている。さ らに、本遺跡群より北西の丘陵地内には、窯

跡が知られている。陣屋峠古窯では奈良時代の土器や多くの瓦、西脇古窯・金谷前古窯では山茶碗が採

集されている。その他、大門遺跡から出土した 7万枚以上の埋蔵銭が注目に値する。

文殊堂古墳群では、大きく長い南北方向の溝が検出されている。付近に小園神社への勅旨の道がある

とされており、その関連遺構である可能性が指摘できる。 小園神社は、奈良時代の記録 (r続日本後紀.D
にもある由緒ある一宮の神社であり、現在も崇敬の対象となっている。
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基本土層と検出地形

本遺跡の基本土層は、概ね以下のとおりに把握することができる。

I :表土 II:古墳群形成以降の堆積・崩落・流土層

m:古墳の盛土 町:古墳築造前の旧表土および堆積・崩落・流土層

V:地山(主に丘陵の基盤層)

I層は、褐色を基調とする土層である。人為的な撹乱はほとんどないが、根などの影響を多く受けて

いる。 E層は、褐色~暗赤褐色の砂質土層である。堆積の少ないやせ尾根上であるため、大半において

は確認できない。斜面部では、流土層として確認できる部分がある。 m層は、基本的には丘陵を掘削し

た土を盛ったものと判断できる。W層には、まず黒~暗褐色の旧表土層があげられる。その他、褐色を

基調とした堆積・崩落・流土層が認められる部分がある。 V層は、丘陵を構成する基盤層であり、明黄

~赤褐色の砂質土層、黄色~灰色の砂層、白色の泥岩層、河原石による磯層がある。 丘陵はこれらの層

が互層となって構成されるが、断層の影響もあって単純化はできない。砂層もしくは砂質土層が検出さ

れた部分が多く、機層が現れた部分は少ない。

111・IV層の状況 いくつかの古墳の墳丘範囲内においては、古墳の盛土(困層)が残り 、その下に古

墳築造前の旧表土や堆積土などの層 (N層)が残されていた。

1 . 5・6・8・9号墳では、盛土(困層)の下に黒褐色の旧表土 (N層)の広がりが認められた。

5・8・9号墳における盛土 (m層)直下の黒~暗褐色土層の広がりは、限定されていた。

2・3・4・10・11・12号墳では、黒褐色土の旧表土はなかったが、 V層直上に暗褐色や褐色系の砂質

土層の広がりが認められた。 7号墳においては、 m'N層が完全に流失していた。

以上のように、墳正範囲における V層直上層の状況には、古墳による差異がある。地形や環境による

堆積の有無・度合の違いが考慮されるほか、墳正築造前の整地による影響も考慮する必要がある。とく

に、 2・3・4・10・11・12号墳にみられたV居直上層(暗褐色や褐色系の砂質土層)には、盛土もし

くは整地層が含まれている可能性がある。

古墳の墳丘範囲外においても、次の場所でW層が認められている。 1区東半部では、黄褐色を基調と

する砂質土の堆積が確認でき、その層から弥生土器や縄文土器片が出土した。 6号墳の北側では、曲に

下る崩落部が検出され、褐色~暗赤褐色のW層が認められた。さらに、 6号墳の南側では、暗褐色~黒

褐色砂質土層 (N層)の堆積が認められた。

地形の概要 文殊堂遺跡は、南南東にのびるやせた丘陵上に立地する。調査区は、丘陵頂上部を中心

にE陵斜面の上方までを含むが、1隔は最大でも35m弱にしかならない。その中でも、比較的丘陵頂上部

の広い部分と狭い部分が存在する。 1区の北側は、林古墳群が立地する正陵との交差部になるが、正陵

の幅は狭くなっている。また、 1 . 2区間や 2・3区間の部分も極端に狭くなっている。 3区は、 1・

2区に比べて丘陵頂上部が広くなる。なお、 3区の南側の一段下がったところには、北垣遺跡が立地す

る広い段丘上平坦面が広がっている。

司
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概要

検出地形と本来の地形 本書で報告・掲載する地形は、遺構検出面での地形であり、 V層上面を検出

した状態の地形である(以下、検出地形)。厳密には、報告する諸遺構が形成された面(遺構面)によ

る古墳群形成前の地形(以下、本来の地形)とは異なる。

第一に、遺構面が必ずしも V層上面ではないという点が指摘できる。町層を掘り下げていく途中で、

土坑が発見されたり 、土器棺の上部が現れたりする ことが少なくなかった。すなわち、 W層上面もくし

は中位に遺構面があった可能性が指摘できる。第二に、地割れ・崩落・流土の影響が大きい丘陵であり、

本来の地形よりもやせ尾根の様相が強くなっている可能性が指摘できる。さらに、古墳の周溝や埋葬施

設、中近世の墓や溝に伴う地形改変の存在は明らかである。ただし、各古墳が地形を利用して築造され

た小規模円墳であること、 V層直上にW層に関連する黒~暗褐色土が認められる古墳が少なからずある

こと、墳丘範囲内の検出地形がさほど不自然ではないこと、盛士の下で検出された古墳群形成前の遺構

の残存状況が比較的良好で、ある ことから、古墳構築に際して行われた整地による影響は、さほど大きく

なかったと判断することができる。

以上のように、本書で報告・掲載する検出地形は、本来の地形もしくは遺構面の地形を正確に示した

ものではないことが指摘できるが、概ねの地形的特徴は残しているものと考えて問題ない。地形の詳細

については、次節以降に図を含めて示す。

2 .調査区および遺構・遺物

調査区 ・部 本遺跡については、今回が最初の正式な発掘調査である。また、今回の調査は遺跡の全

域を対象としている。したがって、今回の調査以外に実施される調査、設定される調査区はない。調査

区は、地形によって 3つに分断されており、北から 1区・ 2区・ 3区とする。さらに、 2区は南北に長

く、地形や遺構の分布によって、北部・中央部・南部に分けられる。また、 3区についても、 2区ほど

明確ではないが、遺構分布や地形から北部と中央・南部とに分けることができる。

遺物の出土状況 出土遺物には、縄文時代の土器 ・石銀、弥生時代の土器(土器棺を含む) ・石器

(石鍬) ・玉類・金属製品がある。出土状況については、遺構外(I-w層)出土と遺構内出土に大別

される。弥生土器については、土器棺を除くと墓群を対象と した供献土器が大半を占めることから、遺

構外の出土であっても出土した場所が重視される。

なお、各遺物の出土遺構や出土位置については、実測図や観察表に記している。遺構外の出土位置の

表記については、調査区やグリッド・遺構群などによるほか、古墳における位置関係で表記したものも

ある。ro号墳西部Jは墳丘部分の西寄り部分、ro号墳周溝南部」は墳丘より南にある周溝範囲内、

ro号墳北側Jは古墳よりも北側(墳丘・周溝の範囲外)を示す。 ro号墳盛土」は、原位置の特定が難

しい状態で盛土 (m層)から出土したことを示す。

検出遺構の種類 V層上面における検出遺構には、土坑 (SFOl-SF1l6)、小穴 (SPOl-SP09)、溝

(SDOl-SD25)、その他・不明遺構 (SXOl-SX06)がある。 これら遺構の大半は、層位・遺構面や遺

構の形状・出土遺物などから古墳群形成前の遺構であると判断でき、概ね弥生時代の墓域に関連する遺

構で占められる。 しかし、SF53. SF76 . SF93・SFIOO・SFIOl. SF108 . SD06 . SD22・SD23は、明ら

かに古墳群形成以降の遺構である。また、 SPO1 . SP02 . SP05 . SP09 . SD05・SD06. SD07・SD08' 

SD19. SD20・SX06は、弥生時代の墓域には少ない形状・特徴の遺構である。出土遺物などの明確な

根拠はないが、墳正範囲内にあることから、 古墳築造に関連して形成された可能性も指摘できる。これ

ら遺構の詳細については、古墳群形成以降の報告 (別書)で述べることとする。
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第4章文殊堂遺跡

古墳群形成前の遺構の内、 SFlO~SF12は縄文時代の遺構(落し穴など)であるが、その他は弥生時

代の墓域に関連した遺構である可能性が高い。その多くは土坑であり、土器棺墓・土坑墓といった埋葬

施設で占められている (SF)。なお、土坑墓とした中には木棺墓が含まれている可能性が高い。しかし、
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概要

木棺の有無を確実視できる土坑が少ないため、本章では木棺墓を含めて土坑墓として扱う。この他、弥

生時代の墓域を構成する遺構と しては、埋葬施設の周辺施設である可能性が指摘できる遺構 (SX)、墓

群を区画するような溝 (SD)がある。
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第4i言文殊堂遺跡

遺構群の把握 弥生時代の遺構は、尾根幅が広くなる場所に多く、数ヶ所に分かれて分布している。

そして、 微地形や遺構配置、区画と捉えられる溝の配置をみると、1O~20mほどの範囲ごとに分けるこ

とができる。これを、 A群~R群の遺構群として把握する。この遺構群は、あくまで遺構検出状況によ

って把握したものであり、墓域の形成過程や集団の差異を反映しているとは限らない。しかし、遺構の

諸特徴が遺構群の別に対応する場合が多く、概ね墓群に対応するものとして推測することもできる。

周溝墓の把握 本遺跡には、区画の溝が認められる墓群が8ヶ所ある。溝を廻らせる周溝墓は、弥生

時代の墓制として周辺地域に多く認められている。一方、周辺地域には台状墓とされているものもあり

(第3章)、そこにも周溝が伴う場合がある。周溝墓と台状墓の違いは、周溝の有無ではなく、盛土の有

無や立地地形に反映される高まりの度合いにあると考えられる。ただし、厳密な基準によって分けてい

るものではなく、本遺跡においても双方を分けて称することは難しい(第 8章)。本書においては、周

溝を伴う墓群全てを周溝墓と呼称し、その一部を台状墓として区別する こと はしない。なお、検出状況

では盛土を伴う弥生時代の墓の存在は認められていない。
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1.縄文時代の遺構

SF10・SF11(第12図) ともに、直径1.4m前後、

深さ1.4m強の円形土坑で、 底面中央に直径O.4m弱、

深さO.4m前後の小穴を伴う。覆土は、 SF10が黄褐

色、 SFllの上半が離を含む暗黄褐色、下半が黒~

暗褐色の砂質土である。いずれもしまりが強く炭化

粒を含む。出土遺物はない。

遺構の形状・覆土は、弥生時代の墓域の遺構とは

異なる。周辺から縄文時代中期後半~末の遺物が出

土していることから、 SFIO・SFllはその頃の落し

穴であり、底の小穴は逆茂木の跡と判断できる。

SF12 (第11図) 長軸約1.9mの楕円形、深さ約

O.7mの土坑である。覆土下部の褐色砂質土層は、

しまりが強く炭化粒を含む。出土造物はない。

遺構の形状・覆土は、弥生時代の墓域の遺構とは

異なる。覆土にSF10などとの共通点があることか

ら、 縄文時代の遺構の可能性が高いと判断できる。

しかし、落し穴としては浅く、性格は不明である。
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1区 (A群)

2. A 群

1区の中央~西部、東西約18mの

範囲にある遺構群である。 I層直下

にV層(砂層)が現われ、その上面

で土坑墓 7基と土器棺墓 2基が検出

されている。

l区の中央部は周囲よりも高く 、

東西12m前後の方形台状部のような

地形を呈する。そこに、土器棺墓 2

基 (SF08・09) と大小の土坑墓5基

(SF03~07) が、整然と配置された

状態で検出されている。しかし、周

囲と区画するような構は検出されて

いない。一方、 l区の西部は比較的

緩やかに西に下る地形を呈し、 そこ

に大小 2基の土坑墓 (SF01. 02)が

接 した状態で検出されている。
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第13図 SF01・SF02

( 1 )土坑墓

SF01・SF02(第13図) 西に下る緩斜面に立地する。ともに長楕円~長方形を呈し、深さは0.3~0.4

mと浅い。しかし、規模はSF01が約1.2mx約2.4m、SF02が約0.6mx l.Om弱と異なる。また、両者は主

軸を直行させている。なお、両者は接するが、浅い検出のために先後関係は判断できない。覆土は、

SF01上層とSF02が暗褐色砂質土、 SF01下層が黒褐色や黄褐色の砂質土である。木棺の痕跡はともに認

められず、また出土遺物もない。

遺構の特徴や周辺域の出土遺物から、ともに弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF03・SF04・SF07(第14図) この 3基の土坑は、主軸を南北方II-I}に近く正陵筋に直行させ、方形

台状部状の範囲に平行して並ぶ。 SF04を中央とし、西にSF03、東にSF07が位置する。いずれも長楕円

~長方形を呈し、深さはO.2~0.4m と浅い。平面規模はそれぞれ異なり、 SF03は0.9m弱×約2.2m 、 SF04

は1.0m弱×約2.8m、SF07は約0.8x 1.4mで、ある。覆土は、全て暗褐色砂質土であり、木棺などの痕跡は

認められていない。SF04'SF07の覆土から、弥生土器の破片が出土している。

遺構の特徴および出土遺物などから、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。さら

に、平行する主軸方向や大小差のある規模の特徴などに、被葬者の出自・性別・年齢などが反映されて

いる可能性が指摘できる。

SF05・SF06(第14図) 2基の土坑は、台状部状の範囲の南部に位置する。主軸は東西方向に近く

SF04などと直行させ、 SF05が北、 SF06が南に並ぶ。ともに長楕円~長方形を呈し、深さはO.2~O.3m と

浅い。覆土は暗褐色砂質土層、木棺の痕跡は認められず、出土遺物はない。平面規模はSF05がO.7m

弱 xl.2m、SF06がO.9m弱x2.2m弱と両者で異なる。

遺構の特徴および周辺域の出土遺物から、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

さらに、SF03・SF04'SF07と同様に両土坑聞の関連性が指摘できる一方、主軸を直行させるSF03・

SF04・SF07との対照性も指摘できる。
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1区 (A群)

( 2 )土器棺墓

SF08 (第15図) 台状部状の範囲の東部に位置する。土坑は最大径約O.5mの円形を呈する。深さは

O.2m強を検出したが、本来はより深かったと推測できる。 覆土は暗褐色砂質土である。この土坑の中央

に土器棺が埋置されていた。

土器棺の身は、胴部最大径約O.5mの壷(第29図46)である。ほほ正位に置かれていた。上部が木の根

の影響もあって破壊されていたが、頚~口縁部は破片でも出土していない。頚部以上を欠いた状態で用

いられたと考えられる。また、上部の破片群に混在して別個体の査の胴部片(第29図45)が出土してい

るが、蓋であったものか、周囲の供献土器の破片が混入したものかは判断し難い。その他の出土遺物は

なく、土器棺内には砂質土が流入していた。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉~後半の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

SF09 (第15図) 台状部状の範囲の東部、 SF08の南東約1.2mに位置する。土坑は直径約O.4mの円形

を呈する。深さは約O.lmを検出したが、本来はより深かったと推測できる。覆土は暗褐色砂質土である。

この土坑の中央に土器棺が埋置されていた。

土器棺の身は、胴部最大径O.4m強の壷(第29図49)である。正位より北に傾けて置かれていた。上部

の破壊が著しいものの、頚~口縁部にあたる部分は破片でも出土していない。頚部以上を欠いた状態で

用いられたと考えられる。また、破壊された破片の中に、別個体の壷の底部片(第29図48)が混在して

出土しており、これが蓋であった可能性がある。その他の出土遺物はなく、土器棺内には砂質土が流入

していた。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉~後半の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。
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第 4章文殊堂遺跡

3. B 群

l区の北東部、 10m弱四方の範囲にある遺構群である。この範囲においては、 表土(1層)と砂層

(V層)との聞に、黄褐色を基調とする砂質土層(町層)が南に向かつて厚く堆積しており、そこから

弥生土器片が多く出土している(第24・25図)。遺構の検出はV層上面で行ったが、町層を掘削除去す

る途中で一部の遺構の存在が確認できたこと、さらに町層出土遺物が遺構部分に集中していたことから、

本来の遺構面はW層の中にあった可能性が高いと判断できる。

既述の縄文時代の遺構 (SF10・SFll)以外に、構 2条 (SD01. SD02) と土坑 6 基 (SF13~ 18) が

検出されている。これらは、出土造物から弥生時代後期後半を中心とする可能性が高く、 SF18は土器棺

墓であり、 SF13~17は土坑墓の可能性が高い。溝は、四辺を廻ることはないが、本遺構群と周囲とを区

画する位置にある。したがって、この遺構群が方形周溝墓である可能性を指摘する ことができる(1号

周溝墓)0V層上面の検出地形においては、 決して良好な立地であるとはいえない。 しかし、 W層中に

本来の遺構面があるとすると、検出地形よりも傾斜・が緩く平坦部の広い地形であったと想定できる。

( 1 )溝

8D01・8D02(第16図) SD01は、 B群(1号周溝墓)の西側から南側へとL字にのびる溝である。

西辺は幅約1.0m、深さ約0.6mで、あり、南半部でSF13と重なる(先後関係はSF13を参照)。屈折部で0.1

mほど浅くなり、南辺では標高約76.8mまで深くなる。覆土は暗褐色などの砂質土層であり、弥生土器

片が出土しているが、多くはSF13の部分からの出土である(第24図4~ 7)。

SD02は、 SD01西辺の東側で平行してのびる溝である。ほほ直線的で、あるが、北端部で西へと曲がる。

幅約1.5m、深さ1.4m弱である。ただし、南北の両端部で、はl幅1.0m以下、深さ1.0m程になる。断面は、

SD01よりも V字に近い。覆土上層は暗褐色土を中心とし、下層には明褐色や黒褐色など様々な砂質土

が認められる。上層を中心に、多くの弥生土器(第24図8~15) が出土している(図版 5 )。

遺構内の出土造物などから、弥生時代後期後半頃の方形周溝墓の構である可能性が評価できる。四辺

に至る状態には検出できていないが、本来の遺構面が追;構検出面よりも上面であった可能性を考慮する

と、検出状況よりも長くのびていた可能性が指摘できる。ただし、 SDOlとSD02とが同一周溝墓におい

て並存したとするには無理がある。先後関係を明らかにすることはできないが、出土造物にある程度の

時期幅があることから、両遺構の時期が異なる可能性は考慮する必要がある。一方、 SD01の南辺は土

坑墓、西辺はA群の東側を区画する溝であった可能性も考えられる。

( 2 )土坑墓

8F13・8F14(第17図) SF13は、 SD01西辺の南半部に重なる。約l.2mx 2.8mの長方形を呈し、深

さは約0.7mで、ある (SDOl西辺との底面の比高はO.lm以下)。主軸は南北に近く、 SF15やA群のSF04な

どと平行する。土層によるSDOlとの先後関係の確認はできなかった。しかし、調査では先にSD13を発

見し、 後にSDOlの存在にたどり着いている。この点を評価するならば、 SD13が先にあったとは考え難

い。木棺の痕跡、は認められていない。供献土器の破片が出土したほか、底面近くから底部を欠いた小型

壷(第24図4)が出土している。

SF14は、 SDOl南辺の南側に接する。1.0m弱×約2.3mの長楕円~長方形で、深さは0.5m弱で、ある。主

軸はほぼ東西で、 SF13とは直行、 SDOl南辺やSF17と平行する。 SDOlとの先後関係は、接する部分が少

なく判断できない。覆土は暗褐色砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土造物もない。

遺構の特徴や出土造物から、ともに弥生時代後期中葉~後半の土坑墓の可能性が高いと判断できる。
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1区 (B群)

SF15 (第17図) SD02のすぐ東に位置する。約0.9mx2.5m弱の長楕円~長方形で、あり、深さは約0.3

mで、ある。若干ではあるが南部が細くなる。主軸は南北に近く、 SF13やSF16と平行になる。覆土は、

暗褐色砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

遺構の特徴や周辺域の遺物から、弥生時代後期後半頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF16・SF17(第四図) 2基の土坑は、 SF15の東側に位置し、互いに接した状態で検出されている。

ただし、 両者の先後関係については、接する部分が少ないために判断できていない。

SF16は、約1.2mx 2.5m弱の長方形で、あ り、 深さは約0.8m強である。周辺の土坑と比較すると、平面

形に丸みが少なく、深さが際立つている。主軸は南北に近く、 SF13やSF15に平行する。一方のSF17は、

0.9m弱×約2.1mの長楕円~長方形であり、深さは0.2m強と浅い。主軸は東西に近く、 SF16と直行、
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第4意文殊堂遺跡

SF14と平行する。SF16・SF17ともに、覆土は暗褐色砂質土であり、木棺の痕跡は認められていない。

また、出土遺物もない。

遺構の特徴や周辺域の出土遺物から、と もに弥生時代後期後半頃の土坑墓である可能性が高いと判断

でき る。さらに、 SF16は1号周溝墓の中心に位置する ことから、周溝墓形成の契機となった埋葬施設で

ある可能性が指摘できる。形状・深さなどについても、周辺の土坑墓とは異なる性格・構造の埋葬施設

であった可能性が指摘できる。
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l区 (B群)

( 3 )土器棺墓

SF18 (第四図) SF15の北、 2号周溝墓台状部の北西寄りに位置する。土坑は、直径0.5m弱の円形

を呈する。深さは約0.3mを検出したが、本来はより深かったと推測できる。覆土は暗褐色砂質土である。

この土坑の中央に、土器棺が埋置されていた。

土器棺の身は、胴部最大径O.4m強の査(第30図50)である。正位より若干北に傾けて置かれていた。

上部の破壊が多少あるものの、頚~口縁部にあたる部分は破片でも出土していない。頚部以上を欠いた

状態で用いられたと考えられる。また、他の個体の出土はなく、土器による蓋は認められない。土器棺

内には砂質土が流入していた。

土器棺の形態から、弥生時代後期中葉~後半の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。
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1区の南東部、南北12mの範囲にある遺構群である。この範囲においては、表土 (1層) と砂層 (V

層)との聞に、黄褐色を基調とする砂質土層 (N層)が南西に向かつて厚く堆積しており、そこから弥

生土器片が多く出土している(第28図)。遺構の検出はV層上面で、行ったが、 B群と同様、本来の遺構

面はW層の中にあった可能性が高いと判断できる。

既述の縄文時代の遺構 (SF12) 以外に、溝 2条 (SD03• SD04) と土坑 7 基 (SF19~25) が検出され

ている。溝の存在および出土遺物から、弥生時代後期中葉~後半の周溝墓 1基が把握できる(2号周溝

墓)0 2号周溝墓は方形周溝墓であり、規模(南北の構の中心聞の距離)は約6.9m、北西から南東にの

ひ、る尾根筋に沿っ て形成されている。台状部の高まりは想定し難い。 SF19~25は土坑墓の可能性が高く、

台状部・周溝部・外(南東)側に配置されている。土器棺墓はなし、。 W層中に本来の遺構面がある とす

ると、検出地形よりも平坦部の広い立地地形であったと想定できる。
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l区 (C群)

( 1 )溝

8D03・8D04(第19・20図) いずれも2号周溝墓の周溝であり、 SD03は方形周溝墓の北辺から西

辺のL字の溝にあたり、 SD04は南辺の溝にあたる。周溝墓の東辺と西辺南半にあたる構は、検出するこ

とができなかった。東辺については、崖になって しま っていたために検出できなかったのであり、本来

は溝が存在した可能性がある。西辺南半部も、遺構面が検出面より上面であった可能性を考慮すると、

本来は溝がのびていた可能性がある。ただし、 SD03南西端およびSD04西端は立ち上がりをもって終わ

ってお り、完全には廻っていなかった可能性は評価しなければならない。

検出された周溝は、 l幅約0.5m強、深さ約0.6m以下で、あり、断面は逆台形-v字形を呈する。北辺で

はSF19と、南辺ではSF23と重なる(先後関係はSF19.SF23を参照)。覆土は上層が暗褐色土であり 、

下層は砂質土である。弥生土器の出土は多く、 SF19東側の下層では高町、(第26図26) と小型査(第26図

25)、SD03南西端では小型壷(第26図24)、SF23にあたる部分の上層では壷(第27図29) と高杯(第27

図30)が出土している。 2号周溝墓もしくは周溝墓に属する埋葬施設に伴う供献土器である可能性が高

し、。

出土土器などから、 SD03・SD04を含む 2号周溝墓の時期は弥生時代後期中葉~後半の可能性が高い

と判断できる。
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第 41事文殊掌遺跡

( 2 )土坑墓

SF19・SF23(第21図) SF19はSD03(2号周溝墓の北周溝) と、 SF23はSD04(2号周溝墓の南周

溝)と重なる。とも に、周溝に沿って設けられており、主軸は東西に近い。 周溝墓の内側への張り 出し

を顕著にしている点が共通するほか、規模や形状についても類似している。深さはと もに0.5~0.6mで

あり、底面における周溝との段差はない。なお、周溝との先後関係については、ともに土層観察による

判断ができなかった。

SF19は1.2m強X2.7m強であり、東側は方形に近く、 西に向かつて幅が狭くなり、 西端部では尖頭形

に近い形状を呈する。覆土上層は暗褐色土、下層は砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物

もない。SF23はl.2m強x2.6m以上、東側は方形に近く、西に向かつて幅が狭くなる。西端は崖で破壊

されている。覆土はSF19と同様で、あり、木棺の痕跡も認められていない。上層から壷(第27図29) と高

杯(第27図30)が出土しているほか、底面から約O.lm上で、鉄剣(第31図54)が出土している。土器は墓

上に置かれた供献土器、鉄剣は被葬者の傍らに置かれた副葬品である と判断できる。

出土遺物などから、と もに弥生時代後期中葉~後半の土坑墓の可能性が高いと判断できる。
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1区 (C群)
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第 4章文殊堂遺跡

SF20・SF21・SF22(第22図) この 3基は、 2号周溝墓の台状部に位置する。台状部の中心に

SF21、その東に平行してSF20が位置する。さらに、 SF21の南側に接して、直行するSF22が位置する。

主軸は、 全て周溝墓の方向に沿っており、 SF20・SF21は南北、 SF22は東西に近い。 SF21とSF22との先

後関係については、浅い検出のために土層からの判断ができなかった。 SF20はl.Om弱x2.3m弱、 SF21

は約O.8mx 2.4m、 SF22はO.9m弱×約2.2mの長楕円~長方形で、深さはO.2~0.4m と浅い。 3 基とも覆

土は暗褐色土、木棺の痕跡は認められていない。出土遺物には、 SF21のガラス小玉 2点 (第31図51・52)

がある。

出土遺物などから、いずれも弥生時代後期中葉~後半の土坑墓の可能性が高いと判断できる。

SF24 (第22図) 2号周溝墓の南側に位置する。l.Om弱x2.3m強の長楕円~長方形を呈し、深さは

約O.4m強で、ある。主軸は東西に近く、 SF22などと平行する。覆土は暗褐色土、木棺の痕跡は認められ

なかった。高杯(第27図34)の破片が出土している。

出土造物などから、弥生時代後期中葉~後半の土坑墓の可能性が高いと判断できる。

SF25 (第22図) 2号周溝墓の南側、 SF24の約2.4m南に位置する。 O.8m強x1.5m弱の長楕円~長方

形、深さはO.2m弱であり、 SF19~SF24に比べて小さく浅い。 王軸はほぼ東西であるが、 2 号周溝墓や

SF24とは斜方向になる。 覆土は暗褐色土、木棺の痕跡は認められなかった。弥生土器片が出土している

が、破片化した供献土器が流入したものと推測される。

出土造物などから、弥生時代後期中葉~後半の土坑墓の可能性が高いと判断できる。

5. 1区の出土遺物

( 1 )縄文時代の遺物

本遺跡では、全体として縄文時代の遺物の出土

が少ない。さらに、その出土は 1区の p49グリ ッ

ドに限られる。

1は、キャリバー形を呈する深鉢の口縁部であ

る。口縁端部には上下交互に刻みが施され、その

下部に竹管による弧状線文が認められる。地文は、

摩滅のために観察できない。里木 lI ~IlI式に比定

される。 2は、頚部にある把手の部分である。 3

は、黒曜石製の石織であり、扶入の強い凹基無茎

鍛である。両面のほほ全体に細かい調整が加えら

れており、整った形状を呈している。また、先端

部を細くっくり出しており 、全体に五角形に近い

形状を呈する点が特徴的でもある(註 1)。

2点の縄文土器は、いずれも中期後半~末葉に

位置づけることができる。
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l区 (出土遺物)

(2 )弥生土器

SF13出土土器(第24図) 4は、 SF13下層から出土した小型壷である(第17図)。頭部は比較的太く 、

口縁部は大き く聞く。表面の摩滅が著しいが、肩部の羽状刺突文や胴部上半の縄文が観察できる。なお、

底部の欠損については、出土状況などを考慮するかぎり、故意にあけられた可能性が高いと判断できる。

5・6はSF13の上層から出土した壷の破片であり、 5の肩部には有段羽状刺突文が施されている。 7は、

SF13上層から出土した高杯の杯部片であり、比較的薄い折り返し口縁を伴う。 5 ~ '1 は小破片であり 、

SF13とは直接の関連のない供献土器が破片化して流入した可能性もある。

SF13との関連で評価できるのは 4 であり、弥生時代後期中葉~後半に位置づけることができる。 5 ~

7についても、弥生時代後期後半前後に位置づけて問題ない。

SD02出土土器(第24図) 8は壷の口縁部であり、口縁端部は折り返し、その下面に刺突が廻る。

9も壷の口縁部である。ただし、 他の査の大半とは異なり、頚部の太い広口に近い形状を呈する。折り

返し口縁の外面と内面に櫛刺突による斜格子文が施されている。 10は有段羽状刺突文が施された壷の肩

部、 11・12は壷の底部である。

13・14は高杯の杯部である。ともに折り返し口縁を伴うものであるが、 13に比べて14の方が厚い折り

返しであり、 14の口縁端部外面には刻みが施されている。 15は、ほほ完存した状態で出土した高杯であ

る。折り返しの口縁端部や接合部を含めて、文様は全く施されていない。摩滅の著しいなかで、外面の

ハケ調整や杯部内面のミガキ調整をかろう じて観察することができる。脚部は低く、裾部の段が非常に

不明瞭になっている。

これらの多くは上層からの出土である。その中で、完存に近い15がSD02に伴う可能性の高い遺物と

して評価できる。弥生時代後期後半に位置づけるこ とができる土器である。

A.B群遺構外出土土器(第24・25図) 16は聾の口縁部であるが、摩滅のために口縁端部の刻みや

外面の調整は観察できなくなっている。 17は壷の口縁部で、折り返した口縁端部の外面に刺突が廻る。

18も折り返した口縁端部外面に刺突が廻る壷の口縁部であるが、さらに、内面に扇形文が廻っている。

19は、口縁部が欠損している壷である。胴部上半に櫛描の横線文、その上下に 2段ずつ廻る廉状文風の

櫛刺突を観察することができる。いずれも煩雑な施文である。 20・21は壷の頚~胴部である。小型壷で

ある20の肩部には、 2段の羽状刺突文が施されている。 22は壷の底部である。 23は鉢である。胴部は内

湾しながら立ち上がり、屈折して外半する口縁部に至る。口縁端部には折り返しを伴う。

16だけは弥生時代中期に位置づけできる可能性が高いが、他は弥生時代後期中葉~後半に位置づける

ことができる。多数を占める後者の時期が、 A.B群の形成と関連するものと評価できる。

SD03出土土器(第26図) 24・25は、頚部の比較的太い小型壷である。底部にある焼成後の打ち欠

き・穿孔は、供献に伴って与えられたものと考えられる。一方、 25は口縁部も欠損しているが、溝への

転落などに伴って損壊した可能性もあり、その判断は難しい。 24は2段、 25は4段の羽状刺突文が肩部

に施されており、 24では下半部のミガキ調整が観察できるほか、口縁部内面には縄文が認められる。26

は高杯であり、 25の壷と一緒に出土している(第20図)。折り返しを伴う鍔状口縁であり、口縁端部外

面に刺突が廻る。杯部と脚部との接合部には、 3段の羽状刺突文が施されている。脚部は、下に向かつ

て器壁が薄くなり、段より下(脚裾)は大きく外に開く。脚裾の段は、内面が屈折する程度、外面もわ

ずかに形成されている程度である。

28はSF12からの出土であるが、SF12は遺構の特徴から縄文時代の遺構である可能性が高い。したが

って、本来はSF12と重なるSD03を含む 2号周溝墓に伴うものであったと考えたい。 24・25と同様の頚

部の太い小型壷であり、肩部に 3段の羽状刺突文が施されている。ただし、欠損しているのは口縁部だ

けであり、底部の打ち欠き・穿孔はない。口縁部の欠損については、 25と同様に判断が難しい。

ワ白qo 
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1区(出土遺物)
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第4意文殊堂遺跡

いずれもSD03を含む 2号周溝墓に伴う可能性が高 く、とく に25・26は、セ ットの状態で下層から出

土していることから、遺構との関連を考える上ではより 高い評価ができ る。これらの土器は、弥生時代

後期後半に位置づけることができる。

8F23・8004・8F24出土土器 (第27図) 29・30はSF23の上層から一緒に出土している。 29は胴部

に欠損のある壷である。胴部上半に縄文、肩部に 3段の羽状刺突文が施され、その上部は、直立する頭

部を介さずに直線的に開いて口縁部に至る。口縁部は単純口縁である。調整は、ハケ調整のほかに下部

にのみ施されたミ ガキ調整が観察できる。 30は鍔状口縁の高杯である。口縁部には折り返しが伴い、外

面に刺突が廻る。杯部内面の屈折はそれほど明瞭ではないが、杯部外面の上部に接合部の段が明瞭に確

認できる。接合部には、 1条の沈線と 2段の羽状刺突文が施されている。脚裾の段はわずかである。

31・32は壷の底部である。 33・34は高杯の杯部である。薄い折り返し口縁を伴うが、摩滅が著しく、

刺突などの有無は不明瞭で、ある。口縁部と杯部との境は、屈折・突帯ではなく強い屈曲部を介している。

29については、胴部の施文および単純口縁であることから、弥生時代後期中葉に位置づけでき る。そ

の他を含めてみても、弥生時代後期中葉~後半の中に位置づける ことができる。
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l区(出土遺物)

C群遺構外出土土器(第28図) 35は外面および口縁部内面に赤彩が施された壷であり、とくに上部

が破片化している。口縁部は若干内海する単純口縁である。肩部に 2段以上の羽状刺突文と 1条の横沈

線が認められる。 36は壷の頚~口縁部である。 35と同じ単純口縁ではあるが、内湾することなく開く。

37は壷の頚部、 38・39は壷の胴部であり、中位下寄りの最大径部分に稜線を伴う 。40も同様の壷の胴部

であるが、 3 段の羽状刺突文が肩部に認められる。 41~43は底部であるが、 35を含めて上げ底状のもの

はない。 44は高杯の杯部である。折り返し口縁の稜線や内面の屈折が他より明瞭である。ただし、内面

のミガキ調整も観察し易く、摩滅の度合による影響が考慮される。口縁端部外面には刺突が廻る。

これらは、弥生時代後期の土器で占められている。 36は比較的古い時期に位置づけできる可能性があ

るが、他は弥生時代後期中葉~後半の中に位置づけられるものが多い。

SF08土器棺(第29図) 45は、土器棺の上部で混在して出土した壷の胴部片である。土器棺の蓋で

あった可能性もあるが、他の供献土器の破片が流入した可能性も少なくない。肩部に 2条の押圧横線文、

その下に縦方向のハケ目が施され、さらに下部に縄文が施されている。弥生時代後期中葉前後に位置づ
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1区(出土造物)

けできる。なお、 SF08・SF09の周辺からは、土器棺以外に47などの土器片の出土が認められている。

46は、土器棺の身として用いられていた大型の壷である(第15図)。頚部以上を打ち欠いた状態で用

いられていた。肩部には段が設けられ、 2段の羽状刺突文が施されている。球形の胴部である。外面調

整はハケ調整で占められており、ミガキ調整は認められない。文様や器形の特徴から、弥生時代後期後

半頃に位置づけることができる。しかし、 45との関係を評価するならば、より古い時期に位置づけなけ

ればならない。

SF09土器棺(第29図) 48は、土器棺の蓋として用いられていたであろう壷である(第15図)。破片

化していたために詳細は判断できないが、上げ底状の底部~胴部下半のみで用いられたと推測できる。

49は、土器棺の身として用いられていた大型壷である(第15図)。肩部以上もしくは頚部以上を打ち欠

いた状態で用いられていた。SF08の身 (46) と同様、胴部は球形を呈しており、外面調整はハケ調整で、

占められる。しかし、底部内面が盛り上がる点は異なり、器形も46に比べて整っている。文様による判

断ができないが、 48・49の器形の特徴から弥生時代後期中葉~後半に位置づけることができる。

SF18土器棺(第30図) 50は、土器棺の身として用いられていた大型の壷である (第四図)。 頚部以

上を打ち欠いた状態で用いられていた。弥生土器の壷には肩部に文様が施されることが多いが、この壷

には文様が全く認められない。外面調整は、ハケ調整で占められている。胴部の形状は、 SF08やSF09

の土器棺の身 (46・49) と同様に球形を呈しているが、比較的縦長であり、下部に稜線を伴う。底部裏

面には木葉痕を残している。器形などの特徴から、弥生時代後期後半頃に位置づけることができる。
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第4i壁文殊堂遺跡

( 3 )玉 類

SF21出土ガラス小玉 (第31図) 51・52は、 SF21から出土したガラス小玉である。飾いによって発

見されたため、覆土下層であること以上の詳細な出土位置は特定できない。いずれも本遺跡出土のガラ

ス小玉の中では、大きい部類に入る。濃青色を呈し、形状は整っていない。また、不純物が抜け落ちた

痕跡のよう な凹部が認められる。51には白色の粒が内包された状態で確認できる。両者を比較するなら

ば、52の方が比較的整った細身の円筒形を呈しており、粒や凹部は少ない。一方、 51の方が濃い色を呈

している。

( 4 )金属器

C群遺構外出土鉄鉱(第31図) 53は、 049グリッドのW層から出土した平根の鉄鉱である。鎌身は

縦長の三角形を呈しており、欠損してはいるが、茎部および比較的長い逆刺を伴っていることがわかる。

遺構内覆土に近い暗褐色土からの出土であり、周辺に分布する遺構に伴っていた遺物である可能性が高

い。 したがって、周辺に展開する遺構の時期と同様、弥生時代後期の鉄鉱である可能性を評価すること

ができる。

SF23出土鉄剣(第31図) 54は、 SF23から副葬された状態で出土した鉄剣である(第21図)。刃部は

短く、切先に向かつて細くなる形態を呈している。鏑はわずかにうかがえそうな部分もあるが、明確に

観察できるものではない。茎部へは撫関をもって緩やかに至る。茎部には、確実な目釘孔が図の下寄り

中央に lつある。この目釘孔には、目釘の残存を認めることもできる。
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l区(出土遺物)

この鉄剣には、鹿角製の把が装着されていたことがわかる。腐食や鉄錆のために決して良好な状態で

あるとはいえないが、片面を中心に鹿角製把の残存を認めることができる。残存状況および類例によ っ

て、本来は破線で図示したような形状をしていたものと考えられる。また、この把にも先述の目釘孔の

位置に孔があったことがわかる。一方、把の及ばない刃部に限って木質が伴っていることから、木製の

鞘も装着した状態で副葬されていたことがわかる。木質はほぼ同一方向の木目を示しているが、鞘の形

状 ・構造までの復元は難しい。なお、鹿角製の把については、東日本に分布の中心があり、群馬・神奈

川 ・千葉などでも出土が認められている。県内では、静岡市の登日遺跡・長崎遺跡で出土が認められて

いる。しかし、遠江では本例以外に確認されていない。 分布の最西端の事例になる可能性が高い。

次に、目釘孔以外の孔のある可能性を示しておきたい。 茎部の関寄りの左右に 3ヶ所、孔の可能性を

指摘できる場所がある。しかし、いずれも装具や錆のために確実な判断ができない。実親で示した 1ケ

所は、 X娘写真で孔の可能性が指摘できるほか、実見でも凹みが認められる。一方、破糠の 2ヶ所につ

いては、 X線写真では孔の可能性を指摘することができるものの、 実見では装具や錆などで全くわから

なくなっている。ここでは、孔の可能性がある ものとして指摘しておきたい。ただし、これらの孔は刃

部に位置しないことから、弥生時代の鉄剣によくみられる刃関双孔とは異なるものということになる。

また、 鹿角製把に対応する孔が認め難いことから、釘孔として使用されていたとは判断し難い。刃関双

孔のある鉄剣として製作された後、何らかの理由で新たに茎部を削り出した結果、鉄剣は短くなり、刃

関双孔は茎部に含まれる ことになり、 そして、とくに孔としての活用はきれなくなったという可能性を

考えなければならないのかもしれない。なお、関より下に双孔がある鉄剣は、韓国下岱遺跡、長崎県門

前遺跡、兵庫県西求女塚古墳に出土が認められている(註 2)。

この鉄剣が副葬されていたSF23の上層からは、弥生時代後期中葉の土器が出土している。鉄剣につい

ても、形状や把の特徴などから同様の時期に位置づけて問題ないと判断できる。

-40-



( 1 )土坑墓

SF26 (第34図) 11号

墳北側のD群、その比較的

平坦な範囲の北端に立地する。 SF26の北側は、 12号墳へと上がる斜面になる。

1. D' E群

2区の北部は、古墳群形

成以前の遺構が少ない範囲

にあたる。そのような中で

も、 11号墳北側の i54グリ

ッド周辺 (D群)では 3基 j 

(SF26~28) 、 10号墳北部

と重なる f56グリッド周辺

(E群)では 2基 (SF29・

30)の土坑が発見されてい

る。いずれも、 W層のない

やせ尾根に立地しており、

V用 (黄色砂層)上面で検

出されている。

古墳群形成以前の遺物の

出土もほとんどなく、遺構

に伴って出土した造物は皆

無に等しい。
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第 3節 2区北部
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約2.2mx 3.5m以上の長楕円~長方形で、深さは約0.8mで、ある。東端部が崖のために失われてしまっ

ている。主軸はE陵筋に直行し、東西に近い。覆土上層は暗褐色土など、下層は様々な砂質土で占めら

れており、中央部に黒褐色砂質土の深い落ち込みが認められる。しかし、木棺の痕跡は認められなかっ

た。 上層で須恵器片が出土しているが、流れ込みの可能性が高い。

遺構の時期を明確に示すことは難しいが、周囲からは弥生土器片も数点出土している。須恵器片の出

土から古墳群と関連する土坑(墓)の可能性も考臆されるが、遺構の形状や覆土の特徴においては、弥

生時代の土坑墓と大きく異なることはない。したがって、弥生時代の土坑墓である可能性もある。

SF27 (第34図) 11号墳北側のD群、やせた尾根の比較的平坦な部分に立地する。約1.7mx 2.5m以

上の長楕円~長方形で、深さは約0.5mで、ある。主軸は北東から南西への方向にあり、丘陵筋とも斜行す

る。北東端部がSF28と重なる ことによって失われているが、その先後関係について、土層観察から明確

に判断することはできなかった。調査ではSF28を先に発見し、その検出の最中にSF27の存在が把握さ

れている。この点を評価するならば、 SF27の方が古い可能性が高いと判断できる。覆土は上層が暗褐色

砂質土、下層が暗黄褐色砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

遺構の時期を明確に示すことは雌しいが、周囲からは弥生土器片も数点出土している。古墳群 (11号
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第33図 2区北部:E群

墳)と関連する土坑(墓)の可能性もあるが、遺構の形状や覆土の特徴においては、弥生時代の土坑墓

とも大きく異なることがない。したがって、弥生時代の土坑墓である可能性もある。

SF28 (第34図) 11号墳北側のD群に位置し、やせた尾根の比較的平坦な部分に立地する。 2m前

後×約2.9mの長楕円~長方形で、深さは0.7m弱で、ある。主軸は丘陵筋に平行し、南北に近い。西側縁

部がSF28と重なるが、その先後関係について、土層観察から明確に判断する こと はできなかった。調査

ではSF28を先に発見し、その検出の最中にSF27の存在が把握されている。この点を評価するならば、

SF28の方が新しい可能性が高いと判断できる。覆土は上層が黒~暗褐色砂質土、下層が暗黄褐色砂質土

である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

遺構の時期を明確に示すことは難しいが、周囲からは弥生土器片も数点出土している。古墳群 (11号

墳)と関連する土坑(墓)の可能性もあるが、遺構の形状や覆土の特徴においては、弥生時代の土坑墓

とも大きく異なることがない。したがって、弥生時代の土坑墓である可能性もある。

SF29 (第35図) E群の10号墳北側周溝内で検出された土坑である。 2m前後×約3.6mの長楕円~

長方形で、本来の深さは約0.8mで、あったと推定できる。主軸は正陵筋に直行し、南北に近い。発見・検

出状況および土層観察から、 10号墳の周溝より古い可能性が高いと判断できている。覆土は上層が暗褐

色砂質土、下層が暗黄褐色砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

遺構の時期を明示することは難しいが、周囲からは弥生土器片も数点出土している。古墳群と関連す

る土坑 (10号墳周構内の施設・土坑墓など)の可能性もあるが、遺構の形状・覆土においては、弥生時

代の土坑墓とも大きく異なることがない。したがって、弥生時代の土坑墓である可能性もある。

SF30 (第35図) E群の10号墳墳正北部で検出された土坑である。1.6m弱 x2.6m強の長楕円~長方

形で、深さは約0.5mで、ある。主軸は南北に近く、 SF29と平行に並ぶ。覆土は、中央に黒褐色土などの
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2区北部(出土造物)

第35図 SF29・SF30
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深い落ち込み、その周囲は黄褐色砂質土で占められる。木棺の痕跡は認

められず、出土遺物もない。盛土のない部分で検出されたため、 10号墳

との先後関係も土層からは判断できなかった。ただし、遺構の形状や覆

土は、他の古墳の盛土の下で発見された弥生時代の遺構と類似している。

周囲からは弥生土器片も数点出土している。厳密には特定できないが、

遺構の形状 ・覆土や周辺の出土遺物から、弥生時代の土坑墓である可能

性が高いと考えたい。
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第36図 D群出土土器

2区北部では、全般的に古墳群形成前の遺物の出土が少ない。図化で

きたものは、 11号墳北西周溝から出土した第36図55だけである。細い頭部から徐々に聞いて単純口縁に

至る査の破片である。肩部には櫛描横線文が、かろ うじて観察できる。遺構には直接伴わないが、とく

にD群の遺構との関連が評価できる。概ね、弥生時代中期後葉に位置づけることができる。
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2区中央部 (F群)

1. F 群

2区中央部の 9号墳南東部から8号墳との聞にかけての範囲、北西から南東にのびる丘陵筋に沿った

約12mの範囲に集中する遺構群である。尾根上は比較的平坦である。 9号墳墳丘部を中心に、 黄色砂層

(V層)上の暗~黄褐色砂質土層(町層)の堆積が確認できた。N層上面でも遺構の存在を確認するこ

とができたことから、本来の遺構面は町層中にあったと判断できる。しかし、全ての遺構を詳細に把握

するため、 V層(黄色砂層)上面を遺構検出面として調査した。

丘陵上の平坦部に 9基の土坑墓 (SF31・32、SF34-40)が検出されている。それぞれが大きく重な

ることなく配置され、 E陵筋に平行か直行方向の主軸方向、比較的近似した規模など、整然とした印象

を受ける。一方、西側斜面際にも土坑墓ら しき遺構 (SX01. SF33、SF41・42・SX02)が検出されてい

るが、先の 9基とは異なり不整形な形状が目立つ。土器棺墓や溝などはない。遺構内外の出土遺物や遺

構の形状から、 これらは弥生時代後期を主とする土坑墓群であると判断できる。なお、 8号墳北側周溝

の南西外れの斜面部で、弥生土器片が比較的多く出土している。 8号墳周溝によって消滅してしまった

弥生時代の遺構もあった可能性が考えられる。

( 1 )土坑墓

SF31 (第38図) 9号墳墳丘南東部の平坦部に位置する。l.Om強 x1.7m弱の長楕円~長方形、深さ

はO_5m強で、ある。壁面の中位に稜を成し、下部に比べて上部の壁が緩やかになっている。したがって、

他よ りも上部に対する底面積の割合が小さくなる。主軸は丘陵筋に平行する。覆土は上層が黒褐色土、

下層が暗褐色砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

遺構の特徴や周辺の遺物から、弥生時代後期前半~中葉の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF32 (第38図) 9号墳墳正南東部の平坦部に位置する。O_9m弱xl.4m弱の長楕円~長方形、深さ

はO_5m強で、ある。壁面の中位に稜を成し、下部に比べて上部の壁が緩やかになっている。したがって、

他よりも上部に対する底面積の割合が小さくなる。主軸はE陵筋と平行し、 SF31と並ぶ。覆土は上層が

黒褐色土、下層が暗褐色砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

遺構の特徴や周辺の造物から、弥生時代後期前半~中葉の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF33・SX01 (第38図) SF32の西側の斜面際に位置する。 SXOlは、一辺2_5m以上の方形で、深さ

はO.4m弱である。丘陵筋に沿って設けられており、南東部は丘陵斜面および9号墳周溝によって失われ

ている。壁面に沿った内側にはL字の溝を伴う。さ らに、 その内側にSF33が位置する。 SF33は9号墳周

溝によって南西部が大きく破壊されており、本来の規模・形状はわからない。 検出範囲の最大幅はl.Om

弱、 SX01底面からの深さはO.3m弱で、ある。覆土は、 SX01上層が黒褐色土、下層および溝・ SF33が暗褐

色砂質土である。 SX01とSF33の先後関係は判断できなかった。出土遺物はない。

SF33の覆土については、弥生時代後期の土坑墓とした周辺の遺構と異な らない。 残存状況が悪く時

期・性格の判断が難しいが、弥生時代の土坑墓の可能性もある。 SX01は、さらに判断の難しい遺構で

ある。 SF33が弥生時代の土坑墓であるとするならば、それに付随した整地痕や施設跡の可能性も考える

ことができる。

SF34 (第38凶) 9号墳墳丘南東縁に位置する。約l.2mx 1.3m以上の長楕円~長方形で、あり、南東

部は 9号墳の周溝によ って破壊されている。深さはO.8m強で、あり、比較的深い。主軸はSF31. SF32と

同様、 E陵筋に平行する。覆土は上層が褐色砂質土、下層が暗黄褐色砂質土である。木棺の痕跡は認め

られていない。覆土から数点の弥生土器片が出土している。

遺構の特徴や出土遺物などから、弥生時代後期前半~中葉の土坑墓である可能性が高いと判断できる。
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SF35・SF36(第39図) SF35は9号墳南東側の平坦面に位置する。 O.8m以上Xl.7m強の長楕円~

長方形で、深さはO.4m強で、ある。北西部が9号墳周溝によって失われている。主軸はE陵筋に直行する。

覆土は暗褐色砂質土であり、木棺の痕跡は認められていない。上層から弥生土器片が出土している。

SF36はSF35の西側に位置する。 9号墳周溝およびSF35によ って大半が失われており、形状などの詳

細はわからない。また、 SF35との先後関係も、検出部分が少なかったために判断できなかった。

遺構の特徴や出土遺物などから、ともに弥生時代後期前半~中葉の土坑墓である可能性が高いと判断

でき る。
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2区中央部 (F群)
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第4章文殊堂遺跡

SF37~SF39 (第39図) 9号墳南東側の平坦部に位置する。 SF38とSF39が平行に並び、その北東に

SF37が接する。主軸はSF37だけが正陵筋に直行、 他は平行する。いずれも長楕円~長方形で、 SF37が

1.0m弱x1.7m弱で、深さ0.3m弱、 SF38が約0.8mx 1.4m以上で、深さ0.4m弱、 SF39がl.lm弱x2.3m弱で、深

さ0.5m弱で、ある。 いずれの覆土も上層が暗褐色砂質土、下層が暗黄褐色砂質土である。土層からの先後

関係の判断はできなかった。 木棺の痕跡も認められていない。 各土坑の上層から弥生土器片が出土して

いるほか、 SF37の上層からは銅鍛(第50図89)、SF38下層からはガラス小玉 5点(第50図81-85)が出

土している。 ただし、詳細な出土位置は把握できなかった。

遺構の特徴や出土遺物から、いずれも弥生時代後期前半~中葉の土坑墓の可能性が高いと判断できる。

SF40 (第39図) SF39の北西に位置する。1.0m強x1.9m強の長楕円~長方形で、深さは約0.3m弱で

ある。主軸は丘陵筋に平行する。覆土は暗褐色砂質土、木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

遺構の特徴や周辺の造物から、弥生時代後期前半~中葉の土坑墓である可能性が高いと判断でき る。

SF41・SF42・SX02(第40図) SF40の西側斜面地に位置する。 SF41は、最大径2.0m前後の不整形

で深さ0.4m強、中央付近に深さ0.2m弱の凹部がある。 SF42は、1.8m以上x3.0m強の長楕円形で、深さ0.6

m強である。 2基は丘陵筋に沿って縦に並ぶ。 SX01は両土坑間にあり、深さ約0.2mで、ある。覆土は、

いずれも上層が暗褐色砂質土、下層が暗黄褐色砂質土である。木棺の痕跡や出土遺物はない。

SF41 . SF42については、 SF40などとは規模・形状が異なるが、 覆土や周辺の出土遺物から弥生時代

の土坑墓である可能性を指摘する こと もできる。一方、 SX02については、 SF41・SF42と関連する可能

性も指摘できるが、性格は不明である。
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2区中央部 (G群)

は縄文時代の落し穴であるSFIOなどと類似する。ただし、周囲を含めて縄文時代の遺物の出土は認めら

れず、遺構の形状についても、落し穴と しては浅いなど、縄文時代の遺構であるとは断定できないo

SF45とは形状・構造が異なる弥生時代の土坑墓である可能性も否定できない。

( 3 )土器棺墓および関連遺構

SF49 (第43図) 正陵の北東側斜面に位置する。土坑は約O.4mxO.6mの楕円形を呈する。深さは0.2

mに満たないが、本来はより深かったと推測できる。覆土は黒~暗褐色砂質土である。土坑内の北西寄

りに土器措が埋置されていた。

土器棺の身は、胴部最大径約0.45mの査(第46図74)である。ほぽ正位に置かれていた。上部は流土

などによって押しつぶされていた。ただし、頚~口縁部にあたる部分は破片でも出土していない。頚部

以上を欠いた状態で用いられたと考えられる。なお、蓋の可能性がある別個体の出土は認められていな

い。土器棺内には砂質土が流入しており、副葬品などの出土もなかった。

土器棺の形態などから、弥生時代後期前半の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

SF50 (第43図) 丘陵の東側斜面に位置する。土坑は約0.7mx 1.0mの長楕円~長方形を呈する。長

軸は等高線に平行、南北に近い。 深さは0.4m強で、あるが、本来はより深かったと推測できる。覆土は黒

~暗褐色砂質土である。土器棺は土坑のほぼ全体にわたるように埋置されていた。

土器棺は、土圧の影響がうかがえるものの、比較的良好に残存していた。身は、胴部最大径0.5m強の

壷(第47図77)であり、口縁部側を北西に向けて横位に置かれていた。頚部以上を欠いた状態で土器棺

の身と していた。蓋は、口径約0.25mの台付費(第47図75)であり、身と合わせ口にした状態で検出す

ることができた。台部の欠損は、後世の崩落・流土の影響による可能性もあり、本来から欠損していた

かは判断し難い。身と蓋の主軸はほぼ一直線上にあり、蓋の台部側がやや上方を向いていた可能性があ

るが、概ね横位に倒した状態で設置されたと復元することができる。土器棺内には砂質土が流入してお

り、土器片以外の出土遺物はなかった。

A A' 

SF47 

A 
， 

A 
一一一ー-75.6m SF48 

1 凪褐色土 6 暗灰褐色砂質土

2 暗賀補土 7 灰褐色砂質土

3 晴褐色土 8 黄褐色砂質土

4 賞褐色土 9 黄褐色砂質土

5 褐色砂質土 10 暗貧褐色砂質土。
(1 : 40) 2m 

暗褐色土

黒褐色土 炭化政含む

3 晴絹色土

黒禍色土炭化粒含む

附灰倒色砂質土 9 ~世褐色砂質土
6 灰掲色砂質土 10 灰縄色砂貧土

7 賛褐色砂質土 11 精貧禍色砂質土

8 褐色土 12 晴灰褐色砂質土
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第 4意文殊堂遺跡

以上の身と蓋のほかに、口径O.3m強の平底の費(第47図76)も用いられていた。この整は、身(壷)

の南東側(斜面上方)にま とまっていた。土坑の長軸上南端に底部片、その西側に口縁~胴部片が検出

されている。底部片は、底を南に向けていた。 口縁~胴部片は、縦方向に割れた数枚の破片が重なった

状態になっていた。全て外面を上にしていたが、上の破片は口縁を南、下の破片は口縁を逆の北に向け

ていた。以上のように、土圧・流土の影響を考慮したとしても、身や蓋などと同様に扱われたとするに

は不自然な出土状態である。破片の状態で用いられ、故意に上記のような配置に置かれた可能性が指摘

できる。さらに、接合作業の結果、ほぽ完形の状態に復元することができていることから、破片になっ

たものを持ち込んだのではなく、土器棺墓に持ち込むにあたって割った可能性が評価できる。一方、復

元した身(壷)をみると、とくに下半部には欠落部・穴を認めることができない。したかつて、土器棺

の穴を塞ぐ目的で置かれたものとは考え難い。むしろ、 この土器にみられるような破砕行為は、供献土

器や副葬品に多く認める ことができる。なお、身と葦の位置が土坑の主軸から外れている点について、

この土器片を置く場所を確保したためとみることもできる。

土器棺などの出土土器から、弥生時代中期後葉の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

¥ 十」一/づ/
『立こ::_:T十一
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2区中央部 (G群)

SX03 (第44図) 8号墳墳丘部の南西側斜面に位置する。 E陵斜面の一部を削り込んだ遺構であり、

その中につくられた平坦面に 2基の土器棺墓 (SF51・SF52) を伴う。東西幅約6.0m、比高約3.2mの範

囲に検出することができたが、上端・下端および南東端部は流失している。

西縁部には、幅約1.3mの溝が伴っている。流土との関連も指摘できるが、通路もしくは排水施設であ

ったという可能性も否定はできない。一方、東寄りには約1.4mx 2.5mの半楕円形のテラス状平坦部が

伴い、そこに 2基の土器措墓 (SF51. SF52)が東西に並んで検出された。土器棺墓のために設けられ

た平坦部であると考えられるが、この土器棺の残存状況から、平坦部の南側(斜面下方)が崩落・流土

の影響を強く受けていることが指摘できる。なお、 SX03は平坦部よりも下へと及んでおり、より下方

に消失してしまった施設があった可能性も考慮することができる。

2基の土器棺墓 (SF51・SF52) と関連する遺構であり、弥生時代後期中葉前後の墓域関連遺構であ

る可能性が高いと判断できる。

SF51 (第44図) SX03平坦部の東寄りに位置する。土坑は、最大径約O.5mの円形を呈する。深さは

O.lm強であり、非常に浅い検出であった。

埋置された土器棺については、良好な状態では検出できなかった。身は、最大径0.5m弱の壷(第48図

78)が用いられていたが、破壊・流失が著しいこともあって、胴部片だけの出土であった。本遺跡群の

他の土器棺を参照するならば、頚部以上を欠いた状態で用いられた可能性が指摘できる。また、土器棺

の身の底部が欠損している例も少数ながら存在する(文殊堂遺跡SF92、フケ遺跡SF34)。しかし、あく

まで類推の域を出ないものであり、いずれの判断も慎重になる必要がある。蓋の有無や埋置姿勢につい

ても、同様に判断し難い。土器棺内には砂質土が流入しており、その他の遺物の出土はなかった。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。隣に位置

するSF52とは身(大型壷)の器形が大きく異なり、 SF51の身の方が古い特徴を伴う。しかし、大きな

時期差として評価できるかはわからない。

SF52 (第44図) SX03平坦部の西寄りに位置する。土坑は、最大径0.7m強の円形であり、深さは0.3

m強で、ある。この中央に土器棺が埋置されていた。上部を中心に土圧や流土の影響を受けているが、比

較的良好に残存している。

土器棺の身は、最大径0.5m弱の壷(第49図80)である。出土状況などから、頚部以上を欠いた状態で

用いられたことがわかる。埋置姿勢は正位に近く、頚部(上)側を若干北東に傾けた状態で置かれてい

た。葦は、最大径O.2m強の壷(第49図79)である。出土状況から、上半部を欠いた状態で用いられてい

たこ とがわかる。また、流土・陥没などの影響を受けてはいるが、底部を上にして葦としていたことが、

出土状況から判断する ことができる。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉~後半の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

( 4 )その他

SD05・SP01・SP02(第44図) いずれも、 8号墳墳正部にあたる正陵上平坦面の南東部に位置す

る。 SD05は長さ3.8m以上、幅約1.0m、深さはO.2m弱の溝状を呈する。 SPOHま最大径O.4m弱、深さ0.1

m弱の小穴で、ある。 SP02は最大径約0.7m、深さ1.0m強の小穴であり、北西部が8号墳埋葬施設によっ

て失われている。いずれも覆土は暗灰褐色砂質土であり、出土遺物はない。

これらは、形状・配置などから積極的に弥生時代の墓域に伴うとは判断できない。覆土も弥生時代の

墓域の遺構とは異なっており、古墳築造に伴う整地痕などである可能性も考慮することができる。
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第4章文殊堂遺跡
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2区中央部(出土造物)

3. 2区中央部の出土遺物

( 1 )弥生土器

遺構外出土土器 (第45図) 56~69は査の破片である。口縁部には単純口縁、折り返し口縁、受口状

口縁がある。単純口縁には、大きく 外反する56と外反しない59が認められる。59の頚~肩部の文様は、

8号墳周辺

c 二コ 三戸
8号墳周辺 57 

L ---~3盟国

/欄 4

:二百

59 
----〆

〆 i
自号境周辺 一一一ー 一一一一一ーー→一一¥一 一一一一

J~ ~" ーー一

L J 
日号境周辺 60 

自号墳南西側 62 

¥、; ¥ 寸

μB号墳南部 63 
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第 4章文殊堂逃跡

摩滅のためか観察することができない。折り返し口縁の57・58は、ともに大きく外反する口縁部であり、

折り返した端部外面に刻み・刺突が廻る。 58の肩部には、 3段の羽状刺突文が施されている。

受口状口縁には、 縄文を施した62と棒状浮文を施した63がある。と もに 8号墳南部から出土した大型

の査であ り、土器棺 (SF51・SF52) に関連した土器片である可能性もある。64・65も大型の査に復元

する ことができる。 64の肩部には断面三角形の突帯が廻り、その上下には竹管文が施されている。65は、

上げ底状の底部である。61も上げ底状の底部であるが、平底の底部 (68など)の出土もある。

70は高杯の杯底部、 71は脚部である。71の接合部には、断面三角形の突帯が 1条廻る。 脚裾は大き く

鍵状に屈曲する。 72は賓の口縁部であり、比較的援やかに胴部から口縁部へと移行する形状を呈する。

口縁端部には刻みが廻る。73は直線的に聞く 聾の台部である。

58の文様などに新しい要素が認められるが、単純口縁や受口状口縁、上げ底状の底部の査が多く、弥

生時代後期前半~中葉に位置づけできるものが目立つ。 高杯・聾についても、同様の時期に位置づける

ことができる。

SF49土器棺(第46図) 74は、土器棺の身として用いられていた大型の査である(第43図)。肩部以

上を打ち欠いた状態で用いられていた。 文様は認められず、外面はハケ調整で占め られている。胴部は

算盤玉に近い形状を呈するが、屈曲する最大径付近の稜線は明確ではない。底部は上げ底状である。以

上のような特徴から、弥生時代後期前半に位置づけることができる。

SF50土器棺(第47図) 75は、土器棺の蓋として用いられていた台付費である(第43図)。台部の欠

損は、後世の流土の影響による可能性もある。若干膨らみを伴う胴部から緩やかに外反する口縁部に至

る。口縁端部の下端に刻みが廻る。外面はハケ調整で占められる。摩滅が著しくわかりにくいが、大半

のハケ調整が右下から左上への方向で、ある中で、胴部下寄りにだけ方向の異なるハケ調整が観察できる。

また、内外面の一部にススの付着が認められるが、その範囲も摩滅のために不明瞭になっている。

76は、いくつかに割られた状態で納められていた聾である。 75に比べて胴部の膨らみは弱く、 口縁部
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2区中央部(出土造物)

の外反は強い。口縁端部には、全体的に不明瞭な刻みが上下端に廻り、さらに、 2単位の指頭押圧が6

ケ所に配置されている。外面には横方向に近い条痕が施されている。台部は付かず、底部は薄い平底で

ある。この土器も器壁の摩滅が著しいが、下半部の外面にススの付着が認められる。

瓦

SF50 75 

SF50 

一一一も

SF50 77 

。
(1 : 4) 20cm 

第47図 SF50土器棺
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第4章文殊堂遺跡

77は、土器棺の身として用いられていた大型の壷である(第43図)。頚部以上を打ち欠いた状態で用

いられていた。 肩部にはヘラ描の斜格子文が施され、その下に円形刺突文が廻る。外面調整はハケ調整

で占められる。胴部の形状は算盤玉形に近いが、最大径付近に稜は伴わない。底部は平底である。

これらは弥生時代中期後葉に位置づけることができ、本遺跡群では最も古い土器棺であるといえる。

SF51土器棺(第48図) 78は、土器棺の身として用いられていた大型の壷である (第44図)。胴部の

形状は算盤玉形に近いものの、胴部最大径が下寄りにあり、全体に縦長の形状を呈する。また、胴部最

大径付近の稜は明確でない。外面調整はハケ調整で占められる。肩部以上および底部は欠損している。

形態の特徴などから、弥生時代後期中葉頃に位置づけることができる。

SF52土器棺(第49図) 79は、土器棺の蓋として用いられていた壷である(第44図)。大型の壷とは

異なり、比較的丁寧なっくり の査である。上半部を欠いた状態で用いられていた。胴部の形状は球形に

近い。外面には、ハケ調整と荒いミガキ調整が観察できる。底部は平底で、木葉痕が認められる。

80は、土器棺の身として用いられた大型の壷である(第44図)。頚部以上を打ち欠いた状態で用いら

れていた。胴部は球形に近い形状を呈しているが、最大径の下部に明確な稜を伴う。外面調整はハケ調

整で占められる。肩には、有段の羽状刺突文が施されている。底部は平底である。

これらは、各土器の特徴から弥生時代後期中葉~後半に位置づけることができる。

( 2 )玉 類

ガラス小玉(第50図) 81~85はSF38から、 86 ・ 87はSF45から、 88はSF46から出土したガラス小玉

である。歪みのあるものが多く、 形状や大きさには個体差が目立つ。ただし、いずれも水色を呈してお

り、径0.5cm以下、長さ0.4cm以下の小型品で、ある点で共通している。また、84・88をはじめとして気泡

の目立つものが多い。出土造構と遺物の特徴から、弥生時代後期の遺物である と考えられる。
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2区中央部(出土遺物)

( 3 )金属器

SF37出土銅鉱 (第50図) 89は、 SF37出土の銅鍬である。残存状態が悪いものの、形態の概要は把

握できる。有茎の小型鍛であり、刃部は柳葉形もしくは長三角形に復元できる。逆刺は認められない。

刃部の断面は菱形であり、刃部中央の稜が茎部にまで至る。ただし、茎部においては徐々に断面が楕円

形に近くなり、稜はなくなっていく 。出土遺構と遺物の特徴から、弥生時代後期に位置づけできる。
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第4章文殊堂遺跡
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2区南部 (H群)

1. H 群

2区南部の北寄りの尾根上、南北約14mの範聞にある遺構群である。正陵上平坦部は幅 3m以下と狭

く、東は正陵斜面、西は崖になる。基本的には黄~赤褐色砂質土層 (V層)上面で遺構検出しているが、

U60グリッドの三日月形の範囲に崩落土層が認められ、 SP04.SF59はその上面で発見されている。

溝 2 条 (SD07 ・ 08) 、土坑 3 基 (SF54~56)、小穴 2 基 (SP03 ・ 04) が検出されたが、本遺構群には

出土遺物がほとんどな く、 時期などの特定は難しい。 古墳群形成前の遺構と して報告するが、小穴の時

期・性格は不明、溝は他の周溝墓の周溝とは形態などが異なり、弥生時代か否かも判断し難い。土坑に

ついては、遺構の形状などから弥生時代の土坑墓である可能性を高く評価しておきたい。
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第 4寧文殊堂遺跡

( 1 )溝

8007 (第52図) 2区南部の北縁、尾根幅が狭くなる部分に位置する。正陵を横断する方向にのび

る溝で、正陵上の中央で途切れる。東半は長さ約1.4mで、あり、平坦部に位置する。西半は長さ約1.7m

であり、西斜面に位置する。幅はO.6m前後、深さはO.2m弱で一定し、底面は地形に沿って傾斜する。

このような溝は、周辺の周溝墓には認められていない。覆土は灰黄褐色砂質士、出土遺物はない。

以上から、周溝墓の周溝とは異なると判断できる。弥生時代の遺構であるかも疑わしい。

8008 (第52図) 2区南部北寄りの丘陵上に位置する。丘陵を横断する方向にのびる構で、東端が

丘陵上中央付近で立ち上がる。長さ約4.1m、最大幅約O.8m、底面はほぼ水平であり、深さの最大は約

O.4mである。覆土は灰黄褐色砂質土である。出土遺物はない。

弥生時代の周溝墓の周溝として も問題ない形状を呈するが、立地・覆土の特徴、出土遺物がないこと

などから、積極的に評価することはできない。

( 2 )土坑墓・小穴

8F54~SF56 (第53図) 2区南部北寄りの平坦部に位置する。 SF54はl.Om強x1.7m強、 SF55は約

O.5m xO.8m以上、 SF56はO.8m弱xl.Om以上で、あり、いずれも長楕円形で、深さO.2m前後である。主軸は

SF54・SF56が丘陵筋に平行、 SF55が直行する。いずれも中近世のSD06に切られている。覆土は炭化粒

を含む暗灰褐色土、木棺の痕跡は認められず、出土遺物はない。

遺構の形状などの特徴からは、弥生時代中後期の土坑墓である可能性が評価できる。しかし、周辺域

を含めて遺物の出土がなく、積極的に時期・性格を特定することはできない。

8P03・8P04(第51・52図) SP03は最大径O.5m強で深さO.2m強、 SP04は最大径約O.6mで、深さO.3m

強である。いずれも覆土は黒褐色土で、出土造物はない。時期・性格の特定は難しい。
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21べ海部(I群)

白 Y 歪栓
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第 4I注文殊掌遺跡

3号周溝墓の南も しくは 4号周溝墓(後述する J群)の北を区画する溝であると判断でき、出土遺物

およびSD09との関連性から、 弥生時代後期前半頃に設けられていたと考えることができる。
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2区南部(1群)

( 2 )土坑墓

SF57・SF58(第55図) 6号墳の北側に位置する。 SF58は、約1.2mx2.2m以上の長楕円~長方形で、

深さは約O.6mで、ある。主軸は正陵筋に平行し、南北に近い。覆土は上層が黒褐色土、下層が暗黄褐色砂

質土で占められ、数点の弥生土器片が出土している。木棺の痕跡は認められない。 SD09で先述したと

おり、 SD09出土とした第66図91はSF58に伴う土器であり、土層による判断はできていないものの、

SF58はSD09よりも新しい可能性を指摘することができる。さらに、そのこ とによってSF58の長軸は2.6

mに至ると推測することができる。

SF57は、 SF58・SD09および丘陵斜面によって壊されており、規模・形状の把握が難しい。主軸は

SF58と平行もしくは直行すると推測できる。覆土は暗黄褐色砂質土で、数点の弥生土器片が出土してい

る。土層からSF58より古いこ とがわかっているが、 SD09との先後関係については判断できなかった。

遺構の特徴や出土造物から、ともに弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。さらに、

SF58は後期後半に特定できる可能性が指摘できる。

SF60・SF61 (第56図) 6号墳墳E部の北寄りに位置する。 SF60は約l.lmx 2.0m弱の長方形で深

さO.4m強、 SF61は0.8m強x1.5m強の長方形で、深さ0.4m弱で、ある。とも に主軸は丘陵筋に平行し、 南北

に近い。覆土は、 SF61上層が黒褐色土、 SF61下層およびSF69が暗黄褐色などの砂質土で占められる。

木棺の痕跡は認めらない。 SF60の覆土中から弥生土器片(第68図108・109)が出土している。なお、両

者は東西に並ぶように接しているが、土層からSF61の方が新しいことが確認されている。

遺構の特徴や出土遺物から、ともに弥生時代後期後半頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。
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2区南部(I群)

SF62・SF63(第56図) 6号墳墳正部の西寄りに位置する。 SF62は1.6m弱 X2.5m弱の楕円形で、深

さ0.7m弱、 SF63は1.5m強 X2.4m以上の長楕円~長方形で、深さ0.5m弱で、ある。ともに、主軸は正陵筋に

平行し、南北に近い。覆土は、 SF62上層が黒褐色土、 SF62下層およびSF63が暗~黄褐色砂質土で占め

られる。木棺の痕跡は認められない。覆土中から弥生土器片(第68図110・111)が出土している。なお、

両者は縦に並ぶようにして重なるが、土層からSF62の方が新しいことが確認されている。

遺構の特徴や出土遺物から、ともに弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。
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第 4主主文殊堂遺跡

SF64 (第56図) SF62の西側に位置する。1.0m強x2.0m程の長楕円形で、深さは約0.3mである。主

軸は丘陵筋に斜行し、南東部がSF62と重なる。覆土は黄褐色砂質土である。木棺の痕跡は認められない

が、 弥生土器片が出土している。なお、土層によってSF62よりも古いこ とが確認されている。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF65・SX04(第57図) 6号墳墳正部の南東寄りに位置する。 SX04は約3.0mx 3.7m以上の隅丸長

方形で、深さは0.4m弱で、ある。西側の張出し部を除いて、底面と壁面との区別が明確でなく、中央へと

徐々に探くなる。長軸は丘陵筋に平行する。一部がSF63. SF66 . SF70と重なるが、検出が浅いために

土層による先後関係の判断はできなかった。SF65はSX04の北西寄り、 6号墳墳正部のほぼ中央に位置

する。 0.7m強×約1.4mの長楕円~長方形で、 SX04底面からの深さは約0.4mで、ある。周囲の土坑と比べ

ると、長辺の壁体の傾斜が急である。主軸はSX04と同様である。

覆土は、 SX04およびSF65下層が黄褐色を基調とする砂質土であり、比較的均一で、ある。一方、 SF65

上層は黒褐色土などを含む様々な層で構成されており、炭化粒も含んでいるか後述の土層中にSF65内の

陥没に伴う落ち込みを認めることができる。 一方、 SX04とSF65との明確な切り合い関係を土層から確

認する こと はできず、両者は一連の遺構である可能性が指摘できる。なお、土器棺墓であるSF72も

SX04内で検出されているが、土層による先後関係の判断はできなかった (SF72にて後述する)。

SF65周辺の上層を中心に、多くの弥生土器片が出土している。その中で、壷 2点(第67図103・104)

が良好な残存状態で出土している。 SF65に伴って周囲に置かれた土器である可能性が高く、 SF56の陥

没に伴って落ち込んだものと推測できる。一方、第67図107だけは、埋葬時に何らかの目的でSF65内に

置かれた可能性が指摘できる。なお、本遺構やSF66などの周辺域に分散が認められる土器もあるが(第

67図102・106)、それら については、とキの遺構に伴った土器であったかは判断できない。土器片の分散

については、崩落・流土のほかに古墳築造に伴う整地の影響なども考臆される。

遺構の特徴や出土造物から、 SF65は弥生時代後期中葉~後半の土坑墓であり、 SX04はその関連施設

である可能性が高いと判断できる。

SF66 (第58図) 6号墳墳丘部の南西部に位置する。約l.lmx 2.7m弱の長方形を呈し、深さは0.7m

強である。主軸は丘陵筋に平行する。覆土は、上層が暗褐色、下層が黄褐色の砂質土で占められる。木

棺の痕跡は認められていない。一部がSF67・SF70・SF73・SX04と重なるが、土層からはSF67より古

いこと だけしか判断できなかった。上層から弥生土器片 (第68図116)が出土したほか、北西寄りの底

面近くにおいて、 2点の銅到11 (第75図172・173)が出土している。 2点の銅釧は重なり、北西を下に傾

けた状態で検出された。 出土状態から、被葬者が着装 していた可能性が高いと判断でき、さらに、頭位

が北西にあった点も指摘する ことができる。

遺構の特徴や出土造物から、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF67 (第58図) 6号墳墳正部の南西部に位置する。1.5m強 x2.0m程の長方形で、北西側の幅が広

くなる。深さは0.5m弱で、ある。主軸は丘陵筋に概ね平行する。覆土は、上層が暗~暗黄褐色砂質士、下

層が黄褐色などの砂質土で占められる。木棺の痕跡は認められない。一部がSF66. SF73 . SF75と重な

っている。土層によってSF66. SF73よりも新しいことが判断できているが、 SF75との先後関係は判断

できなかった。覆土上層から弥生土器片(第67図102)が出土している。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF68 (第58図) 6号墳墳正部の南東部に位置する。約0.9mx 1.8m強の長楕円形を呈し、深さは0.1

m弱と浅い。主軸は丘陵筋に概ね平行する。覆土は暗黄褐色砂質土であり、木棺の痕跡は認められない。

出土遺物はない。

遺構の特徴や周辺の出土遺物などから、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。
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2区南部(I群)

SF69 (第58図) 6号墳墳正部の南東縁に位置する。東西1.3m以上、南北1.0m以上、深さ0.2m弱の

土坑であるが、 6号墳の周溝によって大半が消失しているため、平面形や本来の規模、主軸方向などは

わからない。覆土は淡赤黄褐色砂質土である。出土遺物はない。

遺構の特徴など不明点が多く、時期・性格についての明確な判断は難しい。周辺の遺構と同様、弥生

時代後期の土坑墓であった可能性も否定できない。
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第4章文殊堂遺跡

SF70 (第59図) 6号墳墳丘部の南東縁に位置する。 6号墳墳正部では唯一、主軸を丘陵筋に直行

させている土坑である。1.8m強 x3.2m弱の長楕円~長方形を呈し、 I群の土坑の中では最も大きい。

深さはl.Om弱である。壁面は短辺の傾斜がとくに緩く、底面は西側に若干高くなる。 覆土には、中央に

深く落ち込んだ黒~暗褐色土と、 周縁部および下層の暗赤~暗黄褐色砂質土が認められている。 しかし、

明確な木棺の痕跡を認めることはできなかった。

出土遺物には、覆士上層から出土した弥生土器片(第68図114・115)のほか、北西部壁寄りの中層~

底面付近の範囲で出土したガラス小玉(第75図146~156) 、その東側の北壁寄りの底面付近で出土した

鉄剣(第75図174)がある。鉄剣は、切先を東、目釘の出ている面を上に向け、中央(南)側の刃を若

干下に傾けた状態で出土した。この鉄剣の出土状況と底面の傾斜から、被葬者の頭位が西にあった可能

性が指摘できる。一方、ガラス小玉については、 被葬者の上半身にあたる部分に多く出土しているが、

壁寄りに集中する点や中層にまで分布する点など、伸展葬であったとすると、被葬者が着装していたと

は明言し難い出土状況にある。着装しない副葬品であった可能性、葬送に際した儀礼的行為に用いられ

た可能性なども考えることができる。

遺構の特徴および出土遺物から、弥生時代後期の土坑墓の可能性が高いと判断できる。さ らに、規模

の大きい点や主軸方向が周囲の土坑墓と直行する点、さらに豊富な副葬品など、本遺跡の中でも目立っ

て特徴的な埋葬施設であると評価する ことができる。明確な根拠は得られなかったが、木桔墓の可能性

も考慮される。

出 / 
174 

E
必
戸
@

A A' 

SF70 一
司

県褐色

陥m色土

3 陥赤褐色砂n土
A A' 

階貨褐色砂貧土一~6l.am

時褐色砂貧土

6 暗賛褐色砂貧土

鉄剣 0 (1 : 5) 20口n

泣有占。
(1 : 40) 2m 

第59図 SF70

-71-



2区南部(I群)

SF77 (第60図) 6号墳の南側に位置する。平面規模は1.0m弱×約2.5m、深さは約0.4mで、ある。主

軸は丘陵筋に直行しており、東西に近い。平面形については、東部~中央部が長方形であるのに対して

西部が先細になっており、舟形に近い形状を呈している。ただし、底面は水平である。

SD10・SDllと一部が重なるが、土層によってSF77の方が新しいと判断することができている。ただ

し、 重複部分におけるSF77の把握は、断面でしかできなかった。 覆土は、黄褐色を基調とする砂質土で

占められる。最上層の暗黄褐色砂質土層の広がり がSF77とSD10とにまたがっていることから、 SD10が

埋没していく 途中、完全に埋没する前にSF77がつくられた可能性を指摘することができる。なお、木棺

の痕跡は認められていない。

東部の上層から、良好な残存状態で壷(第66図94)が出土している。 SF77の上部に置かれたものであ

ったと判断するこ とができる。一方、西部の底面付近を中心とした範囲から、ガラス小玉(第75図157

~164) が出土している。 SF70の玉類と比べると、被葬者の上半身に伴っていた可能性が高いと判断で

きる出土状況であり、被葬者の頭位が西にあった可能性を指摘することもできる。しかし、他とは離れ

た中央部南縁寄りの中層から出土しているガラス小玉(158) もあり、全てが同じ着装品ではなかった

可能性もある。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期後半頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。なお、

遺構の位置から J群に属する可能性も考慮する必要がある。
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第 4章文殊堂逃跡

( 3 )土器棺墓

SF59 (第61図) 6号墳の北側に位置する。土坑は最大径約0.6mの円形を呈する。深さは0.2mに満

たないが、本来はより深かったと推測できる。覆土は主に暗黄褐色砂質土である。SD09の報告で述べ

たとおり 、SD09よりも新しい可能性が高いと判断できる。この土坑の中央に土器棺が埋置されていた。

土器棺の身は、胴部最大径0.4m強の査(第70図128)である。口縁部側を北東に向けて、 横位に置か

れていた。 上部が押しつぶされてはいたが、残存状態は比較的良好である。ただし、頚部以上について

は一部の口縁部片が出土しただけで、胴部と接合することはなかった。また、その出土位置が肩部の上

に限られており 、残存状態の良い検出状況の下部においては、頚部以上の出土が認めらなかった。した

がって、 土器棺の身には頭部以上を欠いた壷が用いられ、口縁部片は身とは別に扱われた可能性が指摘

できる。土器棺内には砂質土が流入しており、副葬品などの出土はなかった。

土器棺の形態などから弥生時代後期後半頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できるが、本遺跡群

では正位の土器棺の方が多く、 SF59のよう な横位については、中期後葉~後期前半の土器棺に多い。

SF71 (第62図) 6号墳墳丘部の北西部に位置する。土坑は0.7m強×約0.9mの不整円形を呈する。

深さは約0.5mで、ある。覆土は主に暗黄褐色砂質土である。 SF62と接するが、土層による先後関係の判

断はできなかった。この土坑の中央に土器棺が埋置されていた。比較的良好な残存状態ではあったが、

土圧などで蓋および身の上部が押しつぶされ、多くの土器片が棺内の下部に落ちた状態で出土した。

土器棺の身は、胴部最大径0.5m弱の査(第71図131)である。ほほ正位に置かれていた。頚部以上は

破片でも出土が認められず、 頚部以上を欠いた状態、で用いられたことがわかる。葦は、胴部最大径0.4m

弱の壷(第71図130)である。肩部以上の出土がないことから、肩部以上を欠いた状態で用いられたこ

とがわかる。身の中に落ちた底部片は内面を上にしていたが、 その他の破片の出土状態から、逆位で蓋

としていた可能性が高いと判断できている。とくに、原位置により近いと評価でき る身の上部外側に残

存する破片の出土状態は、逆位であったこ とを明確に示 している。なお、棺内には土器片のほかに砂質

土が流入しており、副葬品などの出土はなかった。

土器棺の形態などから、弥生時代後期後半頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。
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2区南部(I群)

SF72 (第63図) 6号墳墳正部の中央南西寄りに位置する。土坑は径O.9m前後の不整円形で、深さ

はO.4m弱で、あるが、本来はより深かったと推測できる。覆土は黄褐色砂質土である。 SX04内に位置し

ているが、土層による先後関係の判断はできなかった。この土坑の中央に土器棺が埋置されていた。

土器棺の身は、胴部最大径O.5m弱の壷(第73図133)である。上部の大半がつぶれた状態であったが、

底部の出土位置から、正位より口縁部側を若干北に傾けた状態であったと復元できる。頚部以上にあた

る部分の出土は破片でも認められず、頭部以上を欠いた状態で用いられたと考えられる。棺内には土器

片および砂質土が流入しており、蓋に該当する土器や副葬品の出土はなかった。

大きくつぶれた状態ではあったが、土器棺の身は完全に接合・復元することができた。その一方で、他

の土器の出土がないことから、本来より土器による葦はなかった可能性を指摘することができる。さ ら

に、SX04による破壊がなかった可能性も指摘することができ、 SF72はSX04よりも新しい、もしくは

SX04と一連で設けられた土器棺墓である可能性が高いと判断することができる。

土器棺の形態などから、弥生時代後期後半頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

SF73 (第63図) 6号墳墳丘部の南西縁に位置する。土坑は最大径約l.Omの不整円形で、深さは約

O.4mである。覆土は主に暗黄褐色砂質土である。 SF66・SF67.SF75と接するが、土層からはSF67より

古いことだけが判断できた。この土坑の中央北寄り に土器棺が埋置されていた。

土器棺の身は、胴部最大径約O.5m強の壷 (第72図132)である。口縁部側を北にして、底部をやや上

方に向けた横倒しの姿勢で検出された。口縁部の出土は破片でも認められず、口縁部を欠いた状態で用

いられたと考えられる。一方、検出状況の南東寄り上部にあたる胴部下半に欠損部があり、胴部も打ち

欠いた可能性が指摘できる。 この壷以外の土器や副葬品の出土はない。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。
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第4章 文殊堂遺跡

( 4 )その他

SF74・SF75(第54・56・58図) いずれも 6号墳墳正部に位置する、土器棺のない径O.9m前後の円

形土坑である。覆土は土器棺墓と同様の黄褐色を基調と した砂質土であり、弥生時代の遺構である可能

性が指摘できる。しかし、どのような遺構であるかはわからない。出土遺物はない。
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2区南部(J群)

3. J 群

2区南端の尾根上、南北約10mの範囲にある遺構群である。比較的平坦な部分に立地しており、表土

下に暗褐色~黒褐色の砂質土の堆積 (N層)が認められている。このW層中に遺構面が存在する可能性

もあったが、遺構把握が困難であったため、その下の淡赤褐色砂質土層および黄色砂層 (V層)の上面

を遺構検出面として調査した。この遺構群の北側には、周溝を隔てて6号墳墳丘部の高まりがある。他

の三方には丘陵斜面や崖が廻る。
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第4君主文殊堂遺跡

平坦部上で、数基の土坑が検出されている。弥生時代の土坑墓である可能性が高い 3基のほか、円形

の土坑 1基がある。周辺域を含めて弥生土器の出土があ り、 遺構内からはガラス小玉の出土もあった。

一方、南西の斜面際では溝が検出されており、既に I群にて報告したSDllとともに、 本遺構群の周囲

を区画する溝があった可能性が指摘でき る。以上から、本遺構群は一つの周溝墓にあたると把握する こ

とができる(4号周溝墓)。ただし、 3号周溝墓のように高まりを伴うことはない。また、 周溝墓に伴

う盛土の存在も認めることはできない。

( 1 )溝

8012 (第64図) 2区南端部の正陵南西斜面際に位置する。残存長約4.5m、残存幅約0.8mの溝で、あ

り、 J群の西~南側を区画するよう に、途中で屈曲しながらのびている。覆土は主に暗黄褐色砂質土で

ある。出土遺物はない。

遺構の特徴などから、J群の南西側を区画する構であり、弥生時代中後期の4号周溝墓の周溝の一部

である可能性が高いと判断できる。

(2 )土坑墓

8F78 (第65図) 2区南端部の丘陵上平坦面に位置する。約1.0mx 2.0mの長方形で、深さは0.5m弱

である。主軸は丘陵筋に直行し、東西に近い。覆土には、黒褐色砂質土の落ち込みと下層の黄褐色砂質

土が認められる。 SF81と接するが、土層による先後関係の判断はできなかった。また、木棺の痕跡は認

められていない。 出土造物は、覆土上層から弥生土器(第66図97・98)が出土したほか、ガラス小玉

(第75図165~168) の出土が認められている。ただし、ガラス小玉は飾いによって発見されたため、詳

細な出土位置を特定することはできなかった。

遺構の特徴や出土造物から、弥生時代中後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

8F79・8X05(第65図) 2区南端部の丘陵上平坦面に位置する。 SF79はl.lm強×約2.2mの長方形

で、深さは0.7m強で、ある。主軸は丘陵筋に平行し、南北に近い。 覆土には、黒~暗褐色砂質土の落ち込

みと下層の暗黄褐色砂質土などが認められる。明確な木棺の痕跡は認められていないが、 4号周溝墓の

中心に位置しており、遺構の形状や深さ、 7層(第65図)の存在によって木棺墓である可能性を指摘す

ることもできる。出土遺物には、上層から弥生土器片(第66図99)が出土しているほか、ガラス小玉

(第75図169~171) の出土も認められている。ただし、ガラス小玉は簡いによって発見されたため、詳

細な出土位置を特定することはできなかった。

SX05はSF79の西側に接する。残存範囲は約l.3mx 0.9mで、あり、平面方形を呈する。深さはO.lm弱と

浅い。土層によるSF79との先後関係の判断はできなかった。出土造物はない。

遺構の形状や出土造物から、 SF79は弥生時代中後期の土坑墓である可能性が高いと判断でき、木棺が

用いられた可能性も指摘できる。一方、 SX05はSX04などと同様、土坑墓 (SF79)に関連した施設であ

った可能性を指摘することができる。

8F80 (第65図) 2区南端部の丘陵上平坦面に位置する。約0.9mx 1.3m以上の長楕円形で、あり、深

さは約0.5mで、ある。東縁部が丘陵斜面によって失われている。主軸は正陵筋に直行し、東西に近い。覆

土には、 黒褐色砂質土の落ち込みと下層の黄褐色砂質土が認められる。木棺の痕跡は認められていない。

出土遺物には上層から出土した弥生土器片(第66図100)がある。

遺構の形状や出土遺物から、弥生時代中期末頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。
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2区南部(J群)

( 3 )その他

SF81 (第64図) 2区南端部の平坦面に位置する。径約O.8mの円形土坑で、あり、深さは約O.2mであ

る。覆土は黄褐色を基調と した砂質土であり、弥生時代の遺構である可能性が指摘できる。しかし、形

状などの特徴から遺構の性格を特定することは難しい。 SF78と接するが、土層による先後関係の判断は

できなかった。出土遺物はない。
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-78-



4. 2区南部の出土遺物

第4意文殊堂遺跡、

( 1 )弥生土器

H群出土土器(第66・70図) 92・93・129は、 H群の遺構外から出土した弥生土器である。 92・93

は、台付賓の台部の接合部片である。 129は、壷の下半部である。底部は平底、外面調整はハケ調整で

占められている。大型の壷であることから、土器棺に用いられていた可能性もある。

いずれも破片のために詳細な判断は難しいが、弥生時代後期に位置づけることはできる。

SD09出土土器(第66図) 90は、細頚の壷である。口縁部は欠損しているが、頭部は細く、胴部は

肩の張りが弱い。底部は上げ底状であり、焼成後の穿孔を認めることができる。外面全体および口縁部

内面にミガキ調整が施されており、肩部(頚部下端)に 4条の押圧横線文が認められる。 91は、小型壷

である。胴部の形状は横長の算盤玉形に近く、頭部は短い。口縁部は単純口縁である。頚~肩部に 3段

の羽状刺突文が施されている。欠損部が胴部下半にある。

90は弥生時代中期後葉、 91は後期後半頃に位置づけることができる。 SD09およびSF58の報告で述べ

たとおり、 91はSF58に伴い(第55図)、 SD09は90の時期に近い可能性が指摘できる。

/ 手 ~
〉ziuイ

" //1111 I I 

/ ///1 I ¥ハ
んIJ/I/ 111 I 、小、

5F78 / " 97 

ド¥淵 J
¥¥ lp/ 

5009 

l、

1ロト¥口
6号境北側 93 

ご¥
ご、

5010 

¥ーとク
5F79 99 

時口
6号境南側 101 

6号墳北側 92 

91 

5F77 

」ムク
5010 96 

95 

5F80 100 

。
(1・3) 10cm 

第66図 2区南部出土土器 1 (H群・ J群・ 8009・8010・8F77)
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2区南部(出土遺物)

J群出土土器(第66図) 97~ 100は、各土坑墓から出土した査の破片である。97・98は覆土上層か

ら破片化した状態で出土しており、文様が施されることの多い口縁部や肩部は、完全に失われていた。

99の底部片も、覆土上層からの出土である。 100は胴部片であるが、同じく覆土上層からの出土である。

胴部の下部に最大径をもっ下膨れ形を呈している。頭部は比較的細く、その下端に 5条の押圧横線文が

施されている。101は、遺構外出土の高杯の接合部である。 2段の羽状刺突文が観察できる。

100は弥生時代中期末頃に位置づけできるが、その他は弥生時代後期のものである。出土状況を考蔵

するならば、いずれも出土遺構に伴った土器であるとは限らないが、J群の形成時期が弥生時代中期末

~後期中葉前後にあると評価することはできる。

SF59土器棺 (第70図) 128は、土器棺と して用いられていた大型の壷である。頚部以上を打ち欠き、

胴部を身としたようである(第61図)。底部は平底である。球形の胴部が特徴的であり、最大径付近に

稜線はない。 肩部に 3段の羽状刺突文が施されている。外面調整はハケ調整で占められる。口縁部も出

土しているが、土器棺の身とは別に扱われた可能性が高い。ただし、蓋としていたかは不明である(第

61図)。折り返し口縁であり、内面に 2段、端部外面に l段の櫛刺突文が廻る。器形の特徴や文様から、

弥生時代後期後半頃に位置づけることができる。

SF71土器棺(第71図) 130は、土器棺の蓋と して用いられていた大型の壷である。上半部を打ち欠

いた状態で用いられていた(第62図)。球形に近い胴部であるが、最大径のやや下寄りの稜線は比較的

明瞭である。外面調整はハケ調整で占められている。

131は、土器棺の身と して周いられていた大型の壷である。頚部以上を打ち欠いた状態で用いられて
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第68図 2区南部出土土器 3 ( 1 群SF60~SF64、 SF66~SF75)
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第4i詳文殊裳遺跡

いた(第62図)。比較的重厚なっくりである。底部は平底、胴部は球形に近い。 外面調整の大半はハケ

調整で占められているが、最大径のやや下寄りにだけ、帯状に横方向のミガキ調整が施された部分があ

る。また、肩部には 2段の羽状刺突文が施されている。

これらは、器形および文様の特徴から弥生時代後期後半頃に位置づけることができる。
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第69図 2区南部出土土器4 (1群遺構外)
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2区南部(出土遺物)
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第 4章文殊全遺跡
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2区南部(出土遺物)

SF73 

20cm 

第72図 SF73土器棺

SF73土器棺(第72図) 132は、土器棺の身として用いられていた大型の壷である。口縁部を打ち欠

いた状態で用いられていた(第63図)。底部は平底である。胴部は、算盤玉形よりも上半部が縦長にな

る形状を呈する。胴部最大径の部分で大きく屈曲するが、明瞭な稜線は伴わない。外面調整はハケ調整

で占められる。頚部下端には断面三角形の突帯が廻り、その上部に 2列の竹管文が施されている。縦長

の器形ではあるが、平底であることなどから弥生時代後期中葉に位置づけることができる。

SF72土器棺(第73図) 133は、土器棺の身と して用いられていた大型の壷である(第63図)。頭部

以上を打ち欠いた状態で用いられていた。 底部は、平底で木葉痕が残る。胴部は、球形よりも肩部の張

りが弱い形状を呈する。外面調整はハケ調整で占められ、文様は認められない。器形から弥生時代後期

後半頃に位置づけることができる。
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SF72 

( 2 )石器

134 (第74図)は、 6号墳盛土中

から出土した蔽石である。上下の端

面に敵きの痕跡が認められるほか、

表裏の広い側面には磨耗痕が認めら

れる。遺物の特徴から、弥生時代後

期の墓域に伴う遺物ではな く、より

古い時期のものである可能性があ

る。しかし、 1区では縄文時代の落

し穴や土器・石器が発見されている

が、 2区南部では縄文時代~弥生時

代前期の遺構は認められておらず、

遺物もこれ以外にない。

曜話

、
熱、

~ 

---------

~ 

。

第4i詳文殊堂遺跡

133 

(1 : 4) 20cm 

第73図 SF72土器棺

6号噴盛土 134 

亡〉 (ー) 何
第74図 2区南部出土石器
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2区南部 (出土遺物)

( 3 )玉 類

6号墳周溝出土管玉 (第75図) 135~ 139は、 6 号墳の北周溝内(第54図)から出土した管玉である。

いずれも緑色の滑石製であ り 、 長さは2.0~2.5cmの範囲内にある。また、上下両方向から穿孔されてい

る点も共通する。横断面が正円になるものはなく、楕円形や査みが目立つもので占められる。

形状・材質などの特徴は、林遺跡の弥生時代の土坑墓から出土した管玉と類似している。また、出土

位置は6号墳北周溝であるが、弥生土器片も出土している覆土上位層の出土である。以上から、これら

は周辺域から周構内へと流れ込んだものであり、本来は弥生時代中後期の墓群に伴っていた可能性が指

摘できる。一方、限定された範囲から出土していることを評価するならば、本来の所在は比較的近かっ

たと考える ことができる。なお、 137が著しく劣化していることから、これらの他に、劣化して消滅し

てしまった管玉もあった可能性が考慮される。

6号墳周溝出土算盤玉 (第75図) 140は、 6号墳の北周溝内 (第54図)から出土した水晶製算盤玉

である。若干縦長の算盤玉形を呈している。横断面は正円形を呈する。 側面はよく研磨されているが、

上下端面には研磨が施されていない。側面中位の稜線は明瞭である。孔は片側から穿たれている。

管玉群と同じ範囲(第54図)の下層、 6号墳北周溝の底面近くから出土している。古墳に伴う遺物で

ある可能性も考えられたが、周辺域から出土している造物には弥生時代の土器・玉類も多く、古墳に伴

う遺物は土器に限られていた。 弥生時代の水晶製玉類の出土例は非常に少ないが、県内では静岡市浅間

神社境内遺跡の弥生時代の埋葬施設から出土が認められている(註 3)。以上から、この水晶製算盤玉

は6号墳に伴う遺物ではなく、弥生時代中後期の墓群に伴う可能性が高いと判断する ことができる。古

墳築造後間も無く、も しくは古墳築造に際して周溝内に転落した可能性が指摘できる。

6号境問溝出土ガラス小玉 (第75図) 141 ~144は、管玉群と同 じ範囲内(第54図)からの出土した

ガラス小玉である。大きさ・色には個体差が認められる。141だけは若干緑味のある漉青色を呈してお

り、 他の 3 点に比べて大きい。 他の 3 点(l42~144) の大きさには大差はないが、色は 142が青色、

143・144が緑青色と異なっている。製作に伴って生じる形状の個体差もうかがえる。以上のような形状

等の特徴および出土状況から、管玉などと同様、弥生時代中後期の墓群に伴っていた可能性が高いと判

断することができる。

6号墳盛土出土ガラス小玉 (第75図) 145は、 6号墳の盛土中から出土したガラス小玉である。盛

土中からは弥生時代中後期の土器が多く出土しており、 このガラス小玉についても、同様に弥生時代中

後期の墓群に伴っていた可能性が指摘できる。しかし、伴っていた遺構を特定することは難しい。

SF70出土ガラス小玉 (第75図) 146~156は、 SF70出土(第59図)のガラス小玉である。 比較的大

きく、濃い青色を呈するもので占められているが、 152だけは明るい緑青色を呈している。製作に伴っ

て生じたと考えられる、形状の歪みや大きさ(直径および長さ)の個体差が目立つ。これらは土坑墓で

あるSF70に伴うものであ り(第59図)、そのSF70では鉄剣の副葬も認められている。また、覆土中から

は弥生土器片が出土している。以上のような形状等の特徴および共伴遺物から、弥生時代後期のもので

あると判断することができる。

SF77出土ガラス小玉(第75図) 157~ 164は、 SF77出土(第60図)のガラス小玉である。比較的大

きく、 濃い青色を呈するもので占められている。製作に伴って生じたものと考えられる、形状の歪みや

大き さ (直径および長さ)の個体差が目立つ。これらは土坑墓であるSF77に伴う玉群であり(第60図)、

SF70出土玉群と特徴が類似していることから、弥生時代後期のものである と判断できる。

SF78出土ガラス小玉 (第75図) 165~ 168は、 SF78出土のガラス小玉である。 4 点とも小型品であ

り、透明度の高い水色を呈している。大きさの差はそれほどないが、形状については、側面と上下端面

との境が明瞭な165・166と、丸味の強い167・168に大別することができる。このような形状等の特徴は、
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第 4章文殊堂遺跡

2区中央部で出土しているガラス小玉と類似する。詳細な出土位置は特定できなかったが、SF78に伴う

ものであり、弥生時代中後期のものであると判断できる。

SF79出土ガラス小玉(第75図) 169-171は、 SF79出土のガラス小玉である。 3点とも小型品であ

り、 丸みの強い形状を呈している。 全て水色のガラス小玉であるが、 170は他 2点に比べて透明度が低

い。形状等の特徴は、2区中央部やSF78で出土しているガラス小玉と類似する。詳細な出土位置は特定

できなかったが、 SF79に伴うものであり、弥生時代中後期のものであると判断できる。
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2区南部(出土遺物)

( 4 )金属器

SF66出土銅釧(第75函) 172は、 SF66出土の銅釧であり、 173の上に重なるよう にして出土してい

る(第58図)。図は、この出土状況に合わせて実測したものである。劣化が著しく、非常に脆い状態に

なっている。出土状況における上部を中心に、欠損が多く認められているが、その中には劣化の末に粉

状になっていた部分もある。しかし、残存部の断面形などについては比較的良くとどめている。

銅釧は帯状円環形であり、幅約0.8cm、厚さ約0.15cmの帯状の板で直径5.8~6.0cmの円形につくられてい

る。鋳造による完結した円環であったのか、接合部を伴っていたのか、も しくは断環状であったのかに

ついては、欠損部のために明確な判断ができない。帯板の断面をみる と、内外での違いをみることがで

きる。外側の面が平坦(直線的)であるのに対して、内側の面には若干の膨らみを伴う。また、上下の

端面と内外面との境をみると、外面との境には明瞭な角を伴うのに対して、内面との境は若干の丸味を

{半っていることがわかる。一方、図の上にした方が薄くなっており、上下における相違も確認するこ と

カまできる。

173も、 SF66出土の銅釧である。 172の下に重なるよう にして出土している(第58図)。図は、出土状

況に合わせて実測したものである。劣化・残存状況は172と同様であるが、 172の下にあったために縁部

の欠損は少ない。 172同様の帯状円環形の銅釧であり、幅約0.7cm、厚さ約0.12cmの帯状の板で、直径5.6~

6.0cmの楕円形につくられている。鋳造による完結した円環であったのか、接合部を伴っていたのか、も

しくは断環状であったのかについては、欠損部のために明確な判断ができない。正円形でない点につい

ては、製作による可能性ととも に、装着や土庄などによる査みである可能性も考慮される。帯板の断面

については、概ね172と同様であるが、上下における厚さの相違は認め難い。

なお、172・173双方の内面および172の下端面に、繊維状の痕跡を認めることができる。詳細は図の

とおりである。格子状に残っている部分もあるが、基本的には一方の方向の痕跡だけが強く残る。 172

の内面では、その方向が上下で変化している。人毛や鉄剣 (第75図174) に付着しているような布では

なく、被葬者の衣類もしくは銅釧自体の内面に伴っていた毛のような繊維物の痕跡であると推測する こ

とができる。しかし、繊維そのものが残存しているわけで、はなく、それ以上の詳細はわからない。

以上 2点の銅釧は、 SF66の被葬者が装着していたものであり、弥生時代後期のものである。

SF70出土鉄剣(第75図) 174は、 SF70に副葬されていた鉄剣である(第59図)。刃部長約25.6cm、

茎部長約2.7cmで、あり、九州~丹後および関東に多く認められている形態・規模の鉄剣である。

刃部は、全体的に先細の形態を呈し、と くに切先部と茎部寄りの部分は著しく細くなる。断面はレン

ズ形に近く、明確に観察できる鏑は認められない。関については、片側は直関であることが明らかであ

る。しかし、反対側は茎部の錆膨れが著しいために判断し難い。直関を伴う可能性もあるが、図化した

ような緩やかな曲線をも って茎部に至る可能性もある。茎部は短く、直線的な長方形にはならない。断

面は中央が膨む長方形に復元できる。図の下端部寄りの中央に目釘が残存している。刃関双孔もあるが、

確認できるのは直関側だけである。錆の影響であろうか、反対側はX線でも明確な孔を確認することが

できなかった。把については、何らかの痕跡を観察することはできるが、明確に木質であるといえるも

のではなく、あくまで錆の状態による痕跡である(註4)。

なお、この鉄剣の刃部には、布の付着が認められている。布目は比較的粗いもので、右撚りの糸を使

用しているようである。なお、図にある矢印は、間隔を広くしている糸もしくは細く目立たない糸を緯

糸と したときの経糸の方向を示したものである。木質などを介さないで、直接鉄剣に布が付着しているこ

とから、この鉄剣は鞘がない状態で布に巻かれて副葬されたと判断できる。また、布の付着が刃部に限

られていることから、刃部を中心に巻かれた可能性が考慮できるが、このような詳細については、 全体

的に残存が良好で、はないので判断し難い。
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3区北部 (K.L . M群)

1. K. L. M群
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第4主主文殊堂遺跡

K~M群は、 3 区北部の尾根上に位置する遺構群であり、北西から南東へと正陵筋に沿って並ぶ。 立

地地形は、北西へと下りながらのびる丘陵上で、平坦面も北西に向かつて狭くなる。 M群内の 5号墳墳

E部では、盛土の下に黒・褐色砂質土の堆積 (N層)が認められた。 しかし、 その上面での遺構把握は

難しかったため、 遺構検出はその下の黄~灰色砂層 (V層)上面で行った。その他については、W層を

認めることができず、表土下に黄~灰色砂層 (V層)が検出された。以上のよう に、黄~灰色砂層 (V

層)上面を遺構検出面として調査している。各群からは、次に述べる ような遺構が検出されており、 遺

構の特徴および出土遺物から、弥生時代後期の墓群が展開 していることがわかっている。

K群は、周溝墓 1基と対応する(5号周溝墓)。周溝の残存は悪く、南東辺と北東辺だけしか検出で

きなかった。 しかし、 7~8m四方の方形周溝墓で、ある と復元することはできる。南隅には周溝が廻っ

ていたと考えられるが、東隅・北隅は造墓時から溝が途切れていた可能性がある。西隅については判断

できない。周溝墓の中央には 2基の土坑墓が検出されてお り、そこからガラス小玉が出土している。

L群も、周溝墓 l基と対応する(6号周溝墓)0 8~9m 四方の方形周溝墓で、あったと復元できるが、

周溝は北隅部分しか残っていなかった。 遺構の配置状況から、北西側は 5号周溝墓の周溝を共有してい

た可能性も考慮される。周溝墓の中央に土坑墓が 1基、その南東側に 3基の土器棺墓が南北に並ぶよう

に発見されている。

M群は、遺構密度が比較的薄い。しかし、土器棺墓や長楕円~長方形の土坑が検出されており 、弥生

時代の墓群の一部が展開していると判断することができる。
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3区北部 (K.L . M群)

( 1 )溝

8013・8014(第77・78図) 3区北西端部 (K群)に位置する。 SD13は、北東斜面際で丘陵筋と

平行してのびる。幅約0.8m、残存長約4.5mで、ある。 SD14は、 SD13の南東側で正陵を横断するようにの

びる。幅約0.8m、残存長約7.0mである。深さは最大0.5m弱で、ある。双方の溝は、 7-8m四方の方形

に区画するように配置されている。覆土は暗黄~灰褐色砂質土であり、出土遺物はない。

遺構の特徴および周辺域の遺構・遺物の状況から、弥生時代後期前半頃の方形周溝墓(5号周溝墓)

の周溝の一部である可能性が高いと判断できる。

8015 (第77・78図) 3区北西部 (L群)に位置する。南西斜面際で丘陵筋と平行してのぴ、その

南側で直角に曲がり、さ らに北東へとのびる。幅は最大約l.lm、深さは0.2m以下である。総長 8m程

が検出されたが、本来はより長くのびていたと推測できる。以上のよう に、8-9m四方の方形に区画

するように配置された溝である。覆土は暗黄~灰褐色砂質土である。出土造物はない。

遺構の特徴および周辺域の遺構・遺物の状況から、弥生時代後期前半頃の方形周溝墓(6号周溝墓)

の周溝の一部である可能性が高いと判断できる。

( 2 )土坑墓ほか

8F82・8F83(第79図) 3区北西端部 (K群 5号周溝墓)の中央に位置する。 ともに主軸を丘陵

筋に平行させ、縦に並ぶ。先後関係を土層から判断することはできなかった。SF82は、約1.0mx 2.4m 

の長方形、深さ約0.8mで、ある。底面は緩やかに西に下る。また、底面中央には0.5m弱×約1.4mの長方

形で深さ約O.lmの凹部が伴う。 SF83は、約l.lmX 1.8m以上の長方形、深さ約0.8mである。壁面中位に

段が廻り、下部は約0.6mX l.2mの長方形を呈する。覆土はともに暗黄褐色砂質土であり、いずれかの

上層から土器片(第84図175)が出土している。また、双方からガラス小玉 (SF82:第90図192-196、

SF83 :第90図197-202)が出土しているが、詳細な出土位置は特定できなかった。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期前半頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。土層に

よる検討はできなかったが、遺構の深さや形状などから、また周溝墓の中心に単独的に位置することか
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ら、 木棺が用いられた可能性が指摘で

きる。なお、 SF83はとくに小さく、大

人を伸展葬すること はできない。

SF84 (第80図) 3区北西部 (L

群 6号周溝墓)の中央に位置する。

主軸は正陵筋に直行する。上部は1.6m

弱×約2.2mの長楕円形で、深さは0.1

mと浅い。その西寄りに、 0.8m弱×

1.8m弱の長方形で、深さ約0.6m強の

土坑が伴う。覆土には、暗褐色土の落

ち込みと下層の褐色砂質土が認められ

る。出土遺物はない。

遺構の特徴および周辺の状況から、

弥生時代後期前半頃の埋葬施設である

可能性が高いと判断できる。深い土坑

部分に埋葬空間があり、上部の浅い部

分はSX05と類似するものと推測でき

る。土層からの判断は難しいが、遺構

の深さや形状などから、また周溝墓の

中心に単独で位置することから、木棺
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3区北部 (K.L . M群)

SF88・SF89(第81図) 3区北部 (M群)に位置する。 2基とも主軸を丘陵筋に直行させ、隣接し

て並ぶ。 SF88は1.5m強x2.8m弱の長楕円形で、深さは0.3m弱で、ある。覆土は淡赤灰褐色砂質土である。

一方、 SF89は約0.8mx 1.0m弱の長楕円形で、深さは0.2m弱で、ある。覆土は暗褐色砂質土であり、数点

の弥生土器片が出土している。ともに木棺の痕跡は認められない。

遺構の特徴や出土遺物などから、弥生時代後期前半頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。な

お、 SF88は比較的大きな土坑墓であるが、 SF89は大人を埋葬するには小さすぎる。

SF90 (第81図) 3区北部 (M群)の丘陵南西斜面に位置する。 5号墳の埋葬施設のために本来の

規模・形状はわからない。覆土は暗赤褐色砂質土で、弥生土器(第84図176)が出土している。

出土遺物から、弥生時代後期前半頃の墓域に伴う遺構である可能性が高い。しかし、土坑墓とする に

は壁面の傾斜が緩い。周溝墓の周溝である可能性もあるが、いずれに しても評価が難しい。

(3 )土器棺墓

SF85 (第82図) 3区北西部 (L群)、丘陵上平坦面のほぼ中央に位置する。土坑は約1.0mx l.2m強

の楕円形を呈する。深さは約0.2mで、あるが、本来はより深かったと推測できる。土坑の東寄りに土器棺

が埋置されていた。西部で出土している土器片は、壊れた土器棺上部の破片である。

土器棺の身は、胴部最大径0.3m強の短頚査(第85図181)である。どこも打ち欠くことなく、口縁を

南西に向けて横倒しの状態で置かれていた。若干、口縁部が上方を向く。葦は、胴部最大径約0.3mの壷

(第85図180)である。上半部を打ち欠いた状態で、身と合せ口になるように置かれていた。なお、この

壷の口縁部片も出土している。身・蓋とは別に用いられた可能性が指摘できるが、詳細な出土位置はわ

からない。その他、棺内からガラス小玉(第90図189-191)が出土している。

土器棺の形態などから、弥生時代後期前半頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

SF86 (第82図) 3区北西部 (L群)、 SF85の南に位置する。土坑は最大径約0.7mの不整円形を呈

する。深さは約O.4mで、あるが、本来はより深かったと推測できる。覆土は主に暗黄褐色砂質土である。

この土坑の中央に土器棺が埋置されていた。土器棺の身は、胴部最大径約0.4mの壷(第86図182)であ

る。口縁を北東に向けて横倒しの状態で置かれていた。若干、口縁側が下を向く 。胴部に欠損があるが、

埋葬時の打ち欠きか、後世の上部破壊による欠損であるかは判断し難い。他の出土造物はない。

土器棺の形態などから、弥生時代後期前半頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

SF87 (第82図) 3区北西部 (L群)、 SF86の南に位置する。土坑は最大径約l.lmの不整円形を呈

する。深さは約O.4mで、あるが、本来はよ り深かったと推測でき る。土層によるSD15との先後関係の判

断はできなかった。土器棺の身は、胴部最大径約0.5mの壷 (第87図183)である。口縁部を東に向けて

横倒しの状態で置かれていた。若干、口縁部側が下を向く。胴部に欠損部があるが、埋葬時の打ち欠き

か、後世の上部破壊による欠損であるかは判断し難い。他の出土遺物はない。

土器棺の形態などから、弥生時代後期前半頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

SF91 (第83図) 3区北部 (M群)の丘陵南西斜面に位置する。土坑は径0.8m弱の円形で、深さは

約0.6mで、ある。この土坑の中央に土器棺が埋置されていた。上部が若干の破壊を受けている。

土器棺の身は、胴部最大径約0.5mの壷(第88図185)であり、 正位に置かれていた。頚部以上の出土

は破片でも認められず、頚部以上を欠いた状態で用いられたと考えられる。この身の上部から、聾の破

片 (第88図184)が出土している。残存状況が非常に悪 く、確実な判断はできないが、逆位にして蓋と

していた可能性が高いと考えられる。これらの他に出土遺物はない。

土器棺の形態などから、弥生時代後期前半~中葉の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。
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3区北部 (K・L'M群)

SF92 (第83図) 3区北部 (M群)の正陵平坦面の南西寄りに立地している。土坑は最大径O.9m弱

の楕円形を呈する。深さはO.3m弱であるが、本来はより深かったと推測できる。この土坑の中央に土器

棺が埋置されていた。 5号墳の墳正構築の影響もあったのであろうか、上部のみならず下部も押しつぶ

されており、上からの圧力の影響を他よりも顕著に認めることができる。

土器棺の身は、胴部最大径O.4m強の壷(第89図188)であり、正位に置かれていた。頭部以上の出土

は破片でも認められず、頭部以上を欠いた状態で用いられたと考えられる。土器棺の葦は、胴部最大径

O.2m強の壷(第89図186)である。底部の出土状況から、逆位にして葦としていたと復元できる。また、

上半部の出土が破片でも認められず、上半部を欠いた状態で用いられたと考えられる。これらのほかに、

壷の底部片(第89図187)が土器棺上部のつぶれた部分から出土している。出土状況の詳細は多くの土

器片と混在していたためにわからないが、 3個体を土器棺に用いた可能性が考慮される。土器棺内には

砂質土が流入しており、副葬品などの出土はなかった。

土器棺の形態などから、弥生時代後期前半頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

』同部復元不能
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第 4~ 文殊堂遺跡

2. 3区北部の出土遺物

( 1 )弥生土器

K~M群出土土器 (第84図) 175は、 SF82もしくはSF83出土の壷の底部片であ り、上げ底状を呈す

る。 176は、 SF90出土の査の頚部である。細く長い頚部であり、胴部との境界付近に櫛描横線文が施さ

れている。 177・178は、 SF91の周辺から出土した高杯である。同一個体であるかはわからない。 177の

接合部には 4条の押圧横線文が観察できる。178の脚裾には明確な段が設けられ、裾部外面に縄文が施

されている。 179は、 5号墳周溝に転落・流入していた大型の聾である。胴部は球形よりもやや直線的

に立ち上がり、稜線を伴わずに屈曲して口縁部に至る。口縁部は短く聞き、端部に刻みが廻る。

全般的に、弥生時代後期前半に位置づけでき るもので占められている。遺構に伴う遺物ではないが、

K~M群が展開した時期を示すものとして評価できる。

¥ーとグ
SF82・SF83 175 

以〔
SF90 176 

可:1...， 'r"，;f，，;r:~ . .''''' I三委三重三:三宅言

、ふ品、、
''¥、

、司， '$. ~弘美

N、h〉
守、、

5号境問問昨JiI剖l

第84図 K~M群出土土器

亡二二二四 ω 

SF85 

¥ 

11-

SF85 

第85図 SF85土器棺
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3区北部(出土造物)

SF85土器棺(第85図) 180は、土器棺の蓋として用いられていた壷である。上半部を打ち欠いた状

態で、下半部を蓋と して用いていた (第82図)。口縁部片も出土しているが、どのように用いられてい

たのかはわからない。底部は平底である。胴部は下膨れの形状を呈する。摩滅が著しく、調整などの観

察はできない。口縁端部の外面に刻みが廻る。

181は、土器棺の身として崩いられていた短頚壷である。ほほ完形の状態で用いられていた(第82図)。

底部は平底である。胴部は球形を呈さず、中位下寄りに屈曲部を伴う。頚部はほとんどなく 、屈曲部を

介して胴部から口縁部へと至る。外面調整はハケ調整で占められる。口縁部は短く外反し、口縁端部の

下端に刻みが廻る。

これらは、器形および文様の特徴から弥生時代後期前半頃に位置づけることができる。

SF86土器棺(第86図) 182は、土器棺に用いられていた大型の壷である。完形に近い状態で用いら

れていた (第82図)。底部は上げ底状である。胴部は縦長の算盤玉形を呈するが、中位の屈曲部に稜線

は伴わない。直立する頚部をも ち、口縁部は内湾させる。外面調整はハケ調整で占められている。

器形および文様の特徴から、弥生時代後期前半に位置づけることができる。

SF86 182 

。
(1 : 4) 

第86図 SF86土器棺

100 

20cm 

SF87土器棺(第87図) 183 

は、土器棺に用いられていた大

型の壷である。 完形に近い状態

で用いられていた (第82図)。

底部は上げ底状である。胴部は、

中位よりも下寄り に最大径の屈

曲部を伴い、算盤玉形よりも上

部が縦長になる形状を呈する。

屈曲部に稜線は伴わない。頚部

は短く直立するものであり、そ

こから大きく外反して受け口状

の口縁部に至る。口縁部外面に

は櫛描による横線文が施されて

いる。外面調整はハケ調整で占

められているが、胴部最大径部

は横方向、 胴部上半は斜方向、

頚部・口縁部は縦方向などと部

位ごとに方向を異にして施され

ている。

器形お よび文様の特徴から、

弥生時代後期前半に位置づける

ことができる。

SF91土器棺(第88図) 184 

は、土器措の葦として用いられ

ていた聾である。残存状況が悪

く、どのような状態で用いられ

たのか、打ち欠きの有無などを

推測するこ とは難しい。ま た、
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3区北部(出土遺物)

〈プ一一一¥←叶 一一万つ

SF91 184 

SF91 185 

。
(1 : 4) 20cm 

第88図 SF91土器棺

SF92土器棺(第89図) 186は、土器棺の葦に用いられていた壷である。残存状況はよくないが、上

げ底状の底部片の出土と、中位下寄り に屈曲部を伴う胴部片の出土を認めることができる。したがって、

上半部を打ち欠いて用いた可能性を考慮することができる(第83図)0 187は、 186と混在して出土した

壷の底部片である。上げ底状を呈する。

188は、土器棺の身に用いられていた大型の壷である。頚部以上を打ち欠いた状態で用いられたと考

えられる(第83図)。底部は上げ底状である。胴部は球形ではなく、中位に屈曲部を伴う算盤玉に近い

形状を呈する。外面調整はハケ調整で占められる。頭部下端には、刻みを伴う断面三角形の突帯が廻る。

図化した底部の欠損は、土圧による下部のつぶれ(第83図)と関連したものである可能性もあるが、 土

器棺に用いる際に穿孔した可能性も否定できない。

これらは、器形および文様の特徴から弥生時代後期前半に位置づけることができる。

( 2 )玉 類

SF85出土ガラス小玉(第90図) 189~ 191 は、 SF85の土器棺内から出土したガラス小玉である。 3

点とも小型品であり、青色を呈している。大きさの差はさほどない。形状は全般的に丸味が強く 、歪み

が目立つ。土器棺に伴うことから、弥生時代後期のものであると判断できる。
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第89図 SF92土器棺

SF82出土ガラス小玉(第90図) 192~196は、 SF82出土のガ

ラス小玉である。いずれも小型品である。 196だけが青色で、他

より若干小さい。他は透明度の高い水色を呈する。全般的に歪み

や形状の個体差が目立つ。 193以外は丸味が強い。詳細な出土位

置は特定できなかったが、 SF82・墓群に伴う副葬品か儀礼品の可

能性が高く、弥生時代後期のものであると判断できる。

SF83出土ガラス小玉(第90図) 197~202は、 SF83出土のガ

ラス小玉である。いずれも小型品である。 197~199は青色、 200

~202は透明度の高い水色を呈する。水色の 3 点の方が大きめで

ある。全般的に丸味の強い形状を呈するが、歪みや形状の個体差

が目立つ。詳細な出土位置は特定できなかったが、 SF82もしくは

墓群に伴う可能性が高く、弥生時代後期のものである可能性が高

いと判断できる。なお、 SF82出土のガラス小玉と特徴が類似して

いることから、 192~202は同様に扱われたものである可能性を指

摘することもできる。

-103-

第 4~ 文殊堂遺跡

~ 
~ "'~ 

¥¥¥て¥て七¥

~ ー一¥ 
¥ 

ー一一一一一一一一ー

@ @ @ 
189-191 : SF85 

⑪ 江D ① 192-196: SF82 

189 190 191 
197-202: SF83 

@

①
前

@

①

問

@

印

刷

@

①

叩

@

O
叫

@@Q2)⑤ @@  

合合 2gq2
4αn 

第90図 3区北部出土玉類



7節 ゅ南部

( 3区中央部)

P
&
F
4
4
 

、

幡

分

り

の

の

あ

面

講

で

坦

遭

D

群

平

c

構

上

る

き

議

離

い

で

明

丘

T

捕

中

な

駿

広

区

り

丘

が

3

下

、

面

に
り
知
一

は

か

あ

平

群

や

が

よ

P
緩

盤

穣

~

と

の

丘

河

¥

変

こ

:71 j jl:に並ぶ。立地地形i、

だし、 0群の東側に

}ても、本来はO群(r;， 

匁ぜr包聾IT¥怪聾存立十四1.+
1 、 ， L#r];ll}密ーレm惜描 tTI i~μ日 1百 ノJ Vノ 4 1 ./n I J?IT¥ ト官官i三、

のj たため、遺構検出1;:]

とができず、

闘を遺構検出聞とし

(V層) ヒ面で

VI笛)が検出された

トらは、次に述べる

〉し、

てl

Dd ; ~'L 

て;

:方、 SFI00・SFI0l

て報告することとす

η出土もなかったたI

N群は、 3区のゆで

よぴ出土造物から、 墓群が展開してい丈 る。

;!irJ JJ1143f;1jiJ墳群形成(古墳築主1) / 、 、 古 墳 群 と と も に 別

'SD19' SD20 ・ SD2~

. a定が難しい遺構で注〆 '0

也する。しかし、密j、

いては、検出が浅くー

)〆_.出状況や集中した遵

υ) i恥--1--1.+部封、 と わ ヂ イ合曹自E品宮内蛍c-.トz.ト‘，" ‘!-:判官，，~ナ，
I JへぷノJ ょ っレl凡山 c いんんす J

(S 

(S 

らと対応すると考え

おり、少なくともE

非常に悪く、東関~~

。北側jのN群と(

あることは明擁であ

や3号墳によって消

)i.巷

5を

検I かった。 SD21を南 ごきるとするならば 9m 

!)L!方の大きな規模を有とに乙〆 '-，:お、台状部の高ま 1; 日'.:二 i、じ!土は認められない。

難葬施設については 川 l九'-マ IJg鱗寄りで土器棺基 !1 ';1-;)で土坑墓群が検出:l
いる。し か し 、 こ れ … 揮 う とは践らない。 ι1，山!ニ代後期中葉以降の土

出土しているが、墓山い、.tり古い時期の土器/: J ，! : ¥ι ，が認められているo

鶴!庁、佐佐世官レ際耳塩田与え.Æ~ド-. ， 
1丹-~ノJと~ " 

i:''r~ ~:r~首下輪組き拙~.人
''''' 0 

ノJ、 i
1濁「庁、汁τ .m.盗10.+治安 r.~ チ

{ドJ ムザJ

、，
、ー-• 

[が出土している。距

)薄い遺構群である。

い溝で出土法~&J も志

'Ii、地割れの影響毛

没が消失している可

代中後期の墓域に伴

時代の墓域に伴う 2

ができた。

お、

て、

し¥

向

3区中央部、仁

lは3号墳の周構によコ

ている。丘陵を横断

.一点端部は崖によっ

宮方

情出 νん悶i凶 V.Jl跡 AXfjl、1l1.:=:rn !'、来 Z 悦山口μ./JV_J悶T いどいザトト fl!百が~':'!n"~lli I.._、or;;c'柚制V.J日引、

ぃ一の周溝へと移行する.，

一旦途切れる可能性}

ゃからは弥生土器片 1

/) 

jになる。商端部がJ、!

〉。また、残存部の?

には上層が暗褐色土、

l}土している。

る。一方、東半にさ

に曲7がることから、二!/ ， .什/

/ I ら、西鶴の周溝が替

(が暗掲色~黄楊色硯 .. 

ン、 IL lにまで広がり、探i:'1 {1 lill 



第4章文殊堂遺跡

M 
X::.-130580 

L 
X~1305田

弘( ;' 
1-_'一 一一，-一一一一一←一一 銭剣出土地

10 

患者

i~ 
lg 

! K 

! x=コ306∞

/
J
 ¥ 

J 
X=-130610 

0
 

8
 

8
 

3
 

5
 

5
2
 

《

O

Y

/今

/ 

J 
第91図 3区中央部

p
h
d
 

ハU
T
i
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第4主主文殊堂遺跡

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期の方形周溝墓(7号周溝墓)の周溝である可能性が高いと

判断できる。なお、周辺域からの出土遺物には弥生時代後期前半に位置づけできるものも少なくないが、

この遺構からは後期中葉~後半の土器が出土している。本遺構および7号周溝墓の時期としては、後者

の時期を評価したい。
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3区中央・南部 (N. 0・p群)

8D21 (第91図) 3区中央部 (0群)の南縁に位置する。調査では 2号墳の周溝と同時に検出した

その際に周溝とは別の遺構であることが認識された。大半が古墳の周溝によって失われていたが、

地形の傾斜変換部に位置する東西方向

の溝であることが確認できる。出土遺

物や覆土による明確な根拠を示すこと

はできないが、遺構の形状や位置から、

7号周溝墓の南側周溝の残存である可

能性が考慮される。
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¥ 
A 

8F94 (第94図) 3区中央部 (N

群)の丘陵上に位置する。約0.8x 2.0 

mの長方形で、深さ約0.3mで、ある。主

軸は丘陵筋に平行する。覆土は淡赤灰

褐色砂質土で、木棺の痕跡は認められ

ない。出土遺物もない。

遺構の特徴から弥生時代中後期の土

坑墓の可能性が高いと判断できる。

( 2 )土坑墓ほか
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第 4傘文殊堂進跡

SF95 (第95図) 3区中央部 (N群)に位置する。 4号墳の周溝と重なるため、残存状況はよくな

い。しかし、1.7m弱×約3.8mの不整楕円形で、深さO.6m弱で、あることが把握できている。覆土は暗黄

褐色土であり、木棺の痕跡は認められない。覆土中から弥生土器片が出土している。

遺構の特徴から、弥生時代中後期の土坑墓の可能性が高いと判断できる。

SF96 (第95図) 3区中央部 (N群)に位置し、 3区の中で最も高所に立地する。約l.3mx 2.9m強

の長楕円形で、 深さは約O.5mで、ある。主軸は丘陵筋に直行し、ほほ東西である。覆土は、上層が黒~暗

褐色砂質土、下層が黄褐色を基調とした砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

4号墳墳丘部の中央に位置するが、形状・覆土などの特徴から古墳の埋葬施設ではなく、弥生時代中

後期の土坑墓である可能性が評価できる。

SF97 (第92・93図) 3区中央部 (N群)に位置する。1.6m弱x2.7m以上の長楕円形で、深さは約

0.2m弱で、ある。主軸は概ね丘陵筋に直行するが、 SF96とは斜行する。覆土は淡赤黄褐色砂質土である。

木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

遺構の特徴や周辺域の状況から、弥生時代中後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF98 (第92・93図) 3区中央部 (N群)の正陵東斜面際に位置する。 2.3m強×約4.3mの長楕円形

で、深さは約0.7mで、ある。主軸は丘陵筋に平行し、南北に近い。覆土は、上層が暗褐色~褐色土、下層

が褐色を基調とする砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

大型ではあるが、遺構の形状や覆土の特徴から弥生時代中後期の土坑墓である可能性が指摘できる。
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3区中央・南部 (N'0・p群)

SF102・SF103(第96図) ともに 3区中央

部 (0群)に位置する。 SF102は、 0.9m強×

1.4m強の長楕円形で、深さは約0.7mである。

主軸は丘陵筋に平行し、南北に近い。 覆土は

淡赤暗褐色砂質土である。木棺の痕跡は認め

られず、出土遺物もない。SF103は、約1.6mX 

3.0mの長楕円形で、深さは約100mである。覆
A A' 

土には黒~暗黄褐色土の落ち込みと下層の黄

褐色を基調とした砂質土が認められる。しか

し、 明確な木棺の痕跡を認めることはできな

かった。出土遺物はない。

遺構の特徴や周辺の状況から、ともに弥生

時代中後期の土坑墓である可能性が高いと判 SF107 

断できる。SF103は深く、土層断面などから木

棺が用いられた可能性が指摘できる。
A A' 

64.2m 

SD17・SD18(第92・93図) 3区中央部 会 長三予三
1 黒褐色土

2 黄褐色砂貧土

(0群)に位置する。いずれも幅100m弱で、あり、
3 暗黄褐色砂質土

4 明賀褐色砂質土

深さは0.3m以下と浅い。覆土は淡赤黄褐色砂 。 2m (1 : 40) 

質土である。出土遺物はない。

弥生時代中後期の土坑墓である可能性もあ 第97図 SF107

る。ただし、南端が確認できないことなどか

ら、また遺構の形状や覆土の特徴がSF102. SF103と異なることから、溝として遺構番号を付した。

SF107 (第97図) 3区中央部南寄り (p群)に位置する。 104m強x2.4m強の長楕円~長方形で、

深さは0.5m弱で、ある。主軸は丘陵筋に平行する。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

遺構の特徴から、弥生時代中後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

( 3 )土器棺墓

SF104 (第98図) 3区中央部、 7号周溝墓 (0群)の北西隅に位置する。土坑は最大径0.9m強の楕

円形を呈する。深さは0.2m強であるが、本来はより深かったと推測できる。この土坑の中央に土器棺が

埋置されていた。土圧の影響は少なかったが、木の根によって南部が大きく破壊されていた。

土器棺の身は、胴部最大径0.4m強の壷(第109図217)であり、ほほ正位に置かれていた。頭部以上は

破片でも出土が認められず、頚部以上を欠いた状態で用いられたと考えられる。土器棺の蓋は、口径約

0.3mの壷(第109図215)の口縁部である。逆位にして蓋としていた。頚部以下は破片でも 出土が認めら

れず、頭部以下を打ち欠いた状態で用いられたと考えられる。ただし、根などの影響で破壊された部分

もあることから、用いられた範囲を詳細に特定することは難しい。土器棺内には砂質土が流入しており、

副葬品などの出土はなかった。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

SF105 (第98図) 3区中央部、 7号周溝墓 (0群)の北西隅に位置する。 土坑は最大径0.7m強の不

整円形を呈する。深さは約0.2mであるが、本来はより深かったと推測できる。 この土坑の南西寄りに土

器棺が埋置されていた。 土圧によって土器桔の上部が押しつぶされていた。

土器棺の身は、胴部最大径O.4m弱の壷(第109図219)である。正位より上部を東に傾けた状態で置か

-110一
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3区中央・南部 (N'0・p群)

蓋と していた。土器棺内には砂質土が流入していたが、そこからガラス小玉(第113図227~239) が出

土した。 詳細な出土位置の特定はできなかったが、中央部の中位層からの出土が比較的多かったこ とが

確認されている。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

8F106 (第99図) 3区中央部、 7号周溝墓 (0群)の南西部に位置する。土坑は径約0.8mの円形を

呈する。深さは約0.4mで、あるが、本来はより深かったと推測できる。この土坑の中央に土器棺が埋置さ

れていた。 破壊・土圧の影響は大きくない。

土器棺の身は、胴部最大径約0.5mの査(第110図220)である。口縁部を西に向けて、横倒しの状態で

置かれていた。口縁部側が若干上を向く 。胴部中位の一部に、欠損部が認められる。上部が壊された痕

跡である可能性も否定できないが、比較的良好な残存状況であることから、埋葬時の打ち欠きの可能性

も評価できる。他の出土遺物はなく、土器による蓋の存在も認められない。

土器棺の形態などから、弥生時代後期前半の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。

(4 )そのイ也

8F99 (第91図) 3区中央部 (N群)に位置する、径約0.7mの円形土坑である。出土遺物はない。

時期・性格についての判断は難しい。

8P05~8P09 (第91図) 3区中央部 (0群)の西寄りに位置する。等間隔で南北に並ぶ小穴4基と、

その列の西側に位置する小穴 1 基 (SP07) である。いずれも径0.2m~0.3mの円形を呈する 。 深さは

SP09だ、けが0.2mに達し、他はO.lm程度と浅い。覆土は灰褐色砂質土、出土遺物はない。

3号墳の盛土除去後に発見された遺構ではあるが、弥生時代の墓域に伴う遺構としては、周辺遺跡に

類例がない。むしろ、 3号墳の埋葬施設(横穴式石室)の斜面下方(西側)に、 埋葬施設の主軸に沿っ

て並ぶ点が注目される。 したがって、 3号墳の築造に際して、もしくは築造途中の段階で設けられた小

穴の残存であると推測できる。以上のように古墳に伴う可能性が評価でき、この遺構については別書

(古墳群の報告)において述べることとする。

8019・8020(第91図) 3区中央部 (0群)、 3号墳の埋葬施設の西側に接する短い溝である。幅

は0.5m以下で、あり、深さはO.lmに満たない。覆土はSP05などと同様の灰褐色砂質土である。

3号墳の盛土除去後に発見された遺構ではあるが、弥生時代の墓域に伴う遺構としては周辺遺跡に類

例がない。 3号墳埋葬施設(墓道)の主軸に直行しており、古墳に関連した遺構である可能性がある。

築造に際して、も しくは築造途中の段階で設けられたと推測することもでき、この遺構については別書

(古墳群の報告)においても述べることとする。

8X06 (第91図) 3区中央部 (0群)の西側斜面に位置する。 南北約12mにわたって断続的にのび

る、浅い段状遺構である。覆土は灰褐色砂質土である。出土遺物はない。

7号周溝墓の西側周溝の残存である可能性も、完全には否定できない。しかし、 SD16. SD21が7号

周溝墓の周溝であるとするならば、 SX06の位置は西に寄りすぎる。 一方、 SP05~SP09の小穴列の西側

に平行する点や覆土がSP05~SP09やSD19 ・ SD20と類似する点から、 3 号墳に関連した遺構である可能

性が評価できる。したがって、この遺構については別書 (古墳群の報告)においても述べることとする。

8022 (第91図) 3区中央部の南寄り (P群)に位置する。丘陵筋に直行する方向にのびる。 残存

長約6.4m、最大幅約2.0m、深さ0.2m強で、ある。覆土は暗赤褐色砂質土である。出土遺物はない。

周溝墓の周溝である可能性も否定はできない。しかし、周辺における遺構・造物の検出状況は、周溝

墓の存在を積極的に評価できるものではない。遺構の特徴がSD05(2区中央部)と類似していること

から、古墳築造に伴う整地痕などの可能性も考慮される。
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第 4章 文殊堂遺跡

2. Q. R群(3区南部)

Q.R群は、 3区南部の尾根上に位置する遺構群であり、南に下り ながらのびる丘陵の先端部上に立

地する。西側は正陵斜面が残るが、 東側は崖になっている。遺構の状況などをみると、 3区中央部と同

様に東側の地形が大きく失われていることがわかる。したがって、 本来は丘陵上平坦面がより東側に広

がっていたと復元できる。
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3区中央・南部 (Q'R群)

1号墳の墳丘部では、盛土の下に淡黒褐色土の堆積(町層)が認められた。しかし、その上面での遺

構把握は難しかったため、遺構検出はその下の黄~灰色砂層 (V層)上面で行った。その他については、

町層を認めることができず、表土下に黄~灰色砂層 (V層)が検出された。以上のように、黄~灰色砂

層 (V層)上面を遺構検出面として調査した。各群からは、次に述べるような遺構が検出されており、

遺構の特徴および出土遺物から、弥生時代中後期の墓群が展開していたことがわかる。

Q群では、数基の土坑墓が検出されている。しかし、副葬品の出土はなく、周辺域からの土器の出土

も少なかった。
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第 4i'言文殊堂遺跡

一方、 R群は周溝墓 l基と対応する可能性が高い (8号周溝墓)。ただし、北側周溝として検出でき

たSD25は、幅広の溝で直線的ではない。したがって、方形周溝墓である とはいえない。周溝墓の中央

部では 2基の土坑墓、北縁部および南縁部では土器棺墓が検出されている。ただし、北縁部の土器棺墓

(SF1l5)は溝内に崩落した状況であった。遺構の検出状況から、 8号周溝墓の規模は10m前後で、あった

と復元することができる。

( 1 )溝

SD24 (第100図) 3区南部 (Q群)の北縁に位置する。東西にのびる溝であるが、 1号墳の周溝な

どによ って大半が失われている。幅は約1.2m、深さは約O.4mで、あり、検出範囲における幅・深さの変

動は少ない。覆土は淡赤暗褐色砂質土である。出土遺物はない。

墓群を区画する溝である可能性もあるが、残存状況が非常に悪い。また、 l号墳の影響もあってか、

全体的にQ群の遺構・遺物の検出状況が良くない。 Q群の様相が把握し難く、 SD24についても積極的

な評価ができない。

SD25 (第101図) 3区南部、 8号周溝墓 (R群)の北側に位置する。北に凸の曲線を描きながら東

西にのびる溝である。東西端部が正陵斜面や崖によって失われており、本来はより長くのぴ、ていたと推

測できる。J!!高は2.0m程である。深さは1号墳の周溝の底から約O.4m、本来は0.8m程度で、あったと復元

できる。 覆土は、 上層が暗褐色砂質士、下層が黄褐色・淡赤褐色砂質土である。 覆土中から弥生土器片

が出土している。なお、 SD25内に土器棺 (SF1l5)が出土しているが、出土状況から、 SD25内に転落

したものである可能性が高いと判断できる。詳細はSF1l5の報告で述べる。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期前半~中葉の 8号周溝墓の周溝である可能性が高い。なお、

8号周溝墓については、周溝の残存が悪く詳細な判断はできないが、 10m前後の規模を有する不整形も

しくは円形の周溝墓であると復元できる。

(2 )土坑墓

SF109・SF110(第100・102図) 3区南部 (Q群)に位置する。とも に、主軸をE陵筋に平行(南

北)させた土坑であり、南部が失われている。 SF109は約0.9mx 1.4m以上の長方形で、深さ約0.3m、

SFllOは約1.3mx 1目1m以上の長方形で、深さ約0.5mである。覆土は、 SF109が淡赤黄褐色砂質土、 SFllO

が淡赤暗黄褐色砂質土である。土層によってSFllOの方が新しいことが確認できている。木棺の痕跡は

認められず、出土遺物もない。

l号墳の盛土下で発見された遺構であり 、遺構の特徴や周辺域の出土遺物などから、弥生時代中後期

の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF111・SF112(第102図) 3号墳南部 (Q群)に位置する。ともに主軸を正陵筋に直行(東西)

させた土坑であり、東部が失われている。SFll1はl.2m強x1.8m以上の長方形で、深さ約0.3m、SF1l2は

約1.0mX 1.9m以上の長楕円形で、深さ約0.3mで、ある。覆土は、 SFll1が淡赤黄褐色砂質土、 SF1l2が暗褐

色~黄褐色砂質土である。木棺の痕跡は認められず、出土遺物もない。

l号墳の盛土下で発見された遺構であり、遺構の特徴や周辺域の出土遺物などから、弥生時代中後期

の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF113 (第103図) 3号墳南端部 (R群)に位置する。東端が失われているが、1.9m強x3.0m程の

長方形の土坑に復元することができる。深さは0.6m強で、ある。主軸は丘陵筋に直行し、ほぽ東西である。

覆土は黒~暗褐色砂質土で大半が占められる。木棺の痕跡は認められていない。覆土中から弥生土器片

が出土している。
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3区中央・南部 (Q. R群)
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( 3 )土器棺墓

SF115 (第105図) 3区南端部 (R群)北縁の

SD25の覆土中で、胴部最大径約0.5mの壷(第111凶

222) と胴部最大径約0.3mの琵(第111図221)がま

とまって出土した。と もに大型品であり、重なるよ

うに検出されたことから、これらは土器棺であり 、

1号墳の築造や東側の崖などの影響によって崩れた

ものである可能性が指摘できる。

土器棺であるならば、大型の壷が身であったと考えられる。口縁部が接合面に沿って打ち欠かれてい

たほか、胴部の一部も失われていた。後世の影響である可能性も否定できないが、打ち欠いた状態で用

弥生時代後期の 8号周溝墓に伴う土坑墓である可

能性が高いと判断できる。

SF114 (第104図) 3号墳南端部 (R群)に位

置する。南東部が大きく失われており 、本来の規模

はわからない。長方形の土坑であり、主軸は丘陵筋

に平行(南北)させている可能性が高い。深さは

O.4m強で、ある。覆土は暗褐色砂質土である。木棺

の痕跡、は認められず、出土遺物もない。

弥生時代後期の 8号周溝墓に伴う土坑墓である可

能性が高いと判断できる。

第4章文殊堂遺跡

A A' 

A A' 
ー一一58.0m

三」
。 (1 : 40) 2m  

第104図 SF114

いられた可能性もある。聾については、蓋としていたと考えられるが、どのように用いたのかは判断し

難い。査と合せ口にした可能性のほか、破片の状態で査の口縁部もしくは胴部の欠損部に置いて蓋と し

た可能性も考える ことができる。

追;構の性格については確実な根拠に欠けるが、弥生時代後期前半~中葉の土器棺墓である可能性を評

価したい。

SF116 (第106図) 3区南端部 (R群)、正陵東側の崖の中段で発見された土器棺墓である。土坑は

最大径0.8m弱の楕円形を呈する。深さは0.3m強で、あるが、本来はより深かったと推測できる。この士

坑の北東寄りに土器棺が埋置されていた。土圧によって、土器棺の上部が押しつぶされていた。

土器棺の身は、胴部最大径O.4mの査 (第112図224)である。口縁部側を南西に傾けた状態で置かれて

いた。頚部~口縁部の出土も認められるが、後述のとおり胴部とは離れた状態であった。したがって、

頚部以上を打ち欠いた状態で土器棺の身と したと考えられる。土器棺の蓋は、胴部最大径0.3m弱の壷

(第112図223)の下半部である。出土状況から逆位で用いられたと復元できる。

土器棺の上部はつぶれた状態であったが、決して乱された状況ではなかった。そ して、 最も上にあっ

た破片は、 223の底部片と224の頚部片である。さらに、その下からは224の胴部片と混在して224の口縁

部片が出土している。一方、土器の接合・復元作業においては、別々に復元できた224の胴部と口縁~

頚部について、胎土・ 色調から同一個体であると判断できるものの、実際に接合することはできなかっ

た。以上の状況から、 224の口縁~頚部については、土器棺の身となる胴部と切り離され、口縁部を下

にして蓋 (223)の上に置かれた可能性が指摘できる。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。
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第 4章文殊堂遺跡

3区中央・南部の出土遺物3 . 

( 1 )弥生土器

N~R群出土土器(第107~109図) 203は査の頭~肩部であり、幅広の沈線による横線文と波状文

が施されている。 204・205は条痕文系の翠であり、 204の口縁端部には押圧が廻る。

壷である。206は上げ底状の底部、 207は4段の羽状刺突文が廻る頚~肩

2段の竹

206~208および211 ・ 212は、

部、 208はハケ状工具による羽状文が施された受け口状の口縁部である。 211の頭部下端には、

管文が施された断面三角形の突帯が廻る。

213・214は、大型の壷である。古墳の周溝や盛土から出土したものであり、本来は土器棺などに用い

られていた可能性もある。 213の肩部は有段になっており、そこに 4段の羽状刺突文が廻る。一方、 214

の頭部下端には断面三角形の突帯が廻る。また、 214の口縁部端面には櫛描波状文が施されている。外

面調整はハケ調整が大半を占めるが、 213の口縁部内面や214の頚部外面にはミガキ調整が観察できる。

216も大型の壷であり、肩部以上が失われていることから土器棺に用いられた可能性が指摘できる。

口縁部内面には

2 明瞭な段が設けられ、脚部との接合部には 2条の三角突帯が廻っている。一方、 210の接合部には、

段の羽状刺突文が廻る。

209・210は、高杯である。209の口縁部は単純口縁で、端面に縄文が施されている。
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3区中央・南部(出土造物)

本遺跡群出土土器の大半は弥生時代中期後葉以降のものであるが、 203~205は、 よ り古 く位置づける

ことができる。それ以外については、 後期前半頃の206・208・209・212・214と、後期後半頃の207・

210とに大別することができる。

SF104土器棺(第109図) 215は、土器棺の蓋として用いられていた壷の口縁部である。頚部以下を

打ち欠いた状態で用いられた可能性が高いと判断できる(第98図)。浅鉢に近い形状を呈する受口状口

縁であり、口縁部の端面と外面には縄文が施されている。さらに、 4本単位の棒状浮文が口縁部外面の

6方向に付けられている。

217は、 土器棺の身として用

いられていた査である。頚部以

上を打ち欠いた状態で用いられ

ていた (第98図)。底部は若干

の上げ底状を呈する。胴部は算

盤玉に近い形状を呈するが、最

大径付近に明確な稜線は伴わな

い。 外面調整はハケ調整で占め

られている。施文は認められて

いない。

これらは、器形および文様の

特徴から弥生時代後期前半~中

葉に位置づけることができる。

SF105土器棺(第109図)

218は、土器棺の蓋として用い

られていた片口鉢である(第98

図)。底部は平底である。体部

は内湾するこ となく聞きながら

立ち上がり、直立する口縁部に

至る。口縁部外面には、 2段の

羽状に縄文が施されている。

219は、土器棺の身 として用

いられていた壷である。肩部以

上を打ち欠いた状態で用いられ

ていた(第98図)。底部は平底

である。胴部は算盤玉形に近い

が、上半は内湾しながら立ち上

がる。また、最大径付近に明確

な稜線は伴わない。 外面はハケ

調整で占められている。

これらは、器形お よび文様の

特徴から弥生時代後期中葉に位

置づけることができる。

3号墳周溝北部
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第 4'1在文殊堂遺跡
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3区中央・南部(出土遺物)

SF106土器棺(第110図) 220は、土器棺に用いられていた壷である。胴部の中位下寄りに欠損部が

あるが、先述のとおり、埋葬時の打ち欠きである可能性も指摘できる(第99図)。底部は小さく上げ底

状を呈する。胴部は算盤玉に近いが、縦長であり、最大径付近に明瞭な稜線は伴わない。肩部には断面

三角形の突帯が廻る。頚部から徐々に外反して、短く直立する受口状の口縁部に至る。

器形および文様の特徴から、弥生時代後期前半に位置づけることができる。

SF115土器棺(第111図) 221・222は、 SD25の上層で重なって出土している (第105図)。出土状況

および遺物の特徴から、これらは土器棺であった可能性が高いと判断し、 SF115としている。

221は、台部(もしくは底部)を欠いた聾である。胴部は全体的に内湾度が弱く、大きく聞きながら

立ち上がる下半部と、弱く内傾しなから立ち上がる上半部に分かれる。したがって、中位で大きく屈曲

することになる。ただし、稜線は伴わない。口縁部は、胴部から大きく屈曲して外反する。口縁端部に

は刻みが廻る。調整はハケ調整で占められる。
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第4耳主文殊堂遺跡

222は、大型の壷である。底部は平底である。胴部は、中位下寄りで屈曲する形状を呈し、 大き く聞

きながら立ち上がる下半部と、内湾しながら立ち上がる上半部とに分かれる。屈曲部に稜線は伴わない。

頚部は直立し、口縁部は大きく聞く。口縁端部は欠損している。外面調整はハケ調整で、占められる。胴

部屈曲部だけヨコ方向のハケ調整である。文様は認められない。

これらは、器形および文様の特徴から弥生時代後期前半~中葉に位置づけることができる。
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3区中央・南部(出土遺物)

SF116土器棺(第112図) 223は、土器棺の蓋として用いられていた壷である。上半部を打ち欠いた

状態で用いられていた(第106図)。底部は平底で、木葉痕が残る。胴部は球形に近い。

224は、土器棺の身などに用いられていた壷である。胴部は身として用いられ、口縁~頚部は葦の上

に逆位で置かれた可能性が高いと判断できる(第106図)。底部は平底であり、木葉痕が残されている。

胴部は、大きく開く下部と内湾しながら立ち上がる上部に分かれ、中位下寄りに稜線を伴う屈曲部をも

っ。 頚部は直立し、口縁部へは大き く外へ聞く屈曲部を介する。口縁部は、複合口縁である。口縁部外

面には、十数条の縦方向の沈線と 2条の横方向の沈糠による格子状の文様が、 4方向に施されている。

外面調整はハケ調整で占められている。

これらは、 器形および文様の特徴から弥生時代後期中葉頃に位置づけることができる。
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第 4章文殊堂遺跡

( 2 )石 器

4号墳盛土出土石鍬(第113図) 225は、 4号墳盛土中から出土した石鍬である。砂岩製であ り、大

型の援形を呈する。打製の石器であり、両面ともに大小の剥離面で占められている。刃部(図の下端縁)

は片刃に近く、図に示したとおりの角度でつくられている。使用痕も両面に認められる。 しかし、 使用

度は低かったようであ り、いずれの使用痕も顕著ではない。両側縁には、柄の装着に関連する敵打調整

が認められる。

出土土器にみる主体時期よりも古く、概ね弥生時代前期末~中期前半のものと位置づけることができ

る。土器の少ない場所からの出土であるが、少数ながら中期中葉以前の土器片の出土も認められている。

この点を評価するならば、この石鍬が墓域に伴う副葬品などであった可能性も否定はできない。ただし、

遺構に伴って出土したものではな く、確実視する ことはでき ない(註 5)。
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 227~239 : SF105 

4号境盛土 225 

0 
石器

10 cm n.. nn  0 (1 : 2) 8 cm 
鉄器

(1 : 3) 

第113図 3区中央部・南部出土石器・玉類・金属器

F
h
u
 

つ臼11A
 

k66grid 226 



3区中央・南部(出土遺物)

( 3 )宝 類

SF105出土ガラス小玉 (第113図) 227~239は、土器棺墓であるSF105から出土したガラス小玉であ

る。全て土器棺の身の内部からの出土であり、やや散在しつつも、棺内の中央部の中層に集中して出土

している。いずれも小型の玉であり、透明度の高い水色を呈する。全体的に丸味の強い形状を呈するが、

歪みもあり、形状に個体差が認められる。

出土遺構の時期から、弥生時代後期のものであると判断できる。なお、土器棺墓からの玉類出土例は、

本遺跡群においても少ない。

( 4 )金属器

K66grid出土鉄貧Ij(第113図) 226は、 K66グリッドの崖面出土の鉄剣である(第91図)。この鉄剣が

出土した崖は、 7号周溝墓の西半部を大きく破壊しており、多くの遺構が丘陵の崩落とともに消失した

と考えられる。この鉄剣も、そうした 7号周溝墓に関連した遺構に伴っていた可能性がある。

刃部は、長さ約13.8cmと短いが、 54(第30図)や174(第75図)のように先細の形状は呈さない。切先

部の手前に至るまで同じ幅を保っている。鏑は観察できない。茎部との境には、明確な直閑を両側に伴

う。茎部は約3.5cmと短い。目釘孔は、 X線透過写真においても認めることができなかった。

周辺の古墳は盗掘や埋葬施設の流失を受けており、鏡や馬具といった採集遺物も知られている(森町

史編さん委員会1998)。この鉄剣についても、出土当初は4号墳などの副葬品であった可能性が考慮さ

れた。しかし、古墳時代中期後半以降の鉄剣としては短い。また、今回の調査では、周辺に古墳の副葬

品が転落していたという事実は認められなかった。したがって、古墳の副葬品が離れた崖に転落したも

のである可能性よりも、弥生時代中後期の墓域に伴っていた可能性の方を高く評価したい。 なお、形態

的には54(第30図) ・174(第75図)よりも新しい特徴が認められることから、弥生時代後期後半~末

葉以降に位置づけできる可能性が高いと判断できる(註 6)。

註

l 角張淳一氏(株式会社アルカ)より ご教示いただいた。

2 この鉄剣については、盛烏直博氏(奈良文化財研究所)より多くのご教示・ご指導をいただいた。本文にある所見や類例な

どは、その内容によって記述したものである。

3 静岡市浅間神社境内遺跡の水品製算盤玉については、伊藤寿夫氏(静岡市)よりご教示いただいた。

4 この鉄剣については、豊島直博氏(奈良文化財研究所)より多くのご教示 ・ご指導をいただ、いた。本文にある所見などは、

その内容によって記述したものである。

5 この石鍬については、松井一明氏(袋井市教育委員会)より多くのご教示・ご指導をいただいた。本文にある所見などは、

その内容によって記述したものである。また、実測図中の数値や矢印などは、松井氏の観察・計調IJによって示したものであ

る。

6 この鉄剣については、豊島直博氏(奈良文化財研究所)より多くのご教示・ご指導をいただいた。本文にある所見などは、

その内容によって記述したものである。
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第4il言文殊堂遺跡

第4表 遺物観察表(土器)

番号
lIfr図 図

出土位置 種~IJ 器種 部位 残(存%)率
器商 器径 口径 底径 色綱 色調 首E

備考
番号 番号 (cm) (cm) (cm) (cm) (外商) (内面) 減

1 I 23 28 p49grid 縄文土器 深鉢 口縁部 褐(7.5YR4/6) 賞街(IOYR4/6) L:，与

2 123 281 p49grid 縄文土器 深鉢 頚部(把手) 灰貨街(IOYR4/2) にぷい貨樫(IOYR5/4)ム

3 (別表 p49grid出土石銀)

4 124 28 SF13 弥生土器|張 全体 90 11.9 11.9 9.8 5.7 にぶい賛控(10YR7/4) 明黄褐(IOYR7/6) × 底 部打欠

5 I 24 28 SF13 弥生土器 |蛮 頚部 15 にぶい賞獲(lOYR6/4)にぷい貧極(10YR7/4)正o.

6 I 24 SF13 弥生土器 |強 底部 40 (5.6) 賞授(lOYR8/6) にぷい貧褐(10YR5/4)1 x 

7 124 SF13 弥生土縫 高杯 口縁部 5 (27.6) (27.6) にぷい樟(7.5YR7/4) 浅黄樫(lOYR8/4) × 

8 124 SD02 弥生土稽 蛮 口縁部 10 (19.0) 樫(7.5YR6/6) 極(7.5YR7/6) とh

9 I 24 28 SD02 弥生土器 盗 口~~部 30 (24.0) 鐙(7.5YR6/6) 綬(7.5YR6/6) L:，与

10 24 28 SD02 弥生土器 壷 胴部 10 にぶい賞授(IOYR6/4) にぷい賞(2.5Y6/3) iとh

11 24 SD02 弥生土器 登 胸部 ・底部 20 (8.4) I 程(7.5YR7/6) 浅賀(2.5Y7/4) × 

12 24 SD02 弥生土器 霊 底部 60 (6.0) にぷい黄積(10YR6/4)にぷい賞鐙(IOYR6/4)L:，. 

13 24 SD02 弥生土穏高杯 巧:部 5 (25.0) (25.0) にぷい~llWOYR7/4) にぷい賞樫(IOYR7/4)1 x 

14 24 28 SD02 弥生土器 高杯 杯部 40 26.8 26.8 にぷい賞授(IOYR7/3)にぷい賞授(lOYR7/3)L:，与

15 24 28 SD02 弥生土器 (.1i杯 全体 90 18.1 23.3 23.3 10.4 経(7サ5YR6/6) 極(7.5YR6/6) 正込

16 24 28 q48grid 弥生土保 型E 日銀部 10 (26.9) (26.9) 極(7.5YR7/6) 鐙(7.5YR7 /6) iと与

17 24 q48grid 弥生土器 霊 ロ縁部 10 (17.0) (17.0) 援(7.5YR7/6) にぷい鈴(2.5Y6/4) L:，‘ 

18 24 q48grid 弥生土器 宝E 口縁部 I 10 (21.5) 初(7.5YR7/6) ~(7.5YR7/6) L:，与

19 25 28 q48grid 弥生土器 鑓 顕~底部 ω 25.7 82 に』旬、黄櫨(IOYR7/4)にぷい貨極(IOYR7/4)ム 胴郁打欠?

20 25 28 A-C群 弥生土器 主E 顕~胸部 40 (13.1) 浅貨(2.5Y7 /4) 浅草町(2.5Y7 /4) £込

21 25 q48grid 弥生土器 蛮 顕胸部 25 賀燈(lOYR8/6) にぷい'pi樫(10YR7/4)1 x 

22 25 q48grid 弥生土得 盤 底部 15 (10.0) 控(7.5YR7/6) 浅賀(2.5Y7/4) × 

23 25 28 A.B群 効:生土著書 鉢 日緑鋼部 15 (23.3) (22.6) 経(7.5YR7 /6) 程(7.5YR7 /6) 正込

24 26 29 SD03 弥生土器 盛 全体 90 1 12.3 12.3 10.8 7.0 灰白(2.5Y8/2) 灰白(2.5Y8/2) ム底部穿孔

25 26 29 SD03 弥生土総 費E '!Ji 底部 80 11.5 6.4 にぷい1町澄(10YR7/4)にぶい賞授(lOYR7/4)ム底部打欠

26 26 29 SD03 弥生土務 r..r，杯 全体 80 22.2 29.0 29.0 12.6 浅貨(2.5Y7/4) i吏古川2.5Y7/4) D包

27 26 SD03 弥生土桜 ，虫ui 底部 30 (6.2) 鐙(7.5YR7/6) 栂(7.5YR6/6) ム

28 26 29 SF12 弥生土r，，'f 重量 頚-I底部 90 110.5 5.7 I'拒tIi程(7.5YR8/6) 鐙(7.5YR7/6) × 

29 27 29 SF23 弥生土器 宣車 全体 ω 28.9 1 22.7 10.9 8.7 授(5YR6/6) 密(5YR616) ム j胸部打欠

30 27 29 SF23 弥生土器 日杯 全体 80 23.0 1 30.4 30.4 12.7 にぷいiY<怨(10YR7/3)にぶい賛l!WOYR7/3)ム

31 27 SD04・SF幻 弥生土蒋 illi J氏問l 20 (9.0) 経(7.5YR7/6) 灰賞(25Y7/2) ム

32 27 30 SDω . SF幻 弥生土鵠 1ii守f 底部 100 11.5 l珂1立総(1OYR7/6) 明貨街(10YR7/6) ム

33 27 30 SD04 . SF23 弥生+器 /.)i杯 杯部 20 (29.0) (29.0) 程(7.5YR7/6) 経(75YR7/6) × 

34127 30 SF24 弥生土器 前杯 杯部 25 (27.9) (27.9) 明11¥'1日(IOYR7/6) 明前掲(10YR7/6) × 

35 28 30 p49grid 弥生土器 蛮 20 (17.6) (13.5) 17.6) にぷいtIi鐙(IOYR7/4)にぷい賞授(IOYR7/4)ム赤彩

36 28 30 p49grid 弥生土器 illi 口総~釘1部 40 (13.6) にぷい貨程(1OYR7/4)にぷい立t鐙(1OYR7/4)ム

37 28 p49grid 弥生土器 1iu 野I部 60 I 浅的根(lOYR8/4) 浅賞授(1OYR8/4) L込

38 28 p49grid 弥生土器; !hl l胸部 30 1 (11.9) 俊(7.5YR7/6) 褐灰(10YR4/1) × 

39 28 12号境北側 弥生土器 flt1 胸部 10 1(199) 灰賞(2.5Y7/2) 灰tIi(2.5Y7/2) 乙込

40 28 30 p49grid 紘生土i評 illi l胸部 ~ I (21.8) にぷいWl続(JQYR7/3)にぷいta桜(IOYR7/3)ム

41 28 p49grid 弥生土器 底部 25 1 (9.0) 程(7.5YR6/6) w灰(2.5Y5/1) 正三h

42 28 凶8grid 弥生土鰐 翌五 底部 20 (9.0) 淡賞(2.5Y8/4) 灰(5Y4/1) ム

43 28 p48grid 弥生土器 量i 底部 15 (7.5) にぷいlfi.穏(10YR6/4)にぷい貨椴(1OYR6/4)IL:，. 

444 5 228 9 
30 凶8grid 弥生土俗 芯t平 郎部 5 (26.0) (26.0) にぷい賞授(10YR7/3)』こぶし、鈴程(IOYR7/3)ム

SFω 弥生土器 illi 胴帰 20 にぷい質経(10YR7/4) 灰w褐(1OYR712) L:，. 

46 29 30 SF08 弥生土器 盗 l銅版部 75 50.5 12.0 f拘貨払j(10YR6/6) lli"I'紛(IOYR3/3) x I ffi-iJ' 
47 29 31 SF08・09周辺 弥生土蒋 主主 胴 部 底 部 30 5.4 位(7.5YR7/6) m制(10YR31l) D弘

48 29 31 SF09 弥生土器 宣E 胴底部 20 (8.0) 浅賞授(10YRS/4) にぶい賞授(10YR7/4)ム軒1輩 ?

49 29 31 SF09 弥生土器 A輔i、1 府底部 50 41.5 13.5 にぷいiVl(2.5Y6/3) Hii灰貨(2.5Y5/2) ×給付

50 30 31 SF18 弥生土穏 5E 胸底部 90 38.1 11.6 r主主I授(lOYR8/4) にぶい北極(JQYR7/4)ム 柏 身

515・352 (別表 :SF21出土ガラス小玉)

(別表 049grid出土欽鎌)

54 (別表 SF23出土鉄剣)

55 36 31 II号境周1，'Il 弥生土保 量百 口緑~顕部 40 (10.0) にぷい貨綬(10YR7/6)にぶい賞駁(IOYR7/6)正込
北西部

56 45 32 8号境周辺 弥生土器 量t 口縁部 5 (14.0) にぷい鐙(IOYR7/4) にぷい密(10YR7/4) ム

57 45 32 8号積周辺 弥生土器 ヨE 口縁部 5 (22.0) にぷい賛窓口OYR6/4) tlW.5YR7/6) 心

58 45 8号喰南西側 弥生土器 輩 口縁部胸部 5 (15.4) 1 浅tIi:tim.5YR8/6) 浅tti椴(1OYR8/4) L:，与

59 45 32 8号墳周辺 弥生土探 査E 日縁~聖1拘i 30 (12.4) にぷい賞授(10YR6/4)にぷい質密(1OYR6/4)ム

60 45 8号境周辺 弥生土;搭 恋 !胸部 15 (11.6) にぷい武栂(10YR7/4)にぷい賞程(1OYR7/4)I x 

61 45 B号墳南部 弥生土~if ~i! 胸部底部 30 ! (17.7) (7.0) 浅賞穏(10YR8/4) 灰W(2.5Y7!2) ム

62 45 32 8号墳南西側 弥生土器 盗 口絞~里自白i 30 1 (29.8) にぷい質密(10YR7/4)にぷい費者WOYR7/4)ム

63 45 32 8号墳南部 弥生土鴇 鐙 ロ縁部 5 (27.0) 積(5YR6/6) にぷい授(7.5YR7/4) ム

64 45 32 8号積周辺 弥生土器 ìî~ 曹i-胴部 15 密(7.5YR7/6) 援(7.5YR7/6) ム

65 45 32 9号墳周辺 弥生土器 壷 底部 70 授(7.5YR7/6) 極(7.5YR7/6) 正三込

66 45 32 8号墳南部 弥生土器 宣E 底部 70 5.9 にぷい此極(10YR7/4) i皇賞(2.5Y7/4) ム

67 45 32 8号墳北側 弥生土器 蛮 底部 15 (8.0) にぶい貿程(10YR6/4)にぷい賛鐙(IOYR7/4)ム

68 45 32 S号墳南部 弥生土滞 蛮| 底部 10 (8ω 賞灰(2.5Y5/1) 灰賞(2.5Y7/2) ム

69 45 9号積周辺 弥生土君主 費 底郡 5 (5.0) 淡貨(2.5YS/4) 浅賀(2.5Y7/4) ム

70 45 9号横周辺 弥生土Il:i 高均: 杯部 鐙(5YR6/6) にぷいN稜(7.5YR6/4)ム

71 45 32 
9号境周溝

弥生士総 市杯 胸部 25 (11.0) にぶい賞授(10YR7/4)にぷい質密(10YR7/4)ム
南西部

72 45 32 8・9号町民周辺 弥生土器 建 ロ縁f部 5 i (16.0) にぷい賞(2.5Y6/3) にぷい賞(2.5Y6/3) 10 

73 45 32 8号墳北側 弥生土器 望E 台部 20 (8.0) にぶい貨燈(10YR6/4)にぷい賛窓口OYR6/4)ム

ウ
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観察表

番号挿図番図版号 出土位置 | 種別 器種 在日位
残存率 器高

底(cm径)! 色調 色餌 摩
備考

番号 (%) (cm) (cm) I (cm) (外面) (内面) 誠

74 46 32 SF49 弥生土器 宣E !洞底部 70 44.4 9.0 にぷい鐙(7.5YR7/4) にぷい貧程(IOYR7/4)ム桔身

75 I 47 I 33 SF50 弥生土器 受 口総~台郡 90 26.0 26.0 にぷい質種(IOYR7/3)にぷい賞授(10YR7/3)ム 縮 輩、ススイサ王

76 I 47 I 33 SF50 弥生土器聾 全体 90 28.4 33.6 33.6 8.0 1にぶい賞授(10YR7/4)にぷい黄鐙(10YR7/4)ムスス付着

77 I 47 I 33 SF50 弥生土務自E 胴-J良部 90 52.3 8.5 l'こぶい賞絢(10YR4/3) 縄灰(lOYR4/1) ム十自身

78 48 34 SF51 弥生土器鐙 鯛部 j_l() 47.8 にぶい賞桓(IOYR7/4)にぷい質密(10YR7/4) × 結身

79 49 34 SF52 弥生士務費 胴~底部 80 24.2 7.6 密(5YR7/6) 授(5YR6/6) 0 結蓋

80 149 34 SF52 弥生土器 壷 日開 底部 95 46.8 1 10.3 援(7.5YR6/6) 賞鈎(2.5Y5/3) 0 棺身

81-85 (別表 SF38出土ガフス小玉)

86・87 (別表 。SF45出土ガフス小玉)

88 (別表 SF46出土ガラス小玉)

89 (iJlj表 :SF37出土鋼鉄)

90 166 35 SD09 弥生土探 査E 聖n-底音E 50 1 (15.5) 6.3 にぷい貨窓口OYR6/4)にぷい賞授(IOYR6/3)ム底部穿孔

91 166 35 SD09 弥生土器 査E 全体 80 9.1 9.6 7.6 5.4 校(7.5YR7/6) 程(7.5YR7/6) ム 底部打欠

92 166 35 6号境北側 弥生土骨量 翌E 接合部 70 明赤禍(5YR5/6) 明赤褐(5YR5/6) ι 

93 1 66 35 6号境北側 弥生土器 事E 接合部 40 明裁禍(IOYR7/6) にぷい質経(lOYR7/4)ム

94 66 35 SF77 弥生土保 宣E 全体 70 (15.6) (15.9) 12.0 5.5 にぷい~tlWOYR7/4) にぷい賞授(IOYR7/4) ム

95 66 35 SDI0 弥生 十器 蛮 暫j-胸部 40 (10.4) 授(7.5YR7/6) 鐙(7.5YR7/6) Ix 

96 66 SDI0 弥生土器 壷 底部 80 4.9 にぷい質経(IOYR6/4)にぷい~極(lOYR6/4) I x 

97 66 35 SF78 弥生土絡 舗司E・~ 里町部 25 にぷい1町樫(IOYR7/3) i主~i!f(lOYR8/2) ム

98 66 SF78 弥生土器 張 胸部・底部 25 (14.3) (6.0) にぶい貨桓(IOYR7/4) 浅賀鐙(10YR8/3) ム

99 66 SF79 弥生土務 蛮 底部 30 (5.0) 明1賀補(10YR6/6) 明縄(2.5Y5/4) ム

l∞ 66 35 SF80 弥生土器 宮E j胸部 30 (16.5) にぷい1官経(lOYR7/4)にぷい貨糧(lOYR7/4)iご与

101 66 6号墳南側 弥生土器 tJj均: 接合部 70 にぷい賞桓(IOYR7/4) 日昔灰1町(2.5Y512) b. 

102 67 37 SF65 . 66' 67 弥生土器 壷
口縁~腕部

30 (8.3) (6.0) 桓(7.5YR6/6) 在(7.5YR6/6) ι 
-底部

103 67 1 36 SX04・SF65 弥生土器 重量 胸底部 70 29.3 10.0 にぷいfJt密(lOYR6/4) 灰質(2.5Y6/3) 011記官官穿孔

104 67 1 36 SX04 . SF65 弥生土器 壷 顕底部 80 30.0 25.4 9.0 極(5YR6/6) 浅賀(2.5Y7/4) ム 底部穿孔

105 67 37 SX04・SF65 弥生土傑 m! 腕~底部 30 (24.9) (10.0) 鐙(7.5YR6/6) 極(7.5YR6/6) × 

106 67 37 SX04' SF65・SF73 弥生土保 市町: 口縁部 I 20 (19.6) I (19.6) 程(7.5YR7/6) 按(5YR6/6) t与

107 67 36 SF65 弥生土1*>¥ 翌 台部 10 10.3 密(5YR6/6) |にぷい貨綬(lOYR6/4)1 x 

108 68 36 SF60 弥生土器 強 口線胸部 80 (10.2) 11.1 にぷい極(7.5YR~4) 1にぷい策糧(IOYR6/4)ム

109 68 37 SFIω 弥生土器 蛮 底部 15 (4.5) にぷい前桓(10YR7/4)1にぷい賞積(IOYR7/4)ム

110 68 37 SF62 . 63 ~生土器 ml 顕胴部 70 にぷい質種(lOYR7/3)にぷい故桓(10YR7/3)b. 

111 68 37 SF62 . 63 弥生土器 理E 底部 60 (5.9) にぷい貨根(10YR6/4)にぷいJ貨樫(10YR6/3)b. 

112 68 SF71 弥生土器 蛮 胴都 20 (11.6) にぷい趨(7.5YR6/4) にぷい授(lOYR6/4) b. 

113 68 36 SF71周辺 弥生土器 高杯 脚部 70 にぷい貨樫(IOYR6/4)にぷい賞授(IOYR6/4)i込

114 68 36 SF70 弥生土器 荷停 脚部 80 10.5 i主~樫(IOYR8I4) 浅賀程(IOYR8/4) tご与

115 68 36 SF70 弥生土繰 盗 胴~底部 95 7.8 にぷい賞樫(IOYR7/4)にぷい賀桓(IOYR7/4)ム

116 68 SF66 弥生土総 盤 底部 20 (7.0) 経(5YR6/6) 樫(5YR6/6) 正と与

117 69 37 6号噴盛土 弥生土絡 m! 全体 95 9.5 9.9 8.2 5.8 樫(5YR6/8) にぷい賞者WOYR7/4)ム J氏部苦手孔

118 69 6号墳盛土 弥生土告書 宣量 口縁部 5 (24.5) I にぷい賞、極(lOYR7/4)にぷい質経(IOYR7/4)Le与

119 69 37 6号墳盛土 弥生土器 重量 口縁部 30 (21.5) にぷい筏(7.5YR7/4) にぷい桓(7.5YR7/4) b. 

120 69 37 6号墳盛土 弥生土器 盈 胴部底部 10 (7.4) にぷい賞授(10YR7/4) 灰白(IOYR7/1) 。
121 6号積盛土 弥生土器 壷 胸部 20 (32.2) 程(7.5YR7/6) 灰貧(2.5Y7/3) × 

122 69 6号墳盛土 弥生土器 1登 胴部 30 i革質(2.5Y7/4) にぷい賞(2.5Y6/3) ム

123 69 6号境盛土 弥生土総 望E 底部 85 5.4 ~灰貨(2.5Y5/2) 陪灰賞(2.5Y5/2) × 

124 69 6号墳'ili'土 弥生土若手 盛 底部 40 9.0 f長賞窓口OYR8/4) 浅賞者iWOYR8I4) b. 

125 69 37 6号境盛土 弥生土総 iY! 底部 25 (9.0) にぷい賞桓(IOYR7/4)にぷい賞極(IOYR7/4)ム

126 69 6号積盛土 弥生土熔 登 底部 15 (12.0) にぷい質経(10YR7/4)にぷい~極(10YR7/4) b. 

127 69 38 6号宅富雄土 弥生土器 高杯
口縁部・

20 (25.0) I (25.0) f長賞綬(IOYR8/3) にぶい賞者~(IOYR7/4) b. 
接合部

38 SF59 弥生士総 m 日縁部・
90 33.6 (27.5) 11.9 積(7.5YR7/6) 明fJt褐(IQYR7/6) A 拙身

胸~底部

129 170 6号噴北側 弥生土器 彊 1同~底部 20 (48.5) 8.5 絹(7.5YR4/4) i主賞(2.5Y7/3) ム

130 I 71 39 SF71 弥生土器 m 』同~底部 90 36.8 9.2 明賞絹(lOYR 6/6) 明賛褐(IOYR6/6) ム 柏鑑

131 71 39 SF71 弥生土録 盤 胴~底部 95 48.0 13.0 にぷい質密(IOYR7/4) 灰賞絢(10YR6/2) ム 総身

132 72 38 SF73 弥生土僻 彊 頚~底部 '15 51.0 I 11.0 にぷい貨窓口OYR7/4) 総(7.5YR6/6) ム 柏身

133 I 73 39 SF72 弥生土器 壷 胴~底部 95 46.5 I 13.0 穏(7.5YR6/6) にぶい黄鐙(lOYR7/4)ム 給身

134 (別表 :6号墳盛土出土敵石)

135-139 (別表 。6号墳周溝北西部出土管玉)

140 (別表 :6号墳周溝北西部出土n盤玉)

141-144 (別表 :6号境周溝北西部出土ガフス小玉)

145 (別表 :6号墳盛土下層出土ガフス小玉)

146-156 (別表:SF70出土ガラス小玉)

157-164 。IJ表 SF77出土ガラス小玉)

165-168 (別表:SF78出土ガラス小玉)

169-171 (別表 SF79出土ガラス小玉)

172・173 。IJ表 :SF66出土銅剣1)

174 (別表 :SF70出土鉄剣)

175 I 84 40 SF82・SFお |弥生土器|蛍 底部 50 I (5.5) 淡黄(2.5Y8/4) 浅貨(2.5Y7/3) Iム|

176 I 84 I 40 SF90 弥生土絡資 頚部 40 階灰賞(2.5Y5/2) 精灰貿(2.5Y512) ム

177 84 I 40 SF91周辺 弥生土器 |高勾: 接合部 50 にぶい質密(10YR7/4)にぷい質密(10YR7/4)Ib. 

178 84 40 SF91周辺 弥生土器 |高杯 脚部 15 (13.0) H音灰賞(2.5Y4/2) にぷい貧燈(10YR6/4)ム

179 I 84 40 5号墳周溝東部 弥生土若非 難 口縁~胴部 15 (35.4) I にぶい賞鐙(IOYR6/4)にぷい賞極(10YR6/4)ム

40 SF85 
胴~底部 60 28.3 淡賞(2.5Y8/3) 灰(5Y6/1)
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第4i告文殊堂逃跡

番号
f市図 図版

出土位!I 種別 務種 都位
残存率器商|器径 口径 底径 色餌 色鋼 官止

備考
番号 番号 (%) I (cm) I (cm) I (cm) (cm) (外面) (内面) 滅

181 85 40 SF85 弥生土籍 壷 全体 95 31.4 33.4 1 20.7 8.0 にぶい質種(10YR7/4)にぷい質密(1OYR6/4)ム 総 身

182 86 40 SF86 弥生土器 壷 全体 39.4 18.0 8.0 浅賀(2.5Y7/4) にぷい樫(7.5YR7/4) ム 総身

183 87 41 SF87 弥生土絡 宝E 全体 80 62.5 49.0 24.2 7.6 にぷい褐(7.5YR5/6) にぷい貿(2.5Y6/6) ム 棺身

184 88 41 SF91 弥生土稽 費 口縁部 10 (20.0) 浅賞(2.5Y7/4) i主貧(2.5Y7/4) × 枯盛

185 88 41 SF91 弥生士総 翠 』同~底部 95 51.1 12.0 絢(7.5YR4/4) にぷい褐(7.5YR5/3) ム 柏身

186 89 41 SF92 弥生土総 壷 胴部 底部 25 1(21.8) (6.8) 浅黄(2.5Y7/3) 浅賀(2.5Y7/3) × 拍量E

1187 89 41 SF92 弥生土器 壷 底部 20 (7.0) i望焚(2.5Y7/4) i受賞(2.5Y7/4) × 

188 89 42 SF92 弥生土器 蔓 胴~底部 90 45.0 9.0 にぶい質種(10YR7/4)にぶい質密(10YR6/3)。 棺身、
底部穿孔 ?

189-191 (別表 SF85出土ガラス小玉)

192-196 (別表 SF82ガフス小玉)

197-202 (別表 SF83出土ガラス小玉)

203 1107 42 3区 弥生土絡 望E 顕部 I 20 燈(7.5YR6/6) 鐙(7.5YR6/6) d 

204 107 42 4号墳南東部 弥生土告書 費 口縁部 5 (30.0) (30.0) にぷい質綬(10YR6/3)にぷい賞程(10YR6/3)ム

205 107 42 2号境南東部 弥生土器 宣E 胸部 5 十 明赤禍聞か 明赤鰯(5YR5/6) 。

206 107 42 4号積南東部 弥生士総 宣E 底部 100 7.0 浅賀(2.5Y7/4) 浅賀(2.5Y7/4) × 

207 107 42 SD16 弥生土器 輩 顕部 10 1にぷい賞授(1OYR7/4)にぷい賞授(10YR7/4)ム

208 107 42 2号墳東部 弥生土器 蛮 ロ待部 10 (24.0) |にぶい黄樫(10YR6/4)に占旬、質種(1OYR6/4)ム

209 107 42 3号墳周溝北部 弥生土器 高杯 杯部・接合間 25 (26.6) (26.6) にぷい糧(7.5YR7/4) にぷい極(7.5YR7/4) ム

210 107 42 3区 弥生土器 高均: 接合部 80 にぷい質密(10YR7/4) 浅賀(2.5Y7/3) ム

211 107 42 SD25 弥生土苦手 宣E 胴 郁 15 にぷい質密(10YR6/4)にぷい賞樫(IOYR7/4)ム

212 107 1 42 SF115 百五生土r.詩 盗 顎~底部 30 (3.6) にぷい賞(2.5Y6/4) にぷい賞(2.5Y6/4) ム

213 108 42 13号積周溝北部 弥生土器 w. 要員~胴部 30 灰貨(2.5Y6/2) にぷい質密(10YR7/4)ム

214 108 43 l号墳南側 弥生士総 3量 口縁部・胴卸 10 (39.5) (24.0) にぶい旋(2.5Y6/3) にぷい賞(2.5Y6/3) ム

215 109 43 SF104 弥生土務 Ml 口緑部 50 (29.0) にぷい貨桓(1OYR7/4)にぷい'iIi程(10YR7/4)ム

216 109 43 SFI04照辺 弥生土保 盤 j洞 底古市 60 36.6 8.5 極(lOYR7/6) 密(lOYR7/6) ム

217 109 43 SFI04 弥生土百年 ~'il 胴~底郎 50 44.7 8.7 1明1Jj，紛(1OYR6/6) にぷい'iIi(2.5Y6/4) I x 

218 109 43 SFI05 弥生土器 鉢 全体 95 12.3 24.5 24.0 6.9 1 明貧総(lOYR7/6) にぷい賞授(10YR7/4)ム

219 109 43 SF105 弥生土器 盗 』同~底部 95 36.9 8.8 にぷい賞程(10YR6/4) にぷい賞(2.5Y6/3) ム

220 110 43 SFI06 弥生土器 涜 全体 80 62.8 48.9 24.0 6.0 明質耗l(lOYR7/6) 鐙(7.5Y7/6) × 

221 111 44 SF115 弥生土総 箆 日銀~胸部 70 30.6 25.0 にぷい賀務(lOYR7/4)にぷい'iIiお(10YR7/制ム

222 111 44 SF1l5 弥生士総 I-FH&、1 m-底部 80 48.3 10.0 にぷい貨程(lOYR6/4)にぷい前程(10YR7/4)ム

223 Il2 14 SF1l6 l弥生土器; ヨE 胴-):底部 90 25.0 9.7 i茸賀(2.5Y7/3) 灰古川2.5Y612) と込

224 112 44 SF1l6 弥生土器 強 口縁部・

胸~底部
85 40.5 23.4 13.7 にぷい'iR程(1OYR7/4) 灰鈍(2.5Y6!2) よ斗

225 (別表 4号明盛土出土石鍬)

226 (別表 k66grid出土鉄側IJ)

227-239 (~IJ表。 SF105IJ.¥土ガラス小玉)

( )は復元制( U程滅ー0:f官滅少ない、 4 ・)W滅あり、 x: 11恒滅析しい

第 5表造物観察表(石器)

備考

( )は残存佑

第6表遺物観察表(金属器)

f件号 市図番号 医11仮帯号 出土{立In 種類
鎌身刃部長 品長身・刃部何 ヨ長部長 M部事EI 五位

備考
(om) (cm) (cm) (cm) (cm) (g) 

53 31 45 049grid 鉄副主 (3.9) (3.2) (2.9) (1.4) 0.7 5.40 

54 31 46 SF23 鉄剣 14.8 11.4 3.2 3.3 3.2 63.50 鹿角製把

89 50 45 SF37 銅銭 (2.6) (1.4) (1.0) (1.2) 0.5 1.34 

174 75 46 SF70 鉄剣 25.6 3.3 2.7 3.0 73.81 

226 113 46 k66grid 鉄剣j 13.8 2.8 3.5 1.9 48.95 
( )は残存他

倒考
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観察表

第 7表遺物観察表(玉類)

番号 f甫図番号 図版番号 出土位鑑 種類 材質
直径 全長 孔径 重量

色鯛 備考
(皿) (凹) (醐) (g) 

51 31 45 SF2J 小玉 ガフス 5.0 5.9 2.4 0.21 | 濠青色

52 31 45 SF21 小玉 ガラス 6.8 5.8 2.6 0.17 i農青色

81 Iω 45 SF38 小玉 ガフス 3.8 3.3 J.J 0.05 水色

82 50 45 SF38 小玉 ガフス 3.5 2.3 1.3 0.03 水色

83 50 45 SF38 小玉 ガフス 2.8 3.0 1.0 0.04 水色

84 50 45 SF38 | 小玉 ガフス 4.5 2.2 1.3 0.05 水色

85 5白 45 SF38 小玉 ガフス 3.7 1.8 1.7 0.03 水色

86 50 45 SF45 小玉 ガフス 3.4 3.3 1.2 0.03 水色

87 50 45 SF45 小玉 ガフス 4.0 2.5 1.2 0.05 水色

88 50 45 SF46 小玉 ガラス 4.6 2.0 1.8 0.06 水色
135 75 45 6号墳周溝北西部 'i;f玉 滑石 6.6 24.9 2.7 1.89 灰緑色 両側穿孔

136 75 45 6号墳周溝北西部 11玉 滑石 6.9 22.9 3.5 1.36 灰緑色 両側穿孔

137 75 45 6号墳周溝北西部 'tJ玉 滑石 2.0 0.06 灰緑色 破片、風化著しい

138 75 45 6号tn周溝北西部 管玉 滑石 7.2 22.9 3.2 1.69 灰緑色 両側穿孔

139 75 45 6号境問溝北西部 管玉 滑石 6.8 22.2 3.1 1.60 灰緑色 両側穿孔

140 75 45 6号噴周溝北西部 算盤玉 水品 7.2 8.0 1.4 0.51 透明 片側穿孔

141 75 45 6号境周溝北西部 小玉 ガフス 4.5 3.5 1.3 0.09 設背色

142 75 45 6号-'tl照構北西部 小玉 ガラス 3.5 2.3 1.5 0.03 背色

143 75 45 6号噴周溝北西鶴 小玉 ガラス 4.1 2.2 1.6 0.04 緑青色
144 75 45 6号墳周I再北西都 小玉 ガラス 2.9 2.1 1.3 0.02 緑青色

145 75 45 6号境盛土下層 小玉 ガラス 0.05 緑青色 破片

146 75 45 SF70 小玉 ガラス 7.3 7.5 3.1 0.58 青色

147 75 45 SF70 小玉 ガラス 7.4 7.2 2.5 0.47 1'i'色

148 75 45 SF70 小玉 ガラス 5.9 3.9 2.3 0.31 青色

149 75 45 SF70 小玉 ガフス 5.5 6.0 2.1 0.16 1'i'色

150 75 45 SF70 小玉 ガラス 5.9 4.9 1.4 0.21 特色

151 75 45 SF70 小玉 ガフス 5.3 4.8 1.5 0.21 青色

152 75 45 SF70 小玉 ガラス 5.0 5.3 1.5 0.19 緑青色

153 75 45 SF70 小玉 ガフス 4.3 4.9 1.2 0.13 青色

154 75 45 SF70 小玉 ガフス 4.9 5.0 1.5 0.15 青色

155 75 45 SF70 小玉 ガフス 4.7 3.3 1.6 0.10 青色

156 75 45 SF70 小玉 ガラス 5.6 2.6 2.5 0.08 青色

157 75 45 SF77 小玉 ガラス 6.3 7.0 1.8 0.38 管色

158 75 45 SF77 ノト玉 ガラス 7.1 6.4 1.8 0.39 青色

159 75 45 SF77 小玉 ガフス 6.4 5.7 2.3 0.29 青色

160 75 45 SF77 小玉 ガラス 6.2 4.5 1.6 0.20 T守色
161 75 45 SF77 小玉 ガラス 5.5 4.1 2.2 。17 背色

162 75 45 SF77 小玉 ガラス 5.5 4.4 1.7 0.19 膏色

163 75 45 SF77 小玉 ガラス 5.2 4.5 1.6 0.21 膏色

164 75 45 SF77 小玉 ガフス 0.08 青色 破片

165 75 45 SF78 小玉 ガフス 3.1 3.2 1.2 0.04 水色

166 75 45 SF78 小玉 ガフス 3.3 3.2 1.3 0.02 水色

167 75 45 SF78 小玉 ガフス 3.5 2.7 1.2 0.03 水色

168 75 45 SF78 小玉 ガフス 3.2 2.3 1.2 0.03 水色
169 75 45 SF79 小玉 ガラス 2.7 2.9 0.7 0.04 水色

170 75 45 SF79 小玉 ガフス 3.6 3.5 0.6 0.05 水色

171 75 45 SF79 小玉 ガラス 3.3 3.1 0.8 0.03 水色

189 90 45 SF85 小玉 ガフス 4.2 3.5 1.5 0.05 青色

190 90 45 SF85 小玉 ガフス 3.4 1.6 1.3 0.03 干T色
191 90 45 SF85 小玉 ガラス 3.3 2.8 0.7 0.03 背色

192 90 45 SF82 小玉 ガフス 4.3 2.8 1.5 0.04 水色

193 90 45 SF82 小玉 ガフス 3.5 3.0 1.3 。守03 水色

194 90 45 SF82 小玉 ガラス 3.5 3.3 1.4 0.03 水色
195 90 45 SF82 小玉 ガラス 4.0 3.3 1.0 0.05 水色
196 90 45 SF82 小玉 ガラス 3.3 3.0 1口 0.04 背色

197 90 45 SF83 小玉 ガフス 3.5 2.7 0.7 0.03 腎色

198 90 45 SF83 小玉 ガラス 3.8 2.8 1.1 0.05 膏色

199 90 45 SF83 小玉 ガラス 3.3 2.8 0.9 0.03 背色

2∞ 90 45 SF83 小玉 ガラス 4.4 5.0 1.4 0.11 水色
201 90 45 SF83 | 小玉 ガフス 4.4 3.9 1.7 0.07 水色
202 90 45 SF83 小玉 ガラス 3.8 2.9 1.2 0.04 水色
227 113 45 SFI05 小玉 ガフス 3.6 3.0 1.2 0.04 水色
228 113 45 SF105 小玉 ガラス 3.8 3.0 1.0 。ω 水色

229 113 45 SFI05 小玉 ガフス 4.0 3.0 1.2 。ω 水色
230 113 45 SF105 小玉 ガラス 3.6 2.9 1.7 0.03 水色
231 113 45 SFI05 小玉 ガフス 3.8 2.9 1.0 0.04 水色

232 113 45 SF105 小玉 ガフス 3.5 2.9 12 0.04 水色
233 113 45 SF105 小玉 ガフス 3.9 3.0 1.6 0.03 水色
234 113 45 SFI05 小玉 ガフス 4.1 2.3 1.7 0.03 水色
235 113 45 SF105 小玉 ガフス 3.8 2.8 1.3 0.04 水色
236 113 45 SFI05 小玉 ガフス 3.7 2.2 1.2 0.03 水色

237 113 45 SF105 小玉 ヵ・フス 3.9 2.3 1.8 。目04 水色
238 113 45 SFI05 小玉 ガラス 3.9 2.1 1.0 0.04 水色
239 113 45 SFI05 | 小玉 | ガフス | 2.0 0.01 水色 破片
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宇藤蓮台遺跡第 5章

要概第 1節
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X忌-130550

第114図

X=-130600 

基本土層 本遺跡の基本土層は文殊堂遺跡(第4章)と同様、下記のように把握できる。

I :表土 II:古墳群形成以降の堆積 ・崩落・流土層 m:古墳の盛土

N:古墳築造前の旧表土・堆積・崩落・流土層 V:地山(主に正陵の基盤層)

I層と V層は、調査区全域で確認できる。 I層は、褐色を基調とする土層であるが、根の影響や撹乱

なども含む。 V層は、正陵を構成する基盤層である。大半においては灰~黄色砂層が検出されたが、一

部に明黄~赤褐色砂質土層が検出された場所もある。

1号墳墳頂部においては、I層とV層の聞に淡赤褐色砂質土層が確認できた。古墳の盛土 (m層)

しくはN層の可能性が指摘できる。

一方、 3号墳の南側斜面では、斜面

に堆積 した淡赤暗褐色砂質土層が、

I層と V層の間で確認された。後述

する出土遺物から、この土層は町層

に対応すると判断できる。本遺跡、は、

堆積の少ない地形に立地しており、

ー・方、崩落・流土の影響は少なくな

かったと判断される。さらに、 1区

では山道、 2・3区では茶畑などに

よる人為的な削平が確認できている。

以上の要因から、 E層は認められず、

W層も一部の狭い範囲でしか確認で

きなかったと推測できる。

検出地形 本遺跡は、やせた正陵

上に立地している。検出地形をみて

も、南に向かつて下りながらのびる

やせ尾根であることがわかる。後述

するような撹乱・削平や流土の影響

を受けており、検出地形が本来の地

形であるわけではない。しかし、撹

乱は一部であり、 削平も平坦面を造

り出す程度のものである。概ねの地

形的特徴は残していると推測するこ

とカfできる。

1区(北部)では、 東縁部に丘陵

筋に平行した山道があり、南東部に

も撹乱が認められた。 1号墳の周溝

をみると、東西および南部の残存状

3号境

1
48 

¥イ
土器(1・2)出土地点戸

40m 1 

149 

調査区全体図

(1 : 800) 
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出土遺物

況が悪い。顕著な破壊を伴うのは一部に限られるが、崩落・流土などを合わせると、ほほ全域に何らか

の影響を認めることができる。 2. 3区(南部)では、 茶畑との関連であろうか、ほほ全域に人為的な

削平を認めることができた。E陵斜面(とくに西側斜面)での影響は少ないが、正陵上は著しく削平さ

れている。 2・3号墳の高まりは、完全に失われていた。

調査区 本遺跡については、今回が最初の正式な発掘調査である。また、今回の調査は本遺跡の全域

を対象としている。したがって、今回の調査以外で設けられた調査区はない。調査区は、遺構分布や地

形の特徴な どによ って 3つに分かれ、北から 1区 ・2区・ 3区とする。 1区は 1号墳周辺域、 2区は 2

号墳周辺域、 3区は 3号墳周辺域にほぼ対応している。なお、 2区と 3区は接するが、 3区斜面下にあ

った墓地の移転など、諸条件によって同時に調査することができずに分割された。また、 2 • 3区間の

境は、茶畑であった時からの用地境に対応しており、削平の程度も異なっている (第114図)。

遺構・遺物の概要 古墳群形成以前の遺物の出土は、 3区南部から出土した数点の土器片に限られる

(第114・115図)。また、古墳群形成以前の遺構は認められていなし、。検出遺構は 3基の古墳のほか、中

近世の墓穴、近世以降の山道跡に限られている。

3区では、弥生土器片の出土があり、比較的顕著な削平が認められていることから、消失してしまっ

た弥生時代の遺構があった可能性も否定できない。しかし、遺物量は非常に少なく 、文殊堂遺跡やフケ

遺跡のように多くの遺構が展開していたとは判断し難い。

第 2節出土遺物

前節で述べたとおり、古墳群形成以前の遺構は検出されていない。また、古墳群形成以前の遺物の出

土も、次にあげる土器片数点に限られる。

二二二二二二ごコ

ここコ
こここコ

、きご
G49grid 

て 書 万
G49gri d 

。
(1・3)

第115図出土弥生土器

第 8表遺物観察表

10cm 

3区出土弥生土器(第115図)

1・2は、 3区南部の西側斜面に堆

積したW層から出土した、翠の口縁

部片である(第114図)0 1の口縁部

では、上端に押圧が廻る。一方、 2

の口縁部では、端面に横位の条痕と

縦方向の押圧が施されている。 1・

2ともに、口縁部より下の条痕は横

方向である。

破片であるために詳細な特定は難

しいが、弥生時代中期後葉よりも古

く位置づけることができる。

色調 | 色鯛

(外岡 (内酎

にぷい貧極(lOYR7/4) にぶい賞窓口OYR7/5) 1ム
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第 6章 フケ遺跡

第 1節概要

1 .基本土層と検出地形

基本土層 本遺跡の基本土層は、文殊堂遺跡で認められた下記の範鴨で捉えることができる。

I 表土 II:古墳群形成以降の堆積 ・崩落・流土層 III:古墳の盛土

町:古墳築造前の旧表土 ・堆積・崩落・流土層 V:地山(主に丘陵の基盤層)

ただし、 本遺跡においては古墳が存在せず、実際にはE層は認められない。

I層は、褐色を基調とする表土層である。丘陵上部では、 I層の直下に丘陵の基盤層であるV層(黄

~灰色砂層)が現れた。一方、斜面部では、 I層と V層の聞に淡赤褐色砂質土 (II. N層)の堆積が確

認された。 しかし、 正確な遺構の把握のために、その下のV層上面を遺構検出面として調査した。

地形の概要 フケ遺跡は、林古墳群の立地する正陵から南に派生した丘陵に立地している。やせた丘

陵ではあるが、部分的には幅15m程のE陵上平坦面を伴う。本遺跡の範囲は、この正陵筋に沿った長さ

200mに及ぶ。なお、丘陵先端部付近で尾根が東西に分岐するが、西側に立地する遺跡を岩名栗古墳

群・遺跡とし、東側尾根をフケ遺跡の範囲内と している(第 2図)。

丘陵の東西は急斜面となり 、谷部に至る。谷を挟んだ東側には、宇藤蓮台遺跡、のある丘陵が平行して

のびている。北側には林遺跡のある正陵があり、南側には名栗遺跡が立地する段丘上平坦面が広がる。

検出地形と本来の地形 本書で報告・掲載する地形は、遺構検出面 (V層上面)での地形である(検

出地形)。流土などの影響が推測できることから、検出地形が遺跡形成時の地形(本来の地形)である

とは限らない。ただし、大きな撹乱や削平は認められず、概ねの地形的特徴は残していると考えられる。

すなわち、遺跡形成時においても、検出地形と同様のやせた丘陵であったと判断できる。

2 .調査区および遺構・遺物

調査区 今回の調査は、遺跡全域を対象としたものではない。また本遺跡については、本書で報告す

る調査以外に、すでに調査・報告された場所がある(森町教育委員会2004)0 1区・ 2区はその調査区

であり(第 2章第 3図)、本章で報告する調査区は 3区・ 4区・ 5区となる。

遺物の出土状況 出土造物には、弥生時代の土器(土器棺を含む) ・玉類・金属製品がある。大半は

遺構内からの出土であるが、遺構外(I ~N層)の出土であっても、墓域・ 墓群を対象とした供献土器

である場合が多いことから、出土した場所が重視される。各造物の出土遺構や出土位置については、実

測図や観察表に記している。遺構外の出土位置は、調査区やグリッド・遺構群の名称を用いて記した。

遺構の種類と時期 遺構は、 3. 4区のほほ全域で検出されている。 5区にはない。検出遺構には、

土坑 (SF01~SF37) 、小穴 (SP01) 、溝 (SD01~SD13) 、その他・不明遺構 (SX01~SX03) がある。

SP01 . SD09などは他より新しい可能性が高いが、大半の遺構は弥生時代の墓域に関連するものと判断

でき る。したがって、文殊堂古墳群・遺跡のように古墳群形成の前後で分割せず、本書においてフケ遺

跡 3~5 区の調査成果の全てを報告することとする。

遺構の多くは土坑であり、土器棺墓・土坑墓といった埋葬施設で占められる (SF)。なお、土坑墓と

した中には、木棺墓が含まれている。本遺跡群では木棺の有無を全てに明確化することが難しいため、
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概要

ここでは土壌と木棺墓を含めて土坑墓とする。この他に、墓群を区画するような溝 (SD) などがある。

遺構群・周溝墓の把握 3区・ 4区のほぼ全域に遺構が分布するが、微地形や遺構の分布、区画・溝

の配置などから、これらを計5つの遺構群に細分することができる。各遺構群は、 10-20mの範囲をも

ち、墓群と呼びかえることもできる。ただし、あくまで検出遺構の分布状況による遺構群の把握であり 、

墓域の形成過程や墓域を営む集団を反映したものとは限らない。なお、 1. 2区においても 7つの遺構

群 (A-G群)に分けて報告されている(第3章第 6図、森町教育委員会2004)。したがって、本書で

は3区のH群・|群、 4区のJ群.K群・し群について報告すること になる。

なお、墓群を区画する溝が認められる場合があり、そのような溝を伴う墓群は周溝墓と呼称する。
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40 
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5 区

第 154図 (PI73)

L---~一一/ 

4 区

第141図 (P160) 

L K群

J群 (2号周溝墓)

3 区

、、、I 第117図 (P135) 

「一(1寄周溝墓)

。
X=-130750 

第116図調査区(3 ~5 区)全体図

-134-
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(4号周溝墓)

Y=-54100 

一一一一 Y=-54050

X=-130700 
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第6章フケ遺跡

第 2節 3 区

1. H 群 点庁"h.I~-G t-f~-------~ / 

3区の東半部、東西約17mの範

囲にある遺構群である。調査区は、

東にのびる丘陵の頂上筋から北側

斜面にかけた範囲に限られてい

る。遺構の分布をみても、この遺

構群の範囲が調査区外の南側斜面

へと広がることがわかる。すなわ

ち、 遺構群の全体を調査・検出 し ドご[/)j附ク/グ!/イ |会
たわけではない。

遺構は、尾根上を中心に分布し、

北側および東側の斜面際にまで認

められる。比較的多くの土坑や溝

が検出されており、他より遺構密

度が高い。 SP01やSX02・03など
ーし~わ)U / } ¥ I I } ) / / / I 47 

の時期・性格不明の遺構もある Y=-54050 

が、検出遺構の大半は、形状・覆 。rlヨ

土や出土造物から弥生時代の墓群
SD05 

に関連した遺構であると判断でき
SF13 

る。土坑墓11基以上や土器棺墓 2

基といった埋葬施設のほか、方形 i H 

に廻る講であるSD02~SD05が検
1群

出されており 、弥生時代後期中葉 号

~後半の周溝墓 1基を把握する こ
周

SFll 

とができる(1号周溝墓)。

1号周溝墓は、 8m前後四方の

方形周溝墓であるが、台状部の高

まりや盛土はない。玉類が出土し

た土坑墓 (SF14:木棺墓)や銅鉱 SF03 

を副葬した土坑墓 (SF13)が台状

部に位置するが、いずれも西縁に

寄っている。土器棺墓 (SF18・19) 49 

Y=-54030 

も西寄りに位置している。一方、

東の周溝墓外にも土坑墓が多く認

められている。周溝に重なる埋葬
レノ/ 。

(1 : 20日) 10π1 

施設も少なくないことから、この

墓群の形成期間は長期にわたり 、 第117図 3 区
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3区 (H群)
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表土 11 晴灰褐色砂質土 炭化粒含む 11 晴灰色砂質土 31 明褐色砂質土
灰色砂質土 11 暗褐色砂質土 炭化粒含む 11 暗褐色砂質土 31 貧褐色砂質土

3 灰褐色砂質土 13 ~者褐色砂質土 炭化粒含む 13 灰褐色砂質土 33 褐色砂貿土
暗褐色砂質土 炭化粒含む 14 晴褐色砂貧土 14 灰色砂層 34 黄褐色砂質土
褐色砂質土 15 禍色砂質土 炭化粒含む 15 暗褐色砂質土 炭化粒含む 35 褐色砂質土

6 貨縄色砂質土 16 晴賞縄色砂貧土炭化粒含む 16 褐色砂質土

褐色砂質土 17 卿褐色砂質土 炭化粒含む 17 暗灰褐色砂賀土炭化粒含む
賞耗i色砂質土 18 暗灰色砂層 18 灰褐色砂貧土 。 5円1

9 m色砂質土 19 褐色砂質土 19 暗伺色砂質土 (1 : 120) 

10 灰褐色砂質土 10 褐色砂質土 30 灰禍色砂質土

第118図 H群(1号周溝墓)
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第 6章フケ遺跡

土坑墓群の段階と 1号周溝墓の段階があった可能性が指摘できる。なお、 SDOlも弥生時代の墓群に伴

う溝であると判断できるが、その性格についてはわからない。本遺構群は調査区の南側へと広がってお

り、 そこでの状況が明らかになれば、さらに異なる様相が確認できる可能性もある。

出土土器には、土器棺のほかに周溝墓や埋葬施設に供献された土器がある。残存状況は比較的良い。

また、 SF03の管玉・ガラス小玉、 SF13の銅鉱、 SF14のガラス小玉といった副葬品も出土している。

( 1 )溝

8D01 (第118図) 3区東部に位置する。丘陵の北側斜面際に沿って東西にのびる溝であり、若干、

南に凸の弧を描く。検出長lO.2m、最大幅1.7m、深さは最大O.9m弱で、あるが、西部は浅くなる。覆土は

J金

A" 
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3区 (H群)

灰褐色砂質土である。様々な遺構と重なるが、 SF12 ・ SX02 ・ SX03よりも新しく、 SD02~SD05 ・ SF04
より も古いことが土層・出土遺物によって判断できる。覆土中から、弥生土器片(第133図11・13・14)

が出土している。

南側の調査区外へとのびており、 遺構の全体像および性格については推測し難い。しかし、遺構の特

徴や出土遺物から、弥生時代後期前半~中葉の墓群に伴う溝であると判断することはできる。

SD02~SD05 (第118~121図) SD02・SD04は、 1号周溝墓の周溝である。 SD02は東辺、 SD04は

南・西・北辺にあたる。東西約9.5m、南北約11mの方形に廻り、講の幅は最大2.0m、深さは最大O.9m

である。溝は概ね全周するが、北東隅は途切れる。また、南辺の東半部が調査外になっているため、南

東隅に溝が廻っているかは判断できない。覆土には黒褐色~褐色の砂質土が認められる。

1号周溝墓の東辺・西辺では、周溝の掘り返しが土層断面によって判明している。この掘り返した東

辺溝をSD03、I 西辺溝をSD05とする。検出状況では、 SD05の東縁だけがSD04の範囲外に現れ、大半は

SD02・SD04の覆土中に収まってしまう。しかし、土層断面などによって、次のように把握することが

できた。いずれも幅l.Om弱、深さO.5m弱の溝で、あり、 SD03は長さ約4.8m、SD05は長さ約5.5mに復元
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第 6:$:フケ遺跡

できる。さらに、調査区南壁付近で南辺へと曲がることがわかっている。覆土は暗褐色砂質土である。

土層の観察によって、SD02-SD05がSD01. SX02より新しく、 SD04がSF19より古いと判断できる。

しかし、 SF09. SF10との先後関係を土層から判断することはできなかった。また、 各溝からは、多く

の弥生土器が出土している(第120・121図)。出土位置から、第134図16-19と第135図27はSD03の出士、

第135図20-26はSD04の出土であると判断できる。

遺構の特徴や出土遺物から、 SD02・SD04およびSD03. SD05は1号周溝墓の周溝であり、弥生時代

後期中葉~後半の聞に設けられ、また掘り返されたと判断できる。さらに、検出遺構の多くは下層が明

るく上層が暗い砂質土を覆土とするが、 SD02・SD04の最上層は、下層よりも明るい褐色砂質土(第118

図5・9. 10層)で占められている。 SD03・SD05の掘り返しに際して人為的に埋められた土層である

可能性が考慮される。

なお、 SD02の南部に台状部側へと幅が広がる部分がある(以下、 SD021幅広部)。文殊堂遺跡、の 2号周

溝墓などとの類似性 (本書第 4章)から、この部分が埋葬施設(土坑墓)であった可能性が指摘できる。

(2 )土坑墓

SF03・SF04(第122図) 3区東端部に位置する。 SF03は2.4m弱x2.4m以上の長楕円形で深さ約0.9

m、SF04は1.8m前後x3.0m以上の長楕円形で深さ0.4m強で、ある。 SF03は上部にテラス部を伴う土坑で

あり、下部は約1.8mx 2.2m程の長楕円~長方形を呈している。主軸は正陵筋に直行し、南北に近い。

2基の土坑は南北に並んで接するが、土層からSF03の方が古いことが判断できている。覆土は暗~灰褐

色砂質土であり、ともに木棺の痕跡は認められていない。 SF03からは管玉(第139図38) とガラス小玉

(第139図39-47)、SF04からは弥生土器(第132図 1-6)が出土している。土器は上層からの出土であ

り、SF04もしくは周辺の土坑墓に対する供献土器であると判断できる(第119図)。一方、ガラス小玉は

SF03の副葬品である可能性が高いが、詳細な出土位置は特定できなかった。

遺構の特徴や出土造物から、 SF03は弥生時代後期の土坑墓、 SF04は後期後半~末頃の土坑墓である

可能性が高いと判断できる。
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3区 (H群)

SF05 a・b(第122図) 3区東端部に位置する。SF05aは0.8m強x1.8m強の長楕円形で、深さ0.4m強、

SF05bは0.6m強x1.2m以上の長楕円形で、深さ0.3m弱で、ある。ともに主軸は丘陵筋に直行する。両者は

一部が重なり、土層によってSF05aの方が新しいと判断できている。一方、隣接するSF04との先後関係

については、土層による判断ができなかった。覆土は暗褐色砂質土であり、木棺の痕跡は認められない。

SF05a北部の上層から壷(第133図7)と高杯(第133図8)が出土している(第119図)。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期中葉頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF06・SF07(第123図) 3区東端部に位置する。SF06は約0.9mx2.0m強の長楕円形で、深さO.4m弱、

SF07は約1.0mx 2.1m以上の長楕円形で、深さO.4m弱で、ある。ともに主軸は丘陵筋に平行し、 東西に近い。

頭位・埋葬姿勢と関係するのか、 SF06の底面は西に向かつて高くなる。両土坑は一部が重なるが、土層

によ る先後関係の判断はできなかった。一方、土層によってSF07はSF08よりも古いと判断できている。

覆土は暗灰褐色砂質土であり、木棺の痕跡は認められない。出土造物はない。

遺構の特徴や周囲の出土造物から、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF08・SF09・SF10(第123・124図) 3区東部に位置する。SF08は約1.3mx 2.2m強の長楕円形で

深さ0.3m弱、 SF09は1.6m弱×約2.0mの長楕円形で、深さ約0.6m、SF10は1.6m強x2.6m以上の長楕円形

で深さ約O.4mである。いずれの主軸も丘陵筋に平行する。さまざまな遺構と重なるが、土層からは

|出
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第6.フケ遺跡

SF08がSF07.SF09より新しいこ とだけしか判断できなかった。覆土は概ね暗灰褐色砂質土であり、木

棺の痕跡は認められない。SF08の上層から壷(第133図 9)と高杯(第133図10)が出土している(第

120図)。また、 SF10の覆土中からも土器片が出土している。

遺構の特徴や出土遺物から、 SF08は弥生時代後期後半、 SF09・SF10も弥生時代後期の土坑墓である

可能性が高いと判断できる。

SF11 (第125図) 3区東部、 SD02の底面に位置する。約0.5mxO.8mの長方形で、 SD02底面からの

深さはO.lm弱で、ある。覆土はSD02最下層と同様の黒褐色砂質土であり、土層によるSD02との先後関係

の判断はできなかった。 SFll内からの出土遺物はないが、上層のSD02覆土中からは土器片の出土が認

められている。

SFllは非常に小さく、土坑墓の可能性があるSD02幅広部の底面に位置している。SD02幅広部との関

連性が評価され、弥生時代後期の土坑墓に付属する施設であった可能性が指摘できる。 SFll自体が (子

供などの)埋葬部であった可能性も否定できない。

『そミブ寸一
5 

~ゴ~ ε寸
N
@

A 

A 

A' 
/ 

/ 
/ 

主主 主主
三 62.4m

A A 

(' : 40) 2m 。

第123図 SF06~SF09

-141-



3区 (H群)

SF12 (第118図) 3区東部に位置する。約1.4mx 1.9m程の長楕円形で、深さは0.5m弱で、ある。主

軸は、丘陵筋および方位に対して斜行する。覆土は灰褐色砂質土である。 SD01と一部が重なるが、土

層からSF12の方が古いと判断できている。出土遺物はない。

遺構の特徴などから、弥生時代後期の土坑墓である可能性が指摘できる。しかし、 1号周溝墓に伴う

埋葬施設であるとは判断できない。台状部の中央に位置してはいるが、主軸方向は斜行している。また、

遺構聞の切り合い関係をみると、周溝墓よりも古い時期の遺構であると判断できる。

SF13 (第126図) 3区東部に位置する。約0.8mx 1.7m強の長方形で、深さは0.3m強で、ある。主軸

は丘陵筋に平行し、東西に近い。頭位・埋葬姿勢との関連か、底面が西に向かつて高くなっている。ま

た、北西隅の壁面中位に平坦部が設けられている。覆土は、灰~暗褐色砂質土が大半を占めている。

西寄りの下層(底面付近)で、銅鉱 2点(第140図52・53)が出土している。出土状況などから副葬

品であると判断できる。一方、西端部の上層では、小型壷(第133図12)が出土している。出土状況か

ら供献土器であると判断することができる。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期の土坑墓であると判断することができる。弥生時代後期中

葉後半の 1号周溝墓に伴う可能性も考慮される。ただし、台状部の中央には位置していない。なお、比

較的整った形状の土坑であること、土層断面図の第 5層が確認されていることから、木棺が用いられた
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第6主主フケ遺跡

可能性を指摘する ことができる。木棺墓であるとするならば、約O.5mX l.lm程度の箱形木棺が用いら

れていたと推測できる。

SF14 (第126図) 3区東部に位置する。約l.lmX 2.2m強の長楕円~長方形で、深さは約O.5mで、あ

る。主軸は丘陵筋に平行し、東西に近い。底面の傾斜はないが、!幅が酉に向かつて広がる。覆土は、灰

~暗褐色砂質土が大半を占める。覆土中からガラス小玉(第139図48~51) が出土 している。副葬品で

ある可能性が考えられるが、詳細な出土位置を特定することはできなかった。

遺構の特徴や出土位置から、弥生時代後期の土坑墓であると判断することができる。弥生時代後期中

葉~後半の l号周溝墓に伴う埋葬施設である可能性も考臆されるが、台状部の中央には位置していない。

なお、遺構の形状や土層断面図の第4・5層の把握によって、木棺が用いられたと判断することができ

る。木棺自体は残存していないが、遺構の形状や第 4・5層の状況から、 O.7m弱 X1.4m程の箱形木棺

が用いられたと推測することができる。
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3区 (H群)

(3 )土器棺墓

SF18 (第127図) 3区東部、 1号周溝墓の台状部の西縁に位置する。土坑は最大径O.8m弱の楕円形

を呈する。深さは約O.2mで、あるが、本来はより深かったと推測できる。覆土は暗灰褐色砂質土である。

この土坑の中央に土器棺が埋置されていた。土器棺は、上部が大きく 削平されていた。

土器棺の身は、胴部最大径O.4m強の壷(第136図29)である。口縁部側を南東に傾けて置かれていた。

ただし、 上部の削平に伴って傾いた可能性もあり、本来は正位であったかもしれない。頚部以上は破片

でも出土していない。削平のために確実であるとはいえないが、頚部以上を欠いた状態で用いられた可

能性が指摘できる。また、上部の破片と混在して、蓋の可能性が指摘できる鉢の口縁部片(第136図28)

が出土している。内部には砂質土が流入しており、副葬品などの出土はなかった。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉~後半の土器棺墓の可能性が高いと判断で:きる。

SF19 (第127図) 3区東部、 1号周溝墓の西縁に位置する。土坑は最大径約O.9mの楕円形を呈する。

深さはO.4m弱で、あるが、本来はより深かったと推測できる。覆土は暗灰褐色砂質土である。この土坑の

中央に土器棺が埋置されていた。上部が若干壊れていたが、比較的良好な残存状況である。
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第 6t;1フケ遺跡

土器棺の身は、胴部最大径0.5m弱の壷(第137図31)である。口縁部側をやや西に傾けて置かれてい

た。 頚部以上の出土は破片でも認められず、頭部以上を欠いた状態で用いられたと考えられる。土器棺

の蓋は、口径約0.3mの片口鉢(第137図30)である。出土状況から、逆位に して壷の上に置かれたこと

がわかる。土器棺内には砂質土が流入しており、副葬品なと'の出土はなかった。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉~後半の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。 また、

1号周溝墓の周溝であるSD04とは重なっており、出土状況などからSD04埋没後にSF19が設けられたと

判断できる。したがって、 SD04を掘り返したSD05に近い時期に設けられた可能性が評価される。

( 4 )その他

SF01 (第118図) 3区東端部に位置する。1.3m強x2.1m以上の長楕円形で、深さはO.4m弱で、ある。

覆土は暗灰褐色砂質土である。出土遺物はない。 平面形や覆土からは弥生時代後期の土坑墓である可能

性も指摘できるが、主軸方向が丘陵に斜行している点や壁の傾斜が緩い点などから、埋葬施設ではない

可能性もある。

SF02 (第118図) 3区東端部に位置する。最大径約1.4mの楕円形を呈する。覆土は黄褐色砂質土で

あり、周囲に多く分布する弥生時代の土坑墓などとは異なる。出土造物はない。 以上の特徴から、時

期・性格を明確にすることはできない。弥生時代後期の墓群に伴う遺構であるのかも判断し難い。

SF15~SF17 (第118・119図) いずれも 3区東部、 1号周溝墓の台状部の西寄りに位置する。 SF15

は径約1.lmの円形で探さ約0.2m、SF16は径約0.9mの円形で深さ0.4m弱、 SF17は0.8m弱×約1.7mの長

楕円形で深さ約O.4mで、ある。覆土は灰褐色砂質土を主とする。弥生時代の遺構である可能性はあるが、

遺構の性格を特定することは難しい。

SP01 (第118図) 3区東部の北側斜面に位置する。径0.7m弱の円形で、深さはO.lm弱で、ある。非

常に浅い遺構であり、時期・性格の特定は困難である。弥生時代の墓群としては類例がほとんどない遺

構である。

SX01 (第118・122図) 3区東端部に位置する。 O.4m強x1.0m以上の長楕円形で、深さは約0.7mで、

ある。覆土は明褐色や黄褐色の砂質土で占められており、周囲に多く分布する弥生時代の土坑墓などと

は異なる。出土造物はない。以上の特徴から、時期・性格を明確にすることはできない。ただし、重複

する弥生時代後期の土坑墓であるSF03よりも古いことが、土層から判断できている。

SX02. SX03 (第118図) 3区東部の調査区南縁部に位置する。 SX02は、約1.4m四方の範囲で、検出

されたが、検出範囲が狭いために形状などは把握し難い。出土造物はない。一方、 SX03は東西幅約1.9

m、南北長1.6m以上、深さ約0.3mの遺構で、あり、土坑もしくは構の可能性が指摘できる。出土遺物は

ない。覆土は暗灰褐色砂質土であり、周囲に分布する弥生時代の墓群に伴う遺構と類似する。いずれの

遺構も、弥生時代後期の墓群に伴う遺構である可能性が高いと考えられるが、どのような遺構であるの

かは判断が難しい。
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3区(I群)

2. 1 群

3区の西半部、東西約20mの範囲にある遺構群である。調査区は、丘陵の頂上筋から北側斜面にかけ

た範囲に限られている。遺構の分布をみても、この遺構群の範囲が調査区よりも南へ広がることは明ら

かである。すなわち、遺構群の全体を調査・検出 したわけではない。

尾根上で数基の土坑 (SF20~SF28) が検出され、北側斜面際では正陵筋に平行する溝 (SD07~SD09) 、

東寄りでは丘陵を横断する溝 (SD06) が検出されている。東寄りに位置するSF20~SF25やSD06につい

ては、形状・覆土や出土遺物から、弥生時代後期の墓域に関連した遺構であると判断できる。 SF20は土

器棺墓であり、 SF20~SF25は土坑墓の可能性が高い。 なお、 SD07を含めれば、そこに方形周溝墓のあ

った可能性も指摘することができる。しかし、残存するはずの西辺の周溝が認められないこと、遺物の

出土が全体的に少ないことなどから、積極的に評価することはできない。SD07は非常に浅い溝であり、

弥生時代の墓域に伴う遺構ではない可能性もある。以上から、本遺構群は周溝墓とは異なる弥生時代後

期の墓群(埋葬施設群)であると評価した。

( 1 )溝

8006 (第128図) 3区中央部に位置する。丘陵を横断するように、南北方向にのびる溝である。幅

は約l.lmで、ある。約4.8mの長さを検出したが、さらに南側調査区外へとのびる。深さは約0.8mで、あり、

北端部が探くなる。覆土は灰褐色などの砂質土である。 SF19. SF21と重なるが、土層によってSF21・

SF19よりも古いと判断できている。覆土中から弥生土器片が出土している。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期の墓群に伴う区画構である可能性が高いと判断できる。 し

かし、先述のとおり、本遺構群 (1群)に周溝墓が存在する可能性を評価することはできない。 したが

って、SD06はI群の東区画ではなく、 1号周溝墓とは異なる段階の、 H群の西区画であった可能性も指

摘することができる。いずれかの判断は、南側調査区外の状況によって異なると考える。

8007 (第128図) 3区中央部に位置する。丘陵上平坦部の北側斜面際に立地し、丘陵筋に沿って東

西にのびる溝である。幅O.8m強、長さ約5.5mが検出されている。深さは約O.2mと浅い。覆土は灰褐色

砂質土であり、弥生土器の小破片(第133図15)が出土している。

遺構の形状などは、弥生時代の周溝墓の北側周溝であるようにみえる。しかし、先述のとおり、本遺

構群 (1群)に周溝墓が存在する可能性を評価することはできない。したがって、 SD07の時期・性格の

特定は難しく、弥生時代の墓群に伴わない可能性もある。

8008 (第128図) 3区西部に位置する。丘陵上平坦部の北側斜面際に位置し、正陵筋に沿って東西

にのびる構である。 I幅l.Om弱、長さ約4.2mで、あり、深さは約O.lmと浅い。出土遺物はない。

平面形や位置・方向などの特徴は、弥生時代の周溝墓の周溝であっても問題ないものである。しかし、

非常に浅い溝であり、出土遺物もないことから、時期・性格の特定はできない。

8009 (第117・131図) 3区西部に位置する。丘陵上平坦部の北側斜面際に位置し、 E陵筋に沿っ

て東西にのびる溝である。 IIJlliO.4m弱、長きは約9.0m以上で、あり、西側調査区外へとのぴる。深さは0.1

m強と浅い。土層によってSF26より新しいことがわかっている。出土遺物はない。

形状などの特徴は、弥生時代の周溝墓の周溝にはないものである。時期・性格の特定は難しいが、弥

生時代の墓群とは無関係であると判断できる。陶磁器の小破片の出土が周辺である ことから、近世以降

の溝である可能性も指摘できる。
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3区(I群)

( 2 )土坑墓

SF21 (第129図) 3区中央部に位置する。約2.0mX l.5m以上の長方形を呈するが、その中央に0.8

m強 X1.3m以上の長楕円形部分を伴う 。深さは、長楕円形部分が約0.9m、その周囲は約0.6mである。

主軸は丘陵筋に直行する。覆土は暗褐色砂質土であり、木棺の痕跡は認められない。SD06と重なるが、

土層からSF21の方が新しいと判断できている。出土遺物はない。

遺構の特徴や周囲の出土遺物から、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF22 • SF23 (第129図) 3区中央部に位置する。 SF22は、約l.lmX約1.8mの長楕円形で、深さは

約0.2mで、ある。主軸はE陵筋に平行する方向に近いが、やや斜行する。覆土は暗褐色砂質土であり、木

棺の痕跡はない。一方のSF23は、約l.2mX 1.2m以上の長楕円形で、深さは約0.2mである。主軸はE陵

筋にほぼ平行する。覆土は暗灰褐色砂質土であり、木棺の痕跡はない。出土遺物はない。

遺構の特徴や周囲の出土遺物から、ともに弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

なお、 SF22とSF23とは重なるが、土層からSF22の方が新しいと判断できている。
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第6章フケ巡跡

SF24 (第129図) 3区中央部に位置する。1.2m強x1.2m以上の長楕円形を呈する。深さは0.4m弱

であるが、中央部がO.lm程深くなる。主軸は丘陵筋に直行し、南北に近い。 覆土は暗灰褐色砂質土であ

り、木棺の痕跡は認められない。また、出土遺物はない。

遺構の特徴や周囲の出土遺物などから、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF25 (第129図) 3区中央部に位置する。1.3m弱x2.0m弱の長楕円形を呈する。深さは約O.4mで

あるが、中央部南寄りにO.lm程深くなる部分を伴う。主軸は丘陵筋に斜行する。覆土は灰褐色砂質土で

あり、木棺の痕跡は認められない。また、出土遺物はない。

遺構の特徴や周囲の出土遺物から、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

( 3 )土器棺墓

SF20 (第130図) 3区中央部、 SD06北部の西側に位置する。土坑はl.lm弱x1.4m弱の楕円形を呈

する。土器棺墓としては大きい。深さは0.3m強であるが、本来はより深かったと推測できる。覆土は灰

褐色砂質土である。この土坑の中央に土器棺が埋置されていた。土圧の影響も認められるが、比較的良

好な残存状況である。

土器棺の身は、胴部最大径約0.3mの壷(第138図33)である。どこも打ち欠くことなく、口縁部側を

北側上方に傾けて置かれていた。蓋は、胴部最大径0.3m強の壷(第138図32)である。底部一帯および

胴部~口縁部の一部が失われていたが、いずれも後世の影響が及んで、いない部分での欠損である。出土

状況から、底部一帯および胴部~口縁部の一部を打ち欠き、口縁部を北側下方に向けて、胴部内面を身

の口縁部にあてるように して蓋としたと復元できる。土器棺内には砂質土が流入しており、副葬品など

の出土はなかった。

土器棺の形態などから、弥生時代後期末頃の土器棺墓である可能性が高いと判断できる。
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3区(I群)

( 4 )その他

SF26 (第131図) 3区西部に位置する。約0.7mx 2.5mの長楕円形で、深さ約O.lmで、ある。主軸は

丘陵筋に斜行する。 SD09と重なるが、土層によってSF26の方が古いと判断できている。出土遺物はな

い。 弥生時代の土坑墓である可能性も否定できないが、主軸や深さなどの特徴は、土坑墓であるSF03~

SF10やSF22~SF25などとは大きく異なる。時期および性格の特定は難しい。

SF27 (第131図) 3区西部に位置する。0.9m以上X3.0m弱の長楕円形で、深さ約O.lmで、ある。主

軸は正陵筋に平行する。出土遺物はない。弥生時代の土坑墓である可能性も否定できないが、主軸や深

さなどの特徴は、 土坑墓であるSF03~SFlOやSF22~SF25などとは異なる。時期およ び性格の特定は難

しい。

SF28 (第131図) 3区西部に位置する。長軸2.6mの楕円形で、深さは約O.lmで、ある。出土遺物はな

い。 弥生時代の墓域に伴う可能性も否定できないが、周辺遺跡に展開する弥生時代の墓域関連遺構には、

このような特徴をもっ遺構がほとんどない。時期および性格の特定は難しい。
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3. 3区の出土遺物

第 6章フケ遺跡

( 1 )弥生土器

SF04出土土器(第132図) 1・2は、 SF04の上層で隣り合って出土した壷と高杯である(第119・

122図)0 1の壷は、底部付近が欠損している。底部は平底であり、胴部は下位で屈折する下膨れ形を呈

する。頚部は直立する。口縁部は大きく聞き、口縁端部には折り返しを伴う。頚部には横方向のナデ調

整、胴部下半には横方向のミガキ調整が観察できる。一方、口縁部外面や胴部上半にはハケ調整が施さ

れているが、縦方向に統ーされており、文様的な効果を認めることができる。口縁端部外面では、14-

19を単位とした縦方向の刺突が、 7方向に施されている。口縁部内面には結節縄文が3段、肩部には5

段の羽状刺突が廻る。 2の高杯は、深い鉢形を呈する杯部が特徴的である。口縁部は、杯底部から屈折

して直立に近く立ち上がる。その外面には、ハケ調整が観察できる。脚部との接合部には、 3段の羽状
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3区(出土造物)

刺突文が廻る。脚部は大きく聞かず、比較的短い。脚裾部に至る段はほとんどなく、僅かな境を観察す

ることができる程度である。

3~6 は、覆土中から出土した査の破片である 。 3 の肩部には羽状刺突、 4 の肩部(もしくは胴部上

半)には結節縄文が施されている。 5. 6の底部はいずれも平底である。 5は小型壷であり、外面には

ミガキ調整が観察できるほか、赤彩が残されている。

1 . 2はSF04に伴う可能性が高 く、 器形・文様などの特徴から弥生時代後期末頃に位置づけることが

できる。 2は菊川式土器の鉢形高杯として捉えることができるが、杯部が極端に深くなったものであり、

そこに欠山式土器の影響を認める こと もできる。 3~~ 6においても、平底で占められている点、胴部に

結節縄文が施されるものがある点などから、同様の時期に位置づけることができる。

8F05・8F08・8F13出土土器(第133図) 7・8は、 SF05の上層で隣り合って出土した壷と高杯で

ある(第119・122図)0 7の壷は、底部付近および口縁部・胴部の一部に欠損が認められる。下位で屈

折する下膨れ形の胴部、平底の底部、短く開く単純口縁を伴う。肩部には 4条の押圧横線文、その下に

2段の羽状刺突文が廻る。さ らに、 その下部には縄文が広範聞に施されている。口縁端面および口縁部

内面にも縄文が施されている。8は、 鍔状口縁の高杯である。口縁部には折り返しを伴い、その端部州、

面には、 30前後を単位とした縦方向の刺突が5方向に施されている。また、口縁部内面には縄文が廻る。

口縁部と杯底部との境には、内面に明瞭な屈折を伴う。脚部との接合部には、 5段の羽状刺突文が廻る。

脚部は比較的短く、上部(脚柱部)に対して脚裾部の開きが大きい。脚裾部に至る境には、外面の段と

内面の明確な屈折が設けられている。

9・10は、 SF08の上層で隣り合って出土した壷と高杯である(第120・123図)0 9は小型壷であ り、

底部~胴部下位が欠損している。胴部は下位で屈折する形状で、肩部に 3段の羽状刺突文が廻る。口縁

部は単純口縁であり、内湾しながら開く。胴部下半および口縁部内面には、ミガキ調整と赤彩の残存が

観察できる。 10は、鍔状口縁の高杯である。口縁端部には折り返しを伴い、その外面下端には刻みが廻

る。口縁部と杯底部との境については、内面の屈折が不明瞭であるのに対して、外面には明瞭な稜線が

設けられている。杯部と脚部との接合部には、 2条以上の押圧横線文が廻る。脚裾部は上部(脚柱部)

に対して開く形状を呈するが、その境には段がなく、稜線をもって介している。調整はハケ調整以外に

観察できない。

12は、 SF13西端の上層で出土した小型壷である(第121・126図)。頚部は太く、大きく開かずに単純

口縁に至る。底部は比較的大きく、平底である。文様はなく、外面調整はハケ調整で占められている。

出土遺構ごと にみると、器形・文様の特徴から7 • 8は弥生時代後期中葉頃、 9・10は弥生時代後期

後半に位置づけることができる。 12も、弥生時代後期中葉以降のものであろう。

8D01・8D07出土土器(第133図) 11および13・14は、 SD01出土の壷である。11は、下層から出土

している(第120図)。口縁部が欠損しているほか、胴部下位に孔が穿たれている。上げ底状の底部を伴

い、 胴部は縦長の下膨れ形を呈する。胴部下位の最大径付近には稜線を伴わず、横方向のハケ調整が施

されている。頚部下端には押圧横線文が施されている。 13は、壷の頚~胴部上半であり、頭部下端に 1

条の押圧横線文、その下の肩部に 3段の羽状刺突文が廻る。 14は、内湾しながら開く小型査の口縁部で

あり、肩部に羽状刺突文、口縁部内面に赤彩が観察できる。

器形・文様の特徴から、1]は弥生時代後期前半、 13・14は後期中葉頃に位置づけることができる。

SD01は比較的幅広の溝であることから、下層出土の11の時期が遺構の機能した時期に近く、 13・14は

長期にわたる埋没過程の中で流入した可能性が考えられる。なお、 15はSD07出土の平底の底部である。

周辺の出土遺物の状況から弥生時代後期の土器である可能性が高いが、それ以上の詳細は特定し難い。
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第 6t;!フケ遺跡

8003出土土器(第134・135図) 16~19および27は、 SD03の覆土中から出土した土器であり、 16 ・

17は良好な残存状態で出土している(第120図)016は、鍔状口縁の高杯である。口縁端部には折り返し

を伴い、その下端に刻みが廻る。口縁部と杯底部との境は、内面に稜線を伴うものの、外面は明瞭で、な

い。 杯底部の内面は横方向のミ ガキ調整、その他はハケ調整で占められる。脚部との接合部には、 3段
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3区(出土遺物)

の羽状刺突文が施されている。脚部は比較的高く、明瞭な屈曲を介して脚裾部に至る。外面調整は、上

部が縦方向のハケ調整、脚裾部が横方向のハケ調整である。

17は、台付費である。口縁部の一部のみが欠けた状態で出土している(第120図)。溝内に転落した土

器であるので断定はできないが、供献に際して口縁部の打ち欠きが行われた可能性が考慮される。口縁

部は大きく聞かず、端面には刻みが廻る。口縁部と胴部との境は、とくに内面において明瞭な稜線が認

められる。台部は比較的低く、若干内湾する。外面および口縁部内面にはハケ調整、胴部内面にはケズ

リ調整が施されている。さらに、胴部内面の底付近にススが観察できる。

18・19・27は、壷の破片である。 18は、端部に刻みを伴う折り返し口縁と胴部の破片である。肩には

櫛描横線文、その下部と口縁部内面には無節縄文が施されている。 19は大型壷の受口状口縁部であ り、

内面に横方向のミガキ調整、外面に羽状刺突が観察できる。 27は木葉痕のある平底の底部である。

SD03はSD01などと同様、機能した頃から埋没していく過程の中で、様々な遺物が流入した可能性が

ある。 16-19および27は、弥生時代後期中葉~後半に位置づけできる一群であるといえるが、その中で

複数段階の遺物が混在している可能性もある。
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第 6主主フケ遺跡

SD04出土土器(第135図) 20-26は、 SD04の1号周溝墓西辺にあたる部分から出土した土器であ

る。 20・21・23をはじめとして、上層からの出土が多い(第121図)020は肩部に 2段の羽状刺突文が廻

る壷であり、比較的丸味のある胴部である。 21は鉢である。比較的大きいものであり、外面にはハケ調

整、内面には横方向のミガキ調整が観察できる。その他、壷を中心とした破片が出土している。 25は上

げ底状の底部であり、焼成後の穿孔が認められる。

SD04はSD01などと同様、機能した頃から埋没していく過程の中で、様々な遺物が流入している可能

性がある。 とくに、 20-26は上層出土の破片で占められており、複数段階の遺物が混在している可能性

がある。大半は弥生時代後期中葉以降に位置づけできるが、 25はより古い時期の可能性が指摘できる。
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3区(出土遺物)

SF18土器棺(第136図) 28は、土器棺の蓋として用いられていた可能性のある鉢(もしくは鉢形高

坪)の口縁部である。破片の状態で29と混在して出土しており、どのように用いられていたのかは明確

ではない(第127図)。 しかし、周辺域に同様の土器片が散在していたわけではなく、供献土器の混入で

ある可能性は低いと考える。比較的大型の鉢であることからも、葦として用いられた可能性を高く評価

したい。 さらに、蓋であったとするならば、 SF18などの類例から、逆位にして身の上に乗せられた可能

性を考えることができる。内湾しながら立ち上がる口縁部であり、内面には縦方向のミガキ調整が観察

でき る。

29は、土器棺の身として用いられていた壷である(第127図)。頚部以上の出土は破片でもなく 、頚部

以上を打ち欠いた状態で用いられた可能性が高いと判断できる。底部は平底である。胴部は、算盤玉形

に近い形状を呈しているが、最大径付近の稜線は明確で、はない。肩部には、羽状刺突文が施されている。

外面調整はハケ調整で占められている。

28については小破片のために詳細な判断はできないが、主に29の器形や文様などの特徴から、弥生時

代後期中葉以降に位置づけることができる。

SF19土器棺 (第137図) 30は、土器棺の蓋として用いられていた鉢である。底部は平底である。体

部は、内湾しながら大きく聞く 。口縁部は直立に近く立ち上がるが、内湾気味である。体部と口縁部と

の境は、内面においては不明瞭で、あるが、外面においては明確な稜線を介している。口縁部には片口が

設けられている。外面調整はハケ調整で占められており、 とくに、口縁部のハケ調整が顕著に観察する

ことカ宝できる。

31は、土器棺の身として用いられていた壷である。頚部以上を欠いた状態で用いられていた。底部は

平底である。胴部は、中位やや下寄りに稜線を伴う。下部は底部から大きく聞いて稜娘に至り、上部は
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第6章フケ遺跡

球形に近く、丸味を伴って頚部へと立ち上がる。文様は認められない。本来は肩部に文様が施されてい

た可能性もあるが、打ち欠き によって判断することはできない。外面調整はハケ調整で占められている。

残存状況が良好であったためでもあるが、比較的重厚である。

これらは、器形の特徴から弥生時代後期後半に位置づけるこ とができる。

SF20土器棺(第138図) 32は、土器棺の蓋として用いられていた壷である。底部一帯および口縁部

~胴部の一部を打ち欠いた状態で用いられたと考えられる(第130図)。 胴部は、中位下寄りに稜線を伴

っている。稜線より下部は、底部から大きく聞く形状を呈する。稜線より上部は、球形に近く、丸味を

もって頚部へと立ち上がる。頚部は太く、短くやや聞く 。口縁部はわずかに内湾しながら直立する。内

面においては口縁部と頚部との境はない。 一方、外面においては明確な稜(段)を介している。上半部

の外面調整は縦方向や斜め方向のハケ調整であるが、胴部下半の外面には横方向のミガキ調整が丁寧に

施されている。文様は全く認められない。

33は、土器棺の身として用いられていた壷である。底部から口縁部まで、ほほ完全に残っている。底

部は平底であ り、木葉痕が残されている。胴部は、中位下寄りに稜を伴う。稜線より下部はさほど内湾

しない。一方、稜線より上部は球形に近く、丸味をもって頭部へと立ち上がる。頭部は太く、屈曲 して

短く外反する単純口縁に至る。頚部より上の外面には縦方向のハケ調整、胴部上半の外面には斜め方向
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3区(出土遺物)

のハケ調整が施されている。胴部下半には、横方向のミガキ調整が丁寧に施されている。口縁部内面に

もミガキ調整が観察できる。

これらは、弥生時代後期末~古墳時代初頭の中に位置づけることができる。 32については、口縁部の

形態に外来(山陰・北陸など)の影響を認めてもよいのかもしれないが、胎土などに特異性はなく、胴

部の形態・っくりなどには菊川式土器の特徴を強くもつ。したがって、 33を含めて在地性を評価するこ

とができる。ただし、土器棺墓である点を考慮するならば、被葬者の性格(出自など)と関連して、査

の形態における特異性も軽視することはできない。
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第 6i雲フケ遺跡

3区遺構外出土土器(第138図) 34~37は、 3 区の表土から出土した土器である。 34~36は壷の破

片である。34は摩滅が著しく、文様・調整の観察ができない。 35・36は平底の底部である。36は極端に

小型で、ある点が特徴的である。 37は鉢である。破片のために確実視はできないが、底部が穿孔された可

能性がある。体部は球形に近いが、下位に稜線を伴っている。弱い屈曲を介して、短く外反する口縁部

に至る。いずれの土器片についても、詳細な時期を特定することは難しいが、遺構出土土器の示す時期

(弥生時代後期)の範囲内に位置づけることはできる。

( 2 )玉類

SF03出土玉類(第139図) 38~47は、 SF03出土の玉類である。一般的には副葬品である可能性が考

えられるが、詳細な出土位置の特定はできなかった。したがって、被葬者が装着していたかなどについ

ては明確な判断ができない。 38は緑色凝灰岩製の管玉であり、上下両方向から穿孔されている。 39~47

はガラス小玉であり、いずれも濃青色を呈する。大きさや形態にばらつきが目立ち、大きく厚い39~42、

小さく薄い45~47、その中間の43 ・ 44に大別される。また、全体的に形態の歪みが目立つO

SF14出土玉類 (第139図) 48~51 は、 SF14出土のガラス小玉である。 SF03出土玉類と同様、被葬

者が装着していたかなどについては明確な判断ができない。いずれも濃青色を呈するが、大きさや形態

にばらつきが目立つ。また、全体的に形態、の歪みが目立つ。

(3 )金属器

SF13出土銅鉱(第140図) 52・53は、 SF13に副葬されていた銅鉱である。いずれも有茎の小型鍬で

ある。 52は、刃部先端と茎部の大半が失われている。刃部は柳葉形を呈する。断面は菱形であり、明確

な鏑を認めることができる。また、両面に横方向の擦(研磨)痕を観察することもできる。その範囲は

茎部にまで達するが、鏑は茎部で不明瞭になっていく。 53については、 52と同様の形態であった可能性

が比較的高いと考えられるが、残存状態が非常に悪く、明確な根拠はない。

周辺の出土土器などは、弥生時代後期のもので占められている。52・53についても、同様の時期に位

置づけて問題はない。
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第 6章フケ遺跡

1. J 群

4区南東部、南東にのびる丘陵上に立地する、約12mの

範囲にある遺構群である。調査区は正陵上の北東斜面寄り

に限られている。遺構の状況をみても、遺構群の全体を検

出したわけではなく、遺構群の範囲が調査区外 (南西)へ

と広がることは明らかである。 ただし、 その調査区外は茶

畑になっており、実際には残存していない可能性がある。

遺構は丘陵上において検出されているが、丘陵上の範囲

は狭く、斜面際にまで及んでいる。検出遺構には、土坑墓

(木棺墓を含む)や土器棺墓といった埋葬施設であると判断

できる土坑 (SF29~SF34) と、遺構群全体を方形に区画す

る溝 (SD10)がある。以上のような検出遺構の状況および

出土遺物から、本遺構群は弥生時代の方形周溝墓 1基に対

応するものと把握できる(2号周溝墓)。

2号周溝墓の規模は、丘陵筋の方向で全体が約11m、台

状部が約 7mで、ある。台状部の北東寄り、南東周溝外、 北

西周溝内のそれぞれに土坑墓が検出されている。また、台

状部の北西縁に 2基の土器棺墓が発見されている。周溝墓

の全体を検出していないため、中心埋葬などについての詳

細はわからない。出土造物については、弥生時代後期の土

器がSF31周辺を中心に多く出土しているほか、土坑墓

(SF30・SF31)からはガラス小玉が出土している。

A' A 

A A 
-ーー一一71βm

主主 SF30戸三三コ SOlO 

一一一一一~ぷと
1 褐色砂貿土

2 灰褐色砂質土

。 5m 
( 1 )溝

SD10 (第142図) 4区南東部に位置する、遺構群(J 

群)の周縁を方形に廻る構である。検出は遺構群の北東辺

と北西辺 ・南東辺の一部に限られたが、さらに南西(調査

区外)へとのびることは明らかである。検出部の深さはO.3m~O.6mで、ある。幅は、北東辺で、は約l.Om

であるが、北西辺では土坑墓 (SF31)の影響であろうか、約3.1mと広くなる。覆土は灰褐色などの砂

質土である。 SF31周辺域の上層から、多くの弥生土器(第148図54~62) が出土している 。

遺構の特徴および出土造物から、弥生時代後期中葉以降の 2号周溝墓の周溝であると判断できる。

(1 : 110) 

第142図 J群(2号周溝墓)

( 2 )土坑墓

SF29 (第144図) 4区南東部、 2号周溝墓の南東外側に位置する。 O.9m強x1.5m弱の長方形で、深

さO.4m強で、ある。主軸は正陵筋に直行する。覆土は褐色系砂質土、木棺の痕跡や出土遺物はない。

遺構の特徴や周辺の遺構・遺物から、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF30 (第144図) 4区南東部、 2号周溝墓の台状部の北東寄りに位置する。l.lm強xl.5m強の長方

形で、北西に向って幅広になる。深さはO.4m弱である。主軸は正陵筋に平行する。覆土は大半が褐色系

砂質土で占められるが、底面・壁寄りに黄褐色砂層(第144図 7層)がみられ、木棺の使用を把握する

ことができる。木棺自体は残っていないが、土層からO.6mx 1.2m程度の箱形木棺が用いられたと推測
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4区(J群)

できる。ガラス小玉(第153図76)が出土したが、詳細な出土位置は特定できなかった。

遺構の特徴や出土遺物から弥生時代後期の土坑墓であり、木棺が用いられたと判断できる。

SF31 (第144図) 4区南東部に位置する。1.6m弱x1.9mの長方形で、深さはSD10底面からO.2m、

遺構検出面から約O.7mで、ある。覆土は大半が褐色系砂質土であるが、下部の壁寄りに暗灰褐色や黄色の

砂層(第144図8・9層)が認められ、幅l.Om弱の木棺が用いられた可能性が指摘できる。

SF31は2号周溝墓の北西周溝 (SD10)内にあり 、土層断面によって、周溝の埋没途中で設けられた

ことがわかっている。また、 SF31覆土中やSD10上層から多くの弥生土器(第148図54~62) が出土して

いるが、出土層位からSF31の周囲に置かれた供献土器群であると判断できる(第143図)。なお、土坑内

からガラス小玉(第153図77~80) が出土しているが、詳細な出土位置は特定できなかった。

遺構の特徴および出土遺物から、弥生時代後期中葉頃の土坑墓(木棺墓か)であると判断できる。

( 3 )土器棺墓

SF33 (第145図) 4区南東部、 2号周溝墓台状部の北東縁に位置する。土坑は最大径約l.Omの不整

円形を呈する。深さはO.4m弱であるが、本来はより深かったと推測できる。覆土は褐色系の砂質土であ
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第 6宣言 フケ遺跡

る。この士坑の中央西寄りに土器棺が埋置されていた。 土器棺の残存状況は比較的良好で、ある。

土器棺の身は、胴部最大径0.5m弱の壷(第150図69)であり、口縁部側を北側上方へと傾けて置かれ

ていた。頭部以上の出土は破片でもなく、頚部以上を欠いた状態で用いられた可能性が高いと判断でき

る。また、この壷以外の出土造物はない。削平による消失の可能性も否定できないが、本来より土器に

よる蓋はなかった可能性が指摘できる。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉~後半の土器棺墓であると判断できる。

SF34 (第145図) 4区南東部、2号周溝墓台状部の北東縁に位置する。土坑は最大径約1.0mの不整

円形を呈する。深さは0.2m弱で、あるが、本来はより深かったと推測できる。 覆土は褐色系砂質土である。

この土坑の中央に土器棺が埋置されていた。土圧などの影響を強く受け、全体につぶれていた。

土器棺の身は、胴部最大径O.4m強の壷(第151図71)である。大きくつぶされていたために判断し難
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1 表土

2 褐色砂~土
3 灰褐色砂質土

4 灰色砂質土

5 灰色砂質土

6 暗灰褐色砂質土

7 掲色砂貧土 炭化粒含む

8 U音灰褐色砂厨

9 黄色砂m
10 褐色砂貧土 炭化粒含む

" 暗褐色砂貧土
12 褐色砂質土

13 灰褐色砂質土

14 褐色砂質土

15 褐色砂質土

(1 : 40) 2m 



4区(]群)

いが、口縁部側を北西上方に傾けて置かれたと推測できる。また、破片でも頭部以上の出土はなく、頚

部以上を欠いた状態で用いられたと判断できる。一方、底部の出土も認められていない。復元できない

程に著しく破片化したと考えることもできるが、底部を穿孔していた可能性も否定はでき ない。土器棺

の蓋は、胴部最大径0.3m弱の壷(第151図70)である。大きくつぶれてはいたが、土器棺の最上部から

底部片が出土、底部外面を北西上方に向けていたことから、身と合せ口になるようにして蓋としていた

と復元できる。また、肩部以上を欠いた状態で用いられたと判断できる。

土器棺の形態などから、弥生時代後期中葉~後半の土器棺墓であると判断できる。

(4 )その他

SF32 (第142図) 4区南東部、 2号周溝墓台状部の南東隅に位置する。最大径0.9m強の円形士坑で

あり、深さはO.lm程と浅い。出土遺物はない。周辺の状況からは、弥生時代後期の墓域に伴う可能性が

指摘できる。本遺跡のSF15やSF37、文殊堂遺跡のSF75などといった類例もあるが、これらの性格・時

期を明確に示すことは難しい。
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群

4区中央部、 正陵上に立地する約11mの範囲にある遺構群である。丘陵上がやや幅広になる部分に立

地する。 調査区は北東斜面寄りの範囲に限られているが、遺構の状況をみても、遺構群の全体を調査・

検出しているとは判断できない。 本遺構群の範囲が調査区外(南西)へと広がるこ とは明らかである。
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4区 (K群)

A A' 

SF35 

A A' 
p ーーーーー 72.2m

童亘主
。

(1 : 40) 

第147図 SF35

( 1 )溝

1 灰色砂質土

2 灰褐色砂質土

3 晴褐色砂質土

4 灰褐色砂賀土

5 f貴褐色砂賠

2m 

ただし、その調査区外は茶畑になっており、実際に

は遺跡が残存していない可能性がある。

遺構は丘陵上に分布するが、北東側の斜面際にま

で及んでいる。検出遺構には、土坑墓(木棺墓)で

あると判断できる土坑 (SF35)、性格不明の土坑

(SF36・SF37)、遺構群の周囲を区画する溝 (SDll・

SD12)がある。以上のような検出遺構の状況から、

本遺構群は弥生時代の周溝墓 1基に対応するものと

把握できる(3号周溝墓)。

3号周溝墓の規模は、正陵筋の方向で全体が11m

弱、台状部が約 9mである。平面の形状は、明確な

方形を呈さず、不整形である。台状部のほぼ中央に

SF35 (木棺墓)、南東部にSF36(不整形土坑)、北東

部にSF37(円形土坑)が検出されている。出土遺物

は少なく、詳細な時期の特定は難しい。ただし、弥

生時代後期中葉以降の周溝墓である 4号周溝墓との

切り合いがあり、 3号周溝墓の方が古いと判断でき

ている。したがって、弥生時代後期中葉以前の周溝

墓である可能性が高いと判断できる。

SD11 (第146図) 4区中央部の遺構群 (K群)の南東縁に位置する溝である。幅約l.2m、深さ約

O.6mで、ある。長さ約2.4m分を検出しているが、さらに南西(調査区外)へとのびる。一方、北東端は

立ち上がりをもって終結している。覆土は褐色系の砂質土で占められる。出土遺物はない。

遺構の特徴や周辺の遺構・遺物から、弥生時代後期中葉以前の3号周溝墓の南東周溝であると判断で

きる。なお、このSD11の形状の特徴によ って、3号周溝墓の周溝は全周することがなく、少なくとも

南東隅にあたる部分では途切れることがわかる。

SD12 (第146図) 4区中央部の遺構群 (K群)の北東縁に位置し、丘陵筋に沿って南東から北西に

のびる溝である。 111高は最大約2.lmで、あり、一定しない。検出長は約11mで、あり、北東に凸の弱い弧を描

く。北側では、遺構群の北西縁へと屈曲すると推測されるが、その部分がSD13によって失われている。

南端部では、遺構群の南東隅にあたる部分で立ち上がる。溝の深さは約O.6mで、ある。覆土は褐色系の砂

質土であり、若干の弥生土器片が出土している。

SDllと同様、 SD12も3号周溝墓の周溝であると判断できる。なお、このSD12およびSDllから、 3 

号周溝墓は10m前後の規模を有する不整形の周溝墓で、あり、周溝は南東隅で途切れることがわかる。

さらに、 SD12は4号周溝墓の周溝 (SD13) と重なってお り、 土層によってSD12の方が古いと判断で

きている。 4号周溝墓は弥生時代後期中葉以降に形成された可能性が高いと判断でき(次頁参照)、し

たがって、 3号周溝墓は後期中葉以前に形成された可能性が指摘できる。なお、 SD13出土土器には後

期中葉~後半に位置づけられるものと、後期前半~中葉に位置づけできるものとがある(第149図など

参照)。前者である第149図63などは、 SD12と重なる場所の上層から出土しており(第146図)、本来は

3号周溝墓に伴う土器であった可能性も考慮される。そう であるならば、 3号周溝墓が弥生時代後期前

半~中葉に形成された可能性をより高く評価することができる。
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( 2 )土坑墓

8F35 (第147図) 4区中央部、 3号周溝墓の台状部中央に位置する。l.Om弱x1.8m弱の長方形で、

北西側の方が幅広である。深さは約O.4mで、ある。主軸は丘陵筋に平行する。覆土は大半が灰~暗褐色の

砂質土であるが、底面・壁寄りに黄褐色砂層(第147図5層)が認められ、木棺の使用を把握する こと

ができる。木棺自体は残っていないが、土層からO.6mx l.3m前後の箱形木棺が用いられたと推測でき

る。出土遺物はない。

遺構の特徴や周囲の遺構・遺物から、弥生時代後期前半~中葉の 3号周溝墓に伴う土坑墓であり、木

棺が用いられた可能性が高いと判断できる。

( 3 )その他

8F36 (第146図) 4区中央部、 3号周溝墓の台状部の南東寄りに位置する。約l.2mx2.2m弱の不整

楕円形で、深さは約O.3mで、ある。長軸は丘陵筋に平行する。弥生時代の土坑墓である可能性もあるが、

ほかの土坑墓に比べて不整形である点が目立つ。少なくとも木棺の使用は想定できない。出土造物もな

く、時期・性格を特定することは難しい。

8F37 (第146図) 4区中央部、 3号周溝墓の台状部の北東寄りに位置する。最大径l.Om弱の円形土

坑であり、深さは約O.lmと浅い。出土遺物はない。周辺の状況からは弥生時代の墓群に伴う可能性が指

摘できる。本遺跡のSF15やSF32、文殊堂遺跡のSF75などといった類例もあるが、遺構の特徴や出土遺

物から性格・時期を明確にすることは難しい。

3. L 群

4区北西部、丘陵上に立地する 6m以上の範囲にある遺構群である。調査区は北東斜面寄りの範囲に

限られている。遺構の状況をみても、遺構群の全体を調査・検出しているわけではなく、遺構群の範囲

が調査区外(南西)へと広がることは明らかである。ただし、その調査区外は茶畑になっており、実際

には遺跡が残存していない可能性もある。

検出遺構は、正陵上にある 1条の溝 (SD13)だけである。遺構群の北西斜面際と K群(3号周溝墓)

との境界を区画するような溝であり、弥生時代後期の土器が多く出土している。したがって、本遺構群

は弥生時代後期の方形周溝墓 l基に対応するものと把握することができ (4号周溝墓)、 SD13はその北

東辺~南東辺周溝である可能性が高いと判断できる。

( 1 )溝

8D13 (第146図) 4区北西部に位置する。遺構群の北東および南東を区画するようにL字に廻る溝

である。幅1.7m前後、深さ約O.6mである。長さ約 5m分を検出しているが、さらに調査区外(南西)

へとのびることは明らかである。北側は、撹乱によって破壊されている。覆土は、褐色系の砂質土であ

る。覆土中から比較的多くの弥生土器(第149図63~68) が出土している。周溝墓の南東隅部の上層で

は、査の破片などが多く出土している (63・64など)0 SD12の報告で先述したとおり、これらは 3号周

溝墓に伴っていた土器群である可能性がある。一方、北側の撹乱部分で 2個体の高杯がまとまって出土

しているが、遺構の状況から 4号周溝墓の北西周溝に伴っていた可能性が指摘できる (67・68)。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期中葉~後半の 4号周溝墓の周溝であると判断できる。

-167-



4区(

-
F
 

1
 

(
 

立、上の

らに、

G二 に50 

しミ。

。

とし

〆てし

る。

。

。

P 、_， 。

しミ

守

ゴミ

fけにJ

。

といったi

カミ四』いー.~師、~、山パ凶〉、川‘..........岬向山 r..J' ll_ ぷい。

高杯 (67・68)は、弥生時代後期中葉~後半に位置づけできる。一方、 63などの特徴は、より古い時

期(称生時代後期前半~中葉)に位置づけできる可能性が高い特徴である。

SF33土器棺(第150関) 69は、土器棺の身として用いられていた壷である(第145図)。頚部以上を

打ち欠いた状態で用いられていた。底部は平底で、木葉痕が残る。胸部は中位下寄りに稜離を梓うが、

全体的に球形に近い形状を呈する。文様は認められない。外面調整については、上学部にはハケ調整、

下半部には横方向のミガキ調整が観察できる。

諜細な特定は難しいカ宮、器形の特徴から称生時代後期中葉~後半に位置づけることができる。

SF34土器棺(第151図) 70は、土器棺の蓋として用いられていた置である(第145図)。層部以上を

釘ち欠いた状態で用いられていた。底部は平底である。調部封、中盤下寄りに稜を伴うが、全体的に丸

-168-



SF31 54 

SF31 58 

SF31 60 

@ 
日1jsbトー)，

SF31 

¥←ミ函 -t/っ SF31 

第148図 j~L群出土土器 1

-169-

第6:l';tフケ遺跡

SF31 
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(1 : 3) 10cm 



4区(出土遺物)

味をもった形状を呈している。文様は認められず、摩滅のために調整の観察もできない。 71は、土器棺

の身として用いられていた査である(第145図)。頚部以上を打ち欠いた状態で用いられていた可能性が

高い。底部の欠損については、底部を穿孔して用いていた可能性も否定できないが、土器棺全体が大き

くつぶされていたために復元できなかったと考えることもできる。 胴部は下膨れの形状であり、最大径

付近に稜は伴わない。肩部に羽状刺突文が廻る。摩滅が著しく、調整などは観察し難い。

器形・文様の特徴から、弥生時代後期中葉~後半に位置づけることができる。
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第6章フケ遺跡

4区遺構外出土土器(第152図) 72・73は、 4区北西部から出土した査である。 73の肩部には、広

範囲に横線文が施されている。 74・75は4区出土の壷の底部であり、 74には焼成後の底部穿孔が認めら

れる。 73は4区の遺構内出土土器よりも古く、弥生時代中期後葉に位置づけることができる。文殊堂遺

跡などと同様に、中期後葉にはフケ遺跡、4区の墓域が形成され始めていた可能性が指摘できる。

( 2 )玉類

SF30・SF31出土ガラス小玉(第153図) 76は、 SF30出土のガラス小玉である。濃青色を呈するが、

3 区出土のガラス小玉(第139図39~51) よりも透明度が高い。ほぽ円筒形を呈するが、形状の歪みも

認められる。 1点のみの出土であり、また、詳細な出土位置は特定できなかった。ただし、次に述べる

SF31出土ガラス小玉とは色調などが明らかに異なる。被葬者が装着していたかは判断できないが、

SF31の小玉がまぎれ込んだ可能性は低いと考えられ、 SF30に伴って扱われた可能性を評価したい。

77~80は、 SF31出土のガラス小玉である。全て水色を呈する。 77~79は大きく、 80はやや小さい。形

グ

SF33 69 

。 (1 : 4) 2Ocm 

第150図 SF33土器棺
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第4節 5 区

5区は、確認調査において弥生土器片が出土し、さらに周辺域(3・4区)で弥生時代の墓群が確認

できたことから、弥生時代の墓域に関連した遺構・遺物が発見される可能性が評価され、調査に至った。

調査では、調査区全体に表土 (I層)および若干の堆積層 (rr.rv層)が認められ、その下でV層

(北側:泥岩層、南側:黄

褐色砂質土・砂層)が検

出された。しかし、遺構

の検出はなく、出土遺物

も非常に少なかった。崩

落・流土によって遺構が

消失 した可能性も否定で

きないが、遺物量からは

多くの遺構が展開してい

たとは考え難い。 5区は

丘陵幅が周囲よりも狭く

なる場所にあり、遺構が

多く形成きれなかった可

能性が指摘できる。

調査区の北東側は、確

認調査によ って追跡の存

在が認め られなかった。

したがって、 5区で出土

した少数の弥生土器片は、

南東側(4区)から流入

したものと推測でき る。

第9表遺物観察表 (土器)
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第154図 5 区

番号
附図 関

出土位jio も，I!~IJ 器磁 部位
残存率 昔草川 lt時筏 口径 1/以後 色間 色削 L¥f 

備考
f件号 番号 (%) (cm) (cm) (cm) (cm) (外国) (内面) 滅

1 1132 57 SF04 弥生土器 lit! 全体 90 26.8 22.5 16.6 8.8 にぷい貨密(IOYR6/4)にぷい賞糧(IOYR6/4)0 底部打欠

ト子 132 57 SF04 弥生土聡 E4杯 全体 60 27.5 24.2 24.4 13.0 浅賞授(IOYR8/3) i員賞程(IOYR8/3) 正三与

132 57 SF04 弥生土器 古E 堕1部 20 icl!11I趨(IOYR8/4) にぷい111窓口OYR7/2)ム

4 1132 57 SF04 弥生土器 宣t 鋼部l 5 オリープ烈(7.5Y3/1) にぷい賞(2.5Y6/4) ム

5 1132 SF04 弥生土器 宣E 綱~底部 40 (14.3) (5.7) 明賞褐(IOYR7/6) にぷい1世桓(lOYR6/4)ム赤彩

6 1132 57 SF04 弥生土器 宮j( /g;部 40 (7.5) にA品、質経(IOYR7/4) i;k11l(2.5Y8/8) t込

7 1133 57 SF05a 弥生土器 宮E 全体 90 18.5 16.4 10.1 7.4 浅草立(2.5Y7/4) 浅賞(2.5Y7/4) ム胸部打欠

8 1133 57 I SF05a 弥生土器 出向: 全体 85 20.6 26.2 26.2 12.2 にぷい賞授(10YR7/4)にぷい賞窓口OYR7/4)ム

9 1133 57 SF08 弥生土保 宣邑 口殺~胸部 50 1 10.4 9.3 1にぷい賀綬(IOYR7/4)にぷい'Ui桓(IOYR7/4)0 赤彩

10 133 57 SF08 弥生土器 rE勾:杯部 ・脚部 20 21.5 21.5 12.8 程(7.5YR7/6) 燈(7.5YR7/6) t込

11 133 58 SDOI 弥生土器 宝量 ~fi 底部 95 12.6 5.2 略灰払!(2.5Y5/2) 時灰前(2.5Y5/2) ム l摘部q.孔 1 
12 133 58 SFI3 |弥生土M- 望立 全体 80 7.5 11.5 7.9 9.3 浅抗密(7.5YR8/6) i長魚、積(7.5YR8/6) ム底部打欠

13 133 58 SDOI 弥生土鰭 宝E 野f-J胸部 15 にぷい食糧(IOYR7/4)にぷい賞鐙(10YR7/4)ム

14 133 SDOI 弥生土器 宣臣 ロ縁 部 15 (11.6) にぷい賞授(10YR7/4)にぷい紫綬(10YR7/4)ム

15 133 SD07 弥生土保 i位 底部 15 (6.8) 記:Ii綬(IOYR8/6) ¥'1<松(10YRS/6) X 

16 134 58 SD03 弥生土器 (.:j杯 全体 70 21.4 25.4 I 25.4 12.0 にぷい賞授(10YR7/6)にぷい質密(10YR7/6)ム

17 134 58 SD03 弥生土:~ff 四ー 全体 l∞ 24.9 22.1 1 19.4 9.3 にぷい質密(lOYR7/4)にぷい筑後(IOYR7/4)0 スス付泊 i 
18 134158 SD03 弥生土総 4主 口総 ・腕部 30 1 1(14.0) 明前褐(IOYR7/6) 明1'1(柱3(IOYR7/6) i込
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観察表

番号
掃図

番図号版 出土位置 種別 務事主 部位
残存 器高 犠径 口径 底径 色調 色関 摩

備考
番号 (%) (cm) (cm) (cm) (cm) {外面) (内面) 滅

19 134 SD03 弥生土得 盗 口縁部 5 (27.1) 鐙(7.5YR6/8) にぷい2電車宣(10YR7/4)ム!

20 135 59 SD04西辺部 弥生土僻 宣E 1岡部 30 (26.η 樫(7.5YR6/6) 援(7.5YR6/6) 全l
1 21 135 59 SD04商辺部 動:生土器 鉢 全体 60 9.4 (27.2) (26.5) 1 10.2 にぷい賞者~(IOYR7/4) にぷい賞揮(10YR7/4)ム|

22 135 SD04西辺部 弥生土器 費量 胸部 30 明1官補(10YR7/6) 明賛縄(lOYR7/6) × 

23 135 59 SD04西辺部 弥生土器 鉢 日縁部 10 (138) (13.8) にぷい賛(2.5Y6/4) にぷい貨(2.5Y6/4) L:;与

24 135 59 SD04西辺部 弥生土務 主E 胸部 20 (12.0) 浅1世(2.5Y7/4) 明賞褐(lOYR7/6) ム

25 135 59 SD04西辺部 弥生土器 壷 底部 80 5.2 浅賀(2.5Y7/4) 浅賀(2.5Y7/4J × 底部穿孔

26 135 59 SD04西辺部 弥生土器 置E 底部 40 (9.1) 桓(7.5Y7/6) 樫(7.5Y7/6) x 

27 135 ω SD03 弥生土器 宣E 底部 90 9.3 にぷい賀屋(IOYR6/4) にぷい援(7.5YR7/4) ム

28 136 60 SF18 弥生土稽 鉢? ロ縁部 20 (26.3) (26.3) 糧(7.5YR7/6) 鐙(7.5YR7/6) ム干官董

29 136 ω SF18 拡生土器 宣E 胴底部 70 (44.5) 11.2 明賞絢(10YR7/6) 浅'/Ii(2.5Y7/3) ム 棺身

30 137 59 SF19 弥生土滞 鉢 全体 80 14.3 30.8 30.8 9.5 にぷい賛怒りOYR7/4)にぷい:Iii~(10YR7/4) ム 片口、松筆

31 ，137 59 SF19 弥生土器 輩 胴底部 95 47.3 12.2 にぷい1世鐙(10YR7/4)にぷい貨種(IOYR7/4)ム総身

32 138 60 SF20 弥生土i15 査E 口縁~胴部 50 33.0 23.2 浅賀程(lOYR8/4) I主賞積(lOYR8/4J ム 棺董

33 138 60 SF20 弥生土器 軍軍 全体 95 32.3 302 22.2 10.3 桓(5YR7/6) 経(7.5YR7!6) 1-'" 柑身

34 138 3区 弥生土器 蛮 顕胸部 20 (13.0) 程(7.5YR7/6) にぷい貨窓口OYR7/4)I x 

35 138 60 3区 弥生土揺 1M 底部 20 (8.2) にぷい桓(7.5YR6/4) 援(7.5YR7/6J × 

36 138 60 3区 弥生土君事 量子 底部 70 3.2 樫(7.5YR7/6J 援(7.5YR7/6) |ム

37 138 60 3区 弥生土器 鉢 全体 40 11.1 16.0 13.4 9.5 i:l!質密(7.5YR8/6) 浅賀程(7.5YR8/6) × 底部穿孔?

38 (別表 SF03出土管玉)

39-47 (別表 ・SF03出土ガラス小玉)

48-51 (別表 SF14出土ガフス小玉)

52・53 (別表 SFI3出土錦織)

54 148 61 SF31 弥生土器 型E 全体 90 20.9 l'i.l 13.0 6.2 浅賞樫(10YR8/4) i莞黄程(10YR8/3) ム 弗彩、底部穿孔

55 148 61 SF31 弥生土務 音量 全体 95 12.0 10.8 9.8 5.6 にぷい賞稽(lOYR6/4)にぷい貨程(IOYR7/4)ム 事彩、底都穿孔

56 148 61 SF31 弥生土保 蛮 全体 80 12，2 9.9 9.8 4.6 にぷい賀樫(10YR7/4)にぷい質強(10YR7/4)ム赤彩、底部打欠

57 148 SF31 弥生土器 宣E 胸部 15 (15.3) にぷい貨虚(lOYR7/4) にぷい貨(2.5Y6/3) i込

58 148 61 SF31 弥生土器 強 JJ岡 底部 40 6.4 明貨褐(lOYR7/6) にぷい貨(2.5Y6/3) ム底部穿孔

59 148 61 SF31 弥生土器 荷停 全体 95 25.5 30.3 30.3 14.1 にぷい賞授(lOYR6/4)』こぶい哉、極(10YR6/4)ム

60 148 61 SF31 弥生土務 鉢 口線腕部 15 (15.1) (12.9) 明賀範(10YR7/6) l!!(7.5YR7/6) d与

61 148 61 SF31 弥生土器 f.1jt干 杯部 70 23.6 23.6 I 極(7.5YR6/6) 密(7.5YR6/6) x 

62 148 61 SF31 弥生土器 高均: 口縁部 10 (22.8) 浅賞(2.5Y7/2) 浅賀(2.5Y7!2) i込

63 149 62 SD13 弥生土器 壷 口綜廟郁 30 (13.3) J 援(7.5YR6/6) 糧(7.5YR6/6) ム

64 149 SD13 弥生士務 壷 底部 70 7.2 明貧褐(lOYR7/6) 浅賀(2.5Y7/4) ム底部穿孔

65 149 62 SD13 弥生土器 彊 腕部 30 (10.8) にぷい質密(10YR7/4)にぷいm樫(lOYR7/4)ム

66 149 62 SD13 弥生土器 望E 底部 70 6.8 明貨褐(10YR7/6) にぷい賞(2.5Y6/4) ム底部穿孔

67 149 62 SDl3北側 弥生士務 高杯 全体 70 21.5 23.1 23.0 11.7 明黄禍(IOYR6/6) にぷい賞燈(lOYR7/4)，d与

68 149 62 SD13北側 弥生土器 itli杯 全体 |ω 17.8 24.5 24.5 10.5 鐙(7.5YR7/6) 程(7.5YR7/6) L:;与

69 150 62 SF33 拡生土器 強 腕底部 |ω 482 12.6 I 浅賀(2.5Y7/4) i究賞(2.5Y7/4) ム 棺身

70 151 63 SF34 弥生二七桜 雪E 胴底部|卯 21.4 8.1 f是賞(2.5Y7/4)にぷ 、ー程(lOYR6/4)

71 151 63 SF34 弥生土器 鐙 鵬~底部 70 44.1 浅賞(2.5Y7/4) にぷい賞授(IOYR7/4)× 棺身

72 152 C40grid 弥生土~ 壷 頭部 15 明賀補(10YR7/6) 明黄禍(IOYR7/6) × 

1 73 152 62 D40grid 弥生土器 望E 胴部 15 にぷい質密(lOYR7/4)にぷい質密(IOYR7/4)ム

I 74 152 4区 弥生土保 費 底部 25 (5.8) 樫(7.5YR7/6) 程(7.5YR7/6) × 底部穿孔

75 '152 4区 弥生土器 盗 J底部 20 (7.5) 明貧縄(10YR7/6) 明貨禍(lOYR7/6) × 

76 (別表:SF30出土ガラス小玉)

77-80 I (別翠:SF31出土ガラス小豆) 」
( )は復元他 摩滅ー0:摩滅少ない、ム :qJ!滅あり、 x: 1#滅著しい

第10表遺物観察表(玉類)

番号 持図番号 図版番号 出土位置 種類 材質
rer径 全長 孔径 m量

色調 備考
(四) (剛) (皿) (g) 

38 139 63 SF03 管玉 緑色凝灰岩 5.3 11.9 2.7 0.42 灰緑色 両側請を孔

39 139 63 SF03 小玉 ガラス 7.1 5.5 1.7 0.33 漉宥色

40 139 63 SF03 小玉 ガラス 6.7 5.1 2.2 0.25 波望f色
41 139 63 SF03 小玉 ガラス 6.4 5.6 1.8 0.23 .膏色

42 139 臼 SF03 小玉 ガノス 5.0 5.5 1.5 0.20 ill脅色

43 139 63 SF03 小玉 ガラス 5.5 3.7 2.6 0.12 .背色

44 139 63 SF03 小玉 ガ7ス 4.2 3.0 0.8 0.07 濃f.1色

45 139 63 SF03 小玉 ガラλ 42 2.0 1.0 。05 濃膏色

46 139 63 SF03 小玉 ガラス 3.3 1.5 1.7 0.02 話量膏色

47 139 63 SF03 小玉 ガフス 3.3 1.2 1.2 0.01 濃背色

48 139 63 SF14 小玉 ガフス 6.5 4.7 2.3 。22 漫膏色

49 139 63 SF14 小玉 ガフス 4.7 3.0 1.0 0.06 漫青色

50 139 63 SF14 小玉 ガフス 4.2 2.7 1.5 0.06 ill管色
51 139 63 SF14 小玉 ガラス 4.6 1.8 2.3 0.04 濃脊色

76 153 63 SF30 小玉 ガラス 3.9 4.4 2.0 0.08 漫青色

77 153 63 SF31 小玉 ガフス 8.1 5.4 2.5 0.36 水色

78 153 63 SF31 小玉 ガフス 7.2 I 5.4 3.1 0.32 水色

79 153 63 SF31 小玉 ガフス 6.5 5.5 3.2 0.28 水色

I 80 153 63 SF31 小玉 ガフス 5.0 I 3.3 I 1.7 0.10 I 水色

第11表遺物観察表(金属器)

備考
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1 .基本土層と検出地形

第 7章林遺跡

第 1節概要

基本土層 本遺跡の基本土層は、文殊堂遺跡で認められた下記の範曙で捉えることができる。

I 表土 II :古墳群形成以降の堆積・崩落・流土層 皿 :古墳の盛土

IV:古墳築造前の旧表土・堆積・崩落・流土層 V:地山(主に丘陵の基盤層)

I層は、褐色を基調とする表土層である。 E層は、褐色~暗赤褐色の砂質土層である。 I層と E層と

の区別は難しいが、斜面の流土層としてE層が認められる場合がある。 1lI.IV層については後述する。

V層は、丘陵の基盤層である。明黄~赤褐色砂質土層、黄色~灰色砂層、河原石の磯層、白色泥岩層が

互層状になって丘陵を構成するが、断層の影響などもあって単純化はできない。調査区内においては、

大半は砂層・砂質土層が検出されているが、 3区SF26付近と 4区北端部に喋層が認められた。

遺構検出面 大半の場所では、

I . II層の直下にV層が現れるた

め、 V層上面を遺構検出面として

調査することができた。

一方、 2~5 号墳の墳正部では、

古墳の盛土(1lI層)や古墳築造以

前の旧表土・堆積層 (IV層)が認

められた。盛土は、基本的に正陵

を掘削 した土で構成される。黒褐

色砂質土層などの旧表土は、 2・

3号墳の盛土下に広がっていた。

さらに、旧表土下に暗灰褐色砂質

土の堆積も認められた。この暗灰

褐色砂質土の堆積は、 4号墳でも

認められている。 5号墳では、盛

土下が灰色砂層 (V層)となり 、 E 

W層は認められなかった。古墳築

造などに伴う整地のあった可能性

が指摘できる。

百層の中に古墳群形成以前の遺

構面が認められる可能性はある。

しかし、実際にW層中で古墳築造

以前の遺構の全てを把握すること

は難しい。 N層の認められる場所

においても、その下のV層上面を

遺構検出面として調査した。
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概要

地形の概要 林遺跡は、南北にのびる正陵上に立地している。場所によって頂上部の高さや広さは異

なるが、全体的にやせた尾根地形を呈しており、頂上平坦面の幅は最大でも20m弱程度で、ある。

この尾根は、一宮川流域と太田川流域にはさまれたE陵地帯の中心となる筋の一部にあたり(第 2章
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第 7章林遺跡
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1区 (A群)

( 2 )土坑墓

SF01 (第159図) 1区北部、 1号周溝墓の台状部の中央に位置する。1.0m強x2.lmの長方形で、深

さは0.6m強である。主軸は丘陵筋に平行し、南北に近い。覆土は上層が黒~褐色の砂質土、下層が黄褐

色砂質土である。上部は浅い皿状を呈している。その中央に、 0.7mx 1.6m程の長方形で深い土坑 (下

部)が設けられている。このような形状は文殊堂遺跡のSF84に近く、下部が比較的整った箱形を呈して

いることから、 木棺が用いられていた可能性を指摘することができる。上部については、下部埋葬部の

周辺施設と して考えることができる。なお、文殊堂遺跡のSF84とは、方形周溝墓の中央に位置する点で

も共通している。覆土中からは弥生土器片が出土しているが、副葬品の出土はなかった。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期頃の土坑墓であると判断できる。 さらに、 1号周溝墓の中

心的な埋葬施設であり、木棺が用いられていた可能性が高いと判断できる。

戸Lγ/

2号積周溝

A A' 
一一一-S5.5mSF01 

ft壬三三弓 子-←ー~

，〆tー

ノバ二一一一一一

褐色砂質土

淡赤褐色砂貿土

暗貧褐色砂貧土軟畷粒を含む

黒褐色砂質土

暗褐色砂質士

褐色砂質土

褐色砂質土

黒褐色砂質土

。
)
 

日2
 

1
 

1
 

(
 

5m  

9 淡赤褐色砂質土 13 褐色砂質土

10 晴褐色砂質土 14 暗褐色砂質土

11 縄色砂質土 IS ~費褐色砂質土

12 瓜縄色砂質土

第158図 A群(1号周溝墓)
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第 7主主 林遺跡

SF02 (第159図) 1区北部、 1号周溝墓の台状部の南寄りに位置する。 O.6m弱×約O.8mの長方形を

呈する。深さはO.2m弱で、あり、碗形の断面を呈している。主軸は丘陵筋に直行し、東西に近い。覆土は

淡赤黄褐色砂質土であり、木棺の痕跡は認められていない。出土遺物はない。

遺構の特徴や周囲の状況から、弥生時代後期頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF03・SF04(第159図) 1区北部、 1号周溝墓の台状部の南縁に位置する。 SF03は、 O.7m以上×

1.6m弱の長方形を呈し、深さはO.2m強で、ある。 SF04は、 O.6m強xO.5m以上の長楕円~長方形を呈し、

深さはO.lm強で、ある。主軸は、 SF03が正陵筋に直行、 SF04が丘陵筋に平行する。覆土は、 ともにSF02

と同様、淡赤黄褐色砂質土であり、木棺の痕跡は認められていない。また、これらは 1号周溝墓の南側

周溝 (SD03) と重なった状態で検出されたが、土層から先後関係を判断する こと はできなかっ た。 出

土遺物はない。

遺構の特徴や周囲の状況から、弥生時代後期頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。ただし、

1号周溝墓の周溝と重なることから、少なくとも 1号周溝墓が設けられる際に形成されたものではない

と推測することができる。

E
マ
ω
∞、

凶

A' 
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A A' 
一一一-85.4m
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三k メ壬三
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~主~ A三三
三三L

巳 s' c 
一一一一85.4m

c' 
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L 

J 。 2m 

第159図 SF01 ~SF04
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l区 (B群)

2. B 群

1区中央部の丘陵上に位置する、約10mの範囲にある遺構群である。 2号墳の墳丘部にあたる、北側

(A群)よりも 1m程高くなった場所に立地する。南側へは同じ高さの丘陵上平坦面が続くが、道路に

よって大きく削平されている。

2号墳の墳丘部には、南北約12m、東西約 9mの平坦面がある。しかし、 遺構群の展開は、その北半

部 (A群寄り)に限られている。検出遺構には、土坑 (SF05~SF14) ・小穴 (SP01~SP05) ・溝

(SD04) ・その他 (SX01)がある。出土遺物はほとんどないが、古墳の盛土下で検出された遺構群であ

り、古墳築造後に形成されたものでないことは明確である。

SF05~SF14は、遺構の特徴から弥生時代後期頃の土坑墓である可能性が評価できる。遺構群を区画

する溝は検出されていないため、周溝墓とは異なる土坑墓群として把握できる。また、 1号周溝墓に寄

った位置に集中することから、 1号周溝墓と関連する土坑墓群である可能性も考慮することができる。

一方、 SP01~SP05やSD04については性格の特定が難しく、古墳築造に関わる遺構である可能性もある。

SX01は古墳築造前の倒木痕である。

( 1 )土坑墓ほか

SF05~SF11 (第160図) 1 区中央部に分布する土坑群の内、 SF05~SFllは主軸が正陵筋に直行す

る長方形土坑である。規模は、約0.6mx 1.0m程のSF10が最も小さく、最大は0.9m強x1.8弱のSF05であ

る。 0.7mx 1.4m程度が平均的で、ある。深さはいずれも0.2m以下と浅い。覆土は暗灰褐色砂質土である。

木棺の痕跡は認められていなし、。また、検出が浅かったため、土坑聞の先後関係を土層から判断するこ

とはできなかった。 SF08の覆土中から、ガラス小玉 l点(第160図)が出土している。

遺構の特徴や周囲の状況から、これらは弥生時代後期頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF12~SF14 (第160図) 1 区中央部に分布する土坑群の内、 SF12~SF14は主軸が正陵筋に直行し

ない長方形土坑である。 SF05~SFllに比べて短い平面形を呈するが、その他の特徴は類似する。した

がって、同様に弥生時代後期頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

( 2 )その他

SD04、SP01~SP05 (第157・160図) 1区中央部に位置する。 SD04は、 SF14北側にある 2条の溝

である。いずれも浅く、短い。 SP01~SP05は、 2 号墳墳正部の中央やや北寄りに分布する、径0.3m程

の平面円形の小穴である。 このような遺構が弥生時代の墓域に確実に伴うといえる例は、周辺遺跡には

ほとんどない。一方、文殊堂 3号墳や 8号墳の墳丘部にも小穴などが検出されており(第 4章第 4

節・第 7節)、これらと同様、古墳築造に関連する遺構である可能性を考える必要がある。したがって、

これらの遺構については、別書(林古墳群の報告)においても述べることとする。

SX01 (第157図) 1区中央部、 2号墳墳丘部の中央やや西寄りに位置する。2.5mx3.0m程の不整

楕円形で、深さは 2mを超える。上層は落ち込みに堆積した黒褐色砂質土で占められているが、下層に

は黒褐色・灰色などの様々な砂層・砂質土層が混在していた。下層のしまりが非常に強い。形状・覆土

の特徴が他の遺構とは全く異なか人為的な遺構でない可能性がある。出土遺物はない。

以上のような遺構の特徴から、古墳築造前の倒木痕である可能性が高いと判断することができる。な

お、 2号墳の墳丘部にあることから、古墳築造に際して木を除去した跡である可能性も考えることがで

きるが、推測の域を出ない。
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第 3節 2 区

1. C 群

2区東部の正陵上に位置する、 6m四方の範囲にある遺構群である。南北にのびる丘陵筋の内でも高

所となる場所であり、 3号墳と重なる。また、この場所からは弥勅平遺跡、のある尾根が西へと派生して

いる(第 2章第 3図)。
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第 7~ 林遺跡

遺構の検出は、 3 号墳墳丘部の盛土の下に限られる。検出遺構には、長方形の土坑 (SF16~SF20)

と不定形の遺構 (SX02) がある。遺構の特徴や出土遺物などから、 SF16~SF20は弥生時代後期前半頃

の土坑墓であると判断でき、本遺構群は高所に立地する土坑墓群であると把握できる。一方、 SX02は

人為的な遺構ではなく、 SX01と同様に倒木痕である可能性が高いと判断できる。なお、 3号墳の周溝

によって、弥生時代の遺構が消滅している可能性も否定できない。しかし、 周囲から弥生時代の遺物が

多く出土しているわけではなく、積極的には評価できない。墓群を区画するような溝の存在も認め難く、

周溝墓として把握することはできない。
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2区(出土遺物)

( 1 )土坑墓

SF15~SF20 (第162図) 2区東部、 3号墳墳丘部に集中する土坑群である。いずれも長方形を呈す

る。規模も類似しており、最大で、約O.9mx 1.6m弱 (SF19)、最小で、約O.8mx約1.2m(SF17)である。

深さは、遺構検出面からO.lm~O.4mで、ある。覆土は、 SF15 ・ SF17' SF18が黒褐色~淡赤褐色砂質土、

SF19' SF20が黄褐色砂質土である。 SF17'SF20の覆土中から、弥生土器の小片数点が出土している。

この 6基の土坑は、主軸方向によってSF16'SF17と SF15 ・ SF18~SF20とに大別することができる。

前者は南北にのびる丘陵筋に平行・直行する土坑、後者は西に派生する尾根筋に平行・直行する土坑で

ある。なお、土層観察によって前者のSF16が後者のSF15より古いことが確認できている。

遺構の特徴や出土遺物から、これらは弥生時代後期頃の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

( 2 )その他

SX02 (第161図) 2区東部、 3号墳墳丘部の南北4.0m、東西3.2mの範囲にある。平面・断面形と

もに不定形である。深さはO.6m程で、ある。上層は落ち込みに堆積した黒褐色砂質土で占められているが、

下層には黒褐色~灰色の様々な砂層・砂質土層が混在している。下層のしまりが非常に強い。上層から

は弥生土器の小片が数点出土している(第163図1・2)。

形状・覆土の特徴が他の遺構とは全く異なる。 SX01と同様、人為的な遺構ではなく 、古墳築造前の

倒木痕である可能性が高いと判断できる。なお、 3号墳の墳正部にあることから、古墳築造に際して木

を除去した跡である可能性も考えることができるが、そこまで特定できる明確な根拠はない。

2. 2区の出土遺物

( 1 )弥生土器

2区出土土器(第163図) 1・2区では古墳群形成前の遺物の出土が少ない。弥生土器の小破片が

数点出土した程度であり、図化できたのはC群(2区)出土の 3点だけである。 1は壷の肩部であ り、

2条の押圧横線文が施されている。 2は壷の胴部で、胴部最大径に稜線を伴う。 3は壷の底部である。

小破片のために明確でないが、1の特徴から弥生時代後期前半~中葉の土器群である可能性が高い。

¥ーとコク
SX02 

。
(1 : 3) 10cm 

SX02 2 

第163図 C群出土土器

。
)
 

1
 

1
 

(
 

4an 

( 2 )石器

2区出土石錨(第164図) 4は、 2区南部出

土の有孔磨製石鎌である。弥生時代中後期に位置

づけできる遺物であるが、墓域に伴う遺構群とは

離れた場所で出土しており、墓群との関連性につ

いては判断し難い。

くこご~C二〉 2区南部 4 

第164図 2区出土石器
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第7傘林遺跡

第4節 3 区

1. D. E群

3区に位置する 2つの遺構群である。北東部がD群、南西部がE群であり、ともに北東から南西へと

のびる尾根に立地する。遺構検出面はV層上面であり、大半では灰~黄色砂層の上面、 SDll付近や

SF28の南東斜面では磯層の上面となる。両遺構群は地形によって分けられているが、後述の遺構検出状

況から、 l基の周溝墓を中心とした一連の遺構群として把握することもできる。また、調査区の北東側

は道路によって正陵が分断されているが、そこへの遺構群の広がりは想定し難い。

検出遺構には土坑・溝があり、出土遺物は弥生時代後期~古墳時代前期の土器で占められている。遺

構・遺物の特徴から、D.E群は弥生時代後期~古墳時代前期の墓群であると判断でき、 E群北東寄り

の比較的広い場所に方形周溝墓 1基が認められる(2号周溝墓)。一方、 SD05・SD08. SD12・SF26・

SF27は自然流路・窪地・地すべり痕などの可能性がある。

2号周溝墓は方形周溝墓である。南東部が崖によって消失しているが、直線的にのびる 3辺の周溝が

検出されている。ただし、北隅・西隅には周溝が廻らない。台状部の中央には、土坑墓 2基 (SF24・

SF25)が重なって検出されている。いずれも中心的位置にあり、また単独的でもある。その他、 SD07

内に土坑墓 1基 (SF22)、周溝墓外にも土坑墓 (SF23など)が検出されている。

北東・南西周溝では、 2条の溝が重なって検出されている。また、台状部の土坑墓 2基も一部が重な

り、時期差を認めることができる。以上のように、 2号周溝墓には 2つの形成段階を認めることができ、

出土遺物から古い段階を弥生時代後期前半、新しい段階を古墳時代前期前半に求めることができる。前

者にはSD06. SDUとSF24、後者にはSD07.SD09・SD10とSF25が対応する。古い段階の周溝墓の規模

は全体約15.8mで、台状部13m前後、新しい段階で、の規模は全体約13.lmで、台状部約10.2mで、ある。

( 1 )溝

8005 (第165図) 3区南西部端に位置し、丘陵上を尾根筋に沿って蛇行する溝である。幅は約1.2m

で、深さは南西に向かつて深くなる。出土遺物はない。自然流路である可能性が高いと判断できる。

8006・8007(第166図) E群南西寄りの正陵筋を横断する溝である。 SD06はITlii1.2m以上で、長さ6.8

m 以上、 SD07は幅約1.6mで、長さ7.2m以上で、ある。南東部は崖で消失している。一方の北西端は、本来

より溝が途切れていた可能性が高い。深さはSD06がO.2m以下、 SD07がO.4m弱で、ある。覆土はSD06が

褐色砂質土、 SD07が暗褐色~褐色砂質土である。 2条は重なっており、土層によってSD07の方が新し

いこ とがわかっている。出土遺物はない。

遺構の特徴や周辺の状況から、ともに 2号周溝墓の南西周溝であり、 SD06は弥生時代後期前半、

SD07は古墳時代前期前半の可能性が高いと判断できる。

8008 (第166図) E群の北西側斜面に位置する。幅2.0m弱でL長さ約9.2m、深さは約O.6mで、ある。

方向は、 2号周溝墓の方向とは異なり、地形の傾斜に沿って等高線に平行している。覆土は暗褐色~黄

褐色砂質土であり、他の遺構よりも黄色味が強い。出土遺物はない。

弥生~古墳時代の墓域に伴う溝である可能性もあるが、地すべり痕である可能性も否定できない。墓

域に伴うならば、遺構の方向からSF23(弥生時代後期の土坑墓)と関連する可能性が評価できる。

8009 (第166・167図) E群北西寄りのE陵筋に平行する溝である。 l幅約1.9m、長さ約8.9m、深さ

O.7m強で、ある。北西縁の立ち上がりは検出できなかった。斜面のために流失した可能性もあるが、本来
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3区 (D. E群)

田2
 

H
l
!i
l
 

Y
 

0
 

4
 

2

1
 

4
1
 

5
 

=
 

Y
 

Q 

X=-130540 

ο
 

/
A
V
 X::-130550 

。

JSS 
::、

/_~' 

I，:/，-V 

'" 

N 
X=-130570 

X:ー130530

J 

。

第165図 3 区

-188-



第 7章林遺跡
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3区 (D. E群)

より溝状を呈していなかった可能性もある。北東端と南西端は、本来より溝が途切れていた可能性が高

い。 覆土は上層が暗褐色砂質土、下層が褐色砂質土である。覆土中から古墳時代前期前半の土師器(第

171図6・7)が出土している(第167図)。

遺構の特徴などから 2号周溝墓の北東周溝であり、古墳時代前期前半に形成された可能性が高い。

8010・8011(第166・170図) E群北東寄りの丘陵を横断する溝である。 SD10は幅約2.4mで長さ

6.1m以上、 SDllは幅 2m程で、長さ3.6m以上で、ある。南東部は崖で消失している。一方の北西端は、本

来より溝が途切れていた可能性が高い。深さはSD10が約0.3m、SDllがO.4m強で、ある。覆土はSD10が

褐色砂質土、 SDllが暗褐色~褐色砂質土であり、 SD10・SDll上層には基盤層 (V層)からの磯の流入

が多く認められた。この 2条の溝は接しており、土層によってSD10の方が新しいと判断できている。

SDlOからは、胎土などから土師器である可能性が高いと判断できる土器片が出土している。

遺構の特徴や周辺の状況から、ともに 2号周溝墓の北東周構であり、 SD10は古墳時代前期前半、

SDllは弥生時代後期前半に形成された可能性が高いと判断できる。

8012 (第165図) E群の北西側斜面に位置する。幅は最大約l.lm、長さは約4.0m、深さは0.3m弱

である。等高線にほぼ平行し、地形に沿って蛇行する。覆土は黄褐色砂質土である。出土遺物はない。

以上の特徴から、自然流路や地すべり痕などである可能性が高いと判断できる。

( 2)土坑墓

8F21 (第168図) 3区南西部に位置する。l.lm弱x2.5m以上の不整長楕円形で、深さは0.4m弱で、

ある。東端部が崖によって失われている。覆土は暗褐色~黄褐色砂質土である。出土遺物はない。

覆土は周辺にある弥生時代後期~古墳時代前期前半の遺構と大差ないが、 l隔が狭く不整形であること

から、土坑墓ではなく、溝や自然流路であった可能性もある。

8F22 (第168図) 3区中央部 (E群)、2号周溝墓の南西周溝内に位置する。 SD07北西部の底面南

西寄りに位置し、主軸はSD07と平行する。 0.6m弱x2.1m弱の長楕円形で、深さはSD07底面から0.3m強

である。覆土は褐色砂質土てであり、木棺の痕跡は認められていない。また、士層によるSD07との先後

関係の判断もできなかった。出土遺物はない。
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第7宣言林遺跡

遺構の特徴や周囲の状況から、弥生時代~古墳時代前期前半の士坑墓である可能性が高いと判断でき

る。 SD07形成後~埋没後に設けられたとするならば、 古墳時代前期前半の可能性がより高い。

SF23 (第169図) 3区中央部 (E群)、 2号周溝墓の北西側斜面に立地する。約1.4mx 2.6m弱の長

方形で、深さは約O.8mで、ある。主軸はE陵筋(等高線)に直行する。覆土は暗褐~灰褐色砂質土であ り、

木棺の痕跡は認められない。上層から土器片が出土、胎土などから弥生土器と判断できる。

遺構の特徴や出土遺物から、 弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

SF24 (第169図) 3区中央部 (E群)、 2号周溝墓の台状部の中央に位置する。約1.6mX約2.8mの

長方形で、深さ約O.8mである。主軸はE陵筋に直行する。覆土は暗~灰褐色砂質土であり、土層から

SF25より古いことが確認できている。断面箱形の整った長方形土坑であるが、木棺の痕跡、を把握するこ

とはできなかった。 上層から弥生土器片(第171図5)、下層から管玉(第172図8)が出土している。

管玉は南東寄りから出土したことが把握できているが、詳細な出土地点は特定できなかった。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期前半の土坑墓である可能性が高いと評価できる。2号周溝

墓が設けられた当初の中心的な埋葬施設として把握する ことができ、林遺跡では珍しく副葬品が出土し

た土坑墓でもある。明確な根拠は得られなかったが、木棺が用いられた可能性も否定できない。

SF25 (第169図) 3区中央部 (E群)、 2号周溝墓の台状部の中央に位置する。約1.4mX約3.lmの

長方形で、深さは約O.3mで、ある。主軸は丘陵筋に平行、 SF24に直行する。覆土は上層が黄褐色、下層

が褐色の砂質土である。土層によって、SF24よりも新しいことが確認できている。また、検出状況によ

って、 O.8mx2.5m程の木棺が用いられていたことがわかっている。出土遺物はない。

遺構の特徴から、 2号周溝墓の中心に位置する土坑墓であり、木棺が用いられたと判断できる。さ ら

に、SF24との切り合いから古墳時代前期前半の遺構である可能性が高いと判断できる。
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第 7重量林遺跡

SF26・SF27(第170図) 3区北東部 (D群)、 2号周溝墓の北東側に位置する。SF26は2.6m強×

4.8m強の長楕円~長方形で、深さは0.5m弱である。底面が北西側斜面に向かつて下がる。一方、 SF27

は長軸3.lm強の楕円形で、深さは約0.4mで、ある。主軸は、 SF26が正陵筋に平行、 SF27が丘陵筋に直行

する。覆土は、 ともに暗褐色~黄褐色砂質土であり、出土遺物はない。

遺構の形状などは、周囲にある弥生時代後期~古墳時代前期前半の土坑墓などとは大きく異なる。丘

陵上の幅の狭まった場所に立地する点も、ほかの土坑墓とは異なっている。以上から、地すべりや自然

地形による窪地などの可能性も考癒する必要がある。

SF28 (第170図) 3区北東端部 (D群)に位置する。約1.0mx 2.6m強の長楕円形で、深さは約0.3

mで、ある。主軸は丘陵筋に直行し、東西に近い。覆土は明褐色~褐色砂質土である。出土遺物はない。

弥生時代~古墳時代前期の土坑墓もしくは溝の可能性もある。しかし、 2号周溝墓を中心とする遺構

群からは離れた場所にあり、覆土や出土遺物などに明確な根拠を見出すことはできない。
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3区(出土造物)

2. 3区の出土遺物

( 1 )弥生土器 ・土師器

SF24出土土器(第171図) 5は、 SF24上層から出土した壷である。底部は上げ底状、胴部は下膨れ

形である。頚部は細く直立し、口縁部はやや受口状を呈する。口縁部外面と胴部上半の広い範囲に無節

縄文が施されている。頭部外面には縦方向のミガキ調整が観察できる。

器形・文様の特徴から、 5は弥生時代後期前半に位置づけることができる。

SD09出土土器(第171図) 6は、 SD09出土の査の頭部片である。胴部は肩が張る形状を呈する。

頚部は、胴部から屈折を介して大きく聞く口縁部に至るものである。 7は、 SD09出土のく字鉢である。

底部は相対的に小さく、平底ではあるが中央にわずかな凹部がある。胴部は球形に近く、屈折を介して

口縁部に至る。文様はなく、外面にはハケ調整だけが観察できる。口縁部には、斜方向のハケ調整が施

されている。胴部のハケ調整は、上部が横方向で中位以下が斜方向になる。

6による詳細な時期判断は難しいが、主に 7の特徴から、古墳時代前期前半の土器群であると位置づ

けることができる。したがって、先述のSF24出土土器とは明確な時期差を認めることができ、 2号周溝

墓形成をめぐる 2つの時期を把握することができる。

ノhr惇、
SD09 6 

(崎町 1 
、¥ーよ乙ク/
SF24 5 

(1 : 3) 10cm 。

第171図 E群出土土器
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( 2)玉類(第172図)

8は、 SF24南西部の下層から出土した管玉で

ある。詳細な出土位置が特定できないため、ど

のように扱われていたのか、どこに装着されて

いたのかなどの判断はできない。滑石製であり 、

歪みの少ない比較的整った円柱形を呈している。

穿孔は両面穿孔である。

SF24 8 

第172図 3区出土玉類
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第7主主林遺跡

第 5節 4 区

1. F 群

4区北部に位置する遺構群である。南北にのびる正陵上に立地しており、やせ尾根の中で比較的広い

場所にある。また、高まりを伴っている点も本遺構群の地形的特徴であり、古墳時代後期においては林

5号墳が築造されている。南側にはやせた尾根が続き、北側・西側には細く短い尾根がのびる。東側は

崖になっている。遺構検出面はV層上面であり、大半では灰~黄色砂層の上面、 SD14付近と 5号墳周

構内の一部では淡赤褐色砂質土層や磯層の上面となる。

検出遺構には土坑・溝があり、出土遺物は弥生時代後期~古墳時代前期前半の土器で占められている。

この遺構・遺物の特徴から、本遺構群は弥生時代後期~古墳時代前期前半の墓群であると判断でき 、

SD14-SD16やSD17の検出によって、周溝墓の存在を把握する ことができる(3号周溝墓)。一方、

SD18-SD23やSF37'SF38などについては、非常に浅く不整形であることから、自然の窪地・地すべり

痕や古墳築造に伴う整地痕などである可能性が指摘できる。

3号周溝墓は、出土造物などによって 2つの形成時期・段階(弥生時代後期前半~中葉と古墳時代前

期前半)を認めることができる。

弥生時代後期前半~中葉の遺構としては、まずSD17およびSF33-SF35をあげることができる。その

他、 SF29(木棺を用いた土坑墓)や周溝墓東側斜面のSF36(土器棺墓)、 SD21やSD22、周溝墓北側の

SD13も同時期の可能性がある。確実性の高い復元であるとはいえないが、 SD17を周溝墓の南周溝東半

部、 SD13を北周構の一部とするならば、 SF29を中心とする南北20m前後の不整形な周溝墓に復元する

ことも可能で、ある。なお、 SF30-SF35は周溝墓の周縁部に位置する小型土坑である。遺構の位置や規

模から、 SF29とは社会的位置や年齢の異なる被葬者の土坑墓であったと推測することもできる。

一方、古墳時代前期前半の遺構としては、 SD14-SD16をあげることができる。これらの溝は、他の

周溝墓の周溝とは異なり、地山の削り出しに近い。したがって、これらによって形成される周溝墓の形

状も、他とは異なる特徴を有する ことになる。古墳時代前期前半の3号周溝墓は、最大径約14.5m (台

状部約12.2m)の円形周溝墓であり、台状部に 1m以上の高まりを伴うことから、古墳に近い外観をも

っ。なお、埋葬施設については、明確にこの時期に該当するといえるものがない。周溝墓の北側では、

高坪が出土している。また、林 5号墳の盛土中に混在した状態で、焼成前穿孔の底部穿孔査の破片(数

個体分)が出土している。

( 1 )溝

SD13 (第175図) 3区北端部に位置する。幅1.4m強、深さO.4m弱で、あり、東西方向にE陵を横断

する。検出長は約3.2m、東西端部が消失している。覆土は淡赤褐色砂質土である。以上のような形状・

覆土などの特徴から、 3号周溝墓に関連する遺構である可能性が考慮される。

また、周囲では土師器高杯片が多く出土しているが、 SD13内からの出土はない。したがって、 SD13

は古墳時代前期前半の遺構ではなく、弥生時代後期前半~中葉における 3号周溝墓の北周溝である可能

性を高く評価することができる。ただし、このような遺構の時期・性格を直接的に示す根拠はない。

SD14~SD16 (第175・176図) 3区北部に位置する。斜面の崩落や古墳の周溝によって消失してい

る部分が多いが、 3号周溝墓の台状部を楕円形に廻っていることがわかる。検出した最大幅は約2.4mで、

ある。北側 (SD14)だけは溝状を呈しているが、ほかは台状部側の削り出しが廻る。なお、 SD14の東
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端部が立ち上がることから、北東部は本来より溝や削り出しが廻らなかった可能性もある。覆土は黒褐

色~黄褐色、淡赤褐色などの砂質土である。少量の土師器片が出土している。

遺構の特徴や出土遺物、周囲の状況などから、古墳時代前期前半における 3号周溝墓の周溝であると

判断することができる。

8D17 (第175・176図) 3区北部に位置する。 3号周溝墓台状部の南側の講である。l隔は最大3.0m、

深さはO.7m程で、ある。南斜面に立地しているため、南縁の立ち上がりはわずかである。また、東端は立

ち上がりをもって終結するが、西端は流土などによって消失している。本来は西側により長くのびてい

たと推測することができる。検出 した長さは約l1.5mで、あり、南に凸の経い弧を描きながらのびる。
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(1 : 8日) 4m 

台状部側の裾は、 SF33とSF34との聞で南に張り出している。覆土は黒褐色~褐色、赤褐色などの砂質

土であり 、弥生土器片(第183図26) が出土している。 また、土層によってSF33~SF35はSD17の埋没

途中で設けられていることがわかっている。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期前半~中葉における 3号周溝墓の南周講であると判断でき

る。ただし、この時期における 3号周溝墓の全体像については、先述のとおり明確でない。

S018~S020 (第173図) 3区北部、 3号周溝墓の台状部に立地する。いずれも不整形であり、深

さは0.2m以下と浅い。覆土は淡赤褐色砂質土であり、出土造物はない。古墳の盛土の下で発見されてお

り、古墳築造後の遺構でないことは明らかである。しかし、遺構の特徴から古墳時代前期以前の墓域に

伴う可能性も評価できない。自然の窪地や古墳築造に伴う整地痕などである可能性が考慮される。

S021・S022(第173図) 3区北部、3号周溝墓の東側斜面に位置する。 SD21は幅約1.8mで、長さ約

42m、深さは約02mで、ある。 SD22はl幅1.2m弱で、長さ2.8m、深さは約02mで、ある。ともに、等高線に平

行してのびる構状遺構である。覆土は暗褐色~褐色砂質土である。 SD21の覆土中からは、弥生時代後

期に位置づけできる土器片(第183図30)が出土している。しかし、遺構の形状などにおいては、 弥生

~古墳時代前期の墓域に伴うものとは評価し難く、地すべり痕などの可能性が考慮される。

S023 (第173図) 3区北部、 3号周溝墓の南東斜面に位置する。等高線に平行してのびる構であり 、

南東縁(斜面下方)の立ち上がりは検出できなかった。検出した幅は最大1.4m程、長さ約4.7m、深さ

約0.5mで、ある。覆土は黒~暗褐色砂質土であり、出土遺物はない。時期や性格について特定することが

難しい遺構である。

(2 )土坑墓ほか

SF29 (第177図) 3区北部、 3号周溝墓の台状部の中央付近に位置する。上部は、 2.0m弱×約2.7m

の不整形を呈し、 深さはO，lm以下で、ある。その中央に、1.0m弱 x1.9m強の長方形を呈し、深さ02m弱

の土坑(下部)が設けられている。主軸は丘陵筋に直行し、 東西に近い。覆土の大半は淡赤褐色~黄褐

色の砂質土である。弥生土器の小片が少量出土している。

遺構の特徴や出土造物から、弥生時代後期の土坑墓であると判断できる。さらに、遺構の形状などか

ら、1.0m弱x1.9m強の木棺が用いられていた可能性も評価することができる。
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4区 (F群)

SF30・SF31 (第177図) 3区北部、 3号周溝墓の台状部の北東寄りに位置する。 SF30は一辺0.8m

強の方形で深さ0.2m強、 SF31は一辺0.8m前後の不整方形で、深さ約0.2mで、ある。覆土は淡赤褐色砂質土

であり、出土遺物はない。古墳の盛土の下で発見された遺構であり、古墳築造後の遺構でないことは明

らかである。規模が極端に小さく、時期・性格の特定が難しい遺構であるが、弥生時代後期の屈葬・子

供用などの土坑墓である可能性も考えることができる。

SF32 (第178図) 3区北部、 3号周溝墓の南西部に位置する。 SD15の底面で発見されており、約

0.7m X l.lm弱の楕円形、深さは約O.4mで、ある。覆土は暗褐色砂質土であ り、出土遺物はない。規模が

小さく 、時期・性格の特定が難しい遺構であるが、弥生時代後期の屈葬・子供用などの土坑墓である可

能性も考えることができる。
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第7'f;t林遺跡

SF33 (第178図) 3区北部、 3号周溝墓の南周溝 (SD17)内に位置する。 0.8m強x1.6m以上の長

楕円形で、深さは約0.5mで、ある。 SD17西部の台状部側斜面に設けられており、主軸を斜面(等高線)

に直行させている。覆土は黒~暗褐色砂質土である。出土遺物はない。

遺構の特徴や周囲の状況から、SF34などと同様の弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断で

きる。小規模で、あることから、子供用・屈葬といった可能性も指摘でき、周溝墓の周縁に位置するこ と

から、台状部のSF29とは異なる社会的位置にある被葬者を想定することができ る。

SF34 (第178図) 3区北部、 3号周溝墓の南周溝 (SD17)内に位置する。1.0m弱 xl.2m強の楕円

形で、深さ約0.5mで、ある。 SD17東部の台状部側斜面に設けられており、主軸を斜面 (等高線)に直行

させている。覆土は黒~暗褐色砂質土であり、弥生土器片が少量出土している。また、土層によって
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4区 (F群)

SD17の埋没途中に設けられたことが確認できている(第176図)。

遺構の特徴や出土遺物などから、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。小規模で

あることから、屈葬 ・子供用といった可能性も指摘でき、 3号周溝墓の周縁に位置することから、台状

部上のSF29とは異なる年齢 ・社会的位置にある被葬者を想定することができる。

SF35 (第178図) 3区北部、 3号周溝墓の南周溝 (SD17)内に位置する。0.6m強x1.2m弱の長方

形で、深さは0.6m弱で、ある。SD17東端部の台状部側斜面に設けられており、主軸を斜面(等高線)に

直行させている。覆土は黒~暗褐色砂質土であり、弥生土器片が少量出土している。

遺構の特徴や出土造物などから、 SD34などと同様の弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判

断できる。小規模であることから、屈葬・子供用といった可能性も指摘でき、周溝墓の周縁に位置する

ことから、台状部のSF29とは異なる社会的位置にある被葬者を想定することができる。

SF37・SF38(第175図) 3区北部、 3号周溝墓の台状部の南寄りに位置する。ともに長軸0.7m程

度の楕円形であり、深さは0.2m以下である。覆土は淡赤褐色砂質土であり、出土遺物はない。古墳の盛

土の下で発見されており、古墳築造後の遺構でないことは明らかである。しかし、遺構の特徴などから

弥生時代後期~古墳時代前期の墓域に伴う可能性は評価できず、自然の窪地や古墳築造に伴う整地痕な

どの可能性も考慮される。

( 3 )土器棺墓

SF36 (第179図) 3区北部、 3号周溝墓の東側斜面に位置する。土坑は径O.4mの円形を呈する。深

さはO.lm強であるが、本来はより深かったと推測できる。覆土は暗褐色~褐色砂質土である。この土坑

内に土器棺が埋置されていた。土器棺の残存状況は非常に悪い。

土器棺の身は、胴部最大径0.4m弱の壷(第184図31)である。残存状態が悪いために詳細な判断はで

きないが、正位に近い状態であったことが把握できている。また、肩部以上は破片でも出土が認められ

ず、確実であるとはいえないが、肩部以上を欠いた状態で用いられた可能性が指摘できる。なお、この

土器片と混在して別個体(第184図32)の出土が認められている。しかし、蓋であった可能性について

は、その器形などから低いと判断できる。斜面上方の 3号周溝墓や北東隣のSD21からも弥生土器・土

師器の出土が認められており、それらから流入してきたものである可能性が考慮される。

土器棺の身の形態などから、弥生時代後期の土器棺墓の可能性が高いと判断できる。
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第7i壁林遺跡

2. G 群

4区南部に位置し、北から南西へとのびるやせ尾根に立地している遺構群である。本遺構群の範囲よ

り北側は、比較的平坦な尾根が続いている。一方、遺構群の南西側は、徐々に下っていく。 南東側は丘

陵急斜面、北西側は崖になっている。遺構検出面はV層上面であり、大半では灰~黄色砂層の上面、

SF39付近やSD25の斜面上方だけは喋層の上面となる。

検出遺構は土坑 2基と溝 2条、出土遺物は数点の弥生土器片に限られている。遺構の特徴から、弥生

時代後期~古墳時代前期の墓群である可能性が高いと判断できる。しかし、出土遺物には図化できるも

のがなく、詳細な時期を判断することは難しい。
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SD24はE陵上平坦部の南端域を囲むように廻る溝であり、そこに周溝墓の存在を認めることができ

る(4号周溝墓)。平面円形を呈する周溝墓であり、全体の規模は径約11.4m、台状部の規模は径9.2m

強である。ただし、台状部に埋葬施設を認めることはできなかった。一方、北側の丘陵上平坦部と南東

側の斜面部において、弥生時代後期の可能性が高い土坑墓が検出されている。

( 1 )溝

8D24 (第180図) 4区南部に位置する、円形に廻る溝である。東部はE陵斜面の流土によって消失

していた。溝の幅は、西~南部が1.4m程であるが、北部で、最大3.0mまで広がる。深さは最大約0.8mで、

あり、底面の凸凹は少ない。覆土は、大半が黒褐色~暗褐色砂質土で占められており、下層の一部に暗

黄褐色砂質土が認められている。

遺構の特徴などから、弥生時代後期~古墳時代前期の 4号周溝墓の周溝であると判断できる。しかし

周辺域を含めて出土遺物がほと んどなく、詳細な時期を特定することはできない。

8D25 (第180図) 4区南部の南東斜面に位置する。丘陵筋(等高線)に平行してのびる溝状遺構で

あり、 l幅1.7m弱で、長さ4.6m強、深さは0.5m弱で、ある。覆土は暗黄褐色砂質土であり、出土遺物はない。

南西端部でSF40と重なるが、 土層による先後関係の判断はできなかった。

時期・性格の特定が難しい遺構であり、地すべり痕や自然の窪地などの可能性が考慮される。

( 2 )土坑墓

8F39 (第181図) 4区南部、 4号周溝墓の北側E陵上に位置する。1.0m強x1.6m強の長楕円~長方

形で、深さは約0.5mである。東側壁面の中位にテラス部があり、深くなる部分は長軸約1.4mの範囲に

限られる。主軸は丘陵筋に直行する。覆土には、黒褐色砂質土の落ち込みと下層の褐色~黄褐色砂質土

が認められる。木棺の痕跡は認められていなし、。上層から弥生土器の小破片が出土している。

遺構の特徴や出土遺物から、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

8F40 (第181図) 4区南部、 4号周溝墓の南東側斜面に位置する。 0.6m強x1.3m弱の長楕円~長方

形で、深さは約O.2mで、ある。主軸は丘陵筋に直行する。覆土は淡赤暗褐色砂質土である。木棺の痕跡は

認められていない。出土遺物はない。

遺構の特徴などから、弥生時代後期の土坑墓である可能性が高いと判断できる。

A 

SF39 

三

¥ 
A (: 

亡
丸一ームー~

SF40 

A 

-『、、、

1 鳳衛色砂質土

2 晴褐色砂質土

3 貧補色砂質土

4 褐色砂質土

5 暗賞褐色砂貧土

第181図 SF39・SF40
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第7寧林遺跡

3. 4区の出土遺物

( 1 )弥生土器・土師器

F群(5号墳盛土)出土土器(第182図) 9 ~21は、古墳時代後期に築造された林 5 号墳の盛土中

から出土した、弥生時代後期~古墳時代前期前半の土器群である。破片化した状態で、墳丘内の全域に

わたって散在的に出土している。これら土器群は、 3号周溝墓に伴っていたものであり、それが林 5号

墳の築造なと守に伴って破片化した状態とな り、盛土内へと混在したと推測できる。なお、古墳時代前期

の壷については、 3号周溝墓の周溝・周囲からの出土がほとんどないことから、林 5号墳築造に伴う整

地の影響が想定できる台状部上にあった可能性が評価できる。

9 ~18は、土師器の壷である。図化した以外にも多くの破片が出土しており、底部片から 4個体以上

を認める ことができる。底部は、 15~18のように焼成前に穿孔されたものが多い。胴部は球形に近く、

外面調整はハケ調整で占められている。頭部は直立せずに外反して開き、内面の屈曲と外面の段を介し

て口縁部に至る。口縁部は、さらに大きく外反して開く。すなわち、頚部~口縁部は 2重に外反して聞

く形状を呈する。口縁端部には面を伴わない。19は壷もしくは鉢の口縁部片であり、内面に赤彩が認め

られる、 20は器台もしくは小型高杯の破片である。21は弥生土器の高杯の接合部である。押圧横線文が

1条廻り、その下に羽状刺突文が施されている。

9 ~18の二重口縁壷や20は、古墳時代前期前半に位置づける ことができる。 一方、 21は弥生時代後期

前半~中葉に位置づけることができ、両者の明らかな時期差を認める ことができる。

{/' ¥て議|さ J

5号噴盛土(南部) 9 

5号墳盛土(北部) 13 

ノ 内(事九
5号境北部・盛土(南東部) 14 

5号境盛土(南部) 12 

~\~\'\ ;1$ ρ グ
5 号境~土(南部) 15 5号均質盛土(北部) 16 

¥ 117lfヲトーグ ~空乏ク

¥ I e@ ¥ 
| つl盛土付 師)到18 5号墳盛土(南部) 21 

5寺境盛土(北西部) 17 

。 (1: 3) 10cm 

5号繍盛土(南部) 19 5号墳盛土(北部) 20 

第182図 F群出土土器 1

205 



4区(出土造物)

F群(5号墳周辺)出土土器 (第183図) 22~25 と 27~29は、古墳時代後期に築造された林 5 号墳

の墳丘上や周溝上層、周辺域の遺構外から出土した土器群である。林5号墳に伴った遺物でないことは

明らかである。先述の 9~21 と同様、 3 号周溝墓に伴っていた土器が、林 5 号墳の築造や斜面・墳丘の

崩落・流土などによって移動したものと推測することができる。さらに、出土が3号周溝墓の北側と東

側とに片寄ることから、ある程度の原位置を復元することもできる。ただし、台状部上か周縁・周溝部

かなどを特定することは難しい。

22は、外面に縄文が施された鉢の口縁部であり、屈折を介して胴部に至る。 23・24は壷の底部である。

25は高杯の口縁部および脚裾部である。口縁部は、端部に折り返しを伴わない鍔状口縁である。脚裾部

は、外面に縄文が施されており、その上端には比較的明確な段を伴う。

一方、 27~29も高杯であるが、その形態は25と大きく異なる。 27は有稜高杯であり、比較的良く残っ

ていた。脚部は、円推形を呈しており、中位の 3方向に円形の透孔が設けられている。脚裾径に対する

脚部高が比較的低い。また、裾部がわずかに外反する程度であり、概ね直線的に開く脚部であるといえ

る。杯部は、比較的深い形状を呈する。平らな底部から屈折(稜)を介して、やや内湾しながら立ち上

がる体部・口縁部に至る。外面と杯部内面にはミガキ調整、脚部内面にはハケ調整を観察することがで

きる。 28も円形の透孔のある脚部であり、有稜高杯か小型器台の可能性がある。基本的には27と同様に

L-十」 ζごフ Lよゴ
5号明東部 22 5号墳北側 23 5号横東部 24 

てて Z三つ

5号墳東帆IJ 25 

5号墳北部 27 

手三三主三

5号墳北部

SD21 30 

SD17 26 
(1 : 3) 10cm 。

5号墳東部 29 

第183図 F群出土土器2
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第 7iii林遺跡

直線的に開く脚部であるが、脚裾がわずかに内湾する点、外面に赤彩が施されている点が異なる。小破

片のため、透孔の配置などの詳細はわからない。 29も高杯の脚部片であるが、大きく外反しながら開く

形状を呈する。透孔は27・28より小さく、 4方向に設けられていたと復元できる。

22・25は弥生時代後期に位置づけでき、 とくに25は後期前半に位置づけできる可能性が高い。一方、

27~29は古墳時代前期前半に位置づけできる。 その中でも形状等の個体差が認められているが、 27以外

は小破片であり、より詳細な時期差について検討することは難しい。

F群遺構内出土土器(第183図) 26は、 SD17から出土した高杯の杯部および脚裾部である。杯部は

比較的深く、鍔状口縁を伴う。内外面にミガキ調整が観察できる。脚裾部には明確な段を伴い、外面に

斜方向の櫛刺突文が廻る。 30は、 SD21出土の饗の台部である。図では内湾気味に見えるが、複数の小

破片を図上で復元したものであるので、詳細についての特定は難しい。

30の時期は特定できないが、 26は弥生時代後期前半に位置づけることができる。

SF36土器棺 (第184図) 31は、土器棺の身として用いられていた壷である(第179図)。残存状況が

悪いために確実であるとはいえないが、肩部以上を欠いた状態で用いられた可能性が高い。底部は平底

であり、木葉痕が認められる。胴部は算盤玉形に近い形状を呈しているが、最大径付近に稜線は認めら

れない。文様は認められず、外面にはハケ調整を観察することができる。32は、31と混在して出土した

高坪も しくは鉢の破片である。内面に横方向のミガキ調整が施されている。

土器棺である31については、その形状などから弥生時代後期中葉頃に位置づけできる可能性が高い。

一方の32については、小破片であるために詳細な判断はできないが、土器棺の蓋であると積極的に評価

できる根拠はない。

恥，，，，Ø\\~\\川~

SF36 31 

よ ー 医長ζ42
)
 

4
 

1
 

(
 

ハ
υ

n
U
 円。

20cm 

。 (1 : 3) 
31 

10cm 

第184図 SF36土器棺

一207-



観察表

第12表 遺物観察表(土器)

番号事p図
番号

出土位置 種別 器軍E

1 1163 76 SX02 弥生土器 壷

2 163 SX02 弥生土器 磁

3 1163 3号境盛土 弥生土探 壷

4 (別表 :2区術部出土石量産)

SF24 弥生土器 壷

6 171 1 76 SD09 土師器 輩

7 1171 1 76 SD09 土師器 鉢

8 (別表。 SF24出土管玉)

9 1182 7615号墳盛土(南部) 土師音寺 型E

10 1182 
76 1 5号積北部・

盛土(;1ヒ部)
土師務 l 琵

11 1182 I~号墳盛土(北部) 土師骨量 盛

12 182 7645号糊土(商都) 十郎器 Ml 
13 182 76 15号墳盛土(北部) :tr.市古書 蛮

14 182 
5号墳北部

土師;得 E鴨肱『主E 

盛土(南東部)

15 182 76 5号.~盛土(南部) 土師器 五E

16 182 76 5号噴盛土(北部) 土師務 輩

17 182 
5号噴盛土

土師器 蛮
(北西部)

18 182 76 
5号噴南東側 ・

土師器 1iii 
盛土(北部)

19 182 5号~Jtt盛土(南部) 土師器 彊 つ

20 182 76 5号噴盛土(北部) 土師器 総台 9

21 182 76 5~L境盛土(南部川弥生土器 問杯

22 183 76 5号噴東部 弥生土保 鉢

23 183 5号墳北側 弥生土告書 資

24 1183 5号境東部 土師器? 重量

25 183 76 5号墳東側 弥生土搭 高杯

26 183 76 SD17 弥生土器 高杯

27 183 5号墳北部 土師器 iUi杯

ヨ子器
76 5号墳北部 土師器 iUi杯

76 5号墳東部 土師器 E苦杯
30 1183 76 SD21 E車生土総 ~ 
31 1184 76 SF36 弥生土探 重量

32 1184 SF36 土師梼 liOi杯?
33 (別表 :SF08出土小玉)

第13表 遺物観察表(石器)

第14表 漬物観察表 (玉類)

部位 残(存%)率
器部 器径 口径 底後 色鯛 色情 摩

備考
(cm) (cm) (cm) 1 (cm) (外面) (内而) 滅

胴昔日 30 にぷい賞(2.5Y6!4) 暗灰黄(2.5Y5!2) ム

Jii-胴郁 15 (17.2) ni'iJ:天:II!(2.5Y412) 11音灰賞(2.5Y4!2) × 

底部 75 1 6.6 浅黄(2.5Y7!4) 浅賀(2.5Y7!4) × 

ロ縁~顕都・
川 9.0 I (7.0) にぷい賞(2.5Y6!4) にぷい賞(2.5Y6!4) 1"" 

胸部~底部

顕部 10 1 鐙(7.5YR6/6) 極(7.5YR6!6) ど~

全体 70 114.3 16.6 1 (16.3) 1 4.3 にぷい賞績(10YR7!4)1にぷい貨鐙(JOYR7/4)ム

口縁~類部 15 (17.8) に』旬、質種(10YR6!4)にぷい賀様(10YR6!4)ム 一重ロ緑

口縁部 20 にぷい賞授(10YR6!4)にぷい賞鐙(10YR6/4)ム 二重ロ縁

胴部 5 にぶい樟(7.5YR6!4) にぷい極(7.5YR6!4) ム

胸部 10 (18.6) にぷい2首位(lOYR7!4)にぷい糧(7.5YR6!4)IL>. 
胸部 5 (19.8) にぷい積(7.5YR6!4) にぷい樟(7.5YR6!4) ム

腐部 5 にぷい鐙(7.5YR7!4) にぷい澄(7.5YR6!6) ム

底部 5 (8.0) 鐙(7.5YR6!6) 経(7.5YR6!6) ム 底部焼成前 |
穿孔

底部 10 (7.0) にぶい桓(7.5YR6!4) にぷい鐙(7.5YR6/4)
ム 底部焼成前

穿孔

底部 15 (8.0) にぶい黄程(JOYR6!4)にぷい賞窓口OYR6!4)IL>. 

底部 20 (5.5) 程(7.5YR7!6) 極(7.5YR7!6)
ム 底部焼成前

~孔
ロ縁部 5 (12.5) 1 にぷい貨車IWOYR7!4)にぷい質経(lOYR7!4)ム 赤彩

接合部 30 燈(7.5YR7/6) 極(7.5YR7!6) ム

接合部 70 にぷい貨極(IOYR7!4)にぶい賞授(10YR7!4)ム

ロ縁部 10 (12.5) にぷい:II!燈(lOYR6!4)にぷい質積(IOYR6!4)ム

底部 10 (9.0) 赤絹(5YR6!4) 赤禍(5YR6!4) Le与

底部 20 (5.6) にぷい鈎(7.5YR6!4) にぷい褐(7.5YR6!4)1"" 

口縁部開橿都 10 1 (21.8) (21.8) 1 (9.9) 明黄禍(IOYR6!6) 明賀褐(lOYR6/6) × 

杯部開裾部 10 (9.5) にぷい質種(10YR6!4)にぷい賞極(lOYR6!4)16 

全体 1 75 15.0 (20.5) (20.5) 12.5 にぷい賞鐙(lOYR7!4)にぷい質密(lOYR7/4)ム

脚部 1 10 (8.9) にぷい賞極(JOYR6/4)にぷい策ー糧(lOYR6/4)A 赤彩

脚部 1 70 鐙(7.5Y7!6) 種(7.5Y7!6) × 

接合郷台郡1 15 (8.9) にぷい:ll!tl'Z(10YR7!4)にぷい賞極(lOYR7/4)ム

胴~底部 30 37.8 9.5 にぷい賞樫(10YR6!4)にぷい質経(7.5YR6/4)1 x 
杯部 つ 5 にぷい貨程(lOYR6!4)1 糧(7.5YR6!6) Le込

( )は復元値 摩滅-0:摩減少ない、ム摩滅あ旬 、× 。摩滅著 しい
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第 8章 まとめ

第 1節 弥生時代における墓域の展開

森町円田正陵の文殊堂・宇藤蓮台・フケ・林遺跡では、古墳群が形成される以前、弥生時代後期~古

墳時代前期にも墓域が形成されていたことが、今回の調査や森町教育委員会の調査(森町教育委員会

2004)によって明らかになった。

文殊堂・宇藤蓮台・フケ・林遺跡の調査された中で、弥生時代~古墳時代前期の墓域に伴うと判断で

きる遺構を第185図に示した。正陵上の平坦面が比較的広い場所に遺構が分布しており、その分布や微

地形によって37の遺構群に分けることができる。さらに、遺構群によって遺構密度・配置・種類などの

様相が異なっており、単に広い墓域が地形によって分断されているというだけではなく、時期差や集団

差との関連を伴って形成されていると予測することができる。

本節では、これら遺構群が形成時期(段階)や集団・社会的位置の相異を伴った墓群である可能性を

評価し、各墓群の様相と形成時期の相異を示し、墓域の形成過程について検討していきたい。なお、本

章では遺跡名を 1M.U . F . HJと略し、文殊堂遺跡のA群はMA群、フケ遺跡の 3号周溝墓はF3

号周溝墓、林遺跡のSF02はHSF02といったようにして表記する。

1.墓群の種類と時期

( 1 )墓群の様相

墓群聞の様相の差異については、墓群全体を区画するような溝の有無と、木棺墓・土坑墓・土器棺墓

といった埋葬施設の状況によって把握することができる。実際に分類したものを第15表に示したが、以

下にその詳細について述べておきたい。

周溝の有無 墓群の中には、区画する溝を伴うものと伴わないものとがある。講を伴う墓群は、既に

報告(第4-7章)の中で周溝墓としている。溝のない墓群については、遺構・遺物の検出状況などか

ら、崩落・流土・古墳築造などによって溝が失われた可能性を積極的に評価できるものはなく、これら

墓群が周溝墓であった可能性は低いと判断することができる。

なお、森町教育委員会によって調査された F2区でも区画の溝が検出されているが(森町教育委員会

2004)、本章では東側の円形周溝墓を F2東周溝墓、西縁部で一部が検出された方形周溝墓を F2西周

溝墓と称することとする(第185図、第15表)。また、 H2号 .H3号周溝墓については、古墳時代前期

前半における溝の再掘削によって、新旧で規模・形状が大きく変わっている。古い時期の周溝墓にはし

新しい時期の周溝墓には bを付して表記する。

周溝墓の規模と形状 周溝墓とされる墓群は、主に周溝で区画された範囲の規模と平面形によって分

類することができる。

規模については、 A・B. C (大・中・小)に分類した。対象となる周溝墓の台部の規模の分布をみ

ると、 15m付近と11m付ー近に境界を設けることができ、それによって分類している。一方、周溝墓の平

面形態については、 1 (方形) . II (不整円形)に分類した。ただし、 Eについては、円形・不整形な

ど方形以外の様々な形態のものがある。また、 Eには残存状況によって形状が明確に把握できないもの

も含まれている。
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弥生時代における墓域の展開

J 糟

O 土坑墓 FA-FL:7ケ遺跡の各墓群

・土総縮墓 HA-HG 林遺跡の各墓群

。 ( 1 : 3，000 ) 200m 

第185図 円田正陵の遺構分布 (弥生時代~古墳時代前期の墓域)

210-



第8章まとめ

周溝墓については、平面的な規模・形態だけではなく立体観も重視される場合が想定できる。ただし、

文殊堂・宇藤蓮台・フケ・林遺跡においては、明確に盛土が認められている墓群はなく 、各墓群の立体

観は立地地形に左右されるといっても よい。したがって、今回の検討においては、立地地形の分類によ

って、 周溝墓以外の墓群を含めた立体観の差異が示されるものとした。なお、対象となる周溝墓の中で、

台状部と周辺域との比高が 1mを超えるのは、 M3号周溝墓と H3号周溝墓(a・b)だけである。そ

の他の多くは比較的平坦な場所に立地しており、周囲との比高差は少ない。 M3号・ H3号周溝墓を設

けるにあたっては、他の周溝墓よりも高まりを伴う立体観がとくに考慮され、立地地形の利用がなされ

たものと考えられる。

第15表 墓群一監

遺跡 区 ・部 墓群 ~\L地地形
周溝墓 埋葬施設

名称 形状 規模 台部長 配置状況 土坑基数 土総術革Z数

MA群 イ ③ 7基 2基

Ml区 MB群 ウ Ml号 I 方形 C 7.2m ③ 5-61基 l基

MC砕 ウ Jvl2号 I 方形 C 6.8m ③ 74 

Jvl2区北部
MD群 ウ ② 3基

ME群 ウ ② 24 

書文童 M2区中央部
MF群 ウ ③ 8-12基

MG群 イ ② 4-6:1，'; 4lii 

MH群 ウ ② 1-3:1，'; 

M M2区南部 MI排 ア Jvl3号 I 方形 A 16.0m 日!)a(① +③ ?) 12-15i1t 4基

MJ抑 ウ M4号 1 . .方形 C 8.8m ①カ@ 3:1，'; 

MK群 ウ Jvl5号 1 :方形 C 6.0m ① 2基

M3区北部 JvlL群 ウ M6号 1 :方形 C 7.4m ① u主 3基

MMM- ウ ② 2~ 2:1，'; 

MN群 イ ② 2-4基

M3区中央官11 MO砕 ウ M7号 I 方形 A 18.0m ①カ⑤ 2-4;1左 3i!l 

MPl咋 ウ ② l器

M3区I土I部
MQ!向、 ウ ② 4i!l 

MRM- ウ M8号 日円形フ B 12.0m ①カ③ n~ 2115 

F I区 FA-F群 ウ F 2京 E 円形 B 12.8m ③a (<①+③? ) 130器 11法

F2区 FG群 ウ F 2商 1 :方形 C 8.0m ? 

7 
FH 階、 F 1号 I 方形 ④a (②+③?) 14-凶器 2基ケ

F3区
ウ C 7.4m 

i跡u F 1 I昨 ウ ② 5l占 It.'i 

F F J群 ウ F 2号‘ 上方形 C 7.0m ③ 3-4t，~ 2恭

F4区 FKIl1' イ F3号 n:不整形 C 9.0m ① 2-3~占

FL荊 ウ F4号 1 :方形 Cつ ? 9 

HA群 ウ 日1号 I 方形 C 1O.4m ① 2-4l主
H 1区

HB群 イ ③b IOW 

林跡泣

H 2区 HC群 ア @b 6l占

HD群 ウ ② I器

H3区
HE群 イ

H 2'号a I 方形 B 13.0m ① 
H 

H 2 -¥j. b I 方形 C lO.2m ① 

HF鮮 ア H 3 号:_I~ 不整形 A 18.4m ① 4-7U， l器

H4区 H3号 b I II 円形 B 12.0m ①?  

HG群 イ H4号 I II 円形 C 9.2m ①?  2巷

立地地形ーア 特に高まりが目立つ地形

イ 周囲に比べて向所にある地形

ウその他

埋葬施段の配置状況ー① l量産程度の土坑通話が中央部に単独的にある£幹

② 中心的な土坑塞が把握しがたく、 散在的に分布する是正群

③ 。5基以上の土坑惑が中央官官に比較的整然と配i泣きれている事群

(1): 5基以上の土坑事が整然とせず中央部に密集している都商

a 埋葬施設の種類や差異が糠々なもの

c:小 (-11m) b:埋葬施鮫の差異がとくに認められないもの

周溝墓の形状-1 方形 E・不整円形

周溝墓の規模 A・大 (15mー) B 中 (l1-15m)

T
E
よーi

円
ノ
ハ-



プー

コ)

レしワ
」主、

「
H
ド

。

に

(し

的に判断することはできない。し!かし、出土土器などから墓群の形成時期・期間を判断することによっ

て、墓群の規模・構成に関する比較が可能になると考える。

なお、土器棺墓の状況と纂群問の聾典との関採については、以下のように判断できる。④bの墓群に

は、土器棺基が伴わない。その他の墓群について、区画構の有無や埋葬施設の状況と土器格基の有無と

に相関を見出すことは随離である。土器棺基の配寵については、墓群の嵐繰部に位置している点では全

てに共通するが、合状部内か外かの違いがある(第17表)。さらに、 M8・H3号周溝墓やMG群では、

外側の丘瞬斜面で土器棺轟が検出されている。斜爾の崩落が著しい遺跡群であるので、この他にも問機

の土器棺基があった可能性は否定できない。以上のように、土器棺基の宥無・数・配置においては様々

であるが、華客群簡の差異として抱擁することは難しい。
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( 2 )墓群の時期

墓群の形成時期については、中・東遠江の弥生土器(白岩式・菊川式)編年(中嶋1988、岩本貴1995、

佐藤1996、鈴木敏1996、萩野谷2000、佐藤・萩野谷・篠原2002)や遠江の古式土師器編年(松井1995、

中嶋1997、鈴木敏2002、鈴木一2002)の研究を参考にして、ある程度の把握ができる(註 1)。

墓域の開始と終末 円田正陵における墓域の形成開始時期は、 MSF50(土器棺墓)や一部の出土土器

によって、弥生時代中期後葉である可能性が高いと判断できる。ただし、 M3区・ U3区の遺構外から

は、より古い時期の土器片が出土している(第107・115図)。明確には判断できないが、弥生時代中期

後葉よりも前から墓域が形成されはじめていた可能性も否定はできない。

終末の時期は、 HE'F群で廻間 II~ 皿式並行の古式土師器が出土していることから(第171 ・ 182 ・

183図)、概ね古墳時代前期前半であると判断できる。なお、文殊堂・宇藤蓮台・林古墳群の形成が開始

されるのは、墓域終末から100年ほど経た後の古墳時代中期中葉前後となる。

各墓群の時期 円田E陵の墓域は、主に弥生時代中期後葉から古墳時代前期前半に形成されたと判断

できるが、さらに、その中で墓群ごとに異なる形成時期や盛衰を認めることができる。

各墓群の形成時期は第16表のとおり様々であるが、これらを慨すると、 I中期後葉~後期前半を主体

とする形成時期、 11後期後半を主体とする形成時期、 111古墳時代前期前半を主体とする形成時期に大別

することができる。時期 i の墓群はMD~G群・ MJ~N群・ MP~R群・ FK群 'HA~C群、時期

11 の墓群はMA~C群・ FH~J 群・ FL群である。 MI ・ O群は時期 1 ~時期 11 にかけて形成される

が、時期 i と時期 11 では形成される墓群の構成(様相)が異なるようである。また、 HD~G群では時

期 iに周溝墓が形成された後、時期IIIにおいて再び周溝墓が形成されたことがわかっている。

第16表墓群形成時期の概要

品3昨形成 .新王I構とその時j~J
起I跡 区部

~中J町中策 rJ.q明後葉 後期liij!jと 後WJ中策 後期後半 ~古噴時代前期前半
..........."‘・・・ー・・・.............

1区 ? MA 坑~1。号72号周h周ia持i2目基l忍( 
| MM BC 坑(坑~76)粕1)

2区北部 MD.ME 坑-5

2区中央区 MF.MG 坑-18・杓4

殊1遺跡文t 
2区南部

M 1 3号周号溝周墓沼 (坑1-・給1)
MH : :l:fC-3 

MI 坑-15 枯3
M J : 4 -'q}ljl!ì'軍基~ (坑-3)

副司幽掴...・・......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ー・....................・....
3区北部 M LM 4K6M・号5M周号.溝周坑墓消2息(坑(l坑・2棺)3) 

-結2
...同..・・・・ー......................

3区中央部 ? 
MN:坑11i~4 

MO・MP : lJi-5・給11 MO: 7吾朗出品:¥(坑ト棺2)

3区南部 号M周Q構・事坑-4
MR・8-f1millitt:(坑2 柏2)

字書面 3区 9 

蓮台

2区 正A-FG 坑~即棺II
FG:F2西周溝必FA-FF:F2J!t周溝

7 
3区 T昨(5| FH FI相M2ll m 

込跡ケt 
FH: J号周f再主主(坑3・ ) 

F H : i~(SDOJJな ど

A区 F K : 3 号周i~}i; (坑-3)

F 1 2F 号L周溝4Ji号L周(坑i昨~ι4・結2)

1区 HA: 1号周溝溢(坑-4)
..・・・E且..................‘・・・・...

2区 HB 坑-10 HC・布[-6
林泣 3区 HD.HE:2号周溝lira(坑1-3) 2号周l砕通話b(坑1-3)跡

A区 HF: 3 号周i~~主主a(坊;-4 柏1) 3号(坑周?溝)誕b(坑?)
HG : :I:f[2 HG: 4号周i1IIhl

※「坑Jは土坑幕、「柁jは土器桔匙のことであり、その後の数字は骸当(推測)基数である。

q
J
 

τ
i
 

q
L
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基と離れて独立的に立地していることから、南北の差異と関係なく形成された可能性もある。

(2)時期 ii(斡生時代後期中葉~後期後半)

J て

¥ 

/ 

もってしミ

。

。

らに、

で泊

コ

。

、

時期 i に多くの土坑墓・土器棺塞が設けられてきたMF.G群やHA~G群は、後期中葉にまると

徐々に終罵をむかえる。一方、 MA-C群やFH-I群といった新たな場所で、墓群の形成が認められ

るようなる。また、 MI群 .MO群・ FA-F群といった時期 iから継続して影成される事群において

も、それぞれ巽なる形態の墓群へと変化している。全体的にみると、轟域の展開範密が東寄りに狭くな

り、その一方で、各墓群においては多撞葬化・密集化が認められるようになる。

関溝墓にみる変化大型の屑溝墓は 1基程度 (M7管腐溝幕)であり、多くが小型の周溝墓である点
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は時期 iと同様である。しかし、この時期の周溝墓には、 時期 iで多く認められたような不整円形の周

溝墓や、 E陵を横断する 2辺の溝だけが検出される方形周溝墓はない。いずれの周溝墓も、周溝が四辺

にわたって廻り、 四隅の全てが途切れるという ことがない方形周溝墓である。

時期 i(弥生時代中期後策~後期前半)

4思〉lL へょ合唱。

!) 

品

時期 ii(弥生時代後期中葉~後期後半) 時期 iii(弥生時代後期末~古城l時代前期)

ど>

土坑益 ・ 土器情~ 。周溝慈の周溝および推定範聞
MA  通話群各

(Ml) 周溝襲名

kくM 文殊J:i:遺跡

F フケ遺跡

H 林遺跡
.l;~' 密集する土坑;u 土器摘墓群(③・④a.④bのII群)

事』 散在的(②)もしくは鮮細不明の土坑誕・土位指溢群
(1 : 6.00日) 200m 。

第186図墓域の形成過程
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弥生墓群の諸属性第 2節

本節では、埋葬施設の種類・規模・配置、出土遺物(供献土器・副葬品)の内容など、円田正陵の墓

域・墓群に関わる諸属性について整理・検討し、調査で得られた成果と課題を示しておきたい。

土坑墓について

( 1 )土坑墓の構造と規模

木棺の有無と構造 本遺跡群では、 土器棺墓を除く埋葬施設は平面長楕円~長方形の土坑として検出

され、これらを一括して土坑墓と称してきた。しかし、土坑墓には「直接遺骸を埋葬したものと遺骸を

安置した木棺を納めたものがあるJ(斎藤1998) とされ、本来は、木棺使用の有無によって木棺墓と土

墳などとして分けて検討する必要があると考えられる。ただし、本遺跡群では遺骸や木棺が残存する埋

葬施設はなく 、土層などから木棺の使用を明らかにできたものは一部に限られている。実際には、全て

の土坑墓に対して木棺使用の有無を厳密に判断することは難しいと考えられる。

FSF14 . SF30・SF35では、土層によって E型木棺(福永1985、第187図)が使用された可能性が高い

と判断できる。また、 MSF82やHSF25'SF29においても、遺構の形状から E型木棺の使用を推測する

ことができる。さらに、 MSF83・SF84やFSF14'HSF01は、 II-Cの木棺が想定できるような形状を

呈している。その一方で、、底面や壁面に木棺材を固定した痕跡(掘込み・切込み)が認められる土坑墓

はなく、 I型 .m型の木棺の使用は確認することができなかった。また、箱形以外の木棺の使用を認め

ることもできなかった。以上から、 概ねE型の箱形木棺で占められていたと推測できる。

規模の分類 第188図は、円田丘陵の墓域に伴う土坑墓の規模(長軸長)をグラフにしたものである。

円田E陵全体では、分布が4.3m ~~O.7mの広範囲にわたっており、顕著な規模差を伴っていることがわ

かる。さらに、規模の分布は墓群によって異なる傾向を示してお り、 この傾向の差異などによって、 土

坑墓の規模を a~e に分類することができる(第188図) 。

なお、墓群内での位置 ・

規模・副葬品の全てにおい

て絶対的優位にあるような

土坑墓、古墳時代において

みられるような隔絶的な存

在として評価できる土坑墓

は見出し難い。被葬者の社

会的地位と土坑墓の規模と

の関連は否定できないが、

極端に強調しているよう に

は見受けられない。むしろ、

後述するように、被葬者の

身長および埋葬姿勢が、土

坑墓規模 a ~e の違いに直

接的に関連していると評価

することができる。

ウーτEよ
円
，
白

福永1985より転鞍

E 

川「=mi恒孟Ul

墓壊と木棺型式第187図

B 

1. 



弥生墓群の諸属性

被葬者の年齢と埋葬姿勢 土坑墓の規模を左右すると考えられる被葬者の身長は、主に年齢によって

異なるものと考えられる。弥生人の平均身長は、男性成人で'160cm前後、女性で'150cm前後で、あると考え

(中橋・永井1989a)。したがって、成人を伸展葬する場合には長軸約170cm以上の埋葬空間

が必要になり、木棺を用いた場合には、より大きな墓墳が必要になる。木棺の使用が判明している土坑

墓をみると、墓横長の90~60%、平均75%程の長さの木棺を用いているようである(第188図)。すなわ

ち、成人を木棺に納めて伸展葬するとき、墓墳の長さは 2mを超える場合が多いと想定される。当然で、

はあるが、子供(註 3)を埋葬する場合には、より小さな墓壊で問題ない。
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土坑墓の規模は、埋葬姿勢によっても異なると考えられる。弥生時代の近畿地方(西日本)において

は、縄文時代以来の屈葬の埋葬習俗から伸展葬の埋葬習俗へと、集団等による進度の差異を含みながら

徐々に変化していったことが解明されている(福永1990)。静岡県内においても、中期中葉までは屈葬

が多くを占めていたが、中期後葉には近畿地方などと連動する ように伸展葬が増え、後期後半にはさら

に伸展葬化が進んでいることが示されている(松井1998)。

木棺墓の墓墳においては、概ね205m前後以上であれば成人の伸展葬の可能性が高く、 とく に300mを

超えるものは確実に伸展葬であったと考えることができる。一方、 200m前後以下になると、成人におい

ては屈葬の可能性が高くなると考えられる。ただし、本遺跡群のように木棺・遺骸が残っていない状態

で検討する場合、木棺規模:墓墳規模の割合や膝屈曲の度合が必ずしも一様ではないことから、詳細な

判断には注意を要する。

規模別にみる被葬者と埋葬方法 これらの研究成果を参考にすると、以下のように、円田丘陵に展開

する規模 a~e の土坑墓について整理する こ とができる 。

規模aは、木棺を用いたとしても成人の伸展葬に問題のない規模である。該当数は少なく、古墳時代

前期前半の周溝墓の中心的埋葬施設 (HSF25)、弥生時代後期後半頃の鉄剣・ガラス小玉が副葬された

埋葬施設 (MSF70)が含まれている。該当する全てが優位な社会的位置にあった被葬者の埋葬施設であ

るかはわからない。しかし、後期後半~古墳時代前期前半においては、完全に伸展葬化したものであり、

さらに被葬者像と関連して、他より大きな埋葬施設を設けようとした意図がうかがえる。

規模bは、土墳であるならば成人の伸展葬が可能であるが、木棺墓においては屈葬が含まれる規模で

ある。 MSF82・FSF14では、長さ150cm程の木棺の使用が認められており、膝屈曲度のさほど強くない

(膝内角90度以上の)屈葬が想定される(註 4)。該当数は規模cに続いて多いが、墓群による粗密があ

り、集団や時期による伸展葬率の差異を指摘することができる。副葬品の有無や墓群中の位置は様々で

ある。しかし、鉄剣・銅釧出土の土坑墓は規模a・bに限定され、さらに、銅釧出土のMSF66とF

SK30がほぼ同規模、鉄剣出土のMSF23とMSF70がそれ以上の規模を有する点は注目される。

規模cは、土墳であっても屈葬が含まれている可能性が高く、木棺墓においては大半が屈葬で占めら

れると想定される規模である。木棺の使用が認められる FSF13・FSF30・FSF35やHSF01では、長さ

120~ 160cmの木措が想定されている。 墓域全体としては該当数が最も多いが、規模 b と同様に墓群によ

る粗密があり、集団や時期による伸展葬率の差異を指摘することができる。副葬品の有無や墓群中の位

置は様々であるが、規模 a. bのように鉄剣や銅釧が出土した土坑墓はない。その一方で、銅鍛が出土

したMSF37. F SF13が、ともにこの規模に該当する点が注目される。

規模dは、成人であれば木棺の有無に関わらず屈葬の可能性が高く、子供であっても、 木棺墓の場合

は屈葬が含まれる可能性が高い規模である。全体的に各墓群に認める ことのでき る規模であるが、HA

~C群以外では小規模な部類の少数派に位置づけ られる。墓群の中央に位置するものはMSF65だけであ

り、副葬品の出土はMSF83(カラス小玉出土)だけである。

規模eは、伸展葬・屈葬にかかわらず成人の埋葬が想定し難い規模である。子供の埋葬においては、

乳幼児でなければ屈葬の可能性が高い。規模dと同様、全体的に認められるが、各墓群中で主体とはな

らず、少数に限られる。墓群の中央に位置するもの、副葬品が出土したものはない。

墓群内の構成 各墓群内における土坑墓の規模分布をみると、集中範囲にある一群と、より大きな一

群、より小さな一群の三者を認めることができる。

MA~C群を例とすると、 集中範囲を200~2o5mに認めることができる。 ここに該当する一群は成人

埋葬であり、木棺であれば屈葬、土墳であれば伸展葬の可能性が高いと判断できる。208m前後には、よ

り大きな一群がある。成人を伸展葬した木棺墓の可能性があり、墓群内における時期差も しくは被葬者
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な場面での役割の違いが関連している可能性は杏定できない。
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墓群簡における主軸方向の別 単数膿葬である①の幕群においても、主軸方向の別を認めることがで

きる。隣り合うML群 (M5号周溝轟)とML群 (M6号周溝墓)は、ともに①の纂群(周溝墓)であ

るが、それぞれの中央に位置する土坑纂の方向は異なっている。そして、先述の纂群内における主軸方

向の別と問様、両者において顕著な時期蓋や優劣関係を認めることはできない。

一方、 HA群 (H1号周溝墓)とHB群(④bの土坑墓群)、 HF群〈日 3号周溝纂a)のHSF29と

HSF33-SF35の関係においては、主軸方向の相違とともに立地，規模・構造の違いを認めることがで

き、優劣関係として評価できる可能性がある。時期的もしくは個別集極的に様相の遭いがある中で、こ

のように侵劣関係が伴う場合も一部にあった可能性が想定される。
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2.土器棺墓について

土器棺墓の位置 土器棺墓は、各遺跡 ・各区に分散して分布している。単独的に立地する場合と数基

が集中する場合があるが、 いずれにしても各墓群の周縁部や外側の正陵斜面に位置してお り、墓群の主

体を成すことはない。このような特徴は、小規模(規模d • e)な土坑墓と類似している。

遠江の土器棺墓は、諸研究によって乳幼児の墓である とされながら も、再葬墓が一部に含まれている

可能性も指摘されている。ただし、本遺跡群においては積極的に再葬墓である と評価できる根拠はなく 、

分布や位置の特徴から、基本的には乳幼児の墓であった可能性を評価したい(註 5)。

土器棺墓の種類 円田丘陵における土器棺の身は、全て壷である。一方、蓋には壷の下部が用いられ

る場合が比較的多いが、壷の上部や鉢・翠などの場合もある。その選択基準は明確で、ない。

埋置姿勢は、後期前半までは横位、中葉以降は斜位・正位が主となる。後者の場合、 土器棺の身は頚

部以上を打ち欠いて用いられ、土器の葦が伴う場合が多い。一方、前者の土器棺には頚部以上の打ち欠

きがない場合、上を向く胴部中央に穴が聞いている場合も多い。なお、蓋の出土がない土器棺について

は、削平などによって蓋が消失した可能性のほかに、土器以外を蓋とした可能性も考慮する必要がある

のかもしれない。ただし、石の使用は認められていない。

土器棺の変遷 土器棺墓の時期は、棺自体の編年によって導き出されるべきであるが、遠江において

は、その研究成果がほとんどない。身と葦以外に一括性を評価できるものがなく、大型の身には歪みを

伴う場合があって、通常の土器ほど形状等に対する繊細な意識がなかった可能性が想定される。さ らに、

多くは打ち欠きによって失われた部分があり、全体的に文様などの要素が少ない傾向にある。以上のよ

うな問題点もあり、少なくとも円田正|凌の資料だけからでは、詳細な時期判断を伴う編年を求めること

はできない。ただし、 次のようにある程度の変遷観を提示することはできる。

第189図は、円田丘陵における土器棺の身(大型査)の変遷について、蓋の特徴や墓群の時期などを

参考にして作成したものである。底部については、 後期前半では上げ底状のもので占められるが、後期

中葉以降には平底になる。文様については、無文のものが多い中で、中期後葉には胴部上半の斜格子文

など、後期前半~中葉には頚部下端に三角突帯、後期中葉以降になる と羽状刺突文が廻るものが認めら

れるようになる。調整については、後期前半まで、は胴部最大径付近に横方向のハケ調整が施される場合

が多いが、後期中葉以降には少なくなる。

第17表 土器棺墓一覧

議区部 &群 遺構 位置
j虫位

量E 身
その他

議区部 員長醇 i立生育 f立ffi~
J.llili1 

有邑 身
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姿勢 のill物 姿勢 の起I物

MA  
MSF08 A 正 古賀(胴部) FDKω A 正 古田下半} ~t1(胸部)

Ml区 MSFω A 寄} W(下部) 強(胸部) FA 費li 壷

MB  MSF18 A 正 W(I周部)
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F 2区
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弥生墓群の諸属性

さらに、胴部の器形についても、ある程度の変遷を把握することができる。中期後葉~後期前半では

縦長の算盤玉形で占められるが、後期前半~中葉になる と、 比較的大型で器壁の厚い重厚なものを中心

にして、胴部上半に丸味を伴うものが認められるようになる。さらに後期中葉~後半には、主体が球形

のものへと変わっていく 。一方、器壁が薄く重厚でないものについては、算盤玉形が残存する傾向にあ

るが、後期中葉以降、球胴化の影響が多く認められるようになる。

以上は円田丘陵に限られた資料によるものであり、詳細で信頼性のある編年のためには、より多くの

資料を対象にして検討する必要があると考える。また、先述したような課題もある。重厚で球形のもの

とその他の算盤玉形のものとに分けて述べたが、両者が隣り合う場合もあり (MSF51とMSF52)、製作

~使用の各段階において、どれ程の差異があったのかは評価できていない。ただ、各土器棺墓の時期判

断の根拠になっている部分もあるため、円田正陵におけるある程度の変遷観として提示した。
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~ _~_f 

表

Lz 前半のH3号周i持嘉

る。 1 前日に|捺しては、

と可能性が指摘でき

5 寅盛土中)、高坪のi:~: J ; 

;ま、焼成前に成部穿

た実用器を仮器化す

ノEが悪く詳細な判断Iーでき I、ι/1'，'破片は台状部上(卒;、

') 

ら多く出土しておも、 /i: I のように藤と高杯E

包性が指摘できる。 P

itLの内容においてもも

弘合わさることがな? パLる場所・場面がよ;')， 

Uになったというだれで、

にとすることができる。

/ 、[ i J:うに、供献土器が

一J~i 幸代への移行に伴ろ
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4.副葬品による評価

( 1 )副葬品を伴う被葬者像

副葬品の有無 第18表・第188図にあるとおり、副葬品が出土した埋葬施設は少なく、 一定以上の社

会的位置にある被葬者に対して副葬品が伴われた可能性が指摘される。しかし、副葬品を伴う埋葬施設

は、必ずしも墓域の中心に位置したり単独で立地したりするわけではない。他との隔絶性をもった被葬

者像や墓群形成の契機・中心となるような被葬者像とは関連していないようである。一方、前節や本節

1で述べたように、墓群の種類や土坑墓の規模は、必ずしも優劣の関係だけで説明できるものではない。

優劣関係の絶対性・隔絶性は高くないと想定する ことはできるが、 副葬品が一定以上の位置にある被葬

者に伴うという評価を、埋葬施設の規模や位置によって完全に否定する必要はないと考える。

さらに後述のとおり、副葬品の種類によって埋葬施設の特徴の違いを認めることができる。副葬品と

なる玉類や金属器がもたらされた背景には、 地域を越えた様々な交流があったと考えられ、その経緯や

付されてきた価値観は、物の種類によって異なっていたと想定される。そうした異なる背景が、被葬者

像と関連して埋葬施設の差異に表れている可能性が指摘できる。

ガラス小玉の出土 ガラス小玉の出土は他の副葬品に比べると多く、一定以上の社会的位置にある者

は、他よりもまず玉類を伴うことができたことがわかる。また、土坑墓においては規模 b・cに多く 、

規模eに出土がないことから、 基本的には成人に伴うものであったと判断でき る。ただし、土器棺墓か

らの出土が認められている点は、この判断に反している。乳(幼)児においては、ある程度成長した子

供に比べて親(成人) との独立性が低く、親の社会的位置が反映される可能性が考臆される。

なお、ガラス小玉の多くは装身具であったと想定されるが、同一墓群内の複数の土坑墓から数点ずつ

出土する場合や、埋葬施設内で上下層を含めて散在的に出土する場合も認められている。詳細な出土地

点を特定できるものが少なく、個別に判断することは難しいが、出土ガラス小玉の全てが被葬者の身に

着いていたわけではなく 、葬送祭杷において使用されたガラス小玉が含まれている可能性もある。

その他の玉類 ガラス小玉以外の玉類と して、 水晶製算盤玉と管玉をあげることができる。残念なが

ら、出土遺構が特定できるのはFSF03(管玉)と HSF24(管玉)だけである。しかし、 FSF03は規模

の大きい土坑墓(規模 b)、HSF24は周溝墓の中心にある比較的大きな土坑墓(規模 b)であり、比較

的優位な位置にある埋葬施設であると判断することができる。なお、遺構外で出土した水晶製算盤玉・

管玉は、 MI群 (M3号周溝墓) に伴う玉類であるが、 この墓群は玉類・銅郵11・鉄剣といった副葬品の

出土が多い墓群でもある。

第18表玉類・金属器出土一箆

玉曹i

議区部 g群(J司法事) 遺構(部類) 金属~水品
スガ玉小ラ l | | 製:Q: 管玉

盤玉

MSF21 (土坑幕)

Ml区 MC群 MSF23 (土坑誕) 鉄前IJl
(M2 号周滑る~) I ~49~~i~d (泣榊外) 鉄鉱l

MF群
MSF37 (土坑誕) 鋼鎌I

M2区 MSF38 (土坑匙) 5 

中央部
MG群

MSF45 (土坑暮) 2 

殊遺跡文掌

MSF46 (土坑誕)

6号墳北西周溝 。r 4 

MI群
(遺構外)

(M3 号周溝墓)~号墳盛土 I 
M21R MSF66 (土坑墓)
雨間i MSF70 (土坑at:) 銅剣~I 11 

Y!SF77 (土坑長) 鉄剣1 8 

MJ醇 Y!SF78 (土坑基) 4 

(か[4 号周溝z~) I MSF79 (土坑起)

玉類

議区部 墓群(周海事) 逃構(種類) 金属器
水品 ガフ

製$): 管玉 ス小

盤玉 JココL 

MK群 MSF82 (土坑息) 5 

殊遺跡文盆 M3 区
(M5号一周司軍基n MSF83 (土坑l!';) 6 

北部 ML群
MSF85 (土保枯畠) 3 

(M6i守周i再匙)

M3区 MO群 MSFI05(土務裕司品) 13 
中央部 (M7号mJi!lli¥) K66grid(泣構外) 鉄剣l

F 2区 FE群 FSK30(土坑挙) 銅剣13

7 FH群
FSF03(土坑基) 1 9 

ケ F3区 FSFI3(土坑事) 鋼鎌2
跡i立 (FI号周液晶玉)

FSFI4(土坑基) 4 

F4区
FJ群 FSF30(土坑主主J l 

(F2号周溝容) FSF31(土坑説) 4 

H 1区 日B群 HSF08(土坑事) l 

林 H3区
HE詳

HSF2仇 墓) 11 (H2号周I拝金持) 1 

に
!υつωつ白
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獲得されるものではなく、 成人として活動する前に、 必要と期待をもって銅郵11とそれに付随する役割 ・

位置が与えられ、生涯にわたってその役割と位置が伴い続けていた可能性が指摘できる。

前節でも述べたが、 墓群中における主軸方向の異なる二者については、半族や胞族といった集団内の

二分構造が墓群形成に反映している可能性が指摘でき る(田中1998)。そして、円田丘陵においては、

この二分構造に対応する ように、 鉄剣出土土坑墓と銅釧出土土坑墓とで主軸方向が異なるのである。 二

分されたそれぞれが、墓群形成以外の諸活動の中でも役割を異にしている可能性が評価できる。なお、

鉄剣出土土坑墓の主軸方向の方が、中心の土坑墓とは異なり、墓群内の多数派にもならない。墓域を営

む集団や地域社会にとっては、鉄剣に伴う役割や武威は特異的なものであり、当初から必要とされた銅

釧に伴う役割の方が主であったのかもしれない。ただし、 数の論理と重要性が必ずしも一致するとはか

ぎらず、いずれにしても円田丘陵内での検討だけでは推測の域を出ない。

~ v 

管玉 lリト玉 9FSF03 

銅銭2FSF13 

銅釧 3FSI<30 

FA~G群 (F2 東・西周濁む) 0 
遺構配置図。

全体図

鉄剣 1・小玉 11

MSF70 

.:歓出l)出土 ロ 鍋釧出土

企 鉄鎌出土 & 銅線出土

。;玉類出土 。土総棺R

(1 5) 20cm 

(1: 500) 20m 

(1 10，000) 50日m

第191図主な副葬品の出土
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弥生纂群の諸属性

( 2 )副葬品にみる地域性

帯状銅釧の分布と類例 円田E陵で出土している弥生時代の銅剣11(帯状銅釧)については、中部高

地・北関東および天竜川~利根川の太平洋側に分布が偏ることから、東日本の金属製釧のーっとして評

価されている(野津2002、池田2003、北保2005)。さらに、中部高地と太平洋側とでは断面形態が異な

るといった、分布圏内での地域性についても指摘されている(池田2003)。

文殊堂遺跡の出土銅釧は、細身で薄く、全体的に丁寧に磨くという太平洋側の特徴に合致する断面形

状を呈する。ただし、劣化・欠損のために全周していたか判断できず、鋳造品ではない可能性もある。

なお、内面に観察できる繊維状の痕跡については、帯状銅剣!と同様に東日本に特徴的であるといわれて

いる鉄釧に類例がある。本例を含めて繊維の実体を明らにすることはできていないが、南関東の資料に

集中している点が指摘されている(北区教育委員会1998、岩本崇2002)。

鉄剣にみる地域的傾向 弥生時代の鉄剣については、北九州・中園地方・北近畿といった西日本や北

陸などに多く分布するが、東日本である中部高地や東海東部~南関東にも分布圏が認められている。 た

だし、鉄剣自体について、積極的に東日本での生産を評価することはできない。舶載品を中心に西日本

から日本海側・信濃などを経て、関東地方などに移入した可能性が指摘されている。その一方で、鹿角

製把は東日本に分布が限られることから、東日本の地域性(生産・流通)を示すものと して評価されて

1 ・石川県片山鳥館
2 石川県西念南新保
3 :長野県線線
4:新潟県八幡山
5・群馬県天神
6 群馬県新保田中村前
7 千葉県大井戸八木 〆
8:神奈川県池子
9 神奈川県王子ノ台
10 静岡県長崎
11 :静岡県浅s1J神社境内
12・静岡県文孫堂
13 静岡県党天

地図

第192図 帯状銅釧と鉄剣の分布(主に弥生時代後期)
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A:鹿角1:1犯

a 鹿角装鉄剣・その他の鉄剣(木装)

・帯状銅剣l
。:銅釧片・再加工品

(1 : 10) 40cm 

(1 : 3，000，000) 100km 
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いる (野島2002、豊島2003・2004)。

MC群出土の鉄剣は、鹿角製把の最西出土例となる。一方、 MI群出土鉄剣や、同じ中・東遠江の磐

田市党天遺跡出土鉄剣 2点(磐田市教育委員会2003) などは、木製把であった可能性が高い(註 6)。

太平洋側である天竜川~東京湾岸の諸地域では、鹿角製把と木製把の双方の分布が認められており(豊

島2004、第192図)、 円田丘陵の出土鉄剣についても、このよ うな両者が混在する特徴が示されていると

評価することができる。

水品製算盤玉の出土 出土玉類の中で最も特異的なものは水晶製算盤玉である。弥生時代の水晶製玉

類は西日本から日本海側に多く、北近畿や山陰では生産についても明らかにされている(河村1986、十

菱1997)。一方、東日本では長野県岡谷市天王垣外遺跡(長野県1988)や千葉県君津市大井戸八木遺跡

(君津郡市文化財センター1991)、静岡県では本遺跡、や静岡市浅間神社境内遺跡(註 7)で少数出土して

いる程度である。銅釧などのように地域性を示すかは判断し難いが、交流の存在は想定できる。

銅劃11・鉄剣にみる地域性と交流 これまで述べてきたように、銅釧や鉄剣については、天竜川から東

京湾岸に共通する地域性と、地域を越えた広域での交流の存在を認めることができる。

帯状銅釧の分布は明らかに東日本に限定されており、少なくとも、特定の者が死後に至るまで装着す

るという文化的要素については、天竜川 ・千曲川流域以東に特徴的な地域性を示すものであると評価で

きる。しかし、その素材については、鉛同位体比分析などで三遠式銅鐸と同じものが多いと指摘されて

おり、天竜川以西に供給元がある可能性も指摘されている(野津2002)。青銅器の鋳造技術に関しても、

三遠式銅鐸分布圏の中心となる天竜川以西の地域が先進的であったと考えられる。

天竜川を境とした西遠江と中(東)遠江については、土器様式や金属器の分布などから、異なる文化

圏として評価することができる。しかし、一部の土器に東西交流がうかがえるほか、西遠江にも銅釧片

や銅環の出土があり、一方で中遠江にも埋納に至る銅鐸文化が入ってきているなど、交流においては決

して排他的であったとはいえない(中嶋1991、鈴木敏1997、田村2002、第193図)。以上から、中遠江の

地域は、西側地域との交流も機能させながら、それとは異なる地域性・文化のなかに融合させていく地

域であったと評価し

たい。

鉄剣については、

鹿角製把の装着など

といった東日本的な

地域性を反映した加

工が認められる一方、

剣身自体に関しては、

より広域の流通によ

ってもたらされた可

能性が高いと判断さ

れている。ただし、

西遠江や伊勢湾周辺

では、弥生時代の鉄

剣の出土がほとんど

ない。鉄剣について

は、青銅器のように

東海地方で生産した

~ 

一一一 西遠江 一一一

銅鐸出土地(破片を除く)

A 掛川市長谷 B 監岡村西の谷

C 浜松市ツツミドオリ D 浜松市木船

E浜松市前原VIII F細江町it峯の谷(銅鐸の谷)

G 細江町船波 H 細江町小野 I引佐町井伊谷

J 三ケ日町荒神山 ・釣山田 猪久保

K 湖西市白須賀 ・鍛冶ヶ谷

※市町村名は 2004 年l時点で表~è

銅釧出土遺跡(破片 ・小銅環を含む)
1菊川町耳川
2 燭川市梅絹遺跡傾家遺跡
3 浅羽町十二所遺跡
4 森町如{中庵遺跡
5森町文殊堂遺跡 ・フケ遺跡
6笹田市党天遺跡
7浜松市伊t骨遺跡
8 浜松市槽野遺跡

(ぬ栂~r;t埋蔵文化財閥査センター他 2002、野滞 2002、竹内 2003 より作成)

第193図 遠江における弥生青銅器の分布
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今回の森町円田正陵における調査をとお して、 古墳時代中期以降の古墳群のほかに、古墳群が形成さ

れる前の墓域についての成果も得ることができた。とくに、広い範囲を調査することができたこと、そ

して多くの遺構・遺物が発見されたこと によって、墓域全体の様相から営む集団の構造・性質にまでせ

まることができる資料として評価することができる。

墓域形成の諸段階 この墓域は、様々な墓群によって構成されている。また、墓域全体の形成期間は

弥生時代中期後葉~古墳時代前期前半にわたるが、その中でも、墓群によって該当する形成時期が異な

っている。このような墓群間の差異を整理・検討すると、墓域形成には時期 I ・時期 11 ・時期IIIといっ

た諸段階があり、それぞれに異なる墓群の展開を認めることができる。以下、この段階に沿って、多岐

にわたる調査成果および課題の要点をあげておきたい。

時期 lにおける墓域・墓群の構成 時期 iにおいては、ほぽ全域に墓群の展開が認められる。 しかし、

土坑墓(木棺墓を含む)と土器棺墓が密集するような墓群は少ない。方形周溝墓の埋葬施設の数と配置

については、中心に葬られた被葬者が造墓の契機となった者である点、単数の埋葬が基本であり 、そこ

から派生して複数の埋葬のものが出現するといった点が指摘されている(大庭1999)。地域差・時期差

もあるが、円田丘陵においても同様に、周溝墓は単数埋葬を基本としている可能性が指摘できる。

墓域における二分構造 前節では、主に土坑墓の主軸方向によって二分構造の存在とその評価を示し

たが、時期 lの墓域全体においても、方形周溝墓主体の北半部と不整円形周溝墓主体の南半部とに二分

することができる。東海地方の周溝墓の圧倒的多数は方形であるが、一部に円形周溝墓の存在を認める

ことができる。 とくに、時期 lに並行する浜松市瓦屋西遺跡の円形周溝墓群が注目されるが、県外では

長野・群馬県や北陸地方で同様の時期の円形周溝墓がある(寺沢1990、小山1999、山下2001)。特定地

域との関連性については本書では言及できず、さらなる検討を要するが、本墓域内の南北の違いについ

て、出自や環境・交流などにおける集団聞の差異をうかがわせる様相として注目される。

時期 iiにおける墓域の変化 時期 11になると、墓域の範囲が東寄りに狭くな り、周溝墓は方形に限ら

れるようになる。また、各墓群においては多埋葬化・密集化が認められるようになる。土器棺の埋置姿

勢や土坑墓における埋葬姿勢の変化、供献土器数の増加、 土坑墓周辺における穿孔を伴う壷を用いた葬

送祭杷の流行なども認められる可能性があるが、これらについては、時期 iから進行してきたものとし

て把握することができる。なお、鉄剣や銅釧の副葬も、多くはこの時期に該当する可能性が高い。

墓群内の集団構造 多埋葬が特徴的な時期 11の

各墓群内において、土坑墓の主軸方向に二者があ

ることから、集団の構造が墓群に反映している可

能性を指摘した。さらに、主軸方向と副葬品(鉄

剣と銅剣/1)との相闘があることから、墓群形成や

金属器流通を含む諸活動において役割・位置を異

にした、半族や胞族といった集団内の二分構造を

評価した。時期 lでは、墓域の南半部と北半部と

いう異なるかたちで二分構造が把握されたが、こ

の時期 iから時期 11への変化について、二分され

る両者が同一地域内で混在・変質していく過程を

第 3節

表しているのかもしれない。
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第194図 浜松市五屋西遺跡の円形周溝墓



結 話

鉄剣・銅釧の出土状況からは、二分構造とも関連する双方に伴う位置・役割が、同一者に与えられる

ことがないという点を指摘した。さらに、この事象が広範囲に認められることから、中遠江を含む東日

本もしくは列島の諸地域で、同様の集団構造や観念が共有されていた可能性を評価した。鉄剣・銅釧の

双方に伴う異なる役割の具体的内容については、 それぞれの用途・機能などから、鉄剣は活動の中で重

要な役割を担って実力を発揮した者に伴い、銅釧は成人として活動する前から生涯にわたって特定の役

割・位置が与えられた者に伴った可能性を指摘した。しかし、この点については推測の域を出ない。

交流の様相 銅釧と鉄剣は、ともに中部高地や関東・東海東部に分布が偏り、とく に天竜川~東京湾

沿岸の太平洋側で、円田丘陵と共通した特徴を多く認めることができる。 一方、双方はより広域な交流

を背景としてもたらされた可能性が高いと考えられ、天竜川~東京湾沿岸の諸地域と地域性を同じくし

ながらも、鉄剣においては日本海側から信濃を経た流入、銅釧においては天竜川以西(西遠江など)と

の交流も欠かせなかったと推測した。

時期 iiiの変化と古墳文化の影響 時期 iiiになると、多埋葬の墓群は形成されなくなり、新たに形成

される単数埋葬のHZ号周溝墓bとH3号周溝墓bだけになる。H3号周溝墓 bにおいては、焼成前底

部穿孔の二重口縁査を用いる葬送祭杷という古墳文化の影響を認めることができる。また、副葬品が認

められなくなる点については、時期 11で機能していた交流や広範囲に共有された観念などが消失・変質

したこと を示す事象として評価できる とした。墓群による差異も指摘できるが、いずれにしても、古墳

時代への社会の変革が大きく影響していることに違いはない。

そして、この墓群(周溝墓)をもって円田丘陵における墓域形成は終駕を迎える。円田丘陵の墓域は、

弥生時代中期後葉以来の地域色の強い社会と交流に基づいて形成されてきた墓域であり、それ故に、列

島内に新たに広がる古墳時代社会においては継続されないものであったと評価することができる。

現地調査および本報告の作成にあたっては、以下の方々・機関に有益な御指導・御助言をいただ、きま

した。ここに記してお礼申 し上げます。(敬称略、五十音)11貢)

註

伊藤寿夫伊藤美鈴北島恵介佐藤 由紀男柴田稔白樺崇鈴木一有鈴木敏則

竹内直文谷口安曇豊島直博西井亨 平野吾郎贋川達麻松井一明向坂鋼二

静岡市森町教育委員会

1 弥生土器の時期について、 本書では諸研究の成果を適用し、白岩式は中期後葉、菊川式古段階は後期前半、問中段階は後期

中葉、同新段階は後期後半、同最新段階は後期末以降に概ね該当する ものとして判断している。

2 中屋敷逃;跡は、第二東名建設に伴って平成12年度に発掘調査されている。未報告ではあるが、調査時の所見から本文中にあ

るとおり方形周溝が検出され、古墳時代前期の土器が出土している(静岡県埋蔵文化財調査研究所2001・2004)。

3 本文では中橋・ 永井1989bを参考にして、概ね 1歳以下の者を乳児、 5歳程度までの者を幼児、その後の成長期にある者を

子供(小児~若年)、成長期を経て一人前の集団構成員となった者を成人(成年~老年)と称することとする。

4 縄文時代後期から古墳時代前中期における埋葬姿勢については、 福永伸哉によって詳細に分析されている(福永1990)。樫

葬施設の長さは、主に腰と膝の屈曲度が反映されると考えられるが、とくに弥生時代においては膝の屈曲度の変遷が目立つ。

本文では、縄文時代にも認められる膝屈曲皮(=膝の内角)90度以下を強い屈曲とする。

5 静岡県の土稀楠墓について、 一部に古い葬法を残した再葬墓が含まれている可能性も指摘されている (大林2004など)が、

概ね乳幼児が埋葬されたものとして考えられている。本遺跡群において、再事事基であると積極的に評価できる根拠はない。

6 出土鉄剣については、 J:1島直博氏(奈良文化財研究所)より多くのご教示をいただいたO

7 静岡市浅間神社境内遺跡の水品製算盤玉については、伊藤寿夫氏(静岡市)よりご教示いただいた。
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3 SD13土器出土状況2 (南東から)



図版56 フケ遺跡

1 SF35検出状況 (南東から) 2 SF35完掘状況 (南東から)

3 5区全景(北から)



フケ遺跡図版57
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図版58 フケ遺跡
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出土土器2



フケ遺跡図版59
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出土土器3



図版60 フケ遺跡
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出土土器4
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図版62 フケ遺跡
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出土土器6
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フケ遺跡図版63
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図版64 林遺跡

1林遺跡全景(北から)

2 1区全景(南西から)



林遺跡図版65

1 A群:1号周溝墓(南西から)

pj 

2 B群(西から)



図版66 林遺跡

1 SF01 (南東から) 2 SF05 (筒酉から)

3 SF06 (南西から) 4 SF07~SF09 (西から)

5 SF13 (南から) 6 SF10・SF11 (西から)



林遺跡図版67

1 2区全景(北西から)

2 SF15 (南西から) 3 SF17 (南西から)

4 SF18・SF19(南西から) 5 SF20 (南西から)



図版68 林遺跡



図版69

D • E群 (1:府撒)

2 E群:2号周溝墓(1，府撒)



図版70 林遺跡

E群:2号周溝墓(北東から)

2 SD09土器出土状況 (北から) 3 SF22 (北西か ら)

4 SF24 ( ~tから) 5 SF25 (東から)



1 8008・8009(北東から)

• 
3 8F21 (東から)

5 8F26・8F27(東から)

林遺跡 図版71

2 8F23 (北から)

4 8F28 (西から)

6 8005 (北から)



図版72 林遺跡

I 4区全景 (北西から)

2 F群:3号周溝墓(南西から)



林遺跡図版73

F群:3号周溝墓(南から)

2 SF29 (南西から) 3 SF33~SF35 、 S015 ・ S017 (南東から)



図版74 林遺跡

1 SF30 (南東から)

4 SF34 (南東から)

5 SF35 (南から) 6 SF36土器棺墓(南東から)



林遺跡図版75

2 SF39 (北西から)



図版76 林遺跡
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